

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。



ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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覗き窓ファインダーの死角

＊この作品は『medium　霊媒探偵城塚翡翠』の結末に触れています。未読の方はご注意ください。




    

ブックデザイン──坂野公一（welle design）




  

    
生者の言こと伝づて





  



　どうしてこんなことになったんだろう。

　動揺は、なかなか鎮まらない。それでも、僕は必死に記憶を掘り起こそうとした。突然の悲鳴と罵声、躙にじり寄る身体からだと抵抗する四し肢し。視界が反転し、そして──。

　血に塗まみれた包丁。

　僕の右手が、それを固く握り締めている。

　今更になって気がつき、慌ててそれを手放した。乾いた音が鳴って、赤い血が跳ねる。その向こうに、血に塗れて動かない女の人の身体が横たわっている。

　僕が刺したのだ。

　僕は座り込んだまま、愕然とその事実を受け入れていた。込み上げてくる吐き気に、今にも気が遠くなっていくのを感じる。たぶん、彼女は悠ゆう斗とのお母さんだ。そう、彼女はこの部屋に入ってきて、僕を泥棒と勘違いしたのだ。いや、勘違いとは言い切れない。悠斗のお母さんからすれば、僕は泥棒に間違えられても仕方のないことをしていたのだから。逃げようとした僕は、彼女ともみ合いになり、そうして──。

　腹部にできたいくつもの傷から、夥おびただしい量の血が溢あふれている。僕が動揺している間に、それは床にまで広がっていた。どう見ても手遅れで、既に死んでしまっている。悠斗になんて言えばいいんだろう。悠斗は両親を嫌っているようだったけれど、だからといって死んでいいなんて考えているはずはない。まして刺し殺したのは僕だ。僕は唯一無二の親友を裏切るようなことをしてしまった。

　どうしたらいいんだろう。

　まずは、警察に電話するべき？

　それとも、証拠を隠滅して逃げる？

　推理小説はよく読んでいるけれど、だからこそ、完全犯罪が難しいことは承知していた。僕にそれができるとはとうてい思えない。けれど。

　僕は部屋の片かた隅すみに置いてあるリュックサックに眼を向けた。

　計画を実行するためには、ここで捕まるわけにはいかない……。

　僕は自分の両手を見下ろす。幸いなことに返り血をあまり浴びないで済んだのか、手は思っていたよりは血に濡ぬれていなかった。きっと洗えばすぐに落ちるだろう。

　まずは身を起こし、開いたドアから廊下に出た。身体はよろめいていたけれど、どうにか動いてくれた。

　そこで、自分の意識がようやく外の騒音を捉とらえた。廊下の窓を雨粒が激しく叩たたき付けている。ただの雨ではなく、豪雨と呼べるほどの勢いだった。いつの間にか外は真っ暗で、風が唸うなり網戸を震わせている。そういえば、台風が近付いているとＳＮＳで見たような気がする。この辺りは進路から外れていたはずだけれど、この激しさからすると、コースが変わったのかもしれない。ここは寂さびれた山奥だ。土砂崩れとかは大丈夫だろうか。まぁ、ある意味では、人を殺してしまった夜に相応ふさわしい天候といえるのかもしれなかった。

　階段を降りてラウンジに出ると、カーテンが激しくはためいていることに気が付いた。一階の窓のほとんどが開けっぱなしになり、雨風が吹き込んでいるのだ。そうか、と僕は思い至る。悠斗のお母さんは、たぶんこの窓を閉めるために慌てて別荘に戻ってきたのではないだろうか？　微睡まどろんでいた僕は彼女が戻った音に気が付き、逃げようとして椅子を蹴飛ばして、大きな物音と悲鳴を上げてしまったのだ。それで不審に思った彼女は、窓を閉めるよりも先に、二階へと様子を見に来たのだ……。

　あのとき、うたた寝さえしていなければ。

　そもそも僕がこの別荘に忍び込んだこと自体が間違いだったのかもしれない。けれど、計画を実行するまでの数日間、僕には拠点にすることのできる安全な場所が必要だったのだ。悠斗からは、この時期に家族がこの別荘を使う予定がないことと、いざというときのために隠してあるという合鍵の場所を聞いていた。田舎だし盗まれるものもないので、警備会社との契約はしておらず、鍵さえあれば問題なく入れるという。それで僕はこの別荘にやって来て忍び込み、ゲストルームの一室を昨日から勝手に使わせてもらっていたのだ。

　もちろん、万が一の可能性は考えていた。いつでも窓から逃げられるように、靴は部屋の中に置いてあったのだ。それなのに、日頃の疲れが溜たまっていたのだろうか、眠るつもりはなかったはずが、僕はベッドで微睡んでしまった。一度、悠斗のお母さんが車でこの別荘にやって来たとき、僕は夢心地だった。自分が不法侵入していることすら忘れて、自宅で寝ているような気分だったのである。そのあと悠斗のお母さんが僕に気づかず玄関を出ていく気配を感じて、もう少し眠れるな、なんて考えてしまっていたのだ。

　なんて間抜けなんだろう。あのときに起きていれば、彼女が別荘を出ている間に逃げることは充分にできたはず。

　せめて雨が降らなければ、彼女がすぐ戻ってくることはなかったかもしれないのに。

　後悔に、息苦しくなる。血に濡れている手で窓を閉めるわけにもいかず、ひとまず僕はラウンジから廊下に出て、洗面所へと向かった。ドアノブに血が付かないように注意を払いながら、そこの扉を開く。

　まずは、洗面台の水道で手を洗った。手についていた血は僅わずかな量だったので、すぐに洗い流すことができた。続いて、鏡に映る自分の姿を確認する。着ている薄手のパーカーには、目立つような返り血は見当たらない。このまま逃げ出しても誰かに見咎められることはなさそうだった。なんだか、思っていたより自分が冷静でいられることが、ひどく情けなかった。

　なんていうのか、ろくでもない十五年間だったな。

　鏡に映る情けない自分を見て、溜ため息いきを漏らす。

　教室のみんなに嘲笑され、廊下ですれ違う度に、死ねばいいのにと囁ささやかれ続けてきた。母からは毎晩のように殴られ、僕さえいなければ父は出ていかなかったのだと恨み言を聞かされる毎日だった。

　そして、とうとう人殺しか。

　最悪の人生に、最悪の結末。

　ここから、どう逃げ出せばいいだろう。

　このままでは僕の計画は台無しになってしまう。

　そこでふとした違和感を憶おぼえて、僕は後頭部に手を伸ばした。

　髪に触れると、ねとり、とした感触が指先に伝わる。

　血だ。

　赤い粘液が、指先にこびり付いている。

　なんだろう？　倒れたときに頭を打ったのか？　慌てて後頭部のその箇所を指先で探ったけれど、痛みは感じない。髪が血で濡れているだけらしい。

　とにかく水道の水を思い切り流し、蛇口に後頭部を晒さらす。シャワーを使えば良かったかもしれないが、いちいち服を脱ぐよりもまずはこの方法を試した。後頭部だけ濡れてしまったが、しばらく洗い流すことで血の感触は消えてくれた。もっとも、頭の後ろだから自分では確かめようがない。自分の家だと母は洗面台に小さな手鏡を置いていたが、ここはどうだろう。

　洗面台や戸棚を軽く調べてみるが、シェーバーや化粧水、三本の色違いの歯ブラシなどがあるだけで、手鏡の類たぐいは見つからない。洗面台の鏡と組み合わせれば後頭部を確認できると思ったのだけれど。仕方なく、戸棚にある新品のハンドタオルを一つ拝借し、それで後頭部の水気を拭ぬぐった。

　そのとき、妙な空耳が聞こえた。

　こんな山奥の嵐の中で、耳に届くはずのない声がしたような気がする。

　それは女の人たちの声だった。クラスの女の子たちが階段の踊り場で遊んでいるときのように、なんだか楽しそうにきゃっきゃとはしゃぐ女の人の声が聞こえたような気がするのだ。

　こんな嵐の中でそんな声が聞こえるはずはない。ラウンジのテレビはついていなかったはず。となれば、とうとう僕がおかしくなって、幻聴を耳にしてしまったんだろうか。

　けれど次の瞬間、僕の身体は恐怖に凍こおりついてしまっていた。

　ぴん、ぽーん、と。

　インターフォンが、鳴ったのだ。

　誰かが来た──。

　こんな豪雨の中に、誰が来るっていうんだろう？

　帰ってくれ、と僕は息を潜めながら、廊下へと顔を覗かせる。そうして、少し離れたところにある玄関を遠目に眺めた。廊下にあるドアモニターが外の映像を拾っているようだが、ここからだとよくは見えない。

　けれど、しばらくして音声が聞こえた。

　それはなんだか、この天候には酷く場違いなもので、まるでアニメでヒロインを演じる声優さんが発するような、ひどく甘くて可愛らしい声音なのだった。

『あのう。わたしたち、山道で車が故障してしまって、途方に暮れているんです』

　僕は啞あ然ぜんとする。

　そんな。

　いやいや、そんなことってある？

　よりにもよって、わざわざ殺人があった別荘に来なくてもいいじゃん……。

　僕はしばらくの間、その場から動けずに、ただただ呼吸を止めていた。



　　　　　＊



　どうしてこんなことになったんだろう。

　千ち和わ崎さき真まことは、思わず頭を抱えたくなった。激しい雨粒が車のボディを容赦なく叩き、不快なリズムを奏かなで続けている。できることはすべて試したはずだった。もう一度、エンジンをスタートさせようと試みるが、今度はうんともすんとも反応しなくなってしまった。

　もちろん、ロードサービスには電話をしたが、台風がもたらしたこの豪雨で土砂崩れが発生したらしく、道の復旧には朝を待たなくてはならないらしい。時刻はまだ十八時。救いの手が駆けつけるまで、半日ほどかかりそうだった。

「歩いて引き返そうにも、ホテルまで山二つは越えなきゃいけないけど……」

　スマートフォンの地図を開いて、曲がりくねった道を確認する。九月の半ばであり、普段であればまだ明るくても不思議はない時間帯だが、悪天候のせいで既に外は真っ暗だ。この嵐の中、徒歩で暗い山道を引き返すなんて、ほとんど絶望的な選択肢といっていいだろう。雨は一時間ほど前から急に降りだしたばかりで、まだまだ止む気配を見せていない。唐突な土砂降りで為す術すべもなく、本来なら台風の進路ではなかったはずなので、真たちはなんの装備も持ち合わせていなかった。

「どうする？」

　真は、助手席にこぢんまりと腰掛けている雇い主に問いかけた。

「どうしてこんなことになってしまったんでしょう」

　城じょう塚づか翡ひ翠すいは呟つぶやいた。不満そうに唇くちびるを尖とがらせながら、柔らかな巻き毛を片手で弄もてあそんでいる。

「日頃の行いじゃない？」

　台風の進路変更に、車の不調、そして土砂崩れが重なるなんて、なにかに取とり憑つかれているとしか思えない。取り憑かれているとすれば、もちろん自分ではなくこの雇い主のほうだろう。

　真が告げると、翡翠は恨めしそうに真を睨にらんだ。

「日頃の行い？　社会に対してこんなに貢献しているのに？　昨日だって、せっかくのバカンス中に起こった殺人事件を、わざわざ解決してあげたんですよ？」

「やり方に問題があるんじゃないの？　県警の人にめっちゃ睨まれてたじゃん」

　翡翠は車の天井に眼を向けた。

　それから、ふるふるとかぶりを振って言う。

「そもそも、わたしという存在は、とてもとても可愛かわいいというだけで世界に貢献しているようなものなのですから、こうした不幸は見逃してくれても……」

「そういうところだな」ぶつくさ言う翡翠へと真は断言する。「で、どうするの？」

　翡翠はちらりと真を見み遣やり、華きゃ奢しゃな肩を竦すくめた。

「一つ選択肢があるといえばあるのですが……。先ほど、灯りの点いている洋館を通り過ぎたのを憶えていますか？」

「え、そんなのあった？」

「はい。恐らく歩いて行けば、悪路を考慮しても十分程度で戻れる距離です」

「そこで雨宿りさせてもらう手もあるってことか……」

「もちろん、朝までこの狭い車内で過ごす手もありますよ。というか、その方が安全だと思います。道路が早く復旧する可能性だってありますし、拾ってくれる車とすれ違うかもしれません」

「ここで朝までね……」

　真が呻うめくと、翡翠が挑戦的に瞳ひとみを輝かせて言う。

「しりとりでもして時間を潰つぶしますか？」

　絶対に負けないぞ、という表情だったが、そんな勝負に付き合うつもりは毛頭ない。

「それは絶対にしないけれど、ここで籠城するにしても、あの立て看板が気になるんだよな」

　真はサイドウィンドウから覗のぞく山肌に視線を向ける。

　申し訳程度に街灯が設置されており、そのぼんやりとした光で看板の文字が見えた。

『危険・崩落注意』

　真の視線を追って、翡翠もそれに気づいたらしい。

「気象庁の発表によると、まだまだ雨足は強くなるようです……。もし崩落が起こったら、ちょうど土砂に飲み込まれる位置ですね」

　どうせエンジンが止まるなら、もう少し安全なところで止まってくれれば良かったものを。

「仕方ない。その洋館とやらに行ってみるか……」

　真は溜息を漏らす。

「それじゃ、お願いしますね」

「え？」

「え？」

　真は信じられない思いで翡翠を見る。

「なに、わたしだけで行けってこと？」

　翡翠は宇宙語でも聞いたみたいに不思議そうな表情をする。

「当然じゃないですか」ぱちくりと、大きな瞳がしばたたかれた。「二人で行って、万が一館の住人が不在だったり、断られたりしてしまったら無駄骨となります。二人してずぶ濡れ損です。となれば、真ちゃんが一人で向かって先方の了承を得たあと、車を出していただいてここまでわたしを迎えに来てもらうという方法が、いちばん合理的で無駄がありません」

「はぁ？」

「被害を最小限に抑えるクレバーな手法でしょう？」

「だからって、なんでわたしが……」

　問うと、城塚翡翠は世界でいちばん可愛らしい笑顔で言う。

「だって、わたしは真ちゃんのご主人様ですよ？」

　真は髪をかき上げて溜息を漏らす。

　それから、助手席へと頭を下げて言った。

「今までお世話になりました」

「えっ」

「現時刻を以もって、一身上の都合で退職させていただきます」

「急にそれはちょっと、ええと、色々とわたしの方も困るんですけれど……」

　戸惑いの声を無視して、真はシートに身を沈めた。

「ブラック過ぎる職場だって、労基に訴えないとな。違法な行為をたくさん強要されるし……。あ、降りてもらえます？　この車、わたしのなんで、他人を乗せる義理はないと言うか」

「ちょっ、真ちゃん、そんな冗談はよしてもらえますと……、ほら、明日は月曜日ですよ？　霊媒のお仕事が入っていますし？」

「冗談じゃないんで」

　真が真顔で言うと、翡翠は眉まゆ尻じりを下げて泣きそうな表情になった。

　彼女は俯うつむいて、しょんぼりと言う。

「わかりました……。それじゃ、公平に勝負をしましょう」

「勝負？」

　翡翠はどこからともなく、トランプのケースを取り出す。

「ここにトランプがあります。お互いに一枚ずつ引いて、弱いカードを引いてしまった方が、洋館まで救援を求めに行くというのはどうでしょう？」

「絶対に勝てないやつじゃん！」

「そんなことないですよう。とってもフェアな勝負です」

　トランプを綺き麗れいに扇状へと広げながら、一枚引けと翡翠が突き出してくる。

「絶対に嫌だ！」

　真は身を乗り出してくる翡翠を押しのけた。

「少しはわたしを信用してください」

「どの口が言えるんだ！」

「じゃあジャンケンです！　ジャンケンにしましょう！」

　ジャンケン？　確かに、それなら奇術の手管は使えないはず……。

「なるほど？　それじゃあ……」

　いや、だめだ。この女を相手に心理戦を挑むのは危険すぎる。どうせ、真がどんな手を出すのか、その癖や表情を見抜いたりしてくるに違いない。そもそも自分からジャンケンと言い出すのが怪しい。トランプを提案してくるのはフェイクで、こっちが本命なのだろう。そういえば翡翠とジャンケンをして勝てた記憶が一度もないではないか。危ないところだった。

「いや、やめておく、指相撲なら乗るぞ」

　力と反射神経なら、間違いなく真が有利だ。

　案の定、提案すると翡翠は小さく舌打ちをして、フロントガラスの向こうへと視線を向けた。

「どうしても、フェアな手法を採る気はないんですね」

「だいたい、車で残る方も大変だと思うけれどね。いつ土砂崩れが起きるかわからないし、この真っ暗闇の只中で一人きりっていうのも……。ほら、このへん、いかにもなにか出そうじゃない？　ホテルでも天てん狗ぐの怪談を聞いたところだし、あれってこのへんの出来事でしょ？」

「真ちゃん。念のために訊ききますけれど」

　翡翠はフロントガラスの暗闇を見つめながら言う。

「皆さんの言う、群馬の山奥が魔境だという話は、一種の冗談なんですよね？」

「さぁ？　火のないところに煙はって言うし……。ま、仮になにか出たとしても、自称霊媒師様なら退治できるでしょ？　ああ、虫とかは出るかもしれないね。窓にたくさんへばり付いたりとかしてもおかしくはないかな」

「真ちゃん……、やはりここは、二人一緒に行くというのはどうでしょう？」

　翡翠がこちらを見て、真顔で提案してくる。

「最初からそう言っておけ」

　二人して、車から出るための支度をした。残念ながら傘として使えるものは、翡翠の日傘一本だけだ。豪雨を防ぐには心許ないが、ないよりはマシというものだろう。トランクを持っていくことは難しいので、二人の着替えなど必要最低限のものを真のリュックに詰め込むことにする。この作業も、案の定というべきか一悶着があった。

「ちょっと、なんでヘアアイロンなんか突っ込むの！」

　真はかさばるそれを取り出して、後部座席のトランクに戻す。

「だって、この雨の中を走ったら、髪がダメになっちゃうじゃないですか」

「そんなのどうだっていいでしょうが！」

「せっかくセットしたのに……」

　翡翠はふわふわとしたダークブラウンの巻き毛を片手で弄びながら、唇を尖らせている。

「だいたい、あんたが身支度に一時間もかけなければ、台風が来る前に山を抜けられたんだから！」

　リュックは真が持っている小さなものしかないというのに、翡翠はそこに無駄なものを入れたがる。似たようなやり取りが続いて、車を出ることができたのは十分後だった。ヘアアイロンでもめてる間に、土砂崩れが起きてしまったら洒落しゃれにならない。

　小さな日傘を広げて、二人できゃあきゃあ言いながら、豪雨の暗闇を急いだ。まるで女子大生に戻ったような気分だったが、そうでもしないとこの状況がもたらす不安を吹き飛ばすことはできなかったろう。真はスニーカーだったが、翡翠はフェミニンなサンダルしか持っておらず、転んでしまわないかどうかが不安だった。しかしスニーカーを履かせたところで、なにもないところで転ぶような女である。心配するだけ損だろう。自分でもそれを理解しているのか、車道を早足で歩きながら翡翠は真にしがみついていた。転んでもいいが道連れにされるのだけは御免被こうむりたい。

　光源は真の持っているペンライトの光だ。スマートフォンのライトでも良かったが、あれは掲げづらいし、なるべくならバッテリーは温存しておきたい。横殴りの雨風に目を開けているのも辛く、メイクが崩れないように顔を腕で覆おおいながら歩いた。当然ながら、というべきか、道中では傘の奪い合いが生じたが、身長の高い真の方が有利だった。

「ちょっと、真ちゃん！　もっとこっちに傘を寄せてくださいよ！」

「これ以上はわたしが濡れるでしょ！」

「業務命令です！　お化粧が崩れちゃいます！」

「今は休暇中！　あんたの不条理な命令を聞くいわれはない！」

「旅費を出してるのはわたしですよ！」

「何時間も運転させられてたのはこっちだぞ！」

　引っ張り合いの犠牲となっている傘を、激しい勢いで雨粒が叩いている。おまけに、少しでも力を緩めると風に飛ばされてしまいそうだった。大声で喚き合いながら山道を道なりに戻ると、翡翠が言っていた通り、灯りの点いている建物のシルエットが見えてきた。なるほど、確かに別荘というよりは洋館といった言葉が相応しい二階建ての建物だ。もしかするとペンションの類かもしれず、一部屋くらいならゲストルームを期待してもいいだろう。私道らしき脇わき道みちに入り、洋館の玄関へと駆け抜ける。その頃にはもう、傘を手にしていても意味がないくらい、二人してずぶ濡れになっていた。玄関ポーチの庇ひさしに入り、息をつく。

「ああ、もぉ、びしょ濡れじゃないですかぁ」

　翡翠はハンドバッグに付いた水滴をハンカチで拭っている。

「他に方法はないんだから、文句を言わないの」

　真は濡れた髪を搔かき上げた。衣服が肌に纏まとわり付いている感触が、とにかく気持ち悪い。日傘を閉じて、水滴を払う。風は酷く、ポーチの下にいても雨粒が吹き込んでくるのを感じる。周囲を眺ながめたが看板の類は見当たらず、ペンションや宿ではなさそうだった。表札も見当たらないがポストはある。個人宅か別荘か、そのどちらかだろう。

「ここまで来てなんですけれど、もう遅い時間ですし、入れてもらえるでしょうか」

　不安そうに呟く翡翠を見る。当人は髪型が崩れているのを気にしているようだが、濡れた髪が良い女に磨きをかけているようにも見えて、妙に腹立たしい。リュックからハンドタオルを取り出し、彼女に渡してやった。それから、真は濡れた翡翠の格好を眺める。

「効果は抜群じゃない？」

「なにがです？」

　どこか無邪気ともいえる表情で、不思議そうに翡翠が首を傾かしげる。

　彼女が着ているのはオープンショルダーのブラウスで、ただでさえ透け感の激しい生地だというのに、びしょ濡れになったせいで下着のラインが浮き出てしまっている。覗く華奢な白い肩を伝う雨の雫しずくが、儚はかなげでもあり艶つややかでもあった。

「まぁ、びしょ濡れのイイ女が二人も来たら、誰だって拒こばめないでしょ」

　たいていの男なら、彼女を不審者だと追い返すことはしないだろう。基本的に男が好きそうなゆるふわな服装しかしない女である。この旅行中も何度男に絡まれて辟へき易えきとさせられたことか。こちらはフリルやレースとは無縁のカットソーとジーンズなので、こういうときくらいは彼女の服装に役立ってもらわないと困る。

　翡翠は自身の格好に気づいたのか、少し気恥ずかしそうに唇を尖らせた。

「そうでしょうか」

　不服そうにタオルでブラウスの水気を取ろうとしているが、焼け石に水のようだ。

「そういうのは得意でしょ」

「あれは犯人を油断させるために仕方なくしていることなのです」翡翠は相変わらず唇を尖らせたまま、自身の肘ひじを搔き抱いた。「なにか事件でも起こったのなら話は別ですけれど」

「まぁ、これ以上死体に出くわすのはわたしも御免だな」

「どうせなら高身長で紳士的なイケメンと出くわしたいところですが、相手がエロオヤジだったら、真ちゃんがきちんと護まもってくださいね」

「温かなファミリーが出迎えてくれることを祈ろう」

　真はインターフォンを鳴らす。

　暫しばらく待ったが、反応がない。

「留守かな？」

　真はインターフォンに付いているカメラを覗き込んだ。それから翡翠の肩を摑つかんで、カメラに写るように押しやる。

「ちょっと、真ちゃん」

　翡翠は振り返り、真を不服そうに睨んだ。

「いいから。なんか言って」

「もう……」

　翡翠はカメラに向き直ると、どこから出てくるのか、途端に甘いアニメ声を発した。

「あのう。わたしたち、山道で車が故障してしまって、途方に暮れているんです。ロードサービスさんも来られないみたいで、こんな天気ですし、女二人だけなので心細くって。できましたらこちらで雨宿りをさせていただけますと……」

　両手を合わせて、しなを作っている。

　お得意のブリブリ攻撃である。

　だが、反応がない。

「真ちゃん」

　カメラへと小首を傾げながら、翡翠が言う。

「これ、もし相手が女性だったら、逆効果なんじゃないでしょうか……」

「そうかもしれない」

　告げると、翡翠は項うな垂だれた。真は頭を搔く。

「そうだとしても、反応くらいあっていいと思うんだけどね。やっぱり留守かな」

「そんなはずはないと思いますよ」

　翡翠はカメラに背を向けた。スピーカー状にふわりと膨らんだ袖そでがぐしょ濡れなのを気にしながら、ちらりと視線を向けて言う。

「明かりも点いていますし、あそこに車が駐車されています」

　見れば館の側面にあるウッドカーポートに車が駐まっており、建物からの光でぼんやりと様子が見えた。

「タイヤ周辺のボディが跳ねた泥で汚れています。まだ乾いていない汚れです。雨が降っている間に、誰かが車をあそこに駐車したことになります」

「じゃあ、居留守？」

「このわたしを無視するとはいい度胸をしていますね」

　どうやら、あざとさのプロとしての自尊心が傷付けられたようだ。

「でも、相手は女の人の可能性が高そうだよ」

　車種を見る限り、女性が好みそうな可愛らしいフォルムとカラーだった。

「確かに……」翡翠は呻いて、頰を膨らませた。「やっぱり逆効果じゃないですか」

「まぁ、寝てるだけかもしれないし、もうちょっと鳴らしてみようか」

　真は笑って、もう一度インターフォンへと指を伸ばした。

　こうなったら、連打である。

　だが、やはりというべきか反応はない。

「真ちゃん。これはなんでしょう？」

「え？」

　翡翠が見ているのは、ポーチ内に置かれているボストンバッグだった。ドアの開閉の邪魔にならない位置に置かれているし、ポーチ内なので雨水に浸ることはなさそうだったが、横殴りの雨に晒さらされて、それなりに濡れてしまっているように見える。

「どうしてこんなところにあるんでしょうか」

　翡翠はそれを見下ろし、首を傾げている。

「重そうだし、あとで運ぼうとして忘れてるとか？」

「この豪雨では、いずれポーチまで浸水してしまいそうです」

「それか、濡れてもかまわないものが入っているんじゃない？」

　翡翠はじっとそれを見つめたまま、人差し指にダークブラウンの髪を巻きつけている。その間にも真はインターフォンを鳴らしていたが、とうとう痺しびれを切らしたのか、翡翠が玄関のドアノブに手を掛けた。

　意外なことに施錠されていなかったらしく、ドアが開く。振り返った翡翠と、真は顔を見合わせた。

「こんばんはぁ」

　引き止める暇もなく、翡翠は扉を開けて玄関の中へ入ってしまう。

　玄関先のスペースが覗けて見えた。ミュールとサンダル、そしてぬかるみに汚れた白いスニーカーが置かれている。

「あら？」

「ちょっと、翡翠」

　なんだろう。気のせいかもしれないが、妙な雰囲気だ。

　真も、慌てて彼女に続いた。



　　　　　＊



　どうしようどうしよう。

　僕はパニックになっていた。なにが最適な行動なのか、まるでわからない。恐る恐るドアモニターに近付き、映像を確認する。映像は粗あらい上に暗かったので、若い女の人が二人映っているということしかわからなかった。たぶん、不審者の類ではないと思う。この嵐を利用した火事場泥棒とかではなさそうだ。となれば、本当に車が故障してしまって途方に暮れているんだろう。確か、この近所には住居もお店もなにもなかったはずだ。となれば僕が彼女たちを見捨ててしまうと、二人は最悪の場合、嵐の中を何時間も放り出されることになってしまう。それはとても申し訳ない。まして、世間を騒がせているあの連続死体遺棄事件だって、未だに犯人は見つかっていないようだから、女性だけではきっと心細いはずだ。

　なので、雨宿りくらいはさせてあげるべきだろう。もしも僕がここに不法侵入をしておらず、そして殺人を犯していなかったら──の話なのだけれど。

　本当に申し訳ないけれど、流石さすがに二階に死体がある状態でよそ様を招き入れるわけにはいかない。ここは居留守を決め込むしかないだろう。けれど、この別荘には明かりが点いているし、少しでも物音を立ててしまえば、玄関前で長居をされてしまうかもしれない。

　僕はなるべく動かず、じっと気配を殺していた。

　お姉さんたち、ごめん。

　でも、ここはちょっと諦あきらめて。

　本当に、タイミングが最悪なんで。

　二人が玄関の向こうでなにかを喋しゃべっているけれど、扉や雨音に遮さえぎられて、話している内容はわからない。居留守がばれているのか、インターフォンが鳴らされ続けていた。あの、今日のところはお引き取りください。ここには殺人犯がいるんです。悪いことは言いませんので……。

　けれど、僕の祈りも虚むなしく、信じがたいことが起こってしまう。

　扉が、開いたのだ。

　鍵が、掛かっていなかった！

　あまりに予想外のことに、僕は硬直してしまっていた。

「こんばんはぁ」

　玄関に入ってきた女の人と、眼が合ってしまう。

「あら？」

　ずぶ濡れの彼女は、きょとんとした表情で、大きな瞳を瞬またたかせた。

　たぶん、女子大生さん、だろうか。それくらいの年齢のお姉さんだった。雨に濡れた髪が、透き通るくらいに真っ白な肌に張り付いている。

「ごめんなさい。鍵が開いていたもので」

　にっこりと微笑ほほえみかけられて、僕はなにも答えられず、ただ口をぱくぱくとさせることしかできなかった。愛らしい大きな瞳が、まっすぐに僕のことを見つめている。僕は今度こそ呼吸が止まりそうな思いになった。不意打ちに驚いたからじゃない。彼女が、あまりにも綺麗な人だったからだ。こんな美人のお姉さんに出会ったことなんて、これまでの人生では一度もない。どこか優しく、いたずらっぽい輝きを含んだ瞳に、吸い込まれそうになる。

　それは呆あっ気けなく、恋に落ちてしまいそうなほどで──。

　って、いやいや、恋に落ちている場合じゃないでしょ。二階には死体があるんだから！　早くなんとかしないと！

　その女子大生さんに続いて、もう一人、女の人が入ってくる。続く女性は背が高くて、社会人っぽい落ち着いた雰囲気を纏った人だった。どこかしら中性的で、やや短めの髪が額に張り付いている。

「どうも、すみません」その女性が礼儀正しく頭を下げた。「車が故障してしまって、雨宿りができる場所を探してるんです」

「えと」

　僕はようやく、それだけを口にした。

　女子大生さんが両手を合わせて、ふんわりと笑いながら、小さく首を傾げた。

「お父さんかお母さんは、いらっしゃいませんか？」めちゃくちゃ可愛らしいお願いポーズである。「できましたら、こちらで朝まで過ごさせてほしいんです。近くで土砂崩れがあって、復旧に時間がかかるみたいなんです」

　僕はすぐさま頷うなずきそうになり、しかしどうにか思いとどまった。お帰り願わなくては、僕の計画が頓とん挫ざしてしまう。

「えっと、あの、両親は出かけてていないんです。なので、ちょっと、それは難しいというか」

「ダメですか？」

　瞳を瞬かせて、困ったような表情で女子大生さんが言う。

「わたしたち、ずぶ濡れで。他に頼れる場所がないんです」

　彼女は寒そうに濡れた身体を搔き抱く。

　その姿を見て、僕は自分の頰ほおが熱くなるのを感じた。

　女子大生さんの華奢な身体を包む白いブラウスが、びしょ濡れになっているせいで、その肌を透けさせていることに気づいてしまったのだ。

　そして仄ほのかに透けて見えるのは、ピンク色の……。

　お姉さんが寒そうに肘を抱き寄せたせいだろう。

　透けた生地の下でそれはとてもとてもすばらしい立体感を誇っていた。

「はい、大丈夫です！」

　気づけば、僕は勢い込んで頷いてしまっていた。

　なにが大丈夫だというのか。

　少なくとも僕の頭は大丈夫ではない。

「わぁ、よかった」発言を取り消す暇もなく、女子大生さんは花が咲くような笑顔を見せてくれる。「優しいんですね」

「いや、その、えと」

　僕は慌てて顔を背けて言葉を探す。見てしまった。なんだか、とてつもない感動と高揚に、自分が置かれている状況を忘れてしまいそうになる。あれ、僕はどうしてここにいるんだっけ？

「あはは、この辺りには他に建物ないはずですし、そんな、困ってる人たちを見捨てるなんて」

「本当に助かります」背の高い女性が丁寧に頭を下げた。「千和崎と言います。お世話になります」

　なんというか、礼儀正しいお姉さんである。その千和崎さんが訊いてくる。

「あの、玄関前に鞄かばんがあったのですが、入れなくても大丈夫ですか？」

「え、鞄？」

「はい。すぐそこに。ポーチ内にはあるんですが、この雨足だとずぶ濡れになりそうです」

「ええと、じゃ、中に入れた方がいいかな」

「でしたら、運びますね」

　僕の制止も聞かず、千和崎さんは玄関の扉を開けてそれを取りに行ってしまった。それはボストンバッグだったけれど、僕はこの家の住人ではないので、いったいそれがなんなのかはよくわからない。

「重たそうですけれど、なにが入っているんです？」

　ゆるふわ女子大生さんが訊いてくる。

「ええと、いや、わかんないです。父が置いたんだと思うんですけど……」

　確認をしておかないと不自然だろうか？　僕は千和崎さんが運んできたボストンバッグの前に跪ひざまずくと、小さくチャックを開けた。

「あ、バーベキューに使う道具ですね」悠斗め、流石はリア充一家である。そういえば、別荘を使うときはよくバーベキューをすると言っていた。もしかしたら近く使う予定があったのかもしれない。「とりあえず、ここに置いたままでいいと思います。えと、僕はちょっとタオルを持ってきますね」

　女子大生さんが寒そうにしているのを見て、僕は洗面所へと引き返した。

　どうしよう。大変なことになってしまった。まさか玄関の鍵が開いていたなんて。

　今更、二人を追い返すわけにはいかないし、どうにか二階の死体に気づかれないようにしなくちゃならない。僕は洗面所の戸棚にあるバスタオルを摑んで、玄関へと戻る。

　二人は、それぞれ自前のハンドタオルで髪や服の水気を拭っている。けれど小さなタオルではあまり効果がなさそうだった。僕は手にしたバスタオルを二人に渡す。

「わぁ、ありがとうございます」

「あ、いえ……」

　にっこりと微笑みかけられて、僕は心が蕩とろけそうになる。

　こんな可愛いお姉さんに笑顔を向けてもらえるなんて。

　まるで、十五年間の不幸を覆くつがえすような幸運が、とつぜん訪れたみたいだ。

　って、二階に死体があるんだった。どこが幸運なんだよ。

　まるで夢の中のようなふわふわとした感覚に、その事実を忘れてしまいそうになる。

「お名前はなんて言うんですか？」

「ええと、夏なつ木き蒼そう汰たです」

「蒼汰くん」

「はい」

「すてきなお名前ですね」

「え、あ、いや」

　って、しまったぁぁ！

　僕はそのまま絶叫し、頭を抱えて座り込みたい気分にかられた。だって、ここは偽名を言っておくべきでしょ！　うっかり本名を名乗ってしまったら、どうにか二人をやり過ごしたとしても、事件が発覚したときに身バレしてしまう！

　僕、あまりにも完全犯罪に向いていなさすぎるのでは……。

「その、えと、お、お姉さんは、お名前は」

「わたしは、城塚です。城塚翡翠」

「ジョウヅカ？　ええと、どういう字ですか？」

「ノイシュヴァンシュタイン城の城に、宝塚歌劇団の塚です」

　なんかすごくわかりづらい伝え方をされた気がする。

「ちょっと大仰な名前なので、翡翠って呼んでくださいね」

　にっこり笑って、翡翠さん。

「え、あ、はぁ」

　翡翠さん。

　ちょっと変わっているけれど、めちゃくちゃ可愛いお姉さんだ……。

　翡翠さんは、バスタオルで髪を拭っている。そのバスタオルで彼女の視界が隠れていたから、というわけでもないのだけれど、僕の視線は彼女のブラウスに浮き出た下着の線に吸い寄せられていた。見てはいけない、と意識してしまうと余計に見てしまう。

　と、バスタオルの隙すき間まから覗いた瞳が、いたずらっぽく輝いて、僕を見返した。

「えっち」

「や！　その！　えっと、見てないです！　見てないです！　あ、サンダル！　足が泥で汚れちゃってますよね！　もう一枚タオル持ってきますんで！」

　僕は慌てて洗面所に引き返し、深呼吸をした。対処しなくてはならない事柄が多すぎる……。

　ハンドタオルを手に玄関へと戻ると、翡翠さんは汚れたサンダルを脱ごうと片足立ちになっているところだった。外がぬかるんでいたのか、サンダルを履いていた爪先が泥で汚れてしまっている。それをタオルで拭ってもらおうと思ったのだけれど。

「きゃっ」

　可愛らしい悲鳴と共に、バランスを崩した彼女が、僕の方へと倒れ込んでくる。

　僕は反射的に、彼女の身体を受け止めていた。

「だ、大丈夫ですか？」

「わわっ、ごめんなさい」

　ぎゅっ、と華奢な体たい軀くにしがみつかれて、僕の身体は一気に熱を帯びた。

　雨の匂においに混じって、甘くて蕩けるような香りが僕の鼻を擽くすぐる。

　そして身体に押し付けられた、二つの柔らかな膨ふくらみ──。

　くらくら、してしまう。

「蒼汰くん、優しいんですね」

　鼻先が掠めてしまいそうなくらいの至近距離で、翡翠さんが僕を見つめてくる。照れくさそうに笑う彼女の瞳の色が翠みどり色であることに、僕は初めて気がついた。

　綺麗なお姉さんが二人、びしょ濡れになって朝まで泊まりに来てくれる。

　男子中学生が夜な夜な妄想する、漫画やアニメでしかあり得ないような、最高のシチュエーション。

　まるで夢のようだ。

　けれど、つくづく思う。

　二階に、死体さえなければ。

　そう、死体さえなければ、本当に良かったのに！



　　　　　＊



　神様は、なんて意地悪なのだろう。

　最悪のタイミングでの来訪ではあるが、招き入れてしまった以上は、どうにかごまかし抜かなくてはならない。千和崎さん曰いわく、朝には道が復旧するらしいので、それまで死体が見つからないように凌しのぎきろう。特にこのゆるふわ雰囲気の翡翠さんは、死体なんて眼にしたらすぐに卒倒してしまいそうなタイプのお姉さんだ。僕が護らなくてはなるまい。

　まだ髪についているかもしれない血が気になり、なるべく背中を見せないように気を配りながら、ひとまず僕は二人に玄関にあったスリッパを履いてもらい、ラウンジを案内した。

　だが、ここで一つ問題が発生した。ラウンジの窓が開きっぱなしになっているのだ。そう、手を洗ってから閉じようと思って、そのままにしてしまっていた！　網戸があるので被害はそれほどではなかったものの、僕は慌てて駆け寄り窓を閉めていく。近くのサイドボードに置かれていたハンドバッグも濡れてしまっていた。革製なので水には弱いはずだ。折良く翡翠さんの足を拭ふくために使ったタオルを手にしていたので、汚れていない箇所で水気を拭った。窓が開きっぱなしになっていたことを、不審に思われるかもしれない。

「大丈夫ですか？」

　千和崎さんに訊かれて、僕はこくこくと頷く。

　どうにか言い訳を考えなくては、と必死に頭を巡らせた。

「えっと、すみません、親に窓を閉めるように言われてたんですけど、うっかり寝続けちゃってて、さっき起きたばかりなもので！」

　それほど床は濡れていなかったが、気になる箇所を同じようにタオルで拭った。暫しばらくこれを広げておけば、水気を吸い取ってくれることだろう。

「あら、あそこの窓も開いていますよ」

　翡翠さんに言われて、顔を上げる。

　ラウンジは半ば吹き抜けのような構造になっており、天井に近い位置に窓が設置されていた。昼間はそこから斜めに降り注ぐ陽の光が心地よく、流石はお金持ちの別荘だと感心したものである。今は、そこの窓も開いてしまっていた。やはり網戸のおかげか雨水が吹き込んでくることはなかったが、放置しておくわけにもいかない。

　問題は……。

「ええと……」

　僕は焦りながら周囲を見渡した。

　あんな高い位置の窓、どうやって開け閉めするんだ？

「す、すみません。えっと、普段はあんなところ開けないもので。母が開けたんだと思うんですけど、はは……」

　母というか、開けたのは悠斗のお母さんなんだけれど。彼女は換気のために一階の窓をすべて開けたのだろう。僕が物音を立てなければ、この窓も彼女が閉めてくれていただろうに！

「あれじゃないですか？」

　千和崎さんが壁際を示す。

　ゴルフクラブが覗く黒いバッグが立てかけてあり、その近くの壁面にハンドルのようなものが取り付けられていた。高窓開閉、という文字が印字されたシールが貼はられている。

「あ、そうですね！　そうでした！」

　僕が四苦八苦しながらハンドルを回すと、どういう仕組みなのか高窓が閉じられていく。

「すみません。お騒がせしました」

　僕がぺこりと頭を下げると、物珍しそうにラウンジを見渡していた翡翠さんが声を上げた。

「蒼汰くんはここに住んでいるんですか？　なんだかペンションみたいにお洒落ですね」

「あ、いや、その」なんて答えるべきだろう？　「その、元はペンションだったらしいんです。それを、えっと……、父が買って、田舎暮らしをしようということになりまして、ちょっと改装をしたわけなんです」

　以前、悠斗に聞かせてもらった話をそのまま受け売りした。もっとも、沖おき原はら一家がこの別荘を使うのは冬休みと夏休みの間だけらしく、既に九月を迎えたこの時期は無人だ。別荘に子どもが一人でいるという状況は流石におかしい気もしたので、ここに住んでいるという体ていで答えてしまったけれど、大丈夫だろうか？

「蒼汰くん、昨日の夕飯はなにを食べました？」

「え？」急に変なことを訊かれた。僕は慌てて記憶を掘り起こす。「その、カップラーメン、ですけれど」

「そうなんですね」翡翠さんはにっこりと笑う。「わたし、カップラーメンって、食べたことがなくて。そんなに美味おいしいものなんですね？」

　うわぁ、お嬢様なのか？

　すごく綺麗で上品な服装のお姉さんだものな。きっとお金持ちに違いない。

「や、どうかな、美味しくはないと思いますけど……」

「お一人で食べたんです？」

「ええ……、あ、えっと、両親が忙しいもので」うっかり本当のことを答えかけてしまった。危ないところだった。「あの、どうぞこちらに」

　僕は二人をソファのところまで案内する。

　寛くつろぎと憩いこいの場なのだろう。背の低いテーブルを囲うように、Ｌ字形に大きなソファが配置されており、一家族が過ごす場所としては広すぎるくらいだった。壁際には大きな薄型テレビと、本物らしい暖炉が設置されていて、その暖炉を囲う枠──、確かマントルピースと言うんだっけ、その飾り枠の上に、いくつかの小物やWi-Fiのルーター、そして写真が飾られていた。僕はぎょっとして、その写真たちを眺めた。当然ながら、そこに写っているのは沖原一家の写真だった。幼い頃の悠斗の姿も写っており……、そう、他人である僕の姿は含まれていないのだ。

「蒼汰くん、どうしました？」

　すぐ近くから声が届いて、僕は悲鳴を上げそうになる。

　至近距離で、翡翠さんが僕のことを不思議そうに見つめていた。

「あ、いや、えっと、なんでもないです！　そのう、ご自由におかけください！　お疲れじゃないですか？」

「ありがとうございます」

　にっこりと笑って、翡翠さん。

　彼女は、そのまま暖炉に背を向けるかたちでソファに腰掛けた。千和崎さんは無口な人なのか、黙ったまま礼儀正しくお辞儀をすると翡翠さんの隣に座る。二人とも暖炉を背にしてくれている。しばらくはこれで写真に注目されることはなくなっただろう。あとは、どうにか二人の隙を突いて、写真を片付けることができれば……。

「ところで、そこに写っているのはご両親ですか？」

　って気づかれてましたね！

　翡翠さんが、ソファに腰を下ろしたまま、そう振り返って訊いてくる。

「えっ、あ、えっと、いや、はい」

「バーベキュー、楽しそうですね」

　彼女の視線の先には、キャンプ場らしきところでバーベキューをしている沖原一家の姿があった。まだ悠斗の両親が不仲になる前の写真なのだろう。悠斗のお父さんが、自撮りスタイルでバーベキューを楽しむ三人を撮影したものだった。僕が写っていないのは、あまりにも不自然な写真だ。僕は翡翠さんの視線からそれを遮るように立って、こくこくと頷くことしかできない。翡翠さんは笑った。

「今日はあいにくのお天気ですけれど、きっと晴れていたら、外の空気も素敵なんでしょうね。わたし、バーベキューってしたことがないので、憧れちゃいます」

「え、あ、そうなんですね？」

　なんだかとんちんかんな方に話が向かった。もしかしたら、ごまかせるかもしれない。僕はこの話題を引き延ばすべく、頭をフル回転させた。

「近くにキャンプ場があるんですよ。えと、もし機会があればいかがですか。また日を改めて、とか……、はは、なんちゃって」

　って、僕はまたなんてアホなことを言っているんだ。普段なら絶対に女の子を自分から誘うなんてできるはずがないのに！

　この行動力が日常に欲しい……。

「わぁ、よろしいんですか？」

　翡翠さんが、顔を輝かせて言う。

　しかもなんだか喜ばれてしまった！　めちゃめちゃ嬉うれしいぞ！

　って、次の機会なんてあるはずがなかった！

　逃げ切れていなけりゃ、僕は塀の中ですよ！

「せ、せっかくの縁ですし、またどうぞお二人で。えっと、きっと両親も喜ぶと思います」

　とにかく、これで話題を変えられた。まだまだ問題はあるが、ひとまず朝まで凌いで、あとのことはそれから考えよう。

「でもでも、どうして蒼汰くんは写真に写っていないんです？」

　そうですよね！　やっぱり気づいちゃってましたか！

「えっと、いやぁ、その……」

　僕は視線をきょろきょろと不審に動かし、言い訳を探した。長い時間に思えたが、実際には一秒くらいで噓うそが出てきた。

「あの、僕は写真写りが悪くて、どうもカメラを向けられるのが苦手で」

「そうなんですか？」

　翡翠さんは意外そうに言う。

「えっと、それはもう、写真に写る自分を見ると、吐き気すら感じる始末です」

「まぁ」

　彼女は眉尻を下げて、気遣うような表情を見せる。

「それがわかっているので、両親は僕を写真に撮ろうとはしないんですよ。あそこに写っているのは、えっと、弟でして」

「そうなんですね。今日は弟さんは？」

「えっ」

　しまった。そこまで設定を考えていなかった。悠斗よ、勝手に弟にしてごめん。

「いや。えっと……。今日は確か……、と、友達のところへ泊まりに行くって、言ってたかな？　はは……」

　ありえそうな話のはず。うまくごまかせただろうか。

「なるほどさんです」

　翡翠さんはにっこり笑って、大きく頷いた。ほっと一安心である。僕は話題を終わらせるべく、勢い込んで言う。

「あの、お身体冷えてませんか？　なにか温かいもの用意しますんで！」

「まぁ。お気遣いいただいて、ありがとうございます」翡翠さんが、上目遣いに僕を見上げて言う。「できましたら、甘いものだと嬉しいです」

「こら、わがまま言わないの」

　千和崎さんが彼女の二の腕を突つつく。不服そうに唇を尖らせる翡翠さんをよそに、千和崎さんは申し訳なさそうな表情で僕を見上げた。

「すみません、この子、遠慮というものを知らなくって。気にしないでくださいね」

「いえ！　その、なにか探してきますね！」

　僕は早足で、ラウンジの隣にある食堂の扉を開き、そこへと滑すべり込んだ。穿はいている靴下のせいで思わず転びそうになったが、落ち着かなくてはならない。あとで僕もスリッパを履いた方がいいだろう。確かこの辺りにあったはず、と電灯のスイッチを入れる。

　たぶん、ここはペンション時代に宿泊客が揃そろって食事をしていた部屋なんだろう。食卓が二つ並んでおり、カウンターの向こうには広めのキッチンがあった。さて、どうしよう。自分から温かいものを用意するなんて言ってしまったものの、あれは考えなしの発言だった。昨晩はカップラーメンを食べるためにお湯を沸かしたが、流石に紅茶の類をくすねて飲むことまではしていない。けれど、ずぶ濡れの二人は寒そうだったし、見て見ぬ振りもできない。なにか温かいものが揃っていればいいのだけれど。

　よそ様の別荘のキッチンだ。どこになにがあるかはまるでわからない。見る限り、キッチン用手袋や台所洗剤なども揃っていたし、調味料の類も多く置かれている。温かい飲み物がある可能性は高いだろう。とはいえ、普段は使われない別荘なので、あっても賞味期限が切れたりしているかもしれない。

　そこで、ふと気づいた。流しに見覚えのない小皿とフォークがあり、その上にグラスが置かれていたのだ。ケーキでも食べるときに使いそうな組み合わせで、昨晩、僕がお湯を沸かしにキッチンを使ったときには置かれていなかったものだった。流しも食器洗い乾燥機の中も綺麗に空っぽだったのでよく憶えている。となると、僕が寝ている間に悠斗のお母さんが使ったんだろう。グラスに口紅の痕あとがあるので、間違いはない。きっと彼女は窓を開けたあと、これを食べてからいったん外出したのだろう。僕がうたた寝をしている間、階下で誰かがなにかしている気配をぼんやりと感じていたのはそのためだ。僕の家はマンションなので、階下の気配を感じるのは日常だった。てっきり自分が自宅で居眠りしているのだと勘違いしたのである。

　僕ってば本当に間抜けだったな……。自分の判断を悔くやみながら、ひとまずやかんを火に掛けて、紅茶の類を探すべく戸棚をひっくり返した。けれど、なかなかそれらしいものが見つからない。

「あの」

　ふいに声が掛かって、僕は肩を跳ねさせた。

「ひゃ、ひゃい！」

　まるで学校の先生に悪いことをしているのを見つかった気分になりながら、慌てて振り返る。食堂の入り口に立っていたのは、千和崎さんだった。彼女は生き真ま面じ目めな表情で首を傾げた。

「なにかお手伝いできることってありません？」

「あ、いやぁ、その、ない、ないです。大丈夫です」

　僕は入ってこようとする彼女を制止するように手を上げた。

「そう？　なにか探してるみたいだったから……」

「あの、いえ、えっと、紅茶とかがあったような気がしたんですが、ちょっと切らしちゃったかもしれなくて。大丈夫です。探してみます」

「食器棚を探しても出てこないと思うけど」

　綺麗なお姉さんにくすっと笑われるのは、なんだかめちゃくちゃ恥ずかしいものがある。僕は慌てて開いたばかりの戸棚を閉めた。

「えっと、いや、すみません。普段は母がやってくれるものですから、そのう、お恥ずかしい」

　千和崎さんは、ちょっと申し訳なさそうな表情を見せた。

「本当にお気遣いなく。無理をしなくて大丈夫ですから」

「いえ、無理じゃないです。その、もうちょっと探しますので、どうぞ寛いでてください」

　彼女はぺこりと頭を下げると、ラウンジへと戻っていく。

　流石に食器棚の扉を開けてしまったのは、変に思われただろうか……。

　いや、まさか、少年が友人の別荘に不法侵入をしているだなんて、誰も想像ができないだろう。せいぜいが、『家事を母親に任せてばかりでなにもできない少年が、綺麗なお姉さんたちが来訪したことで浮かれてしまい、いいところを見せようとしてお茶の準備をするものの、その駄目人間さがかえって露見してしまった場面』、くらいに解釈されるだけだろう。

　うわ……、最悪にカッコ悪いじゃん。

　死にたい。

　いや、お姉さんたち、違うんです。僕は普段から、母の代わりに家事のすべてをこなしている出来る男なんですよ？　なんだったら料理もできますからね？　毎日お弁当を作らされてるんですよ？

　落ち込んでいる場合ではない。

　やかんが沸騰していた。

　ひとまず火を止めて、戸棚漁あさりを再開する。僕の身体はもはや羞恥に火ほ照てっていたが、彼女たちの方は風邪を引く寸前の様相なのだ。なにか出てくるといいんだけれど……。

　幸いなことに、最後の戸棚を開けたとき、ようやくお湯を注ぐだけでできるらしいホットレモンの粉末パッケージを発見した。賞味期限も大丈夫そうである。適当にマグカップを見繕って、お湯と粉末を注ぐ。二人分のマグカップをトレイにのせて、ラウンジへと戻った。

「わぁ、ありがとうございます」

　翡翠さんは両手の五指を組んで、感激の声を上げてくれた。

　どうやら二人に喜んでもらえたらしい。冷えた身体にはベストな飲み物に違いない。二人は揃ってマグカップを両手で包むと、ふーふーと吐息を吹きかけて、それを口にした。僕は翡翠さんのピンクの唇が窄すぼめられる様子を、じっと見つめてしまっていた。なんて艶つやっぽい仕草だろう。眼福である。これで二階に死体さえなければ……。

「うーん、生き返る」千和崎さんが、ほっと吐息を漏らして言う。「ここまで寒くなるとは思わなかったから、上着とかも用意してなくって」

「そうですね。ほっと一息です」

　安あん堵どしてくれたらしい二人を見て、どうやら役に立てたらしいと僕も安心した。

「いやぁ、夕方まではこの辺り、涼しい程度だったんですけどね。山なんで気温が変化しやすいんだと思います。僕もこんな天気になるなんて、ぜんぜん思わなかったです」

「台風が急に進路を変えたみたいで」

　千和崎さんが言う。

　なるほど、それで突然、こんな嵐になってしまったのか。

「でも、こんな嵐の中、ご両親はどこへ行かれてしまったんです？」

　ホットレモンに口を付けて、翡翠さんがそう訊いてくる。

「えっと、それは、その……」

　確かに、言い訳を考えなくては……。

　言い淀よどんでいると、千和崎さんが言った。

「車が駐まっていたので、てっきりご両親もいらっしゃるのかなと」

　車？

　そうか。悠斗のお母さんが乗ってきた車だ。

　僕は気が遠くなるような思いにかられていた。

　そう。この別荘に徒歩で来るのは難しい。僕のように近くの停留所までバスを使うか、タクシーを使うか、そうでなければ車を使うのが普通だろう。となれば、外のカーポートに車が駐まっているのは当然だった。なのに、この家の中に車を運転できる大人がいないというのは明らかに不自然だった。どうごまかせばいいんだ？

「えっと、や、それはですね……」

　僕は視線を右往左往させながら答える。

「あ、そうそう！　えっと、いつもお世話になっている農家さんが、近くにあるんですけれど！　この豪雨で色々と大変らしくて、その、それで作業を手伝いに行くことになって！　えっと、二人してもう一台の車で出ていったんですよ。そっちの車の方が山道でも滑りにくいとかで！」

　あれ？　我ながら完璧な返答では？

　態度は不自然だったかもしれないけれど、即興のわりにありえそうなエピソードだ。昼間に見た感じだと、カーポートには二台の車が駐車できそうだったので、矛盾もないはず。

　けれど、翡翠さんは大きな瞳をしばたたき、顔を傾けた。

「でも、不思議さんですね？」

「え？」

「玄関に濡れた傘やスニーカーがあったので、わたし、てっきりご両親のどちらかはご在宅なんじゃないかなって思ってしまったんです。出かけたのなら、どうして同じ靴を履かないで、しかも傘を置いていってしまったんでしょう？」

「や、えっと、それは……」

　再び、僕は目め眩まいに襲われた。確かにそれは不自然だ……。

　だが、神様はこういうときに限って天才的なひらめきを与えてくれるらしい。

「そのう……。あ、カッパ！　雨合羽と長靴です！　雨の中、農家さんの手伝いをするわけですから、傘やスニーカーじゃ太刀打ちできないだろうって言ってました！　それで履き替えて行ったみたいなんです！」

「そうなんですね」

　僕の完璧な回答に納得してくれたのだろう。

　翡翠さんは、にっこりと頷いてくれた。

　よし、どうにか凌げた……。

「ご両親、心配ですね」千和崎さんが言った。「近くで土砂崩れもあったみたいなんで」

「え、あ、そうですね。えっと今日は帰ってこられないかもって、メールがありましたんで、向こうに泊まるんじゃないかなと」

　翡翠さんが柔らかな声で言う。

「こんな嵐の中、ひとりきりでお留守番だなんて、偉いですね？」

「え、あ、そうですか？　いや、そんな」

　そんなふうに言われると照れてしまう。

　僕は俯き、頭を搔いた。

　千和崎さんが、スマホを片手に言う。

「ネットを見る限り、避難勧告みたいなのは出ていないから、そこまで心配しなくても大丈夫じゃないかな」

「あ、そうなんですね、よかったぁ」

「あのう、蒼汰くん」

　翡翠さんがマグカップを置いて言う。

「え、はい、なんでしょう」

「一つ、お願いをしてもいいですか？」

「はい。なんなりと」

「わたし、ココアが飲みたいです」

　翡翠さんは両手を合わせて、小さく首を傾げた。

　ぱちくりと、上目遣いの瞳がまばたきを繰り返す。

「あ、はい、探してきます！」

　このお願いポーズで断れる人間なんて、どこにもいなくない？

「ちょっと、この期ごに及んでそんな要求する？」

　厳しい口調で言う千和崎さんへと、翡翠さんは唇を尖らせた。

「だって、酸っぱいのは苦手なんですぅ」

「あんたはわがまま過ぎるの！」千和崎さんは、片手でぺしりと翡翠さんの額を叩いた。きゃう、と翡翠さんが可愛い悲鳴を上げる。千和崎さんが僕を見た。「あの、すみません、聞かないでくださいね。こいつ、自分がお姫様だと思ってる痛い女なんで。甘やかさないでくれると」

「ええと」

「ひどいじゃないですかぁ」

　翡翠さんは叩かれた額を片手で押さえた。

「それに、わたしそんな女じゃありません。蒼汰くんが誤解するようなことを言わないでくださいよう」

「顔がいいのを鼻に掛けてて、人生がイージーモードなんです。すべてが自分の思うとおりになるわけじゃないって、思い知らせないと」

「真ちゃん、酷くないです？　ココアくらいでそんなに人のことを……。蒼汰くん、優しいですもの、探してきてくれますよね？」

　魅力的な瞳に見つめられ、僕は反射的に頷いてしまう。

「こら」

　千和崎さんはもう一度翡翠さんの額を叩く。本気で喧嘩をしているわけではなく、仲が良さそうに見えた。綺麗なお姉さんが二人、目の前できゃっきゃとはしゃいでいる。

「もう、あんまりわがまま言うと、でこぴんするからな」

「きゃあ」翡翠さんは黄色い声を上げて、逃げるように僕の方へとやってくる。「この人ってば、すぐ手が出る怖いお姉さんなんですよ」

　翡翠さんは僕を盾にするよう、ソファに座り直した。すぐ近くに腰を下ろして、僕へと身体を密着させながら、千和崎さんから隠れようとする。濡れた衣服の感触に混じって、柔らかな体温が背中に押し当てられる。僕は息を飲み、石になったみたく硬直した。めちゃくちゃ良い匂いが、肩越しに漂ってくる。僕と対面する千和崎さんは、なにやら面食らったような表情になり、僕の後ろに隠れた翡翠さんを見た。

「こら、夏木くんが困ってるでしょ！」

「蒼汰くんは優しいですから、脳筋女の魔手からわたしを護ってくれますよね？」

「いや、え、あ、はい！」

「誰が脳筋だ！」

　人生で感じたことがないほどに、僕は頰を熱くしていた。

　二人のお姉さんに挟まれて、きゃっきゃと黄色い声を浴びている。

「この、素直に叩かれなさいよ！」

　千和崎さんが身を乗り出してきて、僕の後ろに隠れる翡翠さんへと手を伸ばそうとする。千和崎さんの着ている薄いカットソーは未だに水分を含んでいるのか、やはりその下にある豊かな起伏を克明に浮かび上がらせてしまっていた。これまで眼を向けないように意識していたのだけれど、目の前でそれが揺れ動くのだから、これはもう仕方がない。そして僕の背中に、目の前で揺れているものと同質の質量が押し付けられていて……。

　あれ、これ、夢かな？

　あまりにも幸運すぎるもんな。

　人を殺しちゃってるけれど……。

　そういうところまで含めて、夢、みたいな可能性、あるんじゃないかな……？

　だって、こんなこと、起こるはずないもんな……。

　僕の背中にしがみついている翡翠さんが、耳元で囁いた。

「あ、蒼汰くん、スマホがポケットから落ちちゃいましたよ」

「え、あ、どうも」

　僕はぼんやりとした気分のまま、後ろから差し出されたスマホを受け取り、それをパーカーのポケットへと戻す。

「蒼汰くん、髪が濡れてますね？」

「えっ」

　蕩けるような気分が、一気に現実へと引き戻された。

　翡翠さんの指先が、僕の後頭部に触れている。

「ちょっと変わった匂いがします」

　しかも匂いを嗅がれてしまった！

　そうだ。僕の後頭部。

　血に濡れていた後頭部の頭髪だ──！

　僕は反射的に振り返り、後ろにいた翡翠さんから距離を取った。

　その部分は濯いだはずだったけれど、後頭部だけにきちんと確認できていない。まだ血が付いている可能性がある。しかも匂いを嗅がれるなんて。気づかれてしまったら──。

「どうしてそんなに濡れているんです？」

「いや、あの、えっと、それは」

　ていうか、そんなところ嗅ぎます？　べつの意味で恥ずかしい。

　僕は頰を紅潮させたまま、不思議そうにしている翡翠さんに説明する。

「ね、寝癖が！　寝癖が酷くてですね！　えっと、ものすごいことになっていたので、とりあえず濡らしたんです！　それで、乾かそうとしていたんですけれど、お二人が来て……」

「あら、そうだったんですね。ごめんなさい。早く乾かさないと風邪を引いちゃいます」

「いや、それなら、お二人の方が大変そうです。僕はこれくらい、ぜんぜん平気なんで！」

　これでうまくごまかせただろう。このままべつの話題へとシフトさせなくては。

「あの、エアコンつけましょうか！　暖房かけた方がいいですよね！」

　すると、千和崎さんが腰を浮かせて言った。

「それより、あの暖炉って使えませんか？」

「え？」

　僕は振り返り、暖炉に眼めを向ける。千和崎さんが言った。

「本物ですよね？　着替えがあるんで、暖炉の前で服を乾かしたいなって。まぁ、エアコンでもいいんですけれど、せっかくなんで風情があるかなと」

　千和崎さんは気恥ずかしそうに笑った。

　え、いや、突然そんなことを言われても困る。なんたって、僕には暖炉の火の入れ方なんてわからないのだ。

　そう。ここに住んでいる人間が使い方を知らないなんて、不自然すぎる。

「えっと、いや、そのう」

　どうする？　僕は必死に頭を巡らせた。

　そうだ。そんなに難しく考える必要はないのでは？

　ここはさっきの、両親にすべてを任せてしまうので家事がなにもできない、情けない少年設定を活いかすしかない。

「や、いいんですけれど、使えるかなぁー。そのぉ、雨が凄いですし、僕、自分で火を起こしたことがないんですよねー、はは……」

「このタイプなら使い方がわかるので、任せてもらえるなら大丈夫。無理にとは言わないけど」

「はは、まぁ、それじゃ……」

　どうやら、不審に思われなくて済んだらしい。しかし心なしか、この子ってば大丈夫か？　という眼を向けられてしまった気がする。千和崎さんは暖炉の前に行くと、てきぱきと着火の準備を始めた。僕はソファから身を乗り出して、その様子を眺める。

「いや、なんか、頼もしいですね」

「真ちゃんは、何でも屋さんですから」

　傍らの翡翠さんが、誇らしげに言った。

「何でも屋さん？　お仕事はなにをされてるんですか？」

「真ちゃんは、探偵さんです」

「えっ」

　ぎょっとした声が漏れてしまう。

　探偵？

「前職はね」千和崎さんが作業をしながら言う。「今は性た質ちの悪い人間に捕まって、雑用係をさせられてるけど」

「探偵、って……」

　僕の焦りに気づかないまま、千和崎さんはこちらを見ずに答える。

「主に女性を顧客にして、浮気調査とか、対人関係のトラブルを解決する感じです」

「ああ、そういう」

　僕は安堵に胸を撫なで下ろした。そうだよな。考えてみれば当然のことだ。推理小説と違って、殺人事件を解決する探偵なんて現実にいるはずないものな。

　焦る必要なんて、どこにもない……。と、翡翠さんが声を上げる。

「でも、真ちゃんは殺人事件も解決したことがあるんですよ」

　噓でしょ？

　僕は鼻水を噴きそうになりながら、傍かたわらの翡翠さんを見る。彼女も僕と同じようにソファから身を乗り出し、千和崎さんの様子を眺めていたが、啞然とする僕の視線に気づくとにっこり微笑んだ。

「警察からの信頼も厚く、犯人のどんな小細工も、決して見逃すことはありません。言わば名探偵さんです」

「ちょっと、それは」

　千和崎さんはなにかを言いかけたけれども、翡翠さんの笑顔を見るに噓を言っているようには見えない。え、マジですか。どうしてよりによって殺人事件を解決できる探偵さんが、殺人事件まっただ中の別荘に雨宿りしに来ちゃうわけ？　都合が良すぎない？　長寿漫画の高校生探偵かよ。そのうち、あれれおかしいぞう、とか言われちゃうのか？

　となると、この翡翠さんは何者だろう？　まさかただの女子大生ではなく、名探偵の助手的な人なのでは……。

　翡翠さんは僕の視線を受け止めると、不思議そうな顔をした。

　それから、ふと眼を伏せると、露出した肩を搔き抱いて言う。

「あの……、蒼汰くん。わたし、シャワーをお借りしたいんですけれど」

「ふえっ」

　彼女は横顔を向けると、肌が透けてしまっている胸元を手で隠しながら居住まいを正した。長い睫まつ毛げを上下させながら、翠の瞳がちらちらと横目で僕を見る。

　まるで、恥じらう乙女のように。

「その、いつまでもこんな格好ですと恥ずかしくて、着替えたいので……」

　しまった。じろじろ見ていたので、誤解させてしまった！　いや、チラチラ視線を向けてしまっていたのは事実なので誤解ではないのだけれど、今見ていたのはご職業がなんなのか気になっていただけで……。

「ちょっと、翡翠？」

　千和崎さんが立ち上がり、ぎょっとしたような顔で見ている。

　翡翠さんは小さく首を傾げると、僕をまっすぐに見つめて言う。

「いいですよね？」

　その小さな手が、緊張に汗を握る僕の手の甲へ、そっと触れた。

「え、あ、はい、大丈夫です！」

　彼女は寒さに凍えているのである。

　なにを断る理由があるだろうか？

「それじゃあ、浴室に案内してもらえますか？」

「了解です！」

　僕は勢い込んで返事をする。

　なんというか、こんなに綺麗なお姉さんが他人の家に来てシャワーを借りるというのは、流石に危機感がなさすぎるのではとは思うものの、ふんわりとした雰囲気の彼女はそんなことを微み塵じんも気にしていないようだった。まぁ、千和崎さんもいるし、この別荘にいるのが一見すると無害そうに見える僕一人だけだからなのかもしれない。無害そうといっても、殺人者なんですけれどね？

　千和崎さんは、ちょっと呆あきれた様子でリュックから着替えを取り出している翡翠さんを眺めていた。彼女が取り出した着替えがなんなのか、僕にはよくわからない。見てはいけないような気がしたので、慌てて視線を逸そらしたせいだ。も、もし下着とかが見えてしまったら……？　よからぬ妄想が頭を過よぎってしまう。さっきまで背中に押し付けられていた感触と合わさって、鼻血が出てしまいかねない。まぁ、漫画の登場人物でもなければ、エロいことを考えて鼻血が出るなんてことはないだろうけれど……。

　僕は緊張に身を硬くしながら浴室へと彼女を連れて行く。案内をするだけなのに、どうして緊張してしまうのか。流石に浴室に足を踏み入れたことはないけれど、洗面所の場所は知っていた。なにせあそこで血に濡れた手を洗い流したのだから。そこで、はたと気づく。大丈夫だろうか。洗い流した血の量は僅かだった。だから洗面台にその痕跡はないはずだけれど……。

「ええと、ここがお風呂場です」

　僕は扉を示して言う。

「ありがとうございます」

　畳んだ洋服の上にポーチをのせて、翡翠さんはそれを抱えていた。

「あら」

　それから、彼女の視線が洗面所の扉へと向いた。

「血が付いてますね？」

「えっ」

　慌てて、翡翠さんの視線の先を見る。洗面所の扉のノブ。そこに、ほんの僅かな血痕が付着して指紋の跡を残している。どう見ても真新しい血だ。慎重に摑んだつもりだったけれど、移ってしまっていたらしい。

　さぁっ、と血の気が引く感覚に襲われる。

　血だけに……。いやいやそんなくだらないことを思いついてどうすんの。そのまま卒倒したい気分だったけれど、どうにか言い訳を考えなくてはならない。

　が、咄とっ嗟さに名案が脳裏を過っていく。

「えっと、いや、あの、これはですね。あれです。あれなんですよ。そのう、皆さんが来る前に、ちょっと鼻血が出ちゃって！　それで顔を洗おうとしたときに、たぶん付いちゃったんじゃないかなぁと！」

　僕は忙せわしなく両手を動かしながら説明した。彼女からすれば、いかにも噓をついて慌てふためいているように見えるかもしれないけれど、まさか人を殺して返り血が付いたのをごまかしているだなんてことは、夢にも思わないことだろう。

「あら、そうなんですね。大丈夫でしたか？」

　ところが翡翠さんは、あっさりと僕を信じてしまったばかりか、心配そうな表情でこちらを見つめてきた。大きな瞳と下がった眉尻、どことなく困ったような表情がとても可愛らしく見えてドキドキしてしまう。いや、このドキドキの原因は別にあるのかもしれないけれど……。

「え、あ、はい。すぐに止まりましたので！　えっと、それで、そのときに鏡を見たら寝癖が気になって、ついでに洗ったわけなんですよ！」

　これは見事な伏線回収である。

　僕は扉を開けて、洗面所と脱衣所を兼ねたスペースを示す。それから、さり気なく洗面台を一いち瞥べつし、他に血痕が残っていないことを確認した。まぁ、もし血が残っていたとしても、鼻血作戦でその場を凌ごうと思うのだけれど。

　洗面台は問題なさそうだった。僕は洗面所に入り、戸棚を開けてバスタオルを取り出すと、それを脱衣籠らしき場所に置いた。

「ええと、タオルはこれを使ってください」

「はい。ありがとうございますね」

　翡翠さんは脱衣所に入ると、バスタオルの上に着替えとポーチをのせた。それから、浴室の扉を開けて、そっと中を覗き込んでいる。

「シャワーの使い方は、普通だと思いますんで」

　そうであってくれ、と願った。僕はもちろん、この別荘の浴室までは足を踏み入れていないのだ。シャワーの使い方を説明してくれと言われたら困ってしまう。

「それじゃあ、僕はこれで」

　柔らかく微笑む彼女に頭を下げて、洗面所を出る。

　扉を閉めると、ノブの血痕を見つめて安堵の溜息を零こぼした。

　どうにかこうにか、うまく乗り切った。血痕を見られたときにはドキリとしたけれど、鼻血のせいにするとは我ながらうまく頭が回転してくれたものだ。直前に鼻血が出そうな思いをしたのが功を奏するとは……。

　それにしても、と僕は扉を見つめて耳を澄ます。

　聞こえてくるのは、微かすかな衣擦れの音。

　この薄い扉一枚の向こうで、あの可愛くて綺麗なお姉さんが……。

　いけない。鼻血どころではなく、別のところの血流がよくなってしまう。さっさと退散しなくては失礼だろう。僕は慌ててラウンジへと引き返した。

　ところが、そこで今度はまた血の気が引く思いに襲われてしまう。ラウンジに、千和崎さんの姿がない。誰もいない寂しげなラウンジで、暖炉の炎だけが揺らめいている。

　どこへ行ったんだ？　トイレは脱衣所の隣にあるので、僕が来た廊下の方を通らなくてはならないはず。彼女がこちらに来ていないのは間違いない。そもそもトイレの場所を知らないはずだ。となると……。ラウンジにある階段の先を、僕は見上げる。二階の先、廊下を進んだいちばん奥の部屋──、そこにある死体を、もし見られたりしたら。

　僕は階段を駆け上がろうとして、ふとラウンジの隣の部屋に続く扉が僅かに開いていることに気がついた。さっき、そこに続く扉は開きっぱなしになっていたはずだ。許可もなく他人の家の二階に上がり込む人間はまずいない。となれば、そっちか？　どうしよう。迷う時間がもったいない。急いで確認して、もしそこにいなければ、二階を確かめるべきだろう。

　隣は確か、撞どう球きゅう室しつ──、だったはずだ。昨晩に確かめたとき、ビリヤード台が置かれていたのを憶えている。僕はその撞球室の扉を勢いよく開け放つ。

「わっ」

「あっ」

　互いに、驚愕の声が重なった。

　千和崎さんは、やはり撞球室にいた。濡れたカットソーを脱ぐところだったらしく、それが首元までたくし上げられているせいで、すべらかな腹部と濃紺色のブラが覗いてしまっていた。彼女は眼を丸くすると、服の裾を降ろし、慌てて言う。

「えっと、ごめん。こっちも雨が吹き込んでるみたいだったから、勝手に入っちゃって。それでついでに着替えようかなって……」

「いえ、失礼しました！」

　僕は素早く身を翻し、扉を閉ざす。

　幸福の配分量がおかしすぎるのでは。ラッキースケベというのはフィクションの中の出来事だとばかり思い込んでいたけれども、うっかり人を殺してしまったところに折悪あしく名探偵がやって来てしまうくらいの不幸を重ねれば、哀あわれんだ神様が引き起こしてくれるらしい。これで心置きなく捕まることができる……。

　いやいや、まだそういうわけにはいかない。なんにせよ撞球室で着替えていてくれてよかった。うっかり二階に上がられてしまっていたら……。そうだ、二階の奥の部屋はもしかすると扉が開きっぱなしになっているかもしれない。ひとまず扉を閉めて、死体を見られないようにしなくては。

　けれど階段を上がろうとした途端に、廊下の方から翡翠さんの声がした。

「蒼汰くぅーん」

　という、甘い声音である。

　今度はなんだ？

「ええと、はい、今行きます！」

　僕は廊下を抜けて、洗面所の扉の前に立つ。

「あの、なにかご用ですか？」

「ごめんなさい」

　声と同時に、扉が微かに開かれる。

　その不意打ちに、僕は鼻水を噴き出すところだった。

　なんだこれはラノベか？　やはり神様は、お前の人生はもうお終いだから、せめて最後に少年の夢を叶かなえてやろう、と気を利かせてくれたのかもしれない。

　翡翠さんは、その裸身にバスタオルを巻き付けた姿だった。

　あまりにも白く眩まぶしい胸元と肩の映像が、僕の脳を暴力的に焼き殺そうとする。

　こ、これがもしかすると、伝説で語られる、た、谷間というやつでは……。

「あのう、シャンプーとシャワージェルなんですけれど、どちらがどちらなのか、教えていただけると……」

　長い髪がアップになっていて、首筋の細さが鮮烈な印象を及ぼしていた。困ったような表情で、頭を傾けている。うーん、これで二階に死体さえなければ、明日からも人生を頑張っていけるんだけれどな……。

「蒼汰くん？」

「あっ、やっ、へあっ！」

　僕は奇声を発して、顔を背けた。

「す、すみません！」

　罪もないはずが、謝ってしまう。

　いや、殺人という大罪は犯しているんですけれど……。

　いいんですかね、こんなラッキーなことがあって……。

「大丈夫ですよ」

　翡翠さんはまるで気にしていないのか、くすくす笑っている。僕が子どもだからと油断しているのかもしれないが、男子というのは中学生になれば、例外なく邪よこしまな存在へと進化するものなのだ。けれど、純真可か憐れんな彼女には想像もつかないに違いない。

「いえ、その、恐れ多い、じゃなくて、ええと、なんのご用でしたか？」

　僕は自分の顔を片手で覆い隠した。欲望に負けて薄目を開いても自分の掌てのひらしか見えないようにする巧妙な作戦である。

「シャンプーとシャワージェルです」翡翠さんが言う。「赤い方に入っているのは、どっちですか？」

「ええと、シャワージェルと言いますと」

「あ、ボディソープさんのことです」

「え、ああ、そうですか」

　変わった言い方だ。女の人はみんなそう言うのかな？

「ええとですね……」

　僕は答えようとして、再び血の気が引くのを感じた。鼻血でも出そうなくらい顔が熱かったというのに、今度は身体がふらついて倒れそうになる。

　どちらがボディソープか、だって？

「赤いボトルと、青いボトルがあるんですけれど……。ラベルがなくって」

「えっと、いや、それは……」

　ここは自分の家ではないのだ。

　そんなの、答えられるはずがない。

　なんでも両親にやってもらうお坊ちゃん少年なので、どちらがボディソープかわかりません、とは流石に言えない。両親とお風呂に入っているなんて設定は無理がありすぎる。

　やはり、別荘設定を使うか？

　実はここは別荘で、あまり来ないから、わからない、と……。

　半年ぶりに別荘に来たので、よく憶えていないという言い訳なら、矛盾はないのでは？

「あー、いや、ここ、実は別荘でして」

　僕は片手で表情を隠しながら言う。動揺も、きっと別の意味に解釈されることだろう。

「来たのは半年ぶりなんですよ。今日来たばかりで、よく憶えていないなぁ、なんて……」

「わぁ、そうなんですね。こんな素敵な別荘をお持ちだなんて、お金持ちさんなんですね？」

「はは、えっと、まぁ、そんな感じで」

「あら」

　奇妙な声が、掌で遮った視界の向こうから聞こえた。

「でもでも、明日は月曜日ですよ？」

「え？」

「日曜日に別荘に来られるなんて、変わってますね。学校はどうされるんです？」

　まさかのウッカリミス……。

「や、えっと、その、そう、学校！　ここから通えるところなんで！」

「まぁ、じゃあ、ご自宅はお近くなんですね？　別荘なのに」

　しまった。どんどん墓穴を掘っていってしまう……。

「そ、そうですね。別荘の意味ないですよね。はは……」

「田舎暮らしをするためにここを買われたというお話でしたから、てっきりここがご自宅なんだと……。わたしったら、うっかりさんです」

「その、そう誤解されるのも仕方ないですよね！　ほんと意味ない別荘だなぁ！　はは……」

　僕は明後日あさっての方を見ながら、乾いた笑みを零す。

　顔が熱い。顔を背ける正当な理由があることだけが幸いだった。

　不審に思われただろうか？　けれど、ここには翡翠さんが名探偵と讃える千和崎さんの姿はない。まさか不法侵入者が家人のフリをしているだなんて、そんな推理小説の中の出来事みたいなことは想像もできないはずだ。

「じゃあ、ボトルのことまでは憶えていても、どちらがどちらなのかは忘れちゃいますね？」

「えっと、そうなんです。赤と青のボトルがあるのは知ってるんですが、どっちがどっちだったかは、よく憶えていなくて……。いつも来る度に、僕も迷っちゃうんですよ」

「あら？」翡翠さんが不思議そうに声を漏らす。「わわ、ごめんなさい。赤と青ではなくて、透明なのと紫のボトルでした」

「え？」

「わたしったらうっかりさん、色を間違えるなんて」

　ええ……。

　いやいや、どこをどうしたら赤青の組み合わせと間違えるんです？

「えっと、や、そうでしたね。透明のと紫でしたよね！　ぼ、僕も久しぶり過ぎて、忘れちゃってたなぁー」

　僕は乾いた笑みを浮かべて、指の隙間から翡翠さんの様子を窺うかがう。

　不審に思われたか？

　翡翠さんは、にっこりと微笑んで僕を見返していた。

　大きな翠の瞳には、どこかいじわるな輝きが隠れ潜んでいる。

　そんなふうに見えるのは、錯覚だろうか？

「じゃあ、自分で試してみますね。わざわざ呼んでしまってごめんなさい」

　扉が閉まり、僕は安堵の溜息を漏らした。

　ふう……。

　どうやら、凌ぎきったようだ。

「あ、そうそう」

　扉が開いて、翡翠さんがウインクをする。

「覗いちゃダメですよ」

「の、覗きません！」

　安堵の表情を見られたことが、どうしてかとても致命的なように思えて、僕はそう叫びながら身を翻した。大丈夫、きっと気のせいに違いない。僕は逃げるようにラウンジへと戻る。

　ラウンジでは、着替えたらしい千和崎さんがソファに腰を下ろし、スマートフォンを眺めていた。千和崎さんは、ショートパンツにＴシャツという格好で、すらりと伸びた脚が大変魅力的だったのだが……。

　僕の視線に気づくと、千和崎さんは心なしか得意げな表情を見せた。

「あの」僕は恐る恐る言う。「そのＴシャツは」

「可愛いでしょ？」

　なぜかドヤ顔を返されてしまう。

　千和崎さんが着ているＴシャツには、『予備のＴシャツ』という文字がでかでかとプリントされていた。中央には顔文字のようなシンプルな表情が付いたＴシャツのイラストと50％オフという文字。

　謎のセンスである。

「えっと、まぁ、そうですね」

　カッコよくて綺麗なお姉さんが着るシャツとしては、どうなのよ。

　まぁ、あまり人様の趣味に口を出すわけにはいかない。

　なんというか、よりによって、凄い二人を招き入れてしまったな……。

　はたして、僕は朝まで殺人を隠蔽し続けることができるんだろうか？
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　千和崎真は、相変わらず頭を抱えたい気分だった。

　なんだか翡翠の様子がおかしい。

　とてつもなく奇妙だ。

　正気か？

　シャワーを浴びてきたという翡翠は、薄手の白いワンピースを着ていた。さながら高原のお嬢様といった雰囲気だったが、オフショルダーになっているせいで、肩まわりだけではなく姿勢によっては胸元すら大きく露出していた。少年には刺激が強すぎる装いに違いない。だというのに彼女はソファの隣に腰掛けて、必要以上に少年へと身体を寄せてはボディタッチを繰り返しているのだ。真は内心で繰り返す。

　正気か？

　翡翠は頭までは洗わなかったのか、長い髪をアップスタイルに纏め上げていて、さり気なくメイクも直してきたように見える。少年の方は頰を紅潮させて視線を右往左往させながら、挙動不審さに磨きがかかっていた。気の毒なことだと思う。やがて翡翠はドライヤーを使いたいと言って少年を解放した。彼は二階にあるかもしれない、と階段を駆け上がっていく。

　階上へと消えていった蒼汰を見送って、翡翠がこちらを見遣る。

「真ちゃん」彼女は瞳を輝かせて言った。「とても奇妙だと思いません？」

「わたしには、あなたの方がよっぽど奇妙に思えるけれど」

「わたしが奇妙？」翡翠は心外そうに柳りゅう眉びを寄せた。「いったいどこがです？」

「そういう趣味があるとは思わなかった。ドン引き」

「可愛いじゃないですか。困った顔が、柴犬みたいで」

　真は溜息をつき、額に掌てのひらを押し当てた。

「まぁ、他人の性癖をとやかく言うつもりはないから、くれぐれも心に傷を負わせないようにしてね」

「冗談ですよ」翡翠は頰を膨らませた。「真ちゃんは、なにか勘違いをしているようですね」

「勘違い？　わたしには、あなたが年端もいかない少年を誘惑しているようにしか見えないけれど」

　翡翠はちらりと天井を見上げた。肩を竦めて、両の掌をひらひらと動かす。

「ある意味では、それは正しいといえるかもしれません」

「わけがわからん」

「とにかく、ここは奇妙なことが多いのです。考える時間が欲しかったので、シャワーを浴びながら思索してみたのですが、まだまだ情報不足で確かなことが言えません」

「なに？　まさか、どこかに死体があるとか言わないでよ」

「まさか」と翡翠は笑う。「ですが、そのまさかを確かめる必要はあるかもしれませんよ」

　冗談で言ったつもりだったが、翡翠はそれを検討しているようだった。

「なにがおかしいっていうの？」

「おかしすぎる点はたくさんありますよ。まぁ、そこはいつものように真ちゃんへの課題としておきましょう」

　真は首を傾げた。ぱっと思い付くおかしなことは、一つある。

「そりゃまぁ、確かに夏木くん、ちょっと様子が変だけれど。でも、それってあなたを前にしてあがってるだけじゃないの？」

　翡翠がシャワーを浴びている間、真はサイドボードにあったチェスを使って、少年と時間を潰していた。夏木少年はチェスのルールを理解していたものの、めちゃくちゃ弱かった。まぁ、真もルールを知っている程度の実力なので、そこまで偏ったゲームにはならなかったのだが、対戦している間中、夏木少年は顔を俯かせてあまり真のことを見ようとしないのが気になった。挙動不審気味ではあるが、着替えているところを見られてしまったし、年頃の少年だ。自分にだって翡翠にも負けず劣らずの魅力があるはずである。少年が照れてしまって眼を合わせられなくなるのは普通の反応だろう、むしろ可愛いくらいではないか、とは思っていたのだ。

「わたしが知りたいのは、そこの見極めです」

　翡翠はソファの背もたれに身を預けると、人差し指を立てた。

　真の方へと、不敵な瞳を向けて言う。

「わたしは人間の表情を読んで噓を見抜きます。ですが、その精度を上げるためには、サンプルとなる情報の蓄積が必要不可欠なのです」

　よくわからない、という表情を真が返すと、翡翠はいつものようにその人差し指へくるくると髪を巻き付けようとし、自分が髪を纏め上げていることに気づいたらしい。どこか手持ち無沙汰に人差し指を回転させながら、唇を尖らせて言う。

「よくドラマや小説などで、人間は噓をつくときに右上に視線を向けるとか、隠しごとがあるときに腕を組んでしまうとか、神経言語プログラミングなどで語られる理論を参照したものが紹介されます。メンタリストの中にはこれを利用して噓を当てることができるという人もいますが、わたしはやや懐疑的な立場です。わたしの経験上、噓をつくときの反応は人それぞれで、視線を右上に動かしたから噓、というふうに一概に決めつけられるものではありません。人によっては左に動かす人もたくさんいます。ですから体系的に学べるものではありませんし、わたしがわざわざ犯人に接触して様々な反応を得ようとするのは、こうした反応のパターンを蓄積して情報の整理を行うためでもあるのです。他人の表情を読むことのできる人間は、こうした作業を無意識下に行う才能を持っているのかもしれませんが、わたしはこれを意識的に行うタイプなんですよ」

「じゃあ、あなたが夏木くんにベタベタしてるのは、その反応を探るためってこと？」

「はい。蒼汰くんは明らかに挙動不審で、わかりやすい反応を示すタイプですが、それがわたしに対して緊張しているせいなのか、噓をついているからなのか、それを判別するにはまだ表情と仕草の情報が足りません。わたしに対して照れてしまっているところが、逆に表情を読みにくくさせてしまっているのです。彼なりの規則性があるような気がしていて、そこを探っているところではありますが……」

　翡翠は人差し指を動かしながら、視線を彼方かなたへと向けている。

　真へ説明しながらも、半ば意識は思索に向けられているように見えた。

「正気を失ったわけじゃないなら安心した。言っておくけど、勘違いさせてもフォローはしないからね」

　真が言うと、翡翠は頰を膨らませた。

「論理的に噓であることが明らかな会話のときの反応と、女性への緊張から来ていることが明らかなときの反応、これらを観察して分析しているところです。決して、年下の男の子をからかうのが愉しくてやっているわけではありません」

　本当か？

　ちょっとそれは怪しいな……。

　まぁ、夏木少年は翡翠が常々語る理想のタイプと程遠いのは確かだ。

　彼女が男を籠絡する理由があるとすれば、なにかしらの事件の真相を解明するときだけ。

　だが、事件とはなんだろう？

「それで、いったいなにが起こってるわけ？」

「うーん、想像できることはあるのですが、まだなんとも……」

　真には心当たりがなにもない。

　翡翠の気のせいではないのか。

　だいたい、昨日も殺人事件に出くわしたのだ。これ以上なにかあったとしたら、本当に呪のろわれているとしか思えないのだが……。

　真は翡翠を見た。

　翡翠は、不思議そうに真を見る。

「なんです？」

「いや、べつに」

　めちゃくちゃ恨みを買いそうな女だもんな。

　呪われててもべつに不思議はないか。

「ところで真ちゃん、そのＴシャツはなんですか？　もう一枚、リュックに変なのがありましたけれど、どちらもセンスが……」

「あ、これ？　可愛いでしょう」

　真は着ているＴシャツがよく見えるように胸を張る。

「言っておくけど、あげないからね」

「いえ、要りませんけど……」

　翡翠は、げんなりとした表情で真を見た。
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　ドライヤーなんて、いったいどこにあるんだ？

　僕は二階の廊下で頭を抱えていた。翡翠さんが言うには、洗面所には見当たらなかったらしい。となると、二階の部屋のどこかにあるのかもしれないと踏んだのだけれど、見つからない。流石に、ドライヤーの場所がわからない、というのは家の人間として不自然すぎる反応だろう。お前は髪を洗ったことがないのかと突っ込まれてしまう。あんな可愛らしいお姉さんに不潔な人間だと思われてしまうのも避けたかった。

　うん、めちゃくちゃいい匂いがしてたもんな……。

　あの白い鎖骨の下の柔らかそうな谷間──。

　いやいや、そんなことを思い出している場合ではない。

　ぶんぶんとかぶりを振って、僕は廊下を歩いた。

　あと探していないのは、死体があるあの部屋だけだ。

　でもあの部屋は、ひとまずの拠点として僕が寛いでいた空き部屋のはず。

　ドライヤーがあるとは思えないのだけれど……。

　奥の部屋へと向かう。案の定、部屋の扉は半ば開いてしまっていた。少し前に扉を閉じなくてはと思ったものの、色々とあって忘れてしまっていたのだ。

　僕は室内に入り、後ろ手に扉を閉めた。

　そうして、死体を見下ろす。

　間違いなく、そこで死んでいるのは悠斗のお母さんだった。

　驚きょう愕がくに眼を見開き、惨たらしい表情をしていた。

　色々と矢継ぎ早に起こったせいだろう。人を殺してしまったなんてあまりにも現実味に欠けていたけれど、どうやら夢ではなさそうだ。込み上げてくる嘔吐感を堪えて、その場に膝ひざをつく。けれど、思っていたよりも自分の動揺が少ないことに愕がく然ぜんとしてしまった。僕はこんなにも無感情な人間だったんだろうか。普通なら、もっと錯乱して泣き喚いたりしそうなものだ。どうせ、という思いが強かったのかもしれない。

　どうせ、こんな人生。

　僕は視線を部屋の隅すみにあるリュックへと向けた。

　家出をするにあたって必要なものを入れた僕のリュックだった。

　せめて、朝までは乗り切らないと。

「蒼汰くぅーん」

　届いた声に、僕は身体を強こわばらせる。

　翡翠さんの声。

　二階に上がってきたのだ！

「あのう、どちらにいらっしゃいますかー？」

　翡翠さんはそう声を上げながら、僕のことを探しているらしい。いちばん階段に近い部屋の扉を開けたんだろう、立て付けの悪い扉が軋きしんだ音を立てた。

「蒼汰くぅーん？」

　その部屋に僕がいないことを知ると、彼女は隣の部屋の扉を開けたらしく、扉が開閉した音が近付いてくる。まずい。これはまずい。僕は立ち上がろうとするが、動揺と混乱のあまり腰に力が入ってくれない。

　もし彼女がここの扉を開けてしまったら？

　こんな陰惨な場景、ふんわり女子の翡翠さんが見たら気絶してしまう！

　どうする？　死体を隠すか？　幸いなことに、他の部屋とは違ってここには大きなクローゼットがあるから、そこなら死体を隠せるかもしれない。いや、大量の血溜まりはどうする気だ？　ていうか、そもそもこの扉に辿たどり着つかれる前に、僕が部屋を出ていけば良いのでは？　そうだ。それしかない。僕はどうにか立ち上がり、扉に手を伸ばす。彼女がここに来るより早く部屋を出ることができれば──。

　だが、僕の行動はあまりにも遅すぎたらしい。

　こんこん、とノックの音が響く。

「蒼汰くぅーん？」

「ひゃっ、ひゃい！」

　あろうことか、扉が開こうとした。

　僕は慌てて扉のノブを摑むと、全力で力を込めながらそこが開かれないようにした。

「あ、ここにいらっしゃるんですね？」

　僅かに開いてしまった扉の隙間から、翡翠さんのふんわりとした笑顔が覗く。白いワンピース姿の翡翠さんはめちゃくちゃ可愛くて、レースとフリルでふんだんに飾られたその柔らかな胸元についつい見み惚とれてしまう。うーん、こんな彼女が欲しい人生だった……。って見惚れている場合ではなかった。僕は部屋の様子が覗けないよう、顔を突き出して翡翠さんの視線を遮った。

「えと、あの、はい、その、ど、どど、どうしました？」

「暖炉の火に当たっていたおかげで、髪も肌も乾いたので。ドライヤーが見つからないのでしたら、もう大丈夫ですとお伝えしたかったんです」

　にっこりと、優しい笑顔で翡翠さん。

　僕は冷や汗を流しながら、こくこくと頷く。

「えっ、あ、そうなんですね！」

「ここは、蒼汰くんのお部屋ですか？」

　翡翠さんの大きな瞳が、僕の背後へと向けられる。

「やっ、違うんですけど！　えっと、母の部屋なので、ドライヤーがあると思って！」

「ありました？」

「いえ、ないです。ないんですが、えっと、勝手に部屋の中を見せたりすると母が怒るので、その……」

「あっ、ごめんなさい。わたしったら気づかないで」

　翡翠さんは扉から後退してくれた。

「あの、実は窓が開いていたせいで雨が吹き込んでしまってて、ちょっと床を綺麗にしてから行きますので。先にラウンジに戻っててもらえますか」

「なるほど、わかりました」

　翡翠さんはにっこりと笑う。

「ははは、すみません」

　僕は扉を閉ざし、大きく吐息を漏らす。

　危ないところだった……。

「あ、そうでした」

　扉が開いた。

　がしり、と僕は超絶的な反射神経で扉が開ききるのを遮る。

　翡翠さんが隙間から顔を覗かせて、僕を見た。

「なっ、なんでしょうかっ？」

「あと一つだけ、どうしても気になってしまって……」

「ひぇっ？」

　扉が開いているのは僅かな隙間だけで、死体は絶対に見えないはずだ。

　どうかそうであってほしい……。

「そのう、蒼汰くんのフーディーに付いているそれは、血ですか？」

「えっ」

　僕はぞっとして、翡翠さんの視線が向く先──。パーカーの肩のあたりに眼を落とした。

　まさか、返り血に気づかれた？

「や、これは……」

　鼻血だといってごまかすか？

　でもここは、鼻から垂れそうにない位置で──。

　いや、これは。

　翡翠さんが言っているものの正体に気づき、僕は安堵する。

「ああ、これは、えと、違います。パスタのミートソースですよ、はは……」

「ミートソース？」

　あまりにもほっとしてしまい、溜息が漏れてしまう。

「その、今日のお昼は麓ふもとの街の洋食屋さんで済ましたんですが、そのときに食べたパスタのミートソースだと思います。跳ねるとイヤだなぁって気を付けてたんですけど……、こんなところに跳ねてたなんて」

　噓ではなく、真実だ。だからすらすらと説明することができた。本当に血痕だったら、ここまでスムーズに説明できる自信はなく、不審に思われてしまったことだろう。

「そうだったんですね。確かに、よくよく見るとミートソースさんですね」

　翡翠さんが前まえ屈かがみになり、僕の肩に視線を向けてくる。

　屈んだ彼女の胸元が強調されて、その柔らかみの眩しさから僕は顔を背けた。

　上目遣いに、翡翠さんが困ったような眼で笑う。

「わたしったら、蒼汰くんがどこか怪我をしているんじゃないかって、勘違いしちゃってて。そんなことがなくて安心しました」

「そんな、大丈夫ですよ。はは……」

　そんな心配をさせてしまうなんて、申し訳ない。

　同時に、なんだかひどく自分が惨めな気持ちになってしまう。

「パスタはお一人で食べたんですか？」

「ええ、まぁ。あのう、僕は部屋を片付けてから行きますので。先に下へ……」

「そうでした」翡翠さんは両手を合わせて、小首を傾げる。めちゃくちゃ可愛い。「わたしったら、お邪魔してしまって、ごめんなさい」

　彼女が去っていくのを確かめて、僕は扉を閉めた。

　今度こそ、ほっと一息。

　足音で、彼女が階段を降りていくのを確認する。

　なんとか乗り切ったぞ……。

　雨風が吹き込んでいるから、という理由も、噓ではなく真実だ。

　僕は血溜まりを踏まないよう窓辺に近付き、静かに窓を閉ざす。

　この窓は悠斗のお母さんではなく、僕が自分自身で開けていたものだ。日中は晴れていたので、風が気持ち良かったのである。まさかこんな嵐あらしになるとは思わなかったけれど……。

　ふと、微かに地鳴りのような音が響いた。

　雷だ。

　豪雨と暴風と雷。

　台風の最中、雷というのはなかなか珍しいのではないだろうか。

　僕はポケットからスマートフォンを取り出す。千和崎さんは大丈夫だと言っていたけれど、自分でも確認しないと不安だ。僕はスマホを掲げて、ネットを確認する。僕のキャリアではこの近辺は電波が非常に悪いようで、こうしないと速度が出てくれない。本当はもっと電波の届きやすいキャリアが良かったのだけれど、母に内緒で契約してくれているのは父なので文句が言えるはずもなかった。ネットを調べてみると、台風はここを去りつつあり、避難勧告などは出ていないようだった。このまま何事もなければ、二人のお姉さんは無事に帰れることだろう。

　ちょっと寂しくはあるけれど、仕方がない。

　相手は殺人事件を解決したこともあるという探偵。

　けれど僕にも計画があるのだ。ここで捕まるわけにはいかない。

　僕は死体を見下ろした。居たたまれなくなり、逃げるようにして部屋を出る。

　嵐のざわめきの中、階段を降りた。

　ラウンジに戻ると、二人のお姉さんがじゃれ合っていた。取っ組み合いの喧嘩に見えなくもないが、千和崎さんが翡翠さんの額をぺしりと叩いている。いったいなにがあったというのだろう。笑いながら抵抗する翡翠さんのワンピースの裾すそが捲まくれあがり、その太腿が今にも覗けそうになっていて──。

「あ、蒼汰くん、助けてくださいよう」

「ふぇっ、ど、どうしたんです？」

「こいつがまたわがままを言い出しただけなの」千和崎さんが僕を見て言う。「気にしないでいいからね。要求も、聞いたらダメ」

「ええと……、なんです？」

　翡翠さんは千和崎さんから離れると、ソファの上で居住まいを正した。

　それから、僕を見て気恥ずかしそうに言う。

「そのう……、お腹なかが、空いちゃったんです」

　恥じらう様子も、めちゃくちゃ可愛かった。

「えと、なにか食べられるものでも探してきましょうか？」

「気にしないで」

　千和崎さんが鋭く言う。

　ううーん、自分用のカップラーメンならリュックにあるんだけれど、翡翠さんにそんなものを食べさせるわけにはいかない。食材があればなにか作れるかもしれないけれど、不法侵入先の台所や食材を借りるのも気が引ける。というか殺人の犯行現場で調理をする少年って、なかなかインパクトが強い新聞の見出しだな。そんな汚名を背負いたくはないかもしれない。

　どうしたものか、と夕食のことを考えていたせいだろう。

「あら、蒼汰くんもお腹が空きました？」

「あ、ええ……」

　ぐう、とお腹の虫が鳴ってしまったのだ。

　それを翡翠さんに聞かれてしまい、僕は顔が熱くなる。

「まぁ、夕食時は過ぎてるからね」

　千和崎さんが、難しい顔をして首を傾げた。

　チェスをしたときに少し打ち解けることができたせいか、彼女はボーイッシュな口調で話してくれるようになり、それがカッコ良いお姉さん像に磨きをかけていた。だというのに彼女のＴシャツのセンスは謎なぞだ。眼を向けると笑いが込み上げてきそうになり、直視ができない。チェスのときも笑いを堪えるのが大変だったのだ。

「ご両親は、まだ戻られないんですか？」

　翡翠さんに訊かれて、僕は頷いた。

「あ、ええ。えっと、その、今日は流石に無理そうだって、メールが」

「わたしたちのことはお話しされました？」

「ああ、いや、えっと、はい。さっき二階で、電話しました。女の人だし、大丈夫だから安心してって、説得しておきました」

「こっちから電話しようか？」千和崎さんが立ち上がる。「その方がご両親も安心するんじゃない？」

「あ、いや、大丈夫です！　大丈夫です！　えっと、あっちの手伝いが忙しそうで、もう電話は出られないんじゃないかと思いますんで」

「それならいいけど……」

　そのときだった。

「あら？」

　翡翠さんが、不思議そうに首を傾げる。

「ど、どうしました？」

「なにか妙な音が聞こえません？」

「妙な音って……」

　言いかけて、気がつく。またもや、血の気が引く思い。いっそ、このまま貧血で倒れてしまえば楽になるかもしれない。

　豪雨や雷の音とは違う奇妙な音色が、静かにラウンジに響いている。

　僕はその正体に気が付いてしまっていた。

「これって、スマートフォンのバイブレーションではありません？」

「ああ、確かに」翡翠さんの言葉に、千和崎さんが頷く。「でも、わたしのじゃないな」

「わたしのものでもありません。あっちの方から聞こえますけれど……」

　僕は緊張に喉のどを鳴らす。翡翠さんの視線の先には窓辺のサイドボードがあり、そこにのっているのは、女性もののハンドバッグで──。

　そう。あれは恐らく、悠斗のお母さんのハンドバッグだ。

　恐らく、ハンドバッグの中にあるスマートフォンが、着信を告げているのである。

「あれは、蒼汰くんのお母さんのですよね？」

　翡翠さんが、不思議そうに言う。

「あ、やっ、えっと、その」

「バッグやスマホを持たないで出かけられたんですか？」

「わ、忘れていったんじゃ、ないですかねっ？　凄い慌てて出かけたみたいなのでっ」

　この言い訳は不自然ではないはずだ。しかし、どうする？　このまま出ないで放置するべきか？　けれど、それは不審すぎるのでは？　僕は急いでハンドバッグの元へと向かった。

　ハンドバッグの中を探る。バッグの中は狭く、スマートフォンはどうやら底の方にあるらしいことが液晶画面の光でわかった。スマホを取り出すには財布が邪魔だったので、まずはそれを引っ張り出して、ようやくスマートフォンを回収する。幸いなことに、僕と同型のポピュラーな機種であり、使い方は心得ていた。着信を拒否し、これ以上通知を鳴らさないよう電源を切った。そうして一芝居を打つ。

「あ、もしもし、お母さん。えっと、うん、僕だけど」

　僕はスマホを耳に押し当てながら、ちらりと肩越しに翡翠さんたちを見遣る。

「もう、スマホを忘れていくなんて、おっちょこちょいなんだから……。そう、ラウンジにあったよ。慌てて出ていったからでしょ。良かったじゃない。作業中に畑に落としたんじゃなくて。え、ああ、うん。大丈夫。さっきもお父さんに話したでしょ。すごくいい人たちだし、女の人だから怖くないよ。こんな嵐の中じゃあ、仕方ないよね」

　我ながら、これはファインプレーなのでは？

　電話をしているふりをするというのは思いのほか恥ずかしかったけれど、これでスマホやバッグが置き去りにされてしまっていることや、これまで両親と通話をしていたはずであるという矛盾点に説明を付けられることになる。僕は名演技を続けた。犯人というのは演技上手でなくてはならないものだ。

　と、千和崎さんが近付いてくる。

　そうか。電話を替わりたいのだろう。彼女はここに泊めてもらうことになるのだから、礼儀は尽くしたいのに違いない。まずい。僕は高速で台本を構築する。

「あ、待って、お客さんが替わりたいって。え、そうなの？　わかった。それじゃあ……」

　僕は悠斗のお母さんのスマホを下ろし、千和崎さんを振り返った。

「えっと、すみません。なんか、父のスマホがもう充電がないみたいで、よろしくお願いしますと……」

「え、そうなの？」

　千和崎さんは、参ったな、という表情で後頭部に手をやった。

「ほんと、そそっかしいと言いますか、父も母も慌てて出ていったものですから」

　僕のアドリブ力凄くない？

　僕はスマホをハンドバッグの中に仕舞い込んだ。

　ようし、なんとか乗り切ったぞ……。

　翡翠さんが、ふと思い出したように声を上げる。

「そういえば、蒼汰くん、夕食はどうされるんです？」

「やぁ、はは、そうですね。どうしようかな」

　確かにそれは問題だ。自分用のカップラーメンはあるけれど、さすがに一人で食べるわけにはいかない。すると、千和崎さんが助け船を出してくれた。

「良かったらなにか作ろうか？　ご両親が良ければだけど」

「あ、じゃ、お願いできますかね？　両親には、メールしておきます。電話だと充電がなくなっちゃうだろうし」

「よし、任せて。せめてそれくらいはお礼をしないとね」

　自分が台所を使うのは気が引けるが、なにも知らない千和崎さんなら。

　いや、ううーん、それはそれで、やはり気が咎める感じはあるな……。

「あのう、わたし、気になることがあって」

　ふと、翡翠さんがそんなことを言い出した。

「えと、なんでしょう？」

「とりあえず、三人でキッチンへ行ってみませんか？」

　僕は首を傾げた。なにが気になるというのだろう？

「そ、そうですね。食材があるといいんですけれど」僕は食堂の方へと、二人を案内する。「あ、翡翠さんには説明したんですけれど、ここ、普段は別荘として使ってるんで、もしかしたら、買い置きがなにもないかもしれなくって……」

「あ、そうなんだ。うーん、困ったな」

　千和崎さんは首を傾げて呻く。

「あ、ほら、やっぱりです！」翡翠さんが明るい声を上げた。「さっき、ラウンジの方からテーブルが見えて。ほら、ここ、ラウンジから丸見えでしょう？」

　確かに、今のように扉を開けっぱなしにしておくと見通しが良い。やはり僕が紅茶探しをして棚を開け回っていた様子も、翡翠さんに見られてしまっていたのかもしれない。

「それで、さっき、この紙袋が見えたんです！」彼女ははしゃぐような声で言う。「これですよこれ！　これって、銀座にある有名ケーキ店の紙袋ではありませんか？」

　彼女はテーブルにある紙袋を手に取ると、それを掲げて見せた。中身は入っていないようではあるが、ケーキ屋さんらしき名前のロゴが入ったお洒落な紙袋だった。

「ここのフルーツロールケーキが、とても美味しいのです。もしかして、冷蔵庫にあるんじゃないかしらって──きゃう」

　はしゃぐ翡翠さんの額を、千和崎さんがぺしりと叩く。

「あったとしても、わたしらのじゃないから」

「真ちゃんのいじわる……。ちょっと確かめるくらい、いいじゃないですかぁ」

「言ったな。じゃあ見るだけでいいんだな？　見るだけだぞ」

　翡翠さんが頰を膨らませている。

　甘いものに眼がないのかもしれない。

　ふてくされた表情も、めちゃくちゃ可愛いです。

「ええと、冷蔵庫にあるかもしれませんね」

　恐らく、それを買ってきたのは悠斗のお母さんだろう。

　だとすれば、食べるべき人はもういないのであって、そんなに食べたいなら食べてもらった方がロールケーキとしては幸せなのかもしれないが、真相を知る身からすると微妙に複雑な気持ちだ。食材の確認をしてもらう必要もあったので、僕はとりあえず冷蔵庫を開けた。冷蔵庫はがらんとしているように見えたが、翡翠さんの希望通りケーキ店の小箱が入っているのが見える。

「やっぱりこれは噂のフルーツロールケーキに違いありませんよ！」

　製造日を示すシールが貼られていて、今日作られたものらしいとわかった。やはり、僕が寝ている間に、悠斗のお母さんがこれを買って別荘にやって来たのだ。

「ちょっと見てみましょうよう」

　うきうきと声を上げる翡翠さんに、いつの間にかつられてしまったのだろう。

「ううーん、まぁ、見るくらいなら？」

　女の人は甘いものが好きなのか、千和崎さんも興味津々といった様子を隠しきれていなかった。ちょっと微笑ましい。僕は小箱を取り出し、キッチンカウンターにのせる。小箱の中には、なるほどお洒落なフルーツロールケーキが眠っていた。

「うわぁ。これは美味しそうですね！」

「まぁ、そうだけど、わたしたちのじゃないからね」

　母がケーキを買ってきてくれるという思い出はなく、こんなふうになだらかな輪郭の頂点に鮮やかなフルーツが飾られたロールケーキを見るのは初めてだった。悠斗のお母さんは、六分の一ほどこれを食べたのだろう。ロールケーキには一人分ほどが綺麗にカットされた痕跡があった。

「どうでしょう。三等分に切り分けて、これを夕食にするというのは」

「却下」

　真面目な顔で提案した翡翠さんの額を、千和崎さんが叩く。

「はい、もう充分に拝んだでしょ。これは夏木くんがご両親と食べるんだから。わたしたちが口を付けるわけにはいかないの」

　千和崎さんは唇を尖らせている翡翠さんを横目に、ケーキの小箱を冷蔵庫に戻した。

　翡翠さんは涙目で僕に訴えかけているが、僕からしても他人様のケーキなので、いいですよとは言いづらい。うーん、でもちょっと食べたかったな。悠斗はこういうものを日常的に食べられるんだろうか。翡翠さんたちとこれを食べたら、きっと幸せな気持ちだろうな……。

　けれど、僕の人生にそんな幸福があるはずはないのだ。

　勝手に調べて大丈夫か、という千和崎さんに頷いて、冷蔵庫の中身などから食材を調べてもらうことにした。不法侵入者として罪悪感はあるけれど、お腹が空いてしまった状態では、今晩を無事に乗り切れるかどうかがわからない。

「お米とカレールーがあるね。豚肉があるし、ジャガイモもあるし、カレーでも作ろうかな」

　冷蔵庫の隣の戸棚を探りながら、千和崎さんが言う。なるほど、悠斗のお母さんがここへ来たということは、多少の食料を買って来ていたとしても不思議ではない。

「カレーですか？」翡翠さんが、やや不満そうに言う。「甘口だと助かるんですけれど」

「わがまま言うな。カレーの王子さまでも探して食ってろ」

　それって幼児向けの製品ではなかったか。

　翡翠さんは唇を尖らせると、ふらふらと食堂を歩き始めた。物珍しそうにインテリアを観察している。千和崎さんの調理を手伝うつもりは微塵もないらしい。やはりお嬢様なのだろうか。もしかすると本気でカレーの王子さまを探しているのかもしれない。

「あの、僕もなにか手伝いましょうか」

　食材をカウンターに並べる千和崎さんへと、声を掛ける。

「うーん、それじゃあ、お米を炊いてもらおうかな……」

　と、彼女の視線がキッチンを彷徨さまよった。

「あれ？」

　それから、不思議そうに首を傾げる。

「えと、どうしました？」

　彼女はシンク下を開けて、なにかを探している。

　なんだろう。嫌な予感がした。

「いや……。包丁がどこにもなくって」

「え」

　僕は、何度目になるだろう。またもや血の気が引いていく思いにかられる。

　明日があるならレバーを食べたい、などと現実逃避をしている場合ではなかった。

「食材があって包丁がないなんてこと、ある？」

　千和崎さんは、キッチンの隅々まで眼を走らせては、首を傾げた。

　包丁がない。

　確かにこれだけキッチンに食材や調味料があって、包丁がどこにもないのはおかしいだろう。けれど、僕はその理由を知ってしまっていた。

　なぜなら、包丁は二階にあるからだ。

　悠斗のお母さんを、僕が刺し殺した凶器として──。

　彼女は二階で物音を立てた泥棒に対する護身用として、武器になり得る包丁を手に僕がいた部屋へとやって来たのだ。そして──。

　どうする？　どう言い訳をする？

「どうしました？」

　翡翠さんが、ひょいと覗き込んできた。

「包丁がどこにもないんだよな……」

「あー、あー、そうでした、そうでした！」

　僕は慌てて声を張り上げる。

「えっと、あの、切れ味が落ちちゃったんですよ、包丁！」

　二人は不思議そうに振り返り、僕を見た。

「そのう、前に別荘に来たときにですね。研ぎに出そうってことで母が家に持って帰っちゃって。そっかー、あれから時間経っちゃったので、母も忘れたままみたいですね！」

「うーん、なるほど、なら仕方ないか」

　名探偵たる千和崎さんは、あっさりと納得してくれたらしい。まぁ、包丁がないからってそれを凶器にして殺人事件が起きたなんて、誰も想像つかないよな。無理もないでしょ。

「果物ナイフみたいなのも見当たらないし、野菜は切れないなぁ」

「あ、パスタ！」僕は戸棚から覗くそれを見つけて慌てて言う。「パスタはどうです！　ほら、それってパスタですよね？」

「なるほど、ツナ缶もあったし、シーチキンパスタにしようか」

「えぇ、パスタですか……？」

　翡翠さんは不満そうだったが、その彼女に鍋を突き出して千和崎さんが言う。

「文句言うな。ほら、水を注いで」

「わたし、お鍋なんて重いもの持ったことがないので、それはちょっと」

「張っ倒すぞ？　今日は休暇だからな。それくらい自分でしなさい」

　翡翠さんは唇を尖らせた。

　千和崎さんはツナ缶を取り出し、ラベルを確認している。

　僕はキッチンに立つ二人の背を眺めながら、安堵の吐息を漏らしていた。

　どうやら、今度もしのぎ切れたようだ。

　流石に元探偵という千和崎さんの前だと緊張したが、なんということはない。現実には推理小説の中に出てくる名探偵なんて存在するはずがないのだ。死体さえ見つからなければ、事件が発覚するはずなんてない。たとえ不審な点がたくさんあったとしても、推理で導くことは絶対に不可能だ。

　よし。あの計画のためにも、この調子で彼女たちが帰るまで、どうにか粘らなくては……。
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　こんなに楽しい夕食は初めてだったかもしれない。

　千和崎さんが作ってくれたパスタは想像以上に美味しかった。醬油やすりおろしにんにくなど、冷蔵庫から見つけた調味料を抜群の配合で加えてくれたのだろう。僕が調理していたら、ただパスタにツナがのっているだけの単調な味になってしまっていたはずだ。この緊張状態で、食事は喉を通らないかもしれないと思っていたけれど、僕は感動のあまり涙すら堪えてパスタを味わっていた。しかも隣にはめちゃくちゃ良い香りの肩出しお姉さんが、肘が触れるほどの距離にいるのである。

　これが本当に最後の晩ばん餐さんであっても文句はない感じだった。

「いや、そんな褒ほめられると照れるんだけれど」僕が何度も感激の言葉を漏らしたせいだろう。千和崎さんは擽くすぐったそうに鼻を擦って言う。「本当はタマネギとかも入れたかったんだけどね」

「真ちゃんの料理は絶品なんですよ」なぜか得意そうに翡翠さんが言った。「わたしのオススメは、真ちゃん特製のふわとろオムライスです。あれはお店を出せる味だと思います」

「卵があればね」千和崎さんははにかんだ表情を見せた。「まぁ、無事に食べてもらえてなにより。さっき、この子が皿をひっくり返しそうになったときは焦ったけど」

「確かに、ビックリしましたね」

　僕は笑う。食堂ではなく、暖炉のあるラウンジで食べようということになり、パスタを盛ったお皿を運ぶことにしたのだが、途中でお皿を手にした翡翠さんが転びそうになったのである。幸いなことに、千和崎さんが彼女を支えて事なきを得たのだった。

「なにもないところで転ぶ達人だからね。昼間もアウトレットでさ……」

　千和崎さんが言うと、翡翠さんは頰を赤くした。

「ちょっと、真ちゃん！」

「アイスクリームを買ったんだけど、屋台のおじさんにオマケしてもらって、三段にしてもらってたのね。なのに躓つまずいて、一つ落っことしちゃって、ぎゃああああーって、凄い悲鳴が響いてさ。みんなして何事かって顔してたよ。殺人事件でも起きたのかって勢いで」

「ちょっ、どうしてそういうことを言うんですかぁ！」

　ソファから腰を浮かせて、翡翠さんが千和崎さんへと摑み掛かろうとする。千和崎さんは腕を掲げて彼女の攻撃をブロックしながら笑っていた。僕はその光景を眺めながら、三段アイスクリームのことを想像していた。柔らかく笑う翡翠さんの手にあるアイスクリーム。きっとそれは素敵な景色に違いないと思った。僕がそんなものを食べたのはいつが最後だったろう。少なくとも母に買ってもらった記憶はない。幼い頃、お祭りの夜に父が買ってくれたソフトクリームが、最後の記憶かもしれなかった。父は、今どこでなにをしているんだろう。僕が連絡をしたら、驚くだろうか。二人がはしゃぐ黄色い声が、まるで暖炉の火のような暖かさとなって、僕の胸の奥につっかえているものを融かそうとしている。母の暴力と冷たい眼まな差ざし、そして口汚い言葉を耳にしなくてもいい食事。そんなものがこの世に存在するのだということに、僕は困惑を覚えていた。

　それは、もしかしたら当たり前のことなのかもしれないのに。

　当たり前のことって、どうして手に入れるのが難しいのだろう。

「蒼汰くん、どうしました？」

　いつの間にか、翡翠さんに顔を覗き込まれていて、僕は慌ててそっぽを向いた。

「いえ、なんでもないです……」

　滲にじんだ涙を拭って、それ以上が溢れ出ないように堪える。

「あら、ここ、たんこぶができてます」

　翡翠さんの手が、額に伸びてくる。

　けれど、僕は反射的に身を強ばらせてしまっていた。

　馬鹿な反応だった。このお姉さんが、僕のことを殴ろうとするはずなんて、ないのに。

「だいじょうぶですよ」翡翠さんが、暖かな太陽のように笑う。「少し、見せてくださいね？」

　僕が身を硬くしたまま動けないでいると、翡翠さんの指先が額に触れた。

　確かに、彼女が触れた箇所に、ほんの微かな鈍痛を感じる。

「前髪に隠れていて、気づきませんでした。転んだりしたんですか？」

「いや、その……」

　そうか、悠斗のお母さんと取っ組み合いになったときだ。

「えっと、そういえば、寝起きに足がもつれて転んじゃったんです。僕も、なにもないところで転ぶ才能があるのかも、あはは……」

　翡翠さんは僕の額を注視しながら言った。

「真ちゃん。ケーキがあったので、冷蔵庫の中に保冷剤があるはずです」

「わかった」

　すぐに千和崎さんが戻ってきて、ハンカチに包んだ保冷剤を翡翠さんに渡した。

　彼女はそれを僕の額に押し当てて、訊いてくる。

　ひんやりとした心地よさが、鈍痛を紛まぎらわした。

「頭痛はしませんか？　吐き気は？」

「いえ、とくには……。言われるまで気づかなかったくらいなので」

「頭を打ったのなら、油断しない方がいいです。もし気分が悪くなったら、すぐに言ってください」

「いや、えと、その……」

　翡翠さんは真剣に僕の傷の様子を見てくれている。そのせいで、前屈みになった彼女の白い谷間が至近距離で覗けてしまっていた。姿勢のせいか心なしか露出する範囲が増えているような気もして、僕は目のやり場に困ってしまう。心臓が、壊れてしまいそうだった。そして、この状況でそんな気持ちが湧き出てしまったことに、申し訳なさでいっぱいになっていた。

「あの、もう大丈夫ですから」

「そうですか？」

「はい。特に頭痛とかもないですし」

　僕は彼女から保冷剤を包んだハンカチを受け取り、自分の手でそれを額に押し当てた。

　食事は既に終えていたので、僕が手当てに狼狽している間、千和崎さんが食器の後片付けをしに行ってくれたらしい。手伝おうとしたが、怪我をしているんだからゆっくりしててください、と翡翠さんに押しとどめられてしまった。

　なんだろう。

　どうして今になって、こんなふうに優しくしてくれる人たちに会えるんだろうか。

　僕はソファに身を埋うずめて、天井に顔を向ける。

　保冷剤のひんやりとした感触が、涙を押しとどめてくれることを祈った。

「横になっていた方がいいですよ」

　傍らにいる翡翠さんが顔を覗き込んできたので、僕は慌ててそっぽを向く。

「いえ、本当に大丈夫なんで」

「あ、もしかして」

　翡翠さんが耳元で囁く。

「膝枕をしてほしいですか？」

　僕は鼻水を噴きながらソファに預けた上体を起こした。

「だ、大丈夫ですんで！」

　けれど、顔を熱くして言う僕を見る彼女は、どこか優しげな顔付きだった。

「学校で嫌なことがありました？」

「え」

「泣いていたから」

　彼女の白い手が伸びて、怪我をしている額とは反対方向のこめかみに触れる。どうしてだろう。今度は、僕の身体は怯えずにいてくれた。

「こちらにも古い傷があります。誰かに暴力を振るわれているのではありませんか？」

「や、えっと、それは」僕は啞然として、もう一度彼女の視線から逃れた。「その、そんなことは、ないです」

「暴力は、犯罪です。被害を訴えることを、恥じる必要はありません」

　そう告げる厳かな声に、僕は呻くように答えるしかできない。

「その……、翡翠さんには、関係のないことです」

　それは、ひょっとするとあまりにも失礼な態度なのかもしれなかった。

　けれど、心配してくれる人に対して、なんて答えたらいいのかが、僕にはわからない。

　だって、そんな人、これまでどこにもいなかったのだから。

「そうですね。けれど、関係がないから、気兼ねなく言えることもあるかもしれませんよ」

　まぁ、確かに、そういうものかもしれない。朝になれば、彼女たちは去っていく。それはどうしようもない事実だった。そう考えれば、恥に思うこともないのだろう。けれど、母のことを口にするわけにはいかない。僕がこの家の人間ではないということが、ばれてしまうからだ。

「その、大したことはないです。ただ、ちょっと……、学校にうまく馴な染じめなくて」

「そうでしたか」

「えっと、なので、学校を休もうとして、だから、ここで過ごそうとしたんです。家が近くにあるというのは、噓です」

「話してくれて、ありがとうございます」

　俯く僕の髪を、彼女の指先が掠めていく。

　女の人に撫でられるのは、恥ずかしくて、少し嬉しい、複雑な気持ちだった。僕はその思いを隠しながら、乾いた笑みを浮かべて言う。

「なので、ちょっと、久しぶりに楽しい気持ちになれて、嬉しかったと言いますか、感激をしちゃって」

「学校の中だけが、世界のすべてではないと思いますよ」

「そう、かもしれないですけれど……。その……、僕は、もう取り返しのつかないことをしてしまって」

　もう、優しくしないでほしい。

　僕は俯いたまま、彼女から顔を背け続けた。

　優しい言葉をかけてくれる彼女を否定するのは申し訳ない。

　けれど、僕の人生はもう終わりなのだ。

「蒼汰くんは、いくつですか？」

「十五、です……」

「まだまだじゃないですか。人生はこれからです。生きてさえいれば、取り返しがつかないことなんて、どこにもありません」

　人を殺したとしても？

　僕は反射的にそう訊き返しそうになっていた。

　人を殺したとしても、取り返しがつくのだろうか。

　僕のしてしまったことを知ったとき、この人は同じように優しい言葉をかけてくれるのだろうか？

　知られたくない。知られるのが怖い。

　なんて醜悪で利己的な想いだろう。

　僕は固く拳こぶしを握り締めて、身体の震えを必死に抑える。

「僕は、立派な人間ではないので……。人に、受け入れてもらえるようなことが、できないんです。その、きっと……、翡翠さんも、僕のことを知ったら、幻滅しちゃうと思います」

　僕のような人間は、あなたに優しくされる資格なんて、どこにもないのだ。

「わたしもです」

　けれど、翡翠さんはまるで共感を示すように頷いた。

　そうは見えないけれど、と僕の表情は不満を示したものになったのかもしれない。

　彼女は、どこか困ったような表情を浮かべていた。

「わたしも、蒼汰くんが思っているほど、人に好かれる人間ではないのです。社会にうまく馴染めなくて、人に好かれるための努力をしているつもりではあるのですが、本当のところを知られてしまうと、みんなを幻滅させてしまうのです」

「そう、なんですか？」

「そうですよ。なので、友達と呼べるような人は真ちゃんだけ。きっと、わたしがわがままなのがいけないのだと思います。人に嫌われたいわけではないのに、うまく振る舞えなくて、みんなを苛いら立だたせてしまう。だから、誰かに本当の自分を知られるのが、とても怖くなります。もしかしたら真ちゃんだって、本当のわたしを受け入れてくれないんじゃないかって……」

　意外に思って、僕は翡翠さんの悲しげな表情を見る。

「だから、わたしたちは似たもの同士です。今日くらいは、一緒に楽しく過ごしましょうね」

　そう優しく微笑みかけられて、僕は俯いた。

　もっと別の場所で、この人と出会うことができれば良かったのに。

　涙が溢れそうになり、僕は片手で顔を覆った。

「そ、そうですね。ありがとうございます……」

　笑って、薄暗い気持ちを吹き飛ばそうとする。

　そのとき、轟ごうと雷が鳴った。

「きゃっ」

　近くに落ちたのか、なかなか大きな音だった。

　それで驚いたのだろう。気づけば、翡翠さんが僕にしがみ付いていた。

　めちゃくちゃ柔らかい感触が、二の腕に押し当てられている。

　僕の身体は硬直してしまっていた。

「わ、わたし、雷はダメなんです」

「そ、そお、なんですか？」

　僕に膨らみを押し付けながら、翡翠さんは眉尻を下げて言った。眼を向けると、ふにゅりとそこがかたちを変えて質量と立体感を強調しているのが見える。

「だ、だって、怖いじゃないですかぁ」

「そ、そーですね……」

　僕は、食事のときにパーカーを脱いでいた。

　そのため、Ｔシャツの袖から二の腕が露出しており、その肌へと直に、あの感触が……。

　さっきまでの憂鬱な気分はどこへやら。現金なもので、僕はもう限界だった。甘い薫りにしがみつき、そこに顔ごと埋めたくなってしまう。僕はやや前屈みになり、急いで様々な記憶を穿ほじくり返した。殺人。死体。その凄惨な光景を思い起こすだけで、どうにか気分が萎なえていってくれる。ある意味で、二階の死体に助けられた。

「凄い雷だね」

　食堂から戻ってきて、千和崎さんが言う。

　が、彼女は僕にしがみ付いている翡翠さんを見ると、呆れ顔になった。

「なにしてるの？」

「だってぇ」

「雷に豪雨に土砂崩れ。これで殺人事件でも起こったら、クローズドサークルであんたの大好物でしょ？」

　僕は鼻水を噴き出す。

　まさしく二階で殺人事件が起こってますけれど。

　ま、まさか、これは名探偵による鎌かけなのでは？

「推理小説はフィクションだからいいんですう」

　翡翠さんが甘えた声を出して、僕から離れる。

　というと、彼女は推理小説が好きなのだろうか？

「どうでもいいけれど、夏木くんに甘えすぎじゃない？」

　千和崎さんは腰に手を当てて、やれやれと溜息を漏らす。

「ごめんなさい」翡翠さんは眉尻を下げて言う。「ご迷惑でしたでしょうか」

「いっ、いえ、そんな、はは……」

「蒼汰くんを見ていると、なんだか弟を思い出してしまって」

「弟さんが、いるんですか？」

「はい。今はたぶんロンドンに……。もう長く会えていないのですけれど」

「へえ、初耳」

　千和崎さんが感心したように言う。

　そこでまた、雷が轟いた。

　翡翠さんが、きゃあと悲鳴を漏らす。その様子を見て、千和崎さんが笑った。

「そういえば、雷といえば、ホテルで変な怪談を聞いたよね」

「天狗の話ですか？」翡翠さんが顔を顰しかめる。「やめてくださいよ……。わたし、そういう、論理の通じない相手の話はちょっと……」

「天狗って、なんですか？」

「お、じゃあ、退屈しのぎに怪談話でもしようか？」

　千和崎さんはニヤニヤしながら言う。

　もしかして人を怖がらせるのが好きなタイプなのか？

　なにか妙な流れになってきたぞ……。
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「これは今から五十年くらい前に、この辺りの山で本当にあったことらしいんだけれど……」

　ひそやかな声で、千和崎さんが語りだす。

　嵐がもたらす轟々としたうねりの中で、この古い別荘が僅かに軋んでいる音が入り交じる。わざわざ雰囲気を出すために照明を落とした室内は薄暗く、暖炉の炎と、千和崎さんの傍らにあるシェードランプのおぼろな光だけが、室内を照らしていた。

　僕と翡翠さんは並んでソファに腰掛けており、少し離れたところにいる千和崎さんの言葉を、静かに待っていた。

　千和崎さんはどこか無表情な面持ちのまま、緊張を孕はらんだ声で続ける。

「ある夜のこと……。山へと猟に出た若者たちが突然の雷雨に遭遇して、この近くの山小屋に辿り着いたんだって……。それで、暫くそこで雨宿りをしようということになり、小屋の中にあった蠟ろう燭そくに火を灯したの。その小さな灯りを頼りに彼らが談笑を続けていると……」

　遠くで雷が鳴り響き、傍らの翡翠さんが小さく身を強ばらせるのが気配で伝わってきた。照明を落としたせいだろうか、この別荘を囲う嵐の気配が、より身近に感じられるようになってきた気がする。千和崎さんが続けた。

「ふと……、薄暗い小屋の中を、誰かが歩き回るような物音がするの。小屋は廃屋も同然で、今にも床が抜けそうだったから、誰かが歩くと、ギシギシ、ギシギシって、そんな音が鳴る。でもね、奇妙なんだ。その場にいる全員、誰一人欠けることなく、灯りを囲んで座っているはずなのに──」

　真剣に語る千和崎さんの表情は迫真で、この空気感と相まって、得体の知れない緊張感が漂っている。今にも千和崎さんの話す怪談のように、ギシギシと誰かが歩き回る音が聞こえてきそうだった。けれど微かな物音は、嵐のせいでこの建物が軋んでいるに過ぎないはずだ。

「若者たちの誰しもがその足音に気づいて、これは奇妙なことだと思い至った。そうして会話が途切れたそのとき……、雷鳴が鳴り響いた！」

　折良く空が唸り、彼方から地響きが鳴る。遠くで雷が落ちたのだろう。

　翡翠さんが息を飲むと、千和崎さんが早口で捲し立てていく。

「雷鳴と共に蠟燭の灯りが消えて、男たちは誰もが混乱した声を上げたの。誰かが慌てて灯りを点けると、その小屋の中がぼんやりと照らし出される。まさか自分たちの周囲を徘はい徊かいしていた亡霊でも現れたのかと、みんなは必死に視線を巡らせた。けれど変わった様子のない光景に、誰もが安堵の吐息を漏らして……。けれど、最後に誰かがこう言ったの」

　千和崎さんは、そこで一呼吸を置いて、口を開く。

「あれ……、一人、足りなくないか？　って……」

　稲光と共に、激しい轟音が鳴った。

　翡翠さんが悲鳴を上げて、僕の肩にしがみ付いてくる。

　おかげで浮かびつつあった恐怖心は、彼女の身体の柔らかさに打ち消されてしまった。

　千和崎さんが言う。

「なんでもこの山には天狗が棲すんでいて、雷と共に現れては、若い人間をどこかへと連れ去ってしまうんですって──」

「そ……、そー、なんですね……」

　僕は口内の乾きを感じながら、どうにかそれだけ呻く。

　怪談はそれで終わりらしく、千和崎さんはどこか満足げな表情で頷いた。

　風の音が轟々と唸り、建物の軋んでいる音も、また変わらずに続いていた。そんな話を聞いてしまうと、本当に誰かが周囲を歩き回っているような心持ちになってくる。

「て、天狗の足音が、聞こえませんか？」

　震える手が、僕のシャツを摑んでいる。

　翡翠さんが、柔らかな身体を寄せながら、僕に不安を訴えていた。

「や、これは流石に、建物が軋んでる音だと思いますけど……」

「だって、本当に近くから聞こえて……」

　そういうことを言うのはやめてほしい。

　え、怖くなってきたじゃん。

　そのときだった。

　まるで世界が破壊されたかのような、激しい轟音。

「きゃあ！」

　翡翠さんの悲鳴が重なり、僕に至福のときがやってくる。

　これはたいへんやわらかい。

　じゃない。

　これは大変だ。

　千和崎さんの傍らにあったシェードランプの光が消え去る。

「わ、停電？」

　暖炉の火があるので完全な暗闇になったわけではないが、それでも千和崎さんの姿はシルエットしかわからなくなる。彼女は立ち上がり、周囲に視線を巡らせていた。

「ま、真ちゃん！　電気！　電気を点けてください！」

「あー、ライトはリュックだから、スマホのライトじゃないと」

　千和崎さんがスマホを操作して、ライトを灯す。

　僕は翡翠さんにしがみ付かれたまま、のぼせた心持ちだった。

「ブレーカーって、どこ？」

　そうだ、ぼんやりとしている場合ではない。

　けれど僕は不法侵入者であり、この建物のブレーカーがどこにあるかなんて、まったく心当たりがないのであった。

「や、すみません、別荘ですし、停電なんて初めてだから、ブレーカーの場所までは……」

「一般的な住宅だと、勝手口とか洗面所にあることが多いけれど……」

　千和崎さんはスマホの光を掲げて、廊下の方へと向ける。

「場所がわからないな。夏木くん、来てくれる？」

「あ、はい。案内しますよ」

　僕は立ち上がろうとするが、翡翠さんが放してくれない。

「ちょ、ちょっと二人とも？　ま、まさかですけどっ？　このわたしを置いて行っちゃったりしませんよねっ？」

　翡翠さんが焦ったように声を上げる。

「素が出かけてるぞ」千和崎さんが呆れたように呟く。「そんなに怖いなら、あなたも来ればいいでしょう。幽霊とは親和性高いんだから」

「天狗と雷は別ですからねっ！」

　そんなわけで、三人揃ってブレーカーを確認しに行くことになった。

　千和崎さんは元探偵らしく頼りがいがあり、恐怖心というものとは無縁なのか、ライトを片手にずんずんと廊下を進んでいく。僕は翡翠さんにしがみ付かれて思うように動けないままだったが、どうにか廊下のいちばん奥にある勝手口に辿り着く。だが、残念ながらそこにブレーカーは見当たらなかった。勝手口の方はほとんど使われることがないのか、サンダルの一つも置かれていない。となると、あとは洗面所だろう。

　結果として、ブレーカーは洗面所にあり、電気を復旧することができた。

　試しに洗面所の電灯をつけると、視線の先の戸棚に、ドライヤーがあるのが眼に付いた。

「あ、翡翠さん、ドライヤー、ここにありましたよ」

　なんだ。最初から洗面所にあったのか。探し回って損してしまった。彼女ってば、かなりのおっちょこちょいみたいだ。

「あら、そうなんですね？　わたしったらうっかりさん」

　彼女は拳で自分の頭をちょこんと小突くと、ぺろりと舌を出して見せた。

　うん。可愛いから赦ゆるします。

　ぞろぞろとラウンジへ戻り、電灯をつける。

　ソファに腰を落ち着かせて、暫く雑談をしたあと、気になっていたことを訊いた。

「あの、翡翠さんが幽霊と親和性が高いって、どういう意味ですか？」

「ああ」

　なぜだろう。千和崎さんは、しまった、という顔をした。

　翡翠さんが言う。

「実は、わたし、霊感があるんです」

「え」

「それで、幼い頃から怖い目にたくさん遭ってきて……。だからって、幽霊が平気ってわけじゃないんですよ？」

「そ、そーなんですね」

　ちょっとそんな気はしていたのだけれど、あれか、不思議ちゃんなのか……。

　確かに個性的すぎるお姉さんだとは思っていたけれど……。

「けれど、わたしの霊感って、役立つこともあるんです」

「と、言いますと？」

「真ちゃんの探偵のお仕事に、いつも貢献してるんです。ね？」

「ああ、うん、まぁね」

　千和崎さんが頷く。

「ええと、それは、幽霊退治的な……？」

「いいえ、違います」

　ソファに静かに腰掛ける彼女が、ふるふるとかぶりを振る。

「わたし、人の心が読めるんです」

「まさか」

　僕は乾いた笑みを零して言う。

「本当ですよ」

　翡翠さんは唇を尖らせた。

「それじゃ、僕がなにを考えているか当てられますか？」

　まぁ、どうせ当たるはずがないけれど。

「どうせ当たるはずがないと思っています」

「う」

　めちゃくちゃ当たってしまった。

「じゃ、じゃあ、次は？」

　まぁ、決して当てられないようなことを考えれば、当たるはずがないだろうけれど。

「決して当てられないようなことを考えれば、当たるはずがない」

「べふっ」

　僕は鼻水を噴き出す。

　いやいや、まぐれでしょ。

「まぐれだって思ってますね？」

　噓でしょ……。

「じゃあ、こうしましょう。まぐれでは絶対に当てられないことを、当てて見せます。ただ、わたしの力は完璧なものとは程遠いですから、蒼汰くんが意地悪をしていると、精度が落ちてしまうということだけ、知っておいてください」

「はぁ」

「蒼汰くん、スマートフォンの暗証番号は、四桁けたの数字ですか？」

「え、まぁ、そうですけど」

「その番号は、絶対にわたしが知るはずがないと思います」

　それはそうだろう。僕は頷く。

「その数字を当てたいと思います。ただ、蒼汰くんは暗証番号を知られたくないかもしれないですから、別の四桁の数字に変えても構いません。頭の中にある数字だと、当たっていたことが証明できないので、なにか紙に……」

　翡翠さんは視線を巡らせた。

「メモ帳とかはなさそうなので……。あ、スマートフォンの、電卓アプリを開いてください。そこにその四桁の数字を入力するのです。最初の桁が０の場合は電卓に打てないので、無視して構いませんよ。わたしに見えないようにしてくださいね？」

「いいですけれど……」

　僕の暗証番号は、誕生日を組み合わせたもの。

　すなわち、０９１３である。

　こんなのは、絶対にばれるはずがない。

　他の数字を考えるのが面倒だったので、僕はスマホを指紋認証で開くと、電卓にその数字を入力した。

「そうしたら、わたしには見えないように真ちゃんに見せてあげてください。こうすることで、蒼汰くんは後でこっそり答えを変えることができなくなります」

　なるほど。

　いじわるな人だったら、たとえ正解を当てられてしまっても、当たってないですって言い張っちゃうもんな。僕はスマホの画面を千和崎さんに見せる。千和崎さんは黙って頷いた。

「確認が終わったら、スマホをロックしてくださいね。暗い画面に残る指紋で、番号を推測できたら意味がないので、スクリーンをなにかで拭いてほしいのですけれど」

　僕は服に画面を擦りつけて、指紋を拭う。

「それじゃ、スマホを貸してください。これは指紋認証ですね？　わたしがこうやって画面を覗こうとしても、絶対にロックは解除できません。さぁ、姿勢を正して、深呼吸をしましょうか」

　翡翠さんは僕が渡したスマホを伏せると、テーブルに置いた。

　彼女はソファで居住まいを正すと、僕に近付いてくる。

　肩が触れ合うほどの至近距離で、大きな翠の瞳に見つめられた。

「さて、一桁目の数字を強く思い浮かべてほしいのです。そう……。できましたね？　そうしたら、次はそれとはまるで別の数字、噓の数字を思い浮かべてください。本当の数字が小さいなら、噓の数字は大きく、本当の数字が偶数なら、偽の数字は奇数になるように。その数字を、映像が浮かぶように強く思い浮かべて」

　０は小さく偶数だ。なので、噓の数字は大きくて奇数のもの……。

　僕は９を思い浮かべる。

「きちんと、偽の数字を思い浮かべていますね」

「はい」

　彼女の翠の瞳が、じっと僕を覗き込んでくる。

　きらりと、それが煌きらめいたような気がした。

「９ですね。なら一桁目は０かしら」

「えっ……」

「次も、数字を考えてほしいのです。二桁目の本当の数字か、まったく関係のない数字でもいいですよ？」

「えっと……」

　僕は動揺を隠しながら、必死に頭を巡らせる。

　次は２だ。まったく関係のない数字。

　一桁目はまぐれ当たりだ。続けて当てられるはずがない……。

「噓の数字を考えています。小さい数。２ですね？　それなら、二桁目が９です」

　まさか、そんな……。

「や、それは」

「違います？　三桁目はどうでしょう？　奇数か偶数か、噓でも本当でもいいので、教えてください」

「えっと、偶数です」

「噓ですね。つまり奇数、正解は１です。最後は……。どうです？　もう一度、奇数か偶数か、噓でもいいので、言ってみて」

「最後の桁は、奇数……、です」

　ふふ、と翡翠さんは笑う。

「今度は本当のことを考えてますね？　なるほど──、０９１３が、蒼汰くんの暗証番号です」

　ありえない。

　僕は啞然としたまま、翡翠さんを見つめていた。

「ほ、本当に……？」

「本当ですよ」翡翠さんは唇を尖らせて言う。「そうじゃなかったら、どうやって当てられるんです？」

　確かに、こんなのは絶対にあり得ない。

　心を読むことができるなんて……。

　そうか。

　千和崎さんは名探偵。

　だとしたら翡翠さんは、その特殊な能力で事件の解決をサポートする役割なんじゃ……。

　そんな特殊設定ミステリみたいなことが、現実にあるとは……。

「もう一つ、当ててもいいですか？」

「な、なんです？」

　僕は動揺を押さえ付けながら、聞き返す。

　翡翠さんが、その双眸を細めて、顔を寄せる。

　甘い匂いが香る、キスができそうな距離。

　彼女のピンクの唇が、耳元で囁いた。



「蒼汰くんは、二階で人を刺し殺したんですか？」



「なっ──！」

　身体中が、熱を帯びたようになる。

「そ、そんなっ、えっと、や、そんなはず、ないじゃないですか！」

　僕は慌てて立ち上がり、彼女から離れた。

　どうしよう、どうしよう。

　知られてしまった。

　知られてしまった……！

　翡翠さんは微笑んだまま、けれどじっと見定めるように僕を見つめていた。

　その翠玉の双眸を、僕はとても恐ろしいと思う。

「ぼっ……！　僕はっ、その……。に、二階で、お部屋の準備、してきますねっ！」

　今は、動揺を隠しきれる自信がまるでない。

　僕は逃げるように階段を駆け上がる。

　もう、おしまいかもしれない。



　　　　　＊



　千和崎真は首を捻ひねっていた。

　先ほど翡翠が披露した読心術の正体が、さっぱりわからない。

「まさか、本当に心を読んだの？」

「さぁ、どうでしょう？」

　翡翠は肩を竦めて、両手を合わせた。五指を重ねて、虚空の一点を見つめながら思索に耽ふけっている。彼女は少年が噓をつくときの反応を探っていると言っていた。つまり、その情報の蓄積が完了したということなのだろうか？　だから噓をつくときとそうではないときの表情のパターンが判別できるようになった。そうだとすると、翡翠が最後に少年の耳元で囁いた内容は──。

「もしかして、ここでなにが起こっているのか、わかったわけ？」

　だが、翡翠は思索に耽ったまま、じっと動かない。

　まだなにかを考えているようだった。

　仕方なく、真も先ほどの読心術に関して思索を巡らせる。翡翠はじっとして考え込むことが多いが、真は立ってうろうろとしている方が頭が働くタイプだ。暖炉の前を往復しながら、真は先ほどの様子を思い出していた。あの読心術はインチキで、鏡などを使って少年が打ち込んだ数字を盗み見たのでは？　真は部屋に視線を巡らせる。だが、鏡なんてどこにも見えない。あれが暗証番号なら、指を動かしてロックを解除する様子を、どこかで覗き見たのか？　そうでなければ、本当に噓の表情パターンを読んで──。

「あたっ」

　なにかに躓いたせいで、真はよろめく。

　目聡く翡翠がこちらを見遣って、ぷぷーと笑い出した。

「あれれ、真ちゃん？　どうしたんです？　なにもないところで転んじゃいました？　それともドジっ子のフリです？　あざとーい」

　こいつ。

「なにもないわけじゃないって！」

　真はムキになって否定する。

　転んだのをこいつに笑われるのだけは我慢ならない。

「これが、こんなところにあるから！」

　真は、暖炉の近くに置かれていたボストンバッグを示す。

　それは玄関ポーチにあったのを、真が運んだものだった。

　濡れてしまっていたので、暖炉の近くに置いた方が乾くだろうと思って、この場所に置いたのである。

「はいはい。言い訳は聞き飽きましたー。真ちゃんも、なにもないところで転ぶ天才さんの仲間入りでーす」

「だから、ちょっと場所がずれてたんだって！　どうせあんたがこれに足を引っかけて転んだんじゃないの!?」

「それは濡れ衣というものですう」

　翡翠は頰を膨らませる。

　と、なにかを思い付いたようにまばたきを繰り返した。

「そういえば、まだそれの中身を確認していませんでした」

「え？」

　真はボストンバッグを見下ろす。

　翡翠が立ち上がり、てこてこと近付いてくる。彼女は屈むと、バッグを開けた。

「確か、夏木くんはバーベキューの道具って言ってなかった？」

　翡翠は白いハンカチを使って、鞄の中のものを取り出していく。

「封の開いたキッチン用ゴム手袋五十枚入りのパッケージに、新品のハサミ、ユーティリティライター……。底にあるのは、着火剤付き練炭の袋と七輪ですか、重そうなわけですね」

「やっぱり、バーベキューに使う道具に思えるけど」

　翡翠はそれらをバッグへ戻すと、不意に立ち上がる。

　そうして、けらけらと笑い出した。

　それから真から離れて、ラウンジの中央に立つ。

　翡翠の手が、真を示した。

「ひょっとして、電波が飛んできたか？」

　意図を汲んで、真は壁のスイッチを押してやる。

　ラウンジの灯りが消えた。

　残されていたのは、怪談を語るときにつけていたシェードランプの光。

　ラウンジの照明に紛れて、点灯していたままだったことに気づかなかった。

　暖炉の炎と共に、そのぼんやりとした光を受け、城塚翡翠は優雅な手付きで空想のヴァイオリンを弾く仕草を見せた。

　演奏の開始か、はたまた終演か。

　それを示すように、淑女的な一礼をする。

「さてさて、紳士淑女の皆さま、たいへん長らくお待たせしました。解決編です」

　真はぱちぱちと拍手をしてやる。

　翡翠はちらりと真を睨んでから、身体の側面を向けた。

「ところで、たまたま事件に遭遇する名探偵とは、いつも多くの人たちに揶や揄ゆされてしまうものでした。名探偵がいるから事件が起きるとまで言われて、死神扱いされてしまうことも少なくありません」

　翡翠は肩を竦めて、悲しげな表情でかぶりを振る。

「ですが、わたしは思うのです。街を歩くとき、電車に揺られるとき、あるいは高層マンションの一室から東京の夜景を眺めるとき……。わたしの手が届く範囲というのは、なんてちっぽけなものなのだろうと、自身の存在の矮わい小しょうさを自覚させられます。いったいわたしはこの視界に映る街の中で、どれだけの事件を見過ごしてきてしまったのでしょう」

　翡翠は小さく首を傾げた。

　どこか悲しげな視線が床へと落ちているのを、真は見逃さなかった。

「いつもどこかで、悲しい事件が起こっている。だからせめて、と神様に導かれるようにして、わたしたちは事件に遭遇するのかもしれません。あるいは事件に遭遇することは、名探偵だけの特権ではないのでは？　いつだって誰しもが事件に遭遇していて、名探偵は誰よりも早く、それに気づくだけ……。あなたは明らかに困っている様子の人に声をかけずにいたことはありませんか？　遠くから聞こえた悲鳴を若者が騒いでいるだけだと無視したことは？　あなたも誰かが助けを求めるサインを、見逃してしまっているだけかもしれませんよ……」

「で、本題は？」

　真が入れてやった合いの手に、翡翠はじろりとした視線で応えた。

　自称霊媒師の名探偵は溜息を漏らすと、両手の五指を重ね合わせる。

「さて、今回は奇妙な事件でした。犯行は稚拙であり、偽装工作はまるで施されていない。だというのに死体が発見されていないため、傍証となるものが出揃ってくれるのを待たなくてはなりませんでした。一見するとなにも起こっていない現象に対し、論理で推測を試みることはなかなか困難を伴うものです」

「え、まさか、本当に死体があるってわけ？」

「真ちゃん」翡翠が囁く。「いつも言ってますけど、わたしがこのモードのときは黙っててくれると……。格好がつかないじゃないですか」

　拗すねたような口調で𠮟しかられてしまい、真は肩を竦める。

「こほん」

　わざとらしい咳せき払ばらいをして、翡翠は口上を再開した。

「とはいえ、ここまで来れば、あとは簡単です。稚拙な犯罪であるぶん、推理を推理する練習には、うってつけと言えるでしょう。なので、今回の問題は多めに」

　翡翠が三本の指を立てる。

　立てられた中指を折りたたんで、彼女は言った。

「一つ目の問題は、こちら。わたしは、早い段階から蒼汰くんがこの家の子ではないことに気づいていました。わたしがどのような推理でその結論に至ったのか、皆さんも考えてみてください。辿るべきヒントは、靴下と、バーベキューの写真、そして……」

　いつの間にか翡翠が手にしていたのは、夏木少年が忘れていったもの。

「このスマートフォン」

　スマホ？

　真は首を傾げる。

　次に翡翠は親指をたたんで示す。

「二つ目の問題は、蒼汰くんが噓をつくときの特徴はなにか？　これまでの彼の反応を振り返って、共通点を見つけてみると、面白いかもしれません」

　残っていた人差し指を唇に添えて、城塚翡翠が秘密めかすように言う。

「さて、最後の問題はちょっと難しいですよ？　蒼汰くんの切り返しは即興のくせに巧妙で、両親が慌てて長靴を履いて出ていったというのは、いかにも有り得そうなことです。わたしはどのようにして、見えない被害者の存在を推理したのでしょう。ヒントは、濡れたスニーカーと、ロールケーキ、そして窓」

　またしても、意味のわからない道具から、翡翠は論理を組み立てたようだ。

　それらはあまりに突飛なものに思えて、真は首を傾げてしまう。

「すべて解決できた人にはおまけの問題を──。このボストンバッグの中身に、足りないものといえばなんでしょう？　それがどんな理由で、どこにあるのか？　ちょっとだけでも考えてみてくださいね。ではでは、城塚翡翠でした──」

　裾の長いワンピースを摘まんで、一礼する翡翠を見ながら、真は考える。

　どうやら、今回は問題が多いらしい。

　事件解決までに、いくつ解けることか。

　いや、今日は休暇中だし、べつに翡翠の宿題に付き合う必要もないのでは？

　うん、そうだな。そうしよう。

　真は、さっそく思考を放棄した。



　　　　　＊



　既に、深夜零時を過ぎていた。

　嵐は去ってくれたのか、別荘の外は静寂に満ちており、虫の声すら聞こえてこない。けれど朝までは遠いのだろう。僕は自分の計画のためにも、まだ耐え忍ばなくてはならない。心を見通す翡翠さんに、あんなことを言われてしまったのだから──。

　あれから僕はゲストルームとして使われているらしい二つの部屋を、かたちだけでも整えたふりをし、彼女たちをそこに案内した。翡翠さんからの追及はとくになく、それが妙な胸騒ぎを僕にもたらしていた。

　不安になった僕は、死体のある部屋へと朝まで籠もることにした。万が一、夜の間にこの部屋を開けられてしまうのを防ぐためだ。しかし、自分が殺してしまったとはいえ、死体と一緒に夜を過ごすというのは気が咎める。せめてもの償いも兼ねて、僕はベッドの毛布を死体の上に被かぶせていた。

　でも、これからいったいどうしよう。

　僕は自分の持ち込んだリュックへと視線を向ける。

　いや、まだ早い。せめて彼女たちがこの別荘を去ってからだ……。

　そのとき、扉がノックされた。

　僕は身体を震わせて、座っていたベッドから腰を浮かせる。

「蒼汰くん、起きていますか？」

「ひゃっ、ひゃい」

　恐怖と動揺に、あまりにも妙な声を出してしまった。恥ずかしい。

「さっきはあんなことを言ってごめんなさい」

　扉の向こうで、翡翠さんが言う。

「ちょっと、蒼汰くんをからかってみただけなんです。まさかあんなに動揺してしまうなんて思ってもいなくて。わたし、推理小説が好きなので、嵐の夜には殺人事件がうってつけかしらなんて、短絡的に思い付いたことを言ってみただけなのです」

「ええと……」

　どういうことだろう。

　もしかして、適当に言った噓だったということだろうか。

　それに、僕が必要以上に動揺してしまった？

「蒼汰くん、怒っていますか？」

「あ、いや……」

　僕は、恐る恐る扉に近付く。

「えっと、その、ぜんぜん気にしてないです。はは、ちょっとびっくりしただけで」

「良かった」

　扉越しに、翡翠さんの安堵の声が聞こえてくる。

「蒼汰くん、眠れそうですか？」

「あー、やー、ちょっと、なかなか寝付けなくて」

「そうなんですね」

　そう言って、翡翠さんの言葉が少しの間、途切れる。

　そのまま去ってしまったのだろうか、と思えるほどの時間が経過したときだった。

　囁くような声が届いた。

「ね、わたしの部屋に来ません？」

「えっ」

「蒼汰くん、きっと寂しいだろうと思って」

「あ、や、そんな」

「とくべつな、お礼をしてあげたいんです。真ちゃんに、秘密にできますか？」

　甘い囁き声を耳にして、奇妙な汗が全身から吹き出してくるのを感じる。

「そうしたら……、ふふっ、お姉さんが、男の子ならみんな大好きなものを、見せてあげますよ？」

「い、行きます！」

　興奮を抑えきれず、僕は思わず即答してしまった。

「それじゃ、先に部屋に戻っていますからね」

　僕は胸に手を押し当てて、深呼吸を繰り返した。

　うん、けっこうボディタッチが激しい人だと思っていたけれど、やっぱり翡翠さん、僕のことが好きなのでは？　いや、これはもう、そういうことですよね？　やっぱり、あまりにも悲惨な人生に対して、神様が与えてくれた最後の機会に違いないと思う。

　ワンチャン、卒業もありえるんじゃないだろうか……。

　そうだとしたら、明日からも頑張れるんだけれど……。

　僕は、毛布の被せられた遺体に眼を向ける。

　まぁ、今更、すべては遅すぎるけれど。

　やり直すなんて、できるはずがない。

　でも、最後の幸運くらいは、享受してもいいはず。

　僕は扉を開けて、部屋を抜け出す。廊下は暗く、僕はスマホのライトを頼りに、翡翠さんが使っているゲストルームへと向かう。扉をノックすると、彼女の優しい声がした。

「入ってきていいですよ」

　僕は緊張に喉を鳴らし、扉を開ける。

　翡翠さんはベッドに腰掛けていた。

　ウェーブを描く長い髪を下ろしていて、肩まわりが大きく露出したあの白いワンピースに身を包んでいる。彼女はベッドの傍らを、ぽんぽんと叩いて微笑んだ。

「ほら、おいで」

　僕は夢遊病者のように近付く。

　緊張で掌が汗ばんでいた。

　ぼうっとしたまま彼女の左隣に腰を下ろす。翡翠さんから、甘い薫りが漂っていた。ほんの微かに彼女が身体を傾けて、僕の方へと身を寄せる。艶やかなピンクのネイルで飾られた彼女の白い指先。その先端が、僕の右手を掠めるようにして触れた。

　彼女が身体を傾けてくる。

　剝き出しの肩が、僕の肩に触れる。

　視線を向けると、柔らかな白い谷間が前屈みの姿勢で強調されて、僕を吸い寄せた。

「ふふ、台風が過ぎたせいか、暑くなっちゃいますね？」

　翡翠さんが、ワンピースの裾を捲る。

　あまりにも純白な腿ももが、徐々に覗いていった。

　これは、ワンチャンどころじゃない。

　もう、ＳＳＲの確定演出では？

「ね……。男の子がみんな大好きなもの、お姉さんが見せてあげるね……」

　僕は音が鳴り響くほどに生唾を飲み込んで、彼女の胸元に眼を落とす。

　ずっと不思議に思っていたけれど、それって下着はどうなっているんだろう。もしかして、ないのだろうか？　その秘密が、ついに明らかになるのでは……。

　翡翠さんは、その白い丘を半ば覆う胸元に右手の指を掛けた。

　徐々に、その面積が広がり……。

　あ、もうすぐで、見え……。

「じゃーん」

　彼女は、後ろの方に回した手で、黄色いなにかを取り出す。

　僕は意味がわからず、それを見た。

「男の子って、こういうのが好きなんでしょう？」

　翡翠さんは、その黄色いＴシャツを広げる。

「えと……」

　僕は啞然として、そこにプリントされているものを見つめた。

　水陸両用のモビルスーツが、可愛らしく膝を抱えているイラストだった。

「あの……」僕は呻く。「そのう、僕は宇宙世紀作品の世代ではないので、ジオン公国の水泳部には、さして思い入れがないといいますか……」

「あれ？」翡翠さんは首を傾げた。広げたＴシャツを見下ろして言う。「そうなんですか？　お姉さん、違いがよくわからなくって……」

「ていうか、なんですそれ」

「真ちゃんのコレクションなんですけれど」

「えと……、変わった趣味をされてますね……？」

「それについては同感です」

　え、なにこれ……。

　確定演出どこへ行ったの？

　背後で、扉が開く音がする。

　僕は慌てて振り返った。

　噂をすればなんとやら、ショートパンツに変なＴシャツ姿の千和崎さんが立っている。

「三つとも、あったよ」彼女は生真面目な表情で言った。「傷は複数で、あなたの言う通り、凶器は抜けていた」

「はい、ありがとうございます」

　翡翠さんは、静かに立ち上がる。

　傷は複数。凶器は抜けていた。

　僕は千和崎さんの言葉の意味に気づき、身を震わせた。

「あ、あの……、そ、それって……」

　僕は遅まきながら気が付いた。

　これは翡翠さんの罠わなだ！

　ていうかめちゃくちゃハニートラップじゃん！

　僕はまんまと罠に引っかかり、その間にあの部屋の扉を開けられてしまったのだ！

　間抜けすぎる。推理小説の中であっても、こんなに間抜けな犯人はいないに違いない……。

「それでは、みんなで現場を見に行きましょう」

　だが、名探偵のように凜りんと先導するのは、千和崎さんではなく翡翠さんの方だった。僕は困惑したまま、きびきびと動く二人の背をまるでゾンビのように倒れそうになりながら追いかける。彼女たちが向かったのは、やはり死体のあるあの部屋だ。

　もう、なにもかもが終わりだった。

　力の抜けてしまった僕は、座り込みたくなるのを堪えることしかできない。

　翡翠さんは、毛布を見下ろして祈るように両手を合わせた。まるでテレビで見る、遺体を検分する警察官のような仕草だと思った。彼女は床に屈むと、毛布を捲り上げて翠の瞳を煌きらめかせた。すぐに、立ち上がる。

「ご遺体が発見された以上、犯人は自明ですね」

　彼女は室内へと視線を巡らせる。

　その鋭い眼差しが、僕へと向けられた。

「あ、あの……」

「蒼汰くんは、ここの家の子ではありませんね？　あなたはなんらかの理由でこの別荘に不法侵入し、この部屋で過ごしていたのです。すぐに逃げ出せるように、リュックや靴が隅においてあります。ただ、うっかり眠ってしまったのでしょう。そこへ家人である被害者の女性がやって来た。彼女は二階の物音や気配に気づき、ここへ上がってきて……」

　やっぱり……。

　翡翠さんには、すべて見抜かれていたんだ。

　僕は立っていられなくなり、力なくベッドに腰を下ろす。

「翡翠さんには、本当に心を見通す力があるんですね……」

「いいえ」

　翡翠さんは、静かに微笑んだ。

「本当にそんな力があったら、とても便利でしょうね。きっと、誰からも嫌われなくてすむようになるかもしれません。けれど、わたしの力は純然たる論理によるものなのです」

「論理……？」

　翡翠さんは、僕と千和崎さんの二人へと、静かに視線を向ける。

「まずは一つ目の問題の答え合わせです。わたしがどうして、蒼汰くんがこの家の子ではないことに気が付いたのか、それをお話ししましょうか」

　千和崎さんが、小さく肩を竦める。

「靴下と家族写真、そしてスマホが手がかりなんでしょう？」

　手がかり？

　どういうことだろう？

　翡翠さんは小さく頷いた。

「はい。まずは靴下からです。わたしは蒼汰くんが靴下を穿いているのを見て、どうして靴下を穿いているのかしら、と不思議に思いました」

「え、なにか不思議？」

　千和崎さんは首を傾げている。

「不思議ではありませんか？　わたしなら、靴下やストッキングを穿いて帰宅した場合、まずはそれを脱ぎたくなります。リラックスできる空間において、靴下を穿き続ける人間は珍しいです」

　確かに、と僕は内心で頷いていた。僕も学校から自宅に帰ったときには、まず最初に靴下を脱ぐかもしれない。すぐにではなくとも、ずっと穿き続けることはあまりないように思える。

「うーん」けれど、千和崎さんは納得していないらしい。「一概には言えないんじゃない？　人によるかもしれないし」

「ところが、ところがですよ」待っていましたと言わんばかりに、翡翠さんはいたずらっぽく微笑む。「いいですか、まずは蒼汰くんが、外からこの別荘を訪れたとした場合を考えてみましょう。玄関にあったのは、ぬかるみに汚れたスニーカー、ミュール、そしてサンダルでした。スニーカーは、車を運転してきた人物のものの可能性が高く、そうでないとしても、あれだけ濡れていれば靴下も同様に汚れてしまっているはずで、そのまま身に着けていたら不快ですし、帰宅したらすぐに脱ぐのが普通でしょう。蒼汰くんがミュールを履いてきたとは思えませんし、男の子がサンダルと靴下という組み合わせをするのもほぼありえません。仮にあったとしても、外を歩けば汚れるはずです」

　僕は啞然として、翡翠さんの解説を聞いていた。彼女の理路整然とした口調は、まるで……。

「次に、蒼汰くんが前日などからずっと別荘内にいて、外に出ていないとした場合を検討してみましょう。やはりこれも不自然なのです。男の子が出かける予定もないのに靴下を穿いて家の中で過ごすというのは、考えにくいです。これから出かけるために靴下を穿いたという可能性も検討しましたが、彼はそんな様子を微塵も見せませんでしたし、この豪雨の中ですよ、交通手段がない以上は、普通なら靴下を穿く前に出かけるのを諦めるはずです」

　言われてみれば、確かに出かける用事もなく靴下を穿いて過ごすことって、あまりないような気がする。翡翠さんは両手を合わせて、小さく首を傾げながら、やんわりと微笑んだ。

「さて、どちらのケースにせよ、不思議なのは蒼汰くんが履いていたはずの靴が、玄関に見当たらなかったという事実です。玄関に靴が置かれていないのはなぜでしょう？　彼の靴下を見て、わたしはその疑問に行き当たりました。そこから疑いを持ち始めたのです」

「うーん」翡翠さんの言葉に、千和崎さんが反論する。「でも、だからってこの家の子じゃないっていうのは、早計じゃない？」

「だから、あくまでも疑いです」翡翠さんは、ピンクの唇を尖らせた。「わたしたちがラウンジに入り、吹き込んだ雨の件で色々と推理できることはあったのですが、これは後に回しましょう。次は家族写真の件です。あれは蒼汰くんの切り返しが見事でした。蒼汰くんは態度こそ不自然ですが、頭の回転がなかなかよくて、有り得そうな言い訳をすぐに返してきます」

「え、あ、どうも……」

　褒められて照れてしまう犯人の僕。

　千和崎さんが腰に手を当てて言う。

「写真を撮られるのが苦手だからってやつでしょう？　確かに、ないとは言い切れないよね。だから、それだけでこの家の子じゃないとは言えないんじゃない？」

「はい。ところが、ところがですね。注目するべきは、写真の構図なのです。真ちゃん、あの写真を思い出してください。あれは、どんな構図だったと言えますか？」

「構図？」千和崎さんはちらりと天井を見上げる。「ううーん。いわゆる自撮り写真じゃ……、あ、そうか」

　あ、そうか！　僕も千和崎さんと同じように、気がついてしまう。

「その通り」翡翠さんは優しく微笑んだ。「写真に撮られるのを嫌う人間でも、撮影をしてあげることくらいはできます。無理にセルフィーで写真を撮影するよりは、その人物にカメラを構えてもらった方が、よりよい写真を撮ることができるというものです。もしあの場にもう一人、蒼汰くんがいたのだとしたら、カメラを構えてあげないのは不自然でしょう？」

　そんなところから、ばれてしまっていたなんて……。

　犯人の僕が感心してしまう一方で、千和崎さんは納得していないらしい。

「でも、そうとは限らないケースもあるんじゃない？　あまり考えたくはないけれど、兄弟の一人を溺愛して、もう一人のことは無関心……、むしろ無視している家庭っていうケースもあるんじゃないの？」

　そうだった。僕は犯人なのだから、もっと反論するべきなのでは？

　確かに、僕の家庭は平穏とは言えないし、そういうケースもありえる気がする。

「そうですね」あっさりと、翡翠さんは頷いた。困ったような笑みで、可愛らしく首を傾げる。「なので、あくまで疑いとなる傍証なのです。今回は本当に傍証ばかりで、直接的な証拠がなかなか出てきてくれませんでした。洗面所に歯ブラシが三本しかないことも確かめたのですが、自分のだけ古くなって捨てたと言われたら返す言葉もありません。真ちゃんの言う通り、片方の息子には無関心で歯ブラシを与えてないとか、そういう真相もないとは言い切れませんから」

　な、なるほど。

　確かに歯ブラシに関して突っ込まれていたら、捨ててしまったと返すかもしれない。

「それじゃ、三つ目の手がかりの、スマホっていうのは？」

「なにか情報を得られないかしらと思って、真ちゃんとじゃれあっている間に、蒼汰くんのポケットからスマートフォンを拝借したのです」

　え？

　いつの間に？

　このお姉さん、スリなの？

　疑惑の視線を受け止めて、翡翠さんはぺろりと舌を出す。

「ごめんなさいね。さて、スマホから判明したことはなんでしょう？　ロックを解除できなくとも、Wi-Fiに繫つながっているかどうかは確認できますよね」

「あ！」

　僕は声を上げてしまっていた。

「マントルピースの上に、Wi-Fiのルーターがありましたね。普通ならば無線に繫げておくはずです。ましてここは山奥のせいか、蒼汰くんのキャリア通信の電波は微弱な表示でした。無線を利用できるなら、繫がっていないのは不自然でしょう？」

「けれど、それだって、たまたま繫がっていなかった可能性もあるよね？」

「その通り。息子にルーターのパスワードを教えず、ネット利用を制限しているためだとか、可能性だけならいくらでもありえます。とはいえ、これだけ多くの傍証が重なれば検討の価値はありますから、わたしは彼がこの家の子ではないと仮定して、脱衣所などで揺さぶりをかけていくことにしました」

　それはひょっとすると、ボディソープのくだりだろうか……。

　ええ、あれってわざとだったの……。

　啞然とする僕をよそに、翡翠さんは人差し指へと、くるくると髪を巻き付けながら言う。

「確証バイアスには気を遣ったつもりですが、やはりどうしてもそうだとしか思えない結果に繫がっていく。そうなると次の疑問は、彼が何者でなぜこの別荘にいるのかです」

　なんだかもう、すべて見透かされてしまっている気がする。

　やっぱり、この人は、ただのゆるふわなお姉さんじゃない。

「蒼汰くんはこの家の子どもではなく、それが露見しないように振る舞っている。はたしてどのような理由と経緯があるのか、いくつか考えることはできますが、真っ先に思い付くのは不法侵入でしょう」

　彼女の翠の瞳に射い貫ぬかれて、僕は俯いた。

「誰もいない別荘へ二階の窓などから侵入し、金目の物を盗む──、あるいは不法に滞在している最中である。靴が玄関にない理由はそれで説明できます。あそこにスニーカーがありますけれど、あれは蒼汰くんのですね？　常に手元に置いておけば、不意に家人が帰宅したとしても、裏口などから抜け出すことができます。もちろん、この段階の推理はただの想像で、他の理由があったのかもしれませんが、いったんわたしはその線で考えてみることにしました。すると、濡れたスニーカーの持ち主の存在も気になります。少年がこの家の人間ではなく、言動に噓が含まれているのなら、帰宅した両親が別の車で出ていったのだという話をそのまま信じるわけにはいかなくなりますから。とはいえ、蒼汰くんの作り話は、まったくありえないと断言できるものでもなく、考慮が必要でした」

　長靴に履き替えて出ていったのだという、咄嗟の返しのことだろうか？　わりと適当に言いつくろったものだったのだけれど、それは翡翠さんを悩ませてしまっていたらしい。

「まずは、ぬかるみに汚れたスニーカーを履いていたのは誰なのか、という問題に戻りましょう。わたしたちがこの別荘にやって来たとき、カーポートに一台の車が駐車してありましたね。車体に跳ねた泥が付いていたため、この雨の中を走ってきたことは間違いはありません。その人物が玄関から別荘内に入ったのだとすると、その人物が履いていた靴が、あの汚れたスニーカーであることに疑いはないでしょう。他に玄関にあった履き物は、ミュールとサンダルで、ぬかるみを通ったのなら、わたしのサンダルと同じように汚れてしまうはずですから」

　僕は、くるくると髪の間を舞う彼女の人差し指の動きを、呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「さて、そうなると、スニーカーを履いていた人物はどこへ行ってしまったのか、という疑問が浮上します。少年が車を運転し、スニーカーを履いて別荘にやってきた可能性も一応は考慮しましたが、そうなると彼の靴下は濡れてしまうはずで、すぐに脱ぐ必要があったことでしょう。つまりスニーカーを履いていた人物をＸとするならば、Ｘはどういう理由があるのか、わたしたちの前に姿を現さないでいることになるのです。これは奇妙なことですね？」

　僕は喉を鳴らす。

　Ｘ。

　つまり、悠斗のお母さん。

　僕が殺してしまった人の存在を、翡翠さんはそんなところから導き出していくのか……。

「Ｘはどこへ消えてしまったのか？　蒼汰くんの言うように、いったん帰宅したＸが長靴などを履き、別の車で出ていった可能性はどうでしょう？　この可能性は、先述の通りありえないとは言い切れないのです。蒼汰くんは噓をついたかもしれませんが、彼の知らないところでそうした現象が起こった可能性も捨てきれません。そのため蒼汰くんの言動を考慮することなく、観測できる事象と物証から、Ｘの行方を追わなくてはなりませんでした」

　なんだか難しい話になってきた気がするぞ……。

　ちらりと千和崎さんを見上げると、彼女も眉根を寄せていた。

「ここで着目するべきなのは、ラウンジの窓が開いていたことです。Ｘは雨の中で帰宅したが、なんらかの理由で急いで別荘を出なくてはならなかった。窓を閉めることすらせず、慌てて長靴に履き替え、雨合羽を纏い、迎えの車なりもう一台あった車なりで出ていく……。窓を開けっぱなしで出ていくというのは奇妙なことではありますが、少年に窓を閉めておいてもらうよう託した可能性は否定できません。少年が窓を開けて眠ってしまい、知らない間に雨が降り出す。その後にＸが帰宅し、物音に気づいた少年が二階から降りてくる。Ｘは少年と知り合いで、急いでいたため、窓を閉めることを彼に頼んで出ていった……。少年が不法侵入者であるという決定的な証拠があるわけではないので、この可能性は否定しきれませんでした。この家の子ではなくとも、Ｘの知己、たとえば隠し子ですとか交際相手ですとか、色々と考えられるのです。困りました」

　えっ、そんな可能性までも考えていたの？

　なんというか、その、ただの不法侵入者ですみません。

　翡翠さんは、自問自答するように首を傾げた。

「けれども、ちょっと待ってください。そもそも窓を開けたのは誰だったのでしょう？　さぁ、真ちゃん。ラウンジに入ったときのことを思い出してください。蒼汰くんは慌てて窓を閉めようとしましたが、彼は高窓の開閉方法を知らないようでした。真ちゃんがハンドルに気がついて、彼に教えてあげたのです。ということは、窓を開けた人間は蒼汰くんではないと考えられます。では、窓を開けたのは、Ｘなのでしょうか？」

　確かに、あれは悠斗のお母さんが開けたものだろう。

　僕からすれば当然の事実だけれど、翡翠さんはそんなところから辿っていくのか。

「仮に窓を開けた人物をＸだとします。そして蒼汰くんは窓を開閉する術を知らない。そんな人物に、Ｘが窓を閉めるようにと頼むことはありえないのではないでしょうか。すなわちＸは急いでいたから窓を閉められず、少年に託したわけではないのです。なんらかの別の理由があり、窓を閉めることができなかったと考えるべきなのです──」

　翡翠さんの検証が、真実に近付いていく。そう。僕が寝ぼけている間、いったん出かけていた悠斗のお母さんは、雨が降りだすと窓を閉めるために、慌てて別荘へと戻ってきたのだ。そして彼女は恐らく、僕が立てた物音に気が付いたため、窓を閉めずに包丁を持って二階の様子を探りに来たのである──。

　徐々に噓を暴あばかれていく気分に陥り、僕は沈黙するしかない。けれど、自分の罪が暴かれていく緊張より、彼女の思考の道筋を辿ることに、僕は奇妙な興奮を感じていた。

「さて、実は解明のための手がかりはキッチンにもあったのです。冷蔵庫に製造日が当日のロールケーキがありましたね。となれば、何者かが外で購入し、この別荘に持ち込んだことになります。実際のところ、流しにはロールケーキを食べるのに使ったと思しき小皿とフォーク、そしてグラスがありました。小皿の上にグラスがのせられていたので、可能性としてはケーキを食べるときに一緒に使用したグラスと思しいです。このグラスには口紅の痕がありました──。まぁ、男性が口紅を付けていた可能性は、ここでは考慮しないことにしておきましょう。ここから判明することは、女性がロールケーキを食べたという点です。ケーキを食べたのは、雨が降る前になります。なぜなら、雨が降り出していた場合、ケーキを食べる時間的余裕があるならば、自分で窓を閉めてしかるべきだからです」

　なるほど、あのケーキが、まさか手がかりになるなんて……。そんな物証から、翡翠さんはもう一人がこの別荘にいなければおかしい、と推理したのか！

「この別荘に女性がいたことは間違いがありません。そして不法侵入しているらしき少年がいる。彼の方は、ある部屋には決してわたしを入れようとしませんでした。さぁ、この二つが揃うと、ぼんやりと見えてくるエピソードがありそうです」

　僕は完全に追い詰められていた。

　どんな言い訳も、この人の前では通用しないように思える。

　翡翠さんは、床にちらりと視線を向けた。

　悠斗のお母さんを刺し殺したあの包丁が、そこに落ちている。

　翡翠さんは言う。

「そのエピソードを補強する手がかりは、包丁でした。真ちゃんが料理をしようとしたとき、包丁を見つけることができなかったのを憶えていますね？　蒼汰くんは、包丁の切れ味が落ちたのでここには存在しないのだ、と言いました。これもありえそうな言い訳ですが、よくよく考えると否定することができます。そう、ロールケーキです。ロールケーキは、それを食べた女性の分だけがカットされていたのです。つまり、所在不明の女性がロールケーキをカットしたときには、包丁はキッチンに存在していたはず。フォークでは綺麗に切れませんし、ナイフを使ったのならば、それは一緒に流しに置かれているはずですから。となると、存在するはずの包丁が存在しないことになる。女性は包丁と一緒にどこへ消えてしまったんでしょう？」

　もう、完敗だった。

　やっぱり、そうなのだ。

　きっと、千和崎さんではない。

　彼女こそが、名探偵なのだ──。

「ここまでの推理で想像できる筋書きはこうです。女性がこの別荘にやって来て、換気のために窓を開放し、ケーキを食べる。田舎なので防犯意識は低かったのでしょう。女性はその後になんらかの用事で出かけたものの、急に雨が降り出し、窓を閉ざすために慌てて別荘へと戻ってきた。ところが……」

　すべてを見通す翠の瞳が、鋭く僕を射貫く。

「ここまで来ると、その間に不法侵入していた少年が、女性を包丁で刺し殺してしまったというエピソードを考慮してみても、問題はありませんでしょう？」

　僕は、ゆらりと立ち上がる。

　どのみち、逃げ切ろうなんて思っていなかった。

　僕は、自分の計画を実行する準備さえ整ったのなら、さっさと警察に連絡するつもりだったのだ。ただ、僕に優しくしてくれる彼女たちに、怖い思いをさせたくはなかったから。

　だから、彼女たちが帰るまでは、ごまかしていこうって。

　そう決めていただけ。

　その必要は、もうなくなってしまった。

　緊張の糸が切れて、安堵したせい、なんだろうか。

　なんだろう。今更になって、自分のしてしまったことの重大さに気がついたみたいに、僕は恐怖と不安にかられていた。けれど、どのみちやり直せる人生ではなかったのだ。ごめん。悠斗、本当にごめん……。

　溢れる涙で、視界が歪ゆがんでいく。

「ご、ごめんなさっ……、僕がっ……」

　喘あえぐように言う僕の言葉を、けれど翡翠さんが遮った。

　その美しい人差し指が、僕の唇に触れる。

「言わないで」

「え……？」

　彼女はその人差し指を、今度は自身の唇に添えた。

「言わなくて、いいんですよ」

　優しい囁き。

　そのときだった。

「助けてくれぇ！」

　突然、野太い男の声が響く。

　あまりにも予想外の声に、僕は肩を跳ねさせた。

　いったい、どこから？

　翡翠さんと、千和崎さんが、ある一点へと視線を向ける。

　部屋にある大きなクローゼット。

　そこの扉が開き、中から男が転がるように飛び出してくる。

　男はガムテープで手首と足首を拘束されていた。

　突然のことで、意味がわからない。

　彼が、顔を上げて訴える。

「そいつだ！　そいつに妻が殺された！　そいつが俺をここに閉じ込めたんだ！」

　え、誰？

　僕はぱちくりとまばたきを繰り返す。

「真ちゃん。犯人を確保してください」

「はいよ」

　千和崎さんが床に転がる男の上に、馬乗りになった。

　男の人は驚愕に眼を見開き、身体を激しく揺すり始める。

「違う！　俺じゃない！　そこのガキだ！」

「大人しくしてて。ちょっとガムテープのせいで関節極きめづらいな……」

　千和崎さんが、顔を顰めながら男を押さえ込んでいく。

　ガムテープが剝がれる音がして、男が自由になった両腕を振り回そうとした。千和崎さんがその腕を摑まえて、奇妙な方向に曲げる。だが、男は千和崎さんを振りほどきそうな勢いで暴れていた。

「ちょっと！」千和崎さんは男の関節を締めながら叫んだ。「なんか縛るもの！」

「そう言われましても」

　翡翠さんは困った顔で首を傾げた。

「あ、あの」

　僕の身体は、わけがわからないなりに動いていた。男は血に塗れた鬼気迫る形相で、このままでは千和崎さんが大変だ。慌ててリュックに駆け寄って、中にあるロープを取り出す。

「ど、どうぞ！」

　それを千和崎さんに渡した。

「サンキュ」

　千和崎さんが、男を器用に縛り上げていく。

「違う！　ふざけるな！　そのガキが殺したんだ！」

　男は身体を拘束されたまま、顔を上げて訴える。

　暴れる男の傍らへと、ふわりと座り込んで、翡翠さんが言った。

　チューリップ状にした両掌で頰を挟む仕草をして、愛らしく首を傾げながら。

　まるでこの世のものではない恐ろしい狩猟者のように、その瞳を煌めかせて。

「言いましたでしょう。犯人は自明──。あなた、奥さんを殺害しましたね？」

　捕らわれた男の顔色が、ざぁっと青ざめていくのが分かった。



　　　　　＊



　千和崎真は、ラウンジのソファに腰を下ろしていた。

　色々とあって身体は疲れを訴えている。できることなら、もう少し仮眠をしたかったのだが、思っていたよりも早く捜査員たちが来てしまって、ほとんど眠れなかったのだ。

　鑑識の男たちが、ラウンジを横切っていく。

「さて、どこまでお話ししたんでしたっけ？」

　真の傍らで同じように寛いでいる城塚翡翠が、やはり同じく眠たそうな顔で言った。

「ロールケーキのくだりかな」

　あくび混じりに真が言うと、翡翠は頷いた。

「そうでした。ロールケーキを食べた女性が存在することは、物証から明らかになりました。となると、その女性は汚れたスニーカーを履いていた人物──、すなわちＸなのでしょうか？」

　真は睡魔のせいであまり頭が回らない。さっさと化粧を落として爆睡したい。なので深く考えずに肩を竦めることにした。ロードサービスが言うには、車はその場ですぐに修理できるらしい。それを待っている間、翡翠の推理でも聞いてやろうと思ったのだ。翡翠は眠たげではあったが、推理を口にしているせいか徐々に意識がはっきりしてきたようだった。

「Ｘが女性だとすると、Ｘがロールケーキを購入し、別荘にやって来て窓を開けたということになるのでしょうか？　実は、わたしはここで少し混乱してしまいました」

　そこで彼女は、窓辺のサイドボードへ視線を向ける。

「なぜなら、このラウンジのサイドボードには女性用のハンドバッグが置かれており、その中に財布とスマートフォンが入っていたためです。これは明らかに女性の所持品で、持ち主の身近にあるべきものです。では、持ち主は姿を消したＸなのでしょうか？」

　翡翠は県警が来るまでにキッチンを拝借して作っておいたホットレモンを啜った。

「そうだとすると、奇妙なことになります。ハンドバッグは窓辺に置かれていたせいで雨に濡れていました。つまり、ハンドバッグが置かれたのは雨が降り出す夕方よりも前の時間であり、それからわたしたちがラウンジに入るまで、ずっとそこに置かれていたことになるのです。Ｘはケーキを食べたあと、財布やスマートフォンの入ったハンドバッグを置き忘れて別荘を出ていき、車を運転したのでしょうか？　この近辺には歩いて行ける範囲にはなにもありません。ふらっと徒歩で出たまま戻ってこないことは考えづらく、車のキーのことを鑑かんがみると、女性がバッグを置いて出ていくのも不可解です。つまり、この女性がＸであるとは思えません」

　なるほど、とあまり理解できていない頭で真は頷いてやった。

「つまりですね……。真ちゃん、聞いてます？」

「聞いてるよ」

「そう。窓を開けた人物と汚れたスニーカーを履いていた人物は、別人なのです。窓を開けた人物をＹだとしましょう。バッグが残されていたことから、Ｙはロールケーキを食べたあと、別荘から外には出ていないことになります。玄関にはミュールとサンダルがありましたから、つまりスニーカーではなく、どちらかが彼女の履き物となりますね。さて、Ｙは別荘から出ていないにもかかわらず、バッグを置いて姿を消してしまい、窓を閉めることすらしていません。彼女はなんらかの理由でこの洋館に隠れているのでしょうか？　そうなると、Ｘは何者なのでしょう？」

「なるほど」

「ほんとうに聞いてます？」

「聞いてる聞いてる」

　翡翠は唇を尖らせた。

　それから、真の耳元に唇を寄せたかと思うと、そこに吐息を吹きかけた。

「うっわ！」

　ぞわりとして、真は跳ね起きる。

「ちょっと、なにすんの！　気持ち悪いなぁ！」

「こんなに可愛いわたしが息を吹きかけてあげたのに、気持ち悪い？」

　本気で心外そうな顔をして、翡翠が言う。

「いや気持ち悪いけれど」

　即答すると、翡翠は眉尻を下げた。

　ふてくされたように顔を背けると、推理の解説を続ける。

「さて……、ここまでで、わたしは蒼汰くんがＹを包丁で刺し殺してしまったのだ、というエピソードを念頭に置いていました。となると、ひょっとすると少年はＸすら手に掛けてしまったのかもしれない、と思ったのです」

　意識が覚醒してしまったので、仕方なく聞いてやるとしよう。

「ところがです、ところがですよ。ここで美人名探偵城塚翡翠ちゃんは、やはり混乱してしまったのです。二人の人間を殺害したにしては、少年がきれいすぎたのです」

「え？　まぁ、ちょっと女の子っぽい顔してたとは思うけど」

「そういう意味ではありません」

　半眼になって、翡翠が言う。

「返り血ですよ。二人の人間を刺し殺したのだと仮定すると、一人目を刺し、その包丁を抜いて、二人目を刺さなくてはなりません。別の凶器を使った可能性もありますが、もっとも殺傷力が高い凶器をわざわざ持ち替える理由はなさそうです。さて、そうなると当然ながら、刺された人間の血液が吹き出し、返り血が身体に付くことになります。ところが、少年の身体には、そういった痕跡がぜんぜんなかったんです」

　ああ、なるほど、そういう意味か。

　頭が回ってないな。くそ、こいつの前で恥をかいた……。

「洗面所の扉に僅かな血痕があったことから、計画的な犯罪ではないと考えられました。キッチンには台所用の手袋がありましたし、事前に計画していたのならば、それらを身に着けたはずで、洗面所のドアノブが血液の付着した指紋で汚れるとは思えません。となれば、もっと大量の血液が手や衣服、顔や髪に付かなくてはおかしい」

　翡翠は両手の五指を合わせるいつもの手癖を見せた。

「血に濡れた衣服を着替えた可能性も考慮しましたが、蒼汰くんのフーディーには昼食のときに食べたというミートソースが付着していました。詳細は後述しますが、彼の表情や仕草、噓の法則などからして、これは真実と判断して問題がありません。わたしの方から身体を密着させてフーディーを脱がせてみたものの、やはり血痕が付着している様子はどこにも見えない……」

「あれ、そういう狙いだったの？」

「そうですよ？　身体に凶器を隠していないかを確かめるのも目的でしたけれど」

「あそう……」

「事前に可能性を考慮してお風呂場を調べたときにも、そこは長い間使われた痕跡がありませんでした。突発的な犯行にもかかわらず、身体を洗い流した可能性もないのに、返り血がまったくないのです」

　シャワーを浴びたいと言い出したのにも色々な理由があったらしい。

「そしてわけのわからないことが続きます。わたしは蒼汰くんの表情を読むための情報を集め終えたと確信したにもかかわらず、蒼汰くんに人を殺したのかと問いかけたら、彼は激しく動揺したのです。彼は自分が人を刺したと自覚しているんです。なのに、返り血がまったくない……」

　翡翠は、剝むき出しの肩を竦めてみせた。

「不法侵入しているのが少年一人ではなく、仲間がいる可能性も考えました。ですが、食事を一人で食べたという話に噓はなさそうですし、仲間がいるのだとしたら、わたしたちを別荘に招き入れたあと、どうにかしてすぐ連絡をとろうとするはずなのに、それもまるでない。誰かに脅されている様子も、助けを求めてくる様子もありません」

　お手上げだ、というふうに、翡翠は掌をひらひらと動かす。

「そこでわたしは奇妙な仮説を立ててみることにしました。蒼汰くんは、人を殺したと思い込んでいるに過ぎず、彼が殺してしまったと思い込んでいる相手を、実際に殺害した人物が他にいるのではないか……」

「なるほどねぇ」

　突飛な発想だと思うが、そこに至るまでの論理の積み重ねとも言えるのだろう。

「さて、少し話し疲れてきたので、ちょっと巻いていきましょうか。一階に血痕はなく、蒼汰くんが隠したがっている様子から、殺害現場が二階の部屋だとすると、ケーキのことからそもそも包丁はＹの近くにあったわけですから、Ｙが包丁を手にして二階に上がったことになります。凶器を手にして二階に上がるシチュエーションとは、もちろん不審な物音を聞きつけて、護身のために所持したというところでしょう。ところが、護身用に持つとしたら、包丁はあまりにも殺傷力が高すぎます。真ちゃん、泥棒が家に入ってきたとき、なにを持って迎え撃ちます？　あ、真ちゃんは素手で制圧しちゃいそうですけれど……」

「はっ倒すぞ？　うちには木刀があるから、木刀かな。あとはバットとか、あ……」

「はい。普通なら長物を使うはず。ちょうどこのラウンジには、ほら、ゴルフクラブがありますね。なにか護身用に持つのなら、ああしたものを持っていった方がリーチに安心感があります。包丁はやりすぎです。となると、Ｙは二階に包丁を持っていったわけではなく、そこで泥棒少年を見つけて、彼と格闘になってしまったのでしょう。少年は逃げ出そうとして抗あらがい……」

「あ、そこでたんこぶか」

「はい。どこかに額をぶつけるなりして気絶してしまったと考えても、不自然ではありません。その後でやって来たのが、Ｘなのです」

「じゃあ、Ｘが……、つまり、あの旦那が奥さんをそのタイミングで刺し殺したわけ？　夏木くんの犯行に見せかけるために？　どうして？」

「それを教えてくれたのは、あのボストンバッグです。真ちゃんは中身を憶えていますか？　手袋、ライター、ハサミ、練炭、七輪……。ここにガムテープが加わると、いったいどういう道具に見えるでしょう？」

「ひょっとして……。練炭自殺の道具？」

「はい。恐らく、Ｘは奥さんを自殺に見せかけて殺すつもりだったのです。最初からその目的で、奥さんを別荘に呼び寄せるなりした。彼は遅れて別荘にやって来ましたが、予想外の大雨です。殺人道具一式の入ったボストンバッグを抱え、車から玄関ポーチに駆け込んだのでしょう。あとで取りに来ると不要な足跡などを残してしまいますし、単純に雨に濡れるのが億劫で、一度で済ませたかったのかもしれません。そうしてボストンバッグをポーチに置いたのは、奥さんに抱えている荷物を不審に思われないためです。なにが入っているのかと訊かれて中を覗かれてしまったら、言い訳ができませんから」

　確かに、練炭自殺に使う道具のセットだ。練炭は調理に使うには不向きだし、言い逃れるのは難しいだろう。

「さて、奥さんを殺すつもりで別荘にやって来たＸは、驚愕します。なぜなら、別荘に少年が不法侵入しており、奥さんが彼を気絶させてしまっていたからです。もしかすると、奥さんは少年を殺してしまったかもしれないと勘違いし、震えていたかもしれませんね。Ｘの到着に気づいて、二階から助けを求めた。駆けつけたＸはその様子を見て、これは絶好の機会だと思ったことでしょう。練炭自殺に見せかけるよりも、不法侵入した少年の凶行に見せかけた方が、完全犯罪の成功率は上がります。だって、実際に少年は不法侵入しているのですから、その痕跡は至るところから見つかるはず。護身用の包丁を奪い取り、奥さんを刺し殺してしまった。そういう筋書きにすることにしたのでしょう。腰を抜かしている奥さんに、救急車を呼ぶからなどと言って階下へ降りていき、玄関ポーチのボストンバッグからゴム手袋を取り出します。パッケージが開封されていたのはこのためですね。そうしてキッチンから包丁を持ち出すと、それを後ろ手に隠して奥さんの元へと近付いた……」

　真は顔を顰めた。

　まさか夫に殺されるなんて、妻は考えていたのだろうか。夫婦間にどんな感情があったというのだろう。

「さきほど聞いたのですが、蒼汰くんはあの部屋で眠ってしまっていたそうなんです。そのときに奥さんが戻ってくる気配を感じたものの、自分が自宅で眠っていると勘違いしていたため、そのあとに奥さんが出ていく気配があっても起きなかったそうなんですね。そしてまた奥さんが戻ってくる気配でようやくはっとして起き上がり、物音を立ててしまったそうなんです。蒼汰くんは、そのときにはもう雨が降っていたと錯覚していたようなのですが、実際は違うのです。実際に起こった順序はこうでしょう。奥さんがタクシーで別荘にやって来る。窓を開放する。ケーキを食べる。その後に奥さんが出ていく気配というのは、散歩の類か別荘の周囲の点検でしょう。庭の手入れなどをした可能性もありますね。すぐに彼女は別荘の中に戻ったはずですが、半ば眠っていたせいで蒼汰くんの時間感覚が曖昧になっていた。彼が物音を立てて、奥さんがそれに気づく。二人が不幸な邂逅をし、もみ合いになって、蒼汰くんは気絶してしまう。奥さんは彼を殺してしまったかもしれないと呆然とし、そのあとに雨が降り、そしてＸがやって来たのです──」

　名探偵とは喋り疲れるものなのだろう。ふう、と翡翠が吐息を漏らす。奇術を演じるときであっても、ここまで長い口上はないに違いない。

「さて、そうなると、蒼汰くんの後頭部に付いていた血液にも、これで説明が付けられます。彼の後頭部の頭髪は濡れていて、僅かに血の臭いがしたので、少年がそこだけ洗ったのだと考えました。返り血だとしたら、後頭部だけというのは奇妙です。ですが、こう考えると納得できました。Ｙと格闘の末、額をぶつけてしまった蒼汰くんは、仰向けに気絶してしまう。その後、ＹがＸに殺害され遺体から包丁が引き抜かれる。指紋をつけるために、Ｘは包丁を気絶している蒼汰くんの手に握らせる。そして遺体から溢れた血が徐々に広がり、その近くで倒れていた蒼汰くんの後頭部を濡らした……」

　翡翠は五指を組み合わせると、その細い指をもぞもぞと動かしながら言葉を続ける。

「そうしてＸは、自分の痕跡を消し去るつもりだったのでしょう。返り血を浴びてしまったでしょうが、この別荘にも着替えはあるはずです。あとは警察が調べることのなさそうなホテルなどでシャワーを浴びれば、証拠は消えてくれます。元々練炭自殺に見せかけるつもりだったのですから、アリバイも作っていたかもしれませんね。ところが……。Ｘの予想に反して、蒼汰くんがすぐに眼を覚ましてしまった」

「そっか……、それで、あのクローゼットに隠れていたってわけか」

「はい。そしてＸにとって最悪なことに、直後にわたしたちがやって来てしまった──」

「地球上で考えられる、もっとも会いたくない人間が来ちゃったね」

「わたしをなんだと思ってるんですか」

　翡翠は唇を尖らせ、一瞬だけきょろりと白目を剝く。

「ともあれ、彼は焦ったことでしょう。ひっそりと部屋から出て様子を窺っていたかもしれません。来たのは一見すると無害そうな女子二人です。ところが、超絶可愛い美人さんの方はともかく、背の高くて無愛想な女の方は、警察からの信頼も厚い探偵だと名乗っている。しかもなんだか強そうです」

「名乗ったというか、あんたが言ったんじゃなかったっけ？」

　ちらりと天井を見遣り、真の突っ込みを無視して翡翠は続けた。

「自分は血まみれで、どう見ても少年よりも殺人犯に見えてしまいます。うかつには動けません。何事もなく朝まで隠れ潜むことも考えたことでしょう。ところが、天の恵みとばかりに停電が起こりました。そこでＸは策を巡らせたのです。階上から覗くと、暖炉の火がついていることがわかる。血に塗れた衣服や手袋を、あそこに放り込むことで始末することができるのでは？」

「あ、なるほど……」

「そして幸いなことに、暖炉の近くにはあのボストンバッグがありました。わたしたちがブレーカーを探している間に、彼はボストンバッグからあるものを取り出します。死者が残した手がかりをダイイング・メッセージと言いますが、今回は変わっていますね。生きて隠れ潜んでいる人物が残した手がかり──。すなわち、あのボストンバッグはリビング・メッセージだったのです。そして、そのメッセージを解読して見えたものは、そう、ガムテープでした」

　まさかあの暗闇の中で、犯人がガムテープを探していただなんて……。

　そういえば怪談を語っているときも、第三者が足音を立てているような気がしていた。あれは怪談の内容だったり、嵐で建物が軋んでいるせいだと思っていたが、もしかしたら様子を窺っていた犯人のものだったのかもしれない。

「どう見ても中身は練炭自殺セットですが、ガムテープだけが見当たらない。ハサミやライターなど、別荘にありそうなものすら用意してバッグに詰め込んでいるのに、ガムテープだけがないのです。もし別荘に見当たらない場合は買いに行かなくてはならず、犯行は頓挫です。自殺ならば目張りをしなくては不自然ですからね。ここまで用意周到な人物なら、ガムテープは絶対にあったはずだと考えました。となれば、停電の間にＸが持っていったとしか思えない。というより、ガムテープがなく、バッグの位置が微妙にずれていたという話を聞いて、ようやくわたしの空想は確信に変わったのです……。Ｘは、ガムテープを自分の手首と足首に巻き付けて、自分が少年に拘束されているように見せたかった。自身が被害者であるという偽装を施したかったんです」

　そのタイミングで、ようやく翡翠は確信を持ったのだろう。

　いくつかの問題を真に提示した翡翠は、自分が少年を惹ひきつけている間に、少年が隠そうとしている部屋で三つのものを確認してきてほしいと言った。すなわち、遺体があること、凶器の包丁が遺体から抜かれていること、そして人が隠れられそうなクローゼットがあること、だ。

「本当なら、わたしたちが寝静まったあと、洗面所に降りて不審な血痕が自分の顔などに付いていないかを確認してから声を上げたかったのでしょう。実際に、彼の首筋や手首には血が付いていましたから、偽装としては不完全な状態だったわけです。万が一、自分の存在に気づかれたときのために、ガムテープを手首に巻いていたのでしょうね」

　そして、犯人は翡翠の推理に聞き耳を立てていた。

　自分の身体に血が付いているままで飛び出していいものか、判断していたに違いない。

　そして翡翠は、少年が犯人かもしれないという推理を口にして、男が自分から飛び出してくるのを待ったのだ──。

　いや、意地が悪くないか？　わかってるのなら、さっさとクローゼットを開けて、とっ捕まえればよかっただけの気がするな……。

「なんです？」

　翡翠が不思議そうに真を見る。

「べつに」

　なんて性格の悪い探偵だろうか。

　そこで、翡翠が姿勢を正した。

　なんだろうと思って視線を追うと、捜査員に連れられ、夏木少年が階段を降りてくるところだった──。



　　　　　＊



　警察の人に連れられて、僕は階段を降りる。

　ひょっとすると、もう帰ってしまったかもしれないと思っていたけれど。

　彼女たちは、そこにいた。

　まるで、僕を待っていてくれたみたいに、翡翠さんが立っている。

　あのあと警察が来るまで、彼女たちはずっと僕の傍らにいてくれた。

　人を殺したかもしれない実感、人を殺していなかったという安堵。それらが一気に膨れあがり、あのあとの僕は恥ずかしげもなく涙を流してしまったのだ。人を殺してしまったあともどこか冷静でいて、実感がなかった自分自身の気持ちの正体がわかったからだろう。あのとき、僕をなだめながら翡翠さんは言ってくれた。それは現実を受け入れることを拒む心の動きで、あなたが薄情な人間だからというわけではないのですよと──。一時間くらい泣き続けたところを見られてしまったので、こうして改めて向き合うと、すごく気恥ずかしくなってしまう。

　翡翠さんが、頰を赤くする僕に近付いてきて言う。

「言いましたでしょう？」

　なんだか予言を当てて見せたというような。

　それは、どこか得意げな表情だった。

「え？」

　ちょっと意味がわからなくて、僕はきょとんとしてしまう。

「生きてさえいれば、いつだってやり直せるのです」

　彼女は、あのときの凜とした表情とは打って変わって、ここで僕の額に手を伸ばしてくれたときのように、優しい笑顔をしていた。

「不法侵入して、殺人犯にされるところだったんです。そう考えると、これ以上の苦難や恥なんて、どこにもないじゃないですか。蒼汰くんの機転は、わたしでも崩すのが難しい見事なものばかりでしたよ。これなら、自分がなんにだって立ち向かえるような気になりませんか？」

　僕は、ちょっとだけ啞然としてしまう。

　それから、頷いた。

　本物の名探偵が、そう言ってくれたのだ。

　確かに、これからはどんな困難も些末なものに見えるような気がしてくる。母のことや学校でのことだって、必死になって考え抜けば解決する方法がたくさんあるんじゃないだろうか。

　もし、勇気なんていうものが、僕の中にもあるのだとしたら。

　燻くすぶっていたそれに、火が熾おこされていくような。

　そんな感覚があった。

　なんか、凄いな、と思う。

「あの、本当は、翡翠さんが名探偵なんでしょう？」

　僕が問うと、彼女は自身の唇に人差し指を立てた。

　もちろん、誰にも言うつもりはないと、僕は自身に誓う。

「翡翠さんみたいな凄い人になるには、どうしたらいいですか？」

　その質問は、意外なものだったらしい。

　きょとんと眼をしばたたかせて、翡翠さんは天井を見た。

　僕もつられて天井を見るが、そこにはなにもない。

「そうですね」うーん、と首を傾げて、翡翠さんが言う。「探偵というのは、誰も信じません。他者を信じず、自分を信じることもなく、ただ論理だけを信じる。それは難しい生き方かもしれません」

　けれど、と翡翠さんはやんわりと笑う。

「だからせめて、感受性を豊かにして、誰かの助けを求める声に、いつも耳を欹そばだてていられる人であってください。そして誰か、この人だけは信じても後悔しないと……、そう思える人を見つけるのです」

　僕は頷いた。

　もちろん、彼女のような名探偵になるのは無理だろう。

　けれど、その強さの秘密を、ほんのちょっとでも分けてもらえたような。

　そんな気持ちになれたのだ。

　警察の人に肩を優しく押されて、頭を下げながら、僕は廊下の方へと向かう。

「そうだ」

　翡翠さんが、思い出したように言う。

「蒼汰くん、お誕生日、おめでとうございます」

　もうすぐ、九月十三日。

　その日を迎えるときまでに、僕は計画を実行するつもりだった。

　きっと彼女には、なにもかもがお見通しなんだろう。

　そんなふうに、誰かに祝福されたことが、あまりにも久しぶりすぎて。

　僕は振り返り、彼女へと頭を深く下げた。

　唇を固く結ばなくては、きっとまた涙が溢れてしまうけれど。

　これ以上、彼女に甘えるわけにはいかなかったから。

　僕はこの顔を見せずに、ただ感謝を告げた。

　僕は刑事さんに促されて、別荘を出ていく。

　まずは警察の人たちに事情を説明して、父を呼んでもらおう。

　もしかすると、父は驚くかもしれない。迷惑に思うかもしれない。

　けれど、もうなにもしないのはやめだ。

　自分になにができるのかを考え続けて、道を見出そう。

　もう、きっと僕に、あんな計画は必要がないのだから。



"Message from the Living" ends.



... and again.



　千和崎真は、倒した運転席のシートに身を預けたまま、あくびを嚙かみ殺していた。

　流石に睡眠が足りず、サービスエリアの駐車場で仮眠をとることにしたのである。時計を見ると、三十分ほど眠れたことになる。事件解決のあと警察の事情聴取に付き合うなどして、出発はかなり遅くなってしまった。もうお昼近い。

　ふと隣を見ると、城塚翡翠の姿がどこにもない。買い物にでも行ったのだろうか？　いつも一人にしておくと変な男に絡まれているから心配だ。車の外は台風一過ということなのか、清々しいほどの快晴で蒸し暑い。サイドドア側に人影が落ちたことに気づいて、真はそちらに眼を向ける。エンジンは止めていたので、換気のためにウィンドウは開けていた。

「じゃーん」

　城塚翡翠が、両手に持ったアイスクリームを突き出してくる。

　コーンの上に三段重ねになった豪華なアイスの二刀流である。

　真はあくびをしながら言う。

「変なのに絡まれなかった？」

「わたしだって、いつもナンパされるわけではありません」なぜか上機嫌で、ふふんと鼻を鳴らしている。「おそらく、あまりにも高たか嶺ねの花すぎて、声をかけることが躊躇ためらわれてしまうのでしょう」

「あそう」

「はい。真ちゃんのぶんです」

「ん」

　真はシートを起こし、アイスクリームを受け取る。

　翡翠が助手席側に回る間、ぺろりと一口を食べた。

　うん、なかなか美味だ。

　疲れた脳に効くな。

　翡翠が助手席のドアを開ける。

　そのときだった。

「ぎゃあああああああぁぁ！」

　凄い悲鳴が上がって、心臓が飛び出そうになる。

　見れば、助手席を開けた翡翠が、空っぽに変じたコーンを手に呆然としていた。

　翡翠が一口ですべてを丸吞みしたのではないとすると──。

「真ちゃぁぁぁん」

　亡者の呻きみたいな声を出して、翡翠が助手席に這い上がってくる。

「こ、これ！　最後だったんですよ！　すぐ売り切れちゃう人気商品で……」

「あげないから」

　伸びてくる手に、もちろん真は抵抗を示した。

　しかし、それから一分もしないうちに、アイスは幸せそうな表情をして助手席に座っている城塚翡翠の手に移動してしまっていた。どんな催眠術を使われたのか、真にはよくわからない。なんか本気で泣いているので、ちょっと可哀想に見えてしまったせいだろうか……。

　まぁ、運転しながらでは食べられないし、べつにいいか。

　事件を解決した探偵に、小さなご褒美があったって、きっとかまわないだろう。

　彼女は、一人の少年を、救ったのだから。

　車を走らせながら、真は言う。

「彼、大丈夫かな」

　真は、少年がリュックに隠していたロープのことを考えた。

　それが意味するものを想像すると、胸が小さく痛む気がする。

「きっと大丈夫でしょう」翡翠はアイスクリームに舌を這わせて言う。「わたしたちの連絡先は教えていませんけれど、賢い子です。生きてさえいてくれれば、なにかしらのメッセージが届くことも、あるかもしれませんね」

「そういえば、夏木くんが噓をつくときの癖って、なんだったの？」

「えっと……」

「え？」

　そこでどうして言い淀む必要があるんだ？

　横目で見ると、翡翠はアイスで濡れた唇を、ぺろりと伸ばした舌で拭い取っていた。

「ふふ。わからないのなら、彼のためにも秘密にしておきましょう」

「まぁ、いいけれど」

　釈然としないが、そう言われてしまったら仕方がない。

「それにしても、ちょっと驚いたな。あなたに弟がいたなんてさ」

　翡翠が家族の話をするのは珍しい。なんだか感傷的な顔だったので、その弟というのは思い入れの深い相手なのだろう。そうなのだとすると、夏木少年に珍しく優しい態度を取っていた理由も頷けるというものである。

「ああ、あれですか。あれは噓です」

「えっ？」

　さらりと言われた。

　助手席の翡翠が、ちらりと車の天井を見た。

　それから真の方を見て、くすくすと笑う。

「そんなのいるわけないじゃないですか。真ちゃんも、まだまだですねぇ」

　こいつ……。

「ちょっと！　それ返しなさいよ！」

　腹が立ち、真は翡翠の持っているアイスクリームへと手を伸ばす。

「ちょっ、真ちゃん！　前を見てください！　前を！」

「いいから、返しなさい！　この！　避けるな！」

「ひぎゃぁ！　ふっ、服に！　服にぃ！」

　暑さで溶けたアイスが、悲鳴を上げる翡翠のワンピースに落ちる。

　きっとその染みは、過ぎた夏の思い出として、しばらくは消えないことだろう。

    
覗き窓ファインダーの死角





  



　江え刺さし詢じゅん子こは、駐車スペースに車を停止させた。

　入念な下調べの通り、この時間に人気はまったくなかった。当然だろう。西多摩にある山の麓ふもとの別荘だ。ここに来るまでに見えた建物はごく僅わずかで、それも空き家が多いらしい。誰かに自分の車を憶おぼえられてしまうことが唯一の懸念点だったが、この様子なら大丈夫だろう。万が一誰かに見られていたとしても、目立つ車ではないからナンバーまで記憶に残る心配はないはずだ。

　エンジンを止めて、駐車した車の中から別荘に視線を向ける。小こ洒落じゃれた佇たたずまいの小さなロッジ風の建物だ。既に別荘の中には明かりがついていて、藤ふじ島しま花か音のんが自分を待っていることだろう。別荘といえば聞こえはいいけれど、都心へのアクセスはあまりにも不便だったし、保養地としても目立った特徴がなに一つない立地だった。花音はこういう場所で暮らすのに憧あこがれていたようだし、車の運転も好きなようだったから、あまり気にしていないのかもしれない。なにより人目を忍ぶのには格好の場所だろう。詢子にとっても、それは都合のいい事実だった。

　時刻は早朝。まだ日の出前で、周囲の薄うす闇やみを、ロッジの明かりがぼんやりと照らしている。辛かろうじて見えるのは背の高い樹木が乱立している景色で、詢子の心には酷ひどく退屈なものに思えた。どんな光景であろうとレンズを向けてシャッターを切れば、写真を見る者がなにかを感じられる景色にできると、詢子はそう自負していた。だが、今の自分にとってこの場所はカメラを構える価値もないように見える。なにか抱く感情があるとすれば、並んだ樹木と薄闇がこれから行われる犯罪を、周囲の目から覆おおい隠かくしてくれるだろうという期待くらいだ。

　詢子は自分の心が酷く渇いているのを感じていた。

　いよいよ計画を実行するときが来たというのに……。

　運転席のシートに身を沈めて、瞼まぶたを閉ざす。

　花音を殺したとしても、なんの感慨も得られないかもしれない。

　だが、それでも、綿密に計画した殺人計画を、ここで取りやめる気にはなれなかった。

　いまさら躊躇ためらう理由なんて、どこにもない。

　運転席を出ると、詢子は後部座席からリュックを取り出した。用意した道具が一式入ったものだった。もちろん、花音からすれば撮影道具が入っているようにしか見えないはずだ。まさか自分を殺しに来るなんてこと、彼女は欠片かけらも考えていない。詢子の正体にだって微み塵じんも気づいていないことだろう。

　春も半なかばだというのに、今朝はひどく肌寒かった。吐はく息が白くなるかもしれないと思ったほどだ。午後にはいつものように暖かくなるというから、予定には支障がない。

　駐車スペースからロッジの正面へと回ると、待ちかねていたのだろうか、既に藤島花音が玄関へと続くステップを降りたところに立っていた。こちらの車に気づいて、外に出てきたのかもしれない。

「詢子さん、お疲れ様です」

　顔を覗のぞかせた藤島花音は、明るい笑顔を見せた。

　ベージュのブラウスと、膝ひざが覗くレーススカートを春らしく着こなしている。肌寒いせいか、白いスプリングコートを羽は織おっていた。モデルに似つかわしい高い背せ丈たけと、吊つり上がった眼めのかたちが、都会的で華やかな雰囲気を醸かもし出だしている。既に自前のメイクを済ませたのだろう。二十三歳の若さでありながら、どこか妖よう艶えんにも見えるダークブラウンのリップがよく似合っていて、彼女の魅力を引き立てていた。

「おはよう。早いのね」

「どきどきしてしまって、少し散歩をしていました」

「まだ暗いし、寒いのに」

　驚いて、半ば呆あっ気けにとられてしまった。

「ちょっと歩いたところにある丘から、星がよく見えるんです」花音は屈託なく笑う。「引っ越して良かったなと思うことの一つですね。防寒対策もバッチリ」

　花音はその場でくるりと回転すると、コートの裾すそを揺らした。モデルらしくて様になった仕草だった。

「あら、すてきなコートね」

「買ったはいいけれど、今日まで着る機会がなくて。下ろし立てです」

　詢子は無意識のうちに、心の中でカメラを構えていた。それは詢子の昔からの癖くせのようなものだった。誰かと会うと心の中でカメラを構えて、自分がファインダーを覗く想像が脳裏を過よぎる。どんなポートレートを撮れば、その人物の魅力を引き立てることができるだろうと、そう考えてしまう。それは、これから自分が殺すことになる相手であろうとも変わらないようだ。

　今も詢子は無意識のうちに相手を観察して、構図を探っていた。注意深く、一点一点を眺ながめるようなことはしない。どちらかといえば、直感に従う。木を見ずに森を見るようなやり方だ。相手の風ふう貌ぼう、おおよその服装の傾向、メイクの雰囲気などを感覚的に摑つかんで、どんな景色が似合うかを考える。

　なんにせよ、それは未来のある作品になるだろう。

　他者が羨うらやむ容姿と才能に恵まれ、華やかに祝福された未来が約束されている女性。

　そんな眩まぶしい景色の一枚。

「こんな時間に来ていただいて、本当に感謝しています」

　花音はぺこりとお辞儀した頭を上げると、片手で耳に長い髪をかけながら、照れたように笑う。細い手首を飾る金のチャームブレスレットの鎖が垂れ、黒髪から現れた耳じ朶だの白さが映像的に映えそうで、写真に収めたらきっとファンを魅了する一枚になるのだろうと思えた。

「大丈夫よ。気にしないで」こんなときでもシャッターチャンスを探る自分に呆あきれながら、詢子は言葉を続けた。「夜中や早朝に撮影することも珍しくはないし、慣れてるから。それより、あまり時間がないから、さっさと打ち合わせをすませちゃいましょう」

　二人でステップを上がると、花音は玄関を開けて詢子を室内へと招いてくれた。入ってすぐにあるコート掛けに、花音が羽織っていたコートを掛ける。詢子も促うながされたが、着ていたダウンは渡さずに断った。室内は暖房が効いていなくて肌寒い。エアコンをつけましょうかと訊きかれたが、すぐに出発するから大丈夫と告げておく。

　既に何度か来ている場所で、ロッジ風の室内はそれほど広くはない。狭いカウンターキッチンの近くにダイニングテーブルがあり、花音は詢子をそこへと招いた。テーブルの横の壁面には様々なアクセサリーが飾られていて、訪れる者の視線を吸い寄せる。イヤリングやネックレスなど、宝石類をあしらった煌きらびやかなものもあれば、ハンドメイド風の独特な趣のあるものまで多様だったが、夜空を見上げるのが好きということで、星々や月を象かたどったものが多く眼についた。雑誌のインタビューで読んだことがあるが、花音はこうしたものをコレクションするのが趣味らしい。知人のデザイナーと組んで、彼女がプロデュースするオリジナルブランドのハンドメイドアクセサリーも展開しているという。

　既に花音の胸元にも、月をあしらったチャームが揺れていた。詢子は、自分がそういうものが似合わないと諦あきらめているつもりだが、こんなふうに綺き麗れいなペンダントを見ると、それが似合う人間が羨ましいと感じてしまう。可か愛わいらしい小物は好きだが、身に着ける自分に似合わなければ、集める気にもなれない。

　妹の莉り帆ほも、アクセサリーが好きだった。

　あの子はもう、こうしたものを集めることも、身に着けることも、叶かなわないのに。

　滾たぎる殺意を堪こらえながら、詢子はリュックを椅い子すの足元へと降ろした。その中からタブレット端末を取り出す。リュックの口は開けたままにしておいた。

　もちろん、いつでも凶器を取り出せるように。

「それで、これから巡る場所とスケジュールの確認なんだけれど……」

　打ち合わせは、たんなる口実だ。

　本来ならすぐに撮影場所まで彼女を連れ出しても、撮影に不都合はないだろう。

　だが、殺害現場はここになるのだから、いったん室内にまで自分を招き入れてもらう口実が必要になる。そのために詢子は打ち合わせの資料を事前に作成しておいたのだ。それをタブレット端末に表示させながら、スケジュールを説明していく。雑談交じりに、花音が撮りたい写真のイメージも聞き出した。

　藤島花音は、以前は有名事務所に所属して、ファッションモデルとして活躍していた。駆け出しではあったが、女性誌の専属モデルとしてそれなりのファンを獲得していたはずだ。だが花音は、人気がこれからというところで唐突に事務所を退所すると、暫しばらくしてフリーの被写体モデルとしての活動を開始した。要するに元はプロではあるが、今は個人でＳＮＳを中心に活動をしているフリーランスモデルということだ。とはいえ、インフルエンサーとしての人気はかなりのもので、仕事も途切れることがないという。

　今回の撮影には、どこの事務所も絡んでいない。ヘアメイクも自前だし、衣装もそうだった。口止めもしてあるために、二人きりでのこの撮影を知る人間は他にいないことだろう。

　詢子は窓の外に視線を向けた。

　僅かにカーテンの隙すき間まがあり、そこから薄暗い外の景色が垣かい間ま見みえる。

「どうしました？」

　詢子の視線に気づいて、熱心にタブレット端末を見ていた花音が声を上げる。

「いま、誰か覗いていたような気がして」

「噓うそ」

　花音が不安そうな声を漏らし、腰を浮かせた。

「たぶん気のせいだと思うけれど……」詢子は呟つぶやく。「あれからどう？」

　花音は外が気になるのか、テーブルを離れると、怖々と窓の方を窺うかがった。

「こっちに住みはじめてからは、まったく被害はなくて。だから夜も安心して外を歩けたんですけれど……」

「それなら、大丈夫だと思う。きっとあたしの気のせいね」詢子は笑った。「今日の撮影のことも、誰にも言ってないんでしょう？」

「ええ……」

「前にも言ったけれど、たぶん、そいつ、ネットだけじゃなくて、花音ちゃんの知り合いからも情報を得ているんだと思う。だから……」

「もちろん、誰にも言ってません」

「それなら安心ね」

「でも、いちおうカーテンは閉めておきますね」

　花音は静かに窓辺に近付くと、カーテンの隙間から外を確認した。当然ながら、外には誰もいない。彼女を悩ませているストーカーは過去には実在したようだが、現在のそれはすべて詢子の作り出した虚構だった。窓に映るのは反射した花音の顔くらいに違いない。誰の姿もないことを確認して、安あん堵どしたのだろう。花音はふと、なにかを思い出したかのように明るい声を上げながら、こちらを振り返った。

「あ、そういえば、詢子さんに相談したいことがあって……」

　だが、そのときには、既に詢子の準備はすべて終わっていた。

　リュックから抜き出した凶器を構えた詢子が、花音のすぐ後ろに立っている。

　驚きょう愕がくに双そう眸ぼうが見開かれるが、もう遅い。

　ここが運命の分かれ道だった。

　詢子が、凶器を振り下ろす。

　ひどく鈍にぶい音と共に。

　飛散した血液が、カーテンを汚した。

　暫くの間、詢子は深い呼吸を繰り返し、物言わぬ身体からだとなった花音を見下ろしていた。

　頭部から血が滴したたるその陰惨な景色には独特な味わいがあるかもしれないが、詢子はカメラを構える気にはなれなかった。まずは、遺体を運ぶ先となる浴室に向かった。問題がないかを確かめて、詢子は淡々と殺人犯を誤認させるための作業をこなす。そう、殺したのは花音に忍び寄っていたストーカーであると思わせなくてはならない。下劣な犯人が性的暴行を企てて花音を襲うが、誤って殺害してしまったという筋書きだ。

　すべての作業を終えたあとに、もう一度だけ浴室や室内を見渡した。やり残したことがないかを確認する。問題はなさそうだった。今のところ、計画には支障がない。

「よし……」

　詢子は吐息を漏らした。

　これでいい。

　すべては順調だ。

　あとは、あの女性──。

　城じょう塚づか翡ひ翠すいを、アリバイ証人に仕立て上げれば、完全犯罪の成立だ。



　　　　　＊



　詢子が翡翠と知り合った場所は、仕事場の近くにある喫茶店だった。

　名高いチェーン店で然さしたる特徴はないのだが、立地が良いので大抵は混こんでいる店だ。その日の詢子は、次の現場まで空いてしまった時間を、その喫茶店で過ごすことにした。それが、初めて城塚翡翠の姿を見たときのことだった。平日の昼間だったから混雑はそれほどでもないけれど、もし客でごった返していたとしても、彼女の姿はよく目立ったことだろう。詢子が店内に入ってすぐ、翡翠の姿は自分の視線を自然と引き寄せた。

　翡翠は窓辺に近い席で、ひとりケーキを食べていた。入念に手入れをされているのだろうウェーブを描いた巻き髪と、春らしくふんわりとしたスカート。色白の肌と整った顔立ちを彩いろどるナチュラルなメイクが相あい俟まって、ゆるふわ美人という言葉がこれほど似合う存在はないだろう。年齢は、たぶん、二十五かそれくらい。所作や姿勢の美しさ、そしてメイクや髪の手入れ具合を見るに、美容への関心の高さなどが窺える。詢子は仕事柄がら、タレントやモデルの写真を撮影することが多い。きっと業界人に違いないだろうと考えた。女優かモデルだろうか。だが、詢子にはまったく記憶にない顔立ちだ。何者だろう？

　彼女が紅茶を飲んでいる姿は、麗うららかな春の陽ひ射ざしに照らされ、まるでそこだけ別世界のように美しい一枚の構図を形成していた。窓から射さし込こむ逆光が彼女の存在を特別なものに浮き立たせている。シチュエーションは抜群だ。良いポートレートが撮れるに違いないと考えて、詢子はカメラを構えたい欲求を堪えながら、少し離れた席で彼女の様子を観察していた。モデルが良すぎるのも考えもので、誰が撮っても優れた一枚になってしまうに違いない。そんな中でも個性を出すにはどうしたらいいだろうか。ついつい、そんなことを考えてしまっていた。

　彼女はどこかしらアンニュイな表情を浮かべていた。ケーキを一欠片頰ほお張ばると、見ているこちらにもその美お味いしさが伝わるくらい幸福そうに微笑ほほえみを零こぼすのに、そのすぐあとには物もの憂うげな顔をして、小さな溜ため息いきを零しながら窓の外の景色に眼を向けている。一人きりだというのに、その複雑な表情の変化にも、どこか引き込まれるようなものがあった。

　あまりじろじろと眺めるのも失礼だったので、パソコンを広げてメールを返したり、仕事で撮影した風景写真の選別を行うなどしながら、詢子はコーヒーを啜すすっていた。三十分ほどして作業が一段落したとき、おやと思った。既にケーキを食べ終えている窓辺の彼女が、手にした文庫本に眼を落としていたのだ。その表紙に馴な染じみがあり、しかもそのタイトルが、それを読んでいる女性が醸し出す雰囲気からすると、少々意外なものに思えたからだ。

　それは、いわゆる本格ミステリと呼ばれるジャンルの小説だった。日本の作家が書いた作品で、マニアからの評価は極めて高いのだが、一般層にはまるで評価されていないし、そもそもタイトルすら知られていないような、そんなシリーズの三作目なのである。どうして詢子が知っているかといえば、詢子自身が本格ミステリを好んで読んでいる愛好家だからだった。偏見かもしれないが、窓辺で読書をしているゆるふわ美人が読むような本ではない。ひどくミスマッチしたタイトルを熱心に読んでいるところに、詢子が抱く興味は限界を迎えた。幸いなことに、他にも声をかけるきっかけを見つけていたので、詢子は席を立って彼女の元に近付いた。

「あの」

　最初、彼女は大きな瞳ひとみをこちらに向けて、一瞬だけ警戒の色が混じった表情を見せた。詢子は微笑みかけながら、囁ささやくように言う。

「髪に、クリームが付いていますよ」

　ケーキを食べているときに付いたのだろう。胸元に零れたダークブラウンの巻き髪の先端に、ほんの僅わずかなクリームが付着していた。

「わ、ありがとうございます」

　自分でもそれに気づいたのだろう。彼女は眼を丸くすると、慌てた様子でテーブル上の紙ナプキンに手を伸ばした。だが、よほど慌てたのか、その手が水の入っていたコップに当たり、中身をひっくり返してしまう。

「ひぎゃっ！」

　可愛くない声を上げながら、慌てて椅子を引く音が鳴る。零れた液体がテーブルを濡ぬらしていくのを見て、立ち尽くしたままなにかを探すようにわたわたと手が動いた。どうやら、ずいぶんとおっちょこちょいらしい。詢子は笑いを堪えながら、近くにあったカウンターから布ふ巾きんを持ってきた。それでテーブルを拭ふいてやる。店員も近くに来てくれたが、コップの水は少量だったので、手伝ってもらうほどでもない。水を吸って濡れた布巾を渡して、新しい水を持ってきてくれるようにお願いした。

　てきぱきと動く詢子を呆ぼう然ぜんと見つめて、女性がおずおずと言う。

「ありがとうございます」

「服は濡れませんでした？」

「だ、大丈夫です。すみません。わたしったら……。お恥ずかしい」

　頰を冷ますように、ぱたぱたと片手で顔を扇あおぐ仕草が、若い女性にありがちではあったが、よく似合っていると思えた。彼女は頰を赤くしながら、髪の先に付いていた生クリームを紙ナプキンで拭ぬぐった。詢子は、彼女がテーブルに置いた本を示して言う。

「メルヴィール、好きなんですか？」

　あえてタイトルではなく、作中に登場する探偵役の名前を口にする。それは読んだ人間にしかわからない類たぐいの情報だったからだ。

　彼女は大きな瞳を、更に見開いた。

「この作品を、ご存知なのですか？」

「ええ、ミステリが好きなの」

「わたしもです！」思いのほか、勢い込んで言われてしまう。「まさかこんなところで同好の士が見つかるなんて」

　どうやら、世の中には本格ミステリを愛するゆるふわ美人というのが存在するらしい。世界はまだまだ広いものだなと思いながら、詢子は言った。

「ねぇ、良かったら少しお話しできません？　次の仕事まで、時間が空いちゃって」

　同性だったし、同好の士というのが効いたのだろうか。こういうとき、詢子はまず名刺を取り出すのだが、その必要もなく彼女は了承してくれた。二人して同じテーブルに腰を落ち着けると、互いに名乗り合った。

「ジョウヅカって、どういう字を書くの？」

「ええと」彼女は眉まゆ根ねを寄せると、どうしてか躊躇いがちに言った。「その、ノイシュヴァンシュタイン城の城に、宝たから塚づか歌か劇げき団だんの塚つかです」

　なんとも愉快な伝え方で、詢子は笑ってしまった。そんな表現をする当人の方も、気恥ずかしげにしている。

「す、すみません、いつもこういう伝え方をしているもので。ヘンですよね」

「ううん。わかりやすくていいじゃない」

「ジュンコさんは、どういう字を書かれるんです？」

「あたしは難しいかも。言ごん偏べんに、今が旬しゅんとかの旬を付けて詢子。あ、待って、名刺が……」

　鞄かばんを開いて名刺入れを探すが、すぐに見つかってくれない。鞄の中でカメラのストラップが絡まっているせいだ。だが、それを取り出す必要もなく、相手は理解してくれたようだった。

「あ、わかります。珍しい字ですね。確か、推し測るとか、訊たずねるといった意味でしょう？」

「そうそう。よくわかるね。国語に強いの？」

　いつも初対面ではなかなか伝わりづらいので、驚いてしまった。苗みょう字じの方も、訊かれなかったということは伝わったのだろう。詢子は鞄の中を探るのをやめて、相手をしげしげと眺めた。

「そういうわけでは」照れくさそうに笑って、翡翠は唇くちびるを尖とがらせる。「人前で漢字を書いたりすると、書き順がめちゃくちゃだと言われて、いつも同居人に怒られます」

　最初は人見知りする性格なのかもしれないと思ったのだが、どうもそれは詢子の勘違いだったらしく、すぐに打ち解けることができた。共通の話題があるというのが大きかっただろう。去年のミステリ関係のランキングは、愛好家たちの間では激戦と呼ばれるものだったので、自然とその話で盛り上がったのだ。その流れで、去年のマイベストはなんだったかで激論を交かわしてしまう。翡翠はランキング外ではあったが、一部から評価の高い新人作家のデビュー作を推していた。

「多くの人に読まれていれば、一位を獲とっていても不思議ではない作品です。ミステリ関係のランキングが抱かかえている問題ですが、無名作家の作品は話題になる前ですと、読む人が少なく得票数も少なくなりがちです。あまり読まれていなかったのが惜おしまれます」

　ほんとうに悔くやしそうに、そう言われてしまう。やはり彼女は相当のマニアらしいことが窺える。推理小説のことを、「ミステリー」と呼ぶか、「ミステリ」と呼ぶかで、だいたい把握できるというものだ。それに、そう語った彼女はとても早口だった。好きな話題になると早口になってしまうという、オタク特有のわかりやすい現象だ。その様子がなんだか可愛らしくて、詢子は微笑ましい気持ちで笑ってしまう。

「本当に好きなのね。なんか、ちょっと意外で驚いちゃった」

「どうしてです？」

「あなたみたいな雰囲気の女性で、本格が好きっていう人は稀まれじゃない？」

　うまく表現しづらいが、丸の内や六本木で人生を謳おう歌かしていそうな女性だ。まるで似合わないのだが、そのギャップがなんだか面白い。

「それは偏見というものです」案の定、翡翠は頰を膨ふくらませて抗議した。やはり、仕草と表情が目まぐるしく、見ていて飽きない。「誰であろうと本格ミステリを愛する資格はあります」

「確かに、それは違いないわね。ミステリに偏見や思い込みは禁物だった」詢子がおどけて言うと、翡翠はくすっと笑みを零した。「あ、ねぇ、それじゃ、ハマった切っ掛けはなんなの？」

「例によって例の如ごとくですが、ホームズです」

「子どもの頃に読んだとか？」

「はい。最初は、弟の方がのめり込んでいたんです。わたしはあまり興味を持たなかったのですが、彼からホームズの活躍を聞かされていくうちに、徐々に気になってしまって。それから、紆う余よ曲きょく折せつあって、日本の本格ミステリに辿たどり着つきました」

　詢子は翡翠の話に少しだけ親しみを覚えた。

　詢子もまた同じように、ミステリを読み始めたきっかけが、妹にあったからだ。

　莉帆もミステリが好きだった。それほど熱心だったわけではないだろうし、本格とそうでないものの違いもよくわからなかったのだろうけれど、面白い本を読んでは眼を輝かせて、詢子にも読んでほしいと勧めてきたものだった。いつしか、詢子の方が深く沼にハマるようになったけれど、本を貸し借りして、互いに感想を語り合う時間は、他のなににも代え難がたいものだった。

　それは、もう取り戻せない時間だ。

「姉弟で同じものを読むなんて、素敵ね」

「そうですね」翡翠は睫まつ毛げを落として言う。「なかなか、趣味を共有できる相手って、見つけられないものですから」

「特にミステリは、読んだもの同士じゃないと、語れないことが多すぎる」

「ええ、その通りです」

　ぱっと眼を輝かせて、翡翠が前のめりになる。

「そうだ。詢子さん、もちろんこれの前作はお読みになってますよね？　あのメイントリックはどうでした？」

　そんな感じで、探偵メルヴィールの二作目について、大いに盛り上がってしまった。ちょうど、二作目を再読したばかりで、記憶が鮮明だったことも拍車をかけたのだろう。

　もちろん、このときには、既に詢子は藤島花音の殺害を計画していた。まさか目の前の女性をアリバイ証人に仕立てようとは微塵も考えていなかったが、殺害計画の参考になればと様々なミステリを読み返していた時期だったのだ。

　詢子が探していたのは、現実的な範囲で行えるアリバイトリックだった。腐敗を遅らせるために死体を冷却し、死亡推定時刻を一日ずらして誤認させるという、よくある類のものではあったが、その痕こん跡せきを残さない手法となると、なかなか限られてくる。メルヴィール二作目で使われているサブトリックにも似たようなものがあったので、参考にならないかと思ったのだ。荒こう唐とう無む稽けいな部分もあるが、死亡推定時刻を遅らせるためのあるアイテムを、時間経過と共に浴槽の排水溝で自動的に処理するというアイデアが、使える可能性がある。

　眼の前の女性は、まさか詢子が人殺しを計画しているなんて想像もできないに違いない。

　ひとしきり盛り上がり、ついには互いに連絡先を交換してしまった。

　翡翠はスマートフォンの画面を見て、時間の経過に気づいたのか、ばつが悪そうな表情を見せて、小さく首を傾かしげる。

「お時間、大丈夫でしたでしょうか？」

　不安そうにされてしまったので、相手を安堵させるつもりで詢子は笑った。

「大丈夫よ。あと十分くらいは暇を潰つぶさないといけないから」

「お気き遣づかいいただいてありがとうございます」彼女はぺこりと頭を下げた。「すみません、ひとりでぺらぺらと喋しゃべってしまって」

　少しばかり圧倒されてしまったが、詢子にとっても、こうした話をする機会は久しぶりで、楽しい時間だった。なにより、表情豊かに話す彼女は笑顔が絶えることなく、見ていて飽きない。

「久しぶりにミステリの話ができて、すっごく楽しかったです。おかげで、気分が晴れました」

「そういえば、ちょっと物憂げな顔をしてケーキを食べてたわね」

「そうでした？」

「そう。なんだか気になって、様子を窺っちゃったの。生クリームを髪に付けたまま気づかないみたいだったし」

「うう、お恥ずかしい……」

　少しだけいじわるなことを言ってしまったが、初対面であっても、そんなふうにからかってみたくなるような雰囲気がある。

「あれは、たぶん、カメラを構えて、ケーキを美味しく撮るためのアングルを探っていたせいだと思います。それで、いつの間にか……」

「ああ、なるほど。よくわかるわ」

　彼女が話しているのはスマホのカメラのことだろうが、ファインダーを覗くと周囲が見えなくなるのは、仕事をしている上でも強く実感している。夢中になってカメラを構えていたせいで転びかけたり、人にぶつかりそうになったことは一度や二度ではない。

「それにしても、そんなふうに顔に出るなんて、ダメですね」

「なにか嫌なことでもあったの？」

　訊いてみると、翡翠は唇を曲げて、ふるふるとかぶりを振った。

「大したことではありません。ただ、同居人と少し喧けん嘩かをしたのです。それで家に居づらくなってしまって」

「同居人って、彼氏？」

　翡翠はきょとんとした。

「いいえ」ぱちくりと瞬きをしてから、くすっと吹き出す。「彼氏はいません。わたし、男運が、信じられないくらいに悪いので……、いつもいつも騙だまされるのです」

　頰に手を当てながら、はぁと溜息を漏らす。

　どう見ても男に困らなそうに見えるが、そんな女性にも悩みはあるものなのかもしれない。これまで、よほど悪い男に引っかかってきたのだろう。こういう、可愛らしくて優しげな美人ほど、ろくでもない男に騙されるものなのである。

「じゃあ、同居人って？」

「女性ですよ。あ、でも、詢子さんが考えているような関係ではありません」

「ルームシェアとか？」

「違います。ううーん。彼女のことを、うまく説明するのは難しいですね……」

　翡翠は首を傾げて、小さく眉根を寄せた。

「友達じゃないの？」

「友達というのも、ちょっと……。わたしはともかく、相手がどう思っているかは……」

　友達でも恋人でもない相手と同居しているというのは、どういうシチュエーションだろう。

「一言で説明すると……、住み込みの家政婦さん、でしょうか……」

　自信なさげにそう説明されてしまった。

「え、家政婦さんがいるの？」

「ええ、きちんと報酬を支払った上で、掃除や洗濯、食事の世話まで、すべてしていただいています。なので、友達というのとは、ちょっと違うのかもしれません。家政婦というのも、正しい表現ではないのですが」

「その家政婦さんと、喧嘩？」

「ううーん」彼女は困ったように眉根を寄せた。「わたしのことを考えて、してくれたのだというのはわかっているんです。喧嘩というより、わたしが一方的に悪いのかもしれませんね」

　それから、彼女は視線を逸そらして大きく溜息をこぼした。

「城塚さんって……、どこかのお嬢様？」

「いいえ。詢子さんが想像されているような人間ではありませんよ」

「じゃあ、なんの仕事をしているか訊いていい？」

「なんの仕事をしていると思います？」

「芸能関係？」

「違います」

「え、そうなの？　お天気キャスターとか、そういうのかと思った」

「それは光栄ですが、残念ながら違います」

　雰囲気がぴったり合っていると思うのだが、くすくす笑って否定されてしまう。

「ううーん、でも、普通のＯＬじゃないでしょ？」

「会社勤めはしていません。数年前に、組織の中というのは自分に合わないのだと痛感したところなのです」

「それで独立した感じ？　あ、じゃあ、クリエイター方面でしょ？　ハンドメイドでなにか作ってたり？」

「いいえ。絶対に当てられないと思いますよ」

「そうなると……」

「わたしも、詢子さんのご職業を当てていいですか？」

「いいけれど、あたしのも難しいよ」

「芸術方面ですね？」

　いきなり核心を突かれて、詢子は驚いた。

　しかし表情に出さないようにして、笑顔を保たもったまま、翡翠を見返す。

　翡翠はこちらを覗き込むような眼まな差ざしで、詢子を見ている。

　その大きな瞳は、明るい茶色でとてもキュートだ。

　ぱちくりと、瞳が瞬まばたく。

　その唇が、優しげに笑った。

「わかりました。カメラを構えるお仕事だと思います。芸術方面というのが当たっているのなら、ジャーナリストの類ではなく……、写真家さんではないですか？」

　詢子は、驚きを隠せずに声を漏らす。

「え、どうして……」

「わたし、こういう仕事をしているんです」

　翡翠が、ハンドバッグから一枚の名刺を取り出す。

　詢子はそこに書かれている文字に眼を落とした。

　スピリチュアル・カウンセラー。城塚翡翠。

「スピリチュアル……？」

「昔から、勘が鋭いんです。なので、それを仕事に活いかしています」

「スピリチュアルって……、えっと、幽霊とか、占いとか、そういう方面の？」

　怖々と訊くと、どうしてか翡翠は、なにかにはっと気づいたような表情を見せた。一瞬だけ顔を顰しかめると、小さな声で言う。

「その……、幽霊に限らず、人間関係や恋愛などに悩んでいる方に幅広く助言をしています。決して怪しいものではなくてですね、ええと、手相占いとか、風水みたいなものです。壺つぼを買わせたり、食や医療に口を出したりもしないので、安心してくださると……」

　そうは言われても、めちゃくちゃ怪しい。流石さすがにこれには虚を突かれてしまった。そういう類の人間と関かかわったことがないので、どういう反応を見せるのが正解なのかわからない。

「ええと……、もしかして、写真家さんというのは外れちゃいました？」

「いや、当たってるんだけれど……」

　詢子は、先ほどまで自分が座っていた席の方へ、一瞬だけ眼を向ける。

　翡翠が自分の職業を当てられるはずがない。詢子は顔を出して活躍しているわけではないし、業界人ならともかくとして、一般層に認知されているようなフォトグラファーでもない。写真集だって個展のために作ったことがある程度で、書店に流通しているようなものもないのだ。可能性があるとしたら、先ほどの席に座って仕事をしていたとき、風景写真を選別する作業を覗き見られたことくらいだろうか。だが、翡翠が座っていた席の位置からは、詢子の作業を覗き見ることは不可能だろう。

　だとしたら、どうやって？

「そういうのは、あまり信じていませんか？」

　詢子の様子を見て、翡翠は小さく首を傾げた。

「本格ミステリを嗜たしなむ人間としてはね」

「至極ごもっともです」

　降参を示すように、翡翠は頭頂部が見えるほど深く頭を下げた。それから、すぐに顔を上げて悪戯いたずらっぽく笑う。

「でも、この世には不思議なことなど、いくらでもあるのですよ、詢子さん」

　どこかの名探偵とは真逆の台詞せりふで、詢子は吹き出してしまう。

「なるほど？　でも、こういう職業の人とは初めて会うなぁ……」

　詢子は渡された名刺と、翡翠の顔を交互に眺める。

　スピリチュアル・カウンセラーというのが、具体的にどういう仕事なのか詢子にはわからない。少なくとも真っ当な仕事ではなさそうだ。だが、翡翠が着ている服や時計、鞄などを見る限り、かなり生活に余裕のある人物であることがわかる。家政婦を雇っているということからも、よほど実家が裕福でない限り、稼ぎはいいのかもしれない。そういえば未いまだにテレビにもそういう人たちが出ているのを見かけたりするし、撮影を担当したモデルから、番組で占い師に見てもらったことが当たったという話も聞いたから、意外と需要はあるのかもしれない。

　ふと気づくと、翡翠は不安げな表情をして詢子を見ていた。

「どうかした？」

「いえ」彼女は静かにかぶりを振った。「すみません。調子に乗ってしまいました。その……、ええと……、わたしの仕事の話を聞くと、皆さん、引いてしまいますので」

「ああ、まぁ、確かにびっくりする」

　こちらから声をかけたのでなければ、かなり警戒したかもしれない。興味が湧わくのは、同性だし、ミステリの話で盛り上がったことが大きいだろう。

「せっかくミステリのお話を楽しくできたのに、水を差すようなことをしてしまいました。つい、いつものくせで……」

「いつものくせって？」

「ええと」翡翠はちらりと天井を一いち瞥べつした。「この仕事の肩書きは、男性を追い払うのには効果的なんです」

「なるほど」

　詢子は笑ったが、翡翠はまだ不安そうな顔をしていた。

　せっかく同好の士が出来たというのに、相手に警戒されてしまう行動を取ってしまい、後悔しているのかもしれない。詢子にも、調子に乗りすぎて相手との距離を測り間違えてしまった経験がある。翡翠が素直に自分の仕事を答えなかったのは、そこに原因があるのかもしれない。相手に距離を置かれてしまうことが多くて、言いたくなかったのだろう。

「そんな顔しないで。せっかく取り戻した笑顔が台無しよ」

　詢子がそう言うと、翡翠は泣いているような、笑っているような、中ちゅう途と半はん端ぱな表情を見せた。

　上目遣いの瞳が、まるで幼おさない子どもが母親の反応を窺うように、こちらを見ている。

　莉帆に似ている、と思った。

　顔立ちはまったく似ていないというのに、どうしてだろう。

　自分に𠮟しかられるのを待っているときの妹が、そんな眼をしていたのを思い返す。

　なんて多様な表情を見せる人だろう。

　詢子がこの謎なぞめいた女性に抱く興味は、とっくに限界を超えていた。

「ねぇ、城塚さん、お願いがあるんだけれど」

「なんでしょう？」

　翡翠は不思議そうに首を傾げた。

「今度、写真のモデルになってくれない？」



　　　　　＊



　早朝に叩たたき起こされたせいで、当然ながら千ち和わ崎さき真まことは不機嫌だった。

　よりによって、普段は朝に弱い相手に起こされるというのが、なんとも腹立たしい。

　最初は、火事かなにかかと思って心臓が止まる思いでベッドから跳ね起きてしまった。地鳴りか、雷か、消防車のサイレンか。騒々しい異音の正体は、城塚翡翠が鳴らしているフライパンだった。真の寝室に侵入した翡翠が、笑顔のままフライパンをおたまで打ち鳴らしているのである。

　寝室の鍵かぎは掛かっていなかったので、容易たやすく侵入できたのだろう。この高級タワーマンションに抱いている不満点の一つは、寝室を施錠できない点だった。雇い主に住まわせてもらっている身分なので我慢はしているのだが、真にはプライバシーが保証されている空間がないのである。もっとも、たとえ鍵が掛かっていようが、この雇い主なら巧たくみな手さばきで解錠しかねないが。

「びっくりした……」

　ベッドの上で半身を起こしたまま、どきどきと脈打つ心臓に手を置く。

　真は眼をしばたたかせながら、寝室の入り口に佇んでいる翡翠を見み遣やった。

　翡翠は調理器具を顔の横に構えて、ちろりと舌を覗かせる。

「ふふふ、ドッキリテヘペロ大成功です」

　イラッとして、真は傍かたわらの枕まくらを無言で翡翠に投げつけた。

「ぎゃっ」

　手元が狂って顔面に直撃してしまい、不細工な悲鳴が上がる。

「あ、ごめん」

　翡翠は調理器具を持ったまま、時間差で顔面から落下した枕を器用に抱えてみせた。

　そのまま、不服そうに唇を尖らせて言う。

「もう、真ちゃんは、どうしてそうやってすぐ暴力に訴えてくるんですか！」

　意外と力が入り過ぎていたのか、翡翠の鼻が微かに赤くなっている気がした。

「いや、なんか今なら、暴力ですべてを解決できる気分だったから」

　一瞬だけ殺人犯の気持ちが理解できてしまった気がする。どんな人間も寝起きは機嫌が悪くなるというものだ。というか、そんな方法で起こす方が悪くないか？

　いったいなんなんだそれは、という視線を察したのかどうか、翡翠はふふんと鼻を鳴らしてフライパンを構えた。

「この起こし方、一度やってみたかったんですよ。寝ている子どもを起こす日本のお母さんといえば、これでしょう？」

「どっちかっていうと……」

　母親のように誰かさんの面倒を見てやっているのは自分の方ではなかろうか、と思ったものの、やれ規格外の給料を支払っているだの、また面倒なことを言われそうなので、真は言葉を飲み込んでおいた。

　このふざけた人間と暮らしていると、驚きが尽きない日々を送らざるを得ない。まさか、こんなアニメでしか見たことのない起こし方をされるとは夢にも思わなかった。きっとフィクションで得た知識なのだろう。世の中の母親は、実際にはそんな起こし方をしないのだと教えてやる必要があるかもしれない。翡翠はいわゆる平凡な両親に育てられていないらしく、ときどきこうして偏った知識で妙な振る舞いをすることがある。

　お陰かげ様さまで、退屈はしないがひどく疲れる。

　もう少し眠りたかったな……。

　城塚翡翠はこちらに近付いてくると、抱えていた枕を真のベッドに落とした。

「ていうか、なんなの。まだ予定の時間よりだいぶ早くない？　まさか事件の呼び出し？」

　真はサイドテーブルに置いていたスマートフォンの時刻を確認した。六時前。まだ早朝だ。翡翠が出かける日だというのは聞かされていたが、予定より二時間以上も余裕があった。となると、緊急の用件だろうか？　そもそも城塚翡翠はたまらなく朝に弱い。真より早起きすることなどあり得ないのだ。ときおり警察から事件の呼び出しを受けて、早朝に活動する必要性に迫られることもあるけれど、その窓口になるのは真の方である。つまり、真が警察の人間からの電話を受けて、どうにか苦労して翡翠を叩き起こす羽目になる。今日のパターンはそれには当あて嵌はまらない。

　翡翠は気恥ずかしげに視線を落とすと、フライパンを手に身体を揺らしながら言う。

「ええと、実は……、その、なんだか緊張して早くに目が醒さめてしまいまして」

「遠足前の子どもか」

　ここのところの城塚翡翠はおかしい。いや、もともと存在自体がおかしな人間なのだが、それに拍車を掛けて浮き足立っている。もっとも、原因ははっきりしていた。

　ミステリを愛好する、友達ができたのだという。

　彼女に友人ができるとは、極めて珍しいことだ。

　ことの始まりは、二週間ほど前にあった真と翡翠の喧嘩だった。

　いや、あれを喧嘩と表現するのが正しいのかはよくわからない。翡翠の方が理不尽にも勝手に腹を立てていただけだ。あの日、真はそれなりに高級なアイスクリームメーカーを使って、アイスクリーム製作に勤いそしんでいた。以前、ホテルで食べたアイスクリームがとても美味しかったので、自分でその味を再現できないかと悪戦苦闘していたのである。そして、とうとう満足のできる一品に仕上げることができたので、お披露目をすることにした。もちろん、実験対象は城塚翡翠だ。真にねだられ、アイスクリームメーカーを買ったのは翡翠だったので、いったいどんなアイスが出てくるのかと、彼女は眼を輝かせてテーブルに着いていた。

「とうとう真ちゃんのアイスが食べられるんですね。あれを買ってあげたものの、なかなかアイスを食べさせてくれないから、もうずぅーっと心待ちにしていたんですよ」

　テーブルに着いた翡翠は子どものように肩を跳ねさせている。

　にっこにこである。

「いや、たんに作るだけなら簡単だけれど、ちゃんとした味にしたかったんだよね」

　それとは別に、ここのところ忙しさが続いていたのも要因の一つだった。あまりないことなのだが、真が続けている副業──、つまり私立探偵業の方に依頼があったのだ。探偵といっても、どこかの誰かさんとは違って、殺人事件を解決することは滅めっ多たにない。主に女性を顧客として、ストーカー被害や厄介事の問題解決を請け負っている。翡翠に半ば強引に雇われてからは本腰を入れられず、開店休業しているようなものだけれど、ときどき伝つ手てを頼って相談してくる依頼人もいて、無下にはできない。翡翠も構わないと言ってくれるので、そちらの仕事に精を出していたのだ。それでアイスクリーム作りの挑戦が遅延してしまっていた。

　ともあれ、真は完成したアイスクリームを皿に載せて、翡翠に提供した。

「うわぁ、抹茶アイスですか？　わたし、抹茶は苦手ですけれど、不思議なことにアイスクリームならなんの問題もなく食べられるんですよね。そう、アイスクリームはすべてを解決してくれます。これは世界に平和をもたらす食べ物ですよ。色合いもとっても素敵で、流石さすがは真ちゃん、もう見た目だけで美味しそうです」

　うきうきとした声でスプーンを手に取り、翡翠が満足そうに微笑んだ。

「自慢の一品だからね。召し上がれ」

「いただきまぁす」

　満面の笑みを浮かべながら、スプーンでなだらかな緑の丘の表面を削り取り、ぱくりと口に放り込む。ほっぺたが落ちるくらいの感激があったのか、翡翠は片手でその白い頰を押さえた。そのまま、「ひぅぅん」という奇妙な恍こう惚こつの声を漏らしていたが、やがてその笑顔が凍こおり付つき、徐々に顔色が青ざめていった。

「べぷっ！」

「うわ、汚ッ！」

　翡翠が口の中にあるものを躊ちゅう躇ちょなく吐き出したのだ。

　そのまま、げほげほと咳せき込こむと、涙目になって顔を上げた。

「にっが！　にっが！　なんです、これは!?」

「なにってケールアイスだけれど」

「ケールアイス」

　不思議な言葉でも聞いたかのように、目め尻じりに涙を浮かべて、その単語を繰り返す。

「あんた、ぜんぜん野菜食べないでしょ？　こういうアイスにしてあげたら、食べられるようになるんじゃないかなって思って」

「ケールアイス？」

　天地がひっくり返ったような声を出して、翡翠が天井を仰ぐ。

「そう。けっこう美味しいでしょう？」

「ケールアイス！」

　翡翠はそう叫ぶと、また咳き込んだ。それから残酷な仕打ちを受けたかのように、両手で顔を覆おおうと、絶望したみたく言葉を繰り返す。「ケールアイス……」

「緑色してるからって、抹茶アイスとは限らないでしょ。名探偵様ともあろうものが、そんな先入観に騙されちゃった？」

　翡翠はこちらに目を向けていないが、真は自分が付けているエプロンを示した。「やさいもたべろ」という文字が野菜を模もした愛らしいキャラクターたちとともにプリントされている。真が愛用しているＴシャツメーカーのものである。巧妙な伏線に、名探偵は気づけなかったらしい。

「どうして……。どうして、こんな酷いことを……」顔を覆ったまま、翡翠は泣き崩れるかのようにテーブルに額を付ける。「美味しいアイスが食べられるって、ずっと楽しみにしていたのに、どうして……」

「美味しいと思うんだけれどなぁ」

「苦いですよっ！」

　顔を上げた翡翠に唸うなられる。

　目尻に浮かんだ涙は、メイクが滲にじむほどだった。

「だいたい、真ちゃん！　この前もケール入りのオレンジジュースを、ぜんぜん苦くなくてオレンジの味しかしないから飲んでみなさいって、わたしを騙したじゃないですか！」

「いや、あれは、だってほんとうにオレンジジュースの味しかしなかったでしょ？」

「めちゃくちゃ苦かったですっ！」

「ううーん、おかしいなぁ」

「アイスクリームにこんなおぞましいものを混ぜるなんて冒ぼう瀆とく！　鬼畜の為なせる業です！」

「あんただって、わたしの珈コー琲ヒーに馬ば鹿かみたいに砂糖を入れるでしょ。あれこそ味オンチの所業じゃない。味覚がおかしいんじゃないの？」

「わたしの味覚がおかしい？」

「あんたわたしが来る前は、毎日ごはんにレモンポン酢かけて食べてたんでしょう。おかしいじゃん」

「どこがですかっ！」

「そんなよくわからないもの毎日食べてるから、味オンチになるんだよ」

「あれのよさがわからないなんて失礼な！　わたしは味オンチなんかじゃありませんっ！　だいたい真ちゃんは、わたしに美味しい料理を作るのがお仕事でしょう！　こんな、抹茶アイスと誤認させるようなやり方は、叙述トリックを仕掛けて悦に入るミステリ作家よりも陰湿ですよ！　雇い主の好みに合わせるのも仕事のうちじゃないですかっ！」

「あそう。ご主人様、そんなに嫌ならクビにしたらどうですか？」

「もういいです！」

　一瞬だけ唸ったあと、なにがもういいのか、翡翠は椅子を鳴らして立ち上がり、すたすたとリビングを出ていってしまった。部屋に閉じこもるのかと思って真が片付けをしていると、暫くして彼女が自室から出てくる。真に挨あい拶さつもなく、彼女は玄関の方へと向かった。仕方なく、真は廊下から顔を覗かせて彼女に声をかけてやる。

「どこ行くの？」

「友達のところです」

　くすんと鼻を鳴らして、パンプスに爪つま先さきを押し込んでいる。

「ふうん。急に会ってくれる友達なんて、いるんだ」

「失礼な！　わたしにだって友達はたくさんいますよ！」

　小さく声を荒らげて、翡翠は玄関を出ていってしまう。

　こんなふうに突然出て行かれるのはあまりないことなので、数時間ほど気を揉もみながら時を過ごしていた。確かに、抹茶アイスに見せかけたのはいじわるだったかもしれない。いつも反応が面白いから、ついつい意地悪をしてしまいたくなるのだ。少しばかり反省していると、翡翠は夕方になって戻ってきた。どうせ気まずそうな顔をして帰ってくるのだろうと考えていたけれど、これが見込み違いだった。城塚翡翠は満面の笑みだったのである。

「真ちゃん。わたしにも友達ができましたよ」

　そんなことをドヤ顔で報告されても。

　ともかく、その新しい友人というのが、江刺詢子だった。

　これにはひどく驚いた。

「まさか友達を作って帰ってくるとは」

　あんたに友達ができるとはね、という言葉を真は辛うじて飲み込んだ。

　男は簡単に騙されてしまうのだが、女というのは女の裏の顔を容易く見抜くもので、存在自体があざとい彼女とわざわざ親しくなろうとする女性は希け有うだろう。見た目だけは完かん璧ぺきなものだから、彼女は女性の嫉しっ妬とを買いやすい。そうでなくとも、中身は残念で面倒くさいやつだ。付き合いきれるのは自分くらいなものだろう。

「真ちゃん、知っていますか？　詢子さんはプロのフォトグラファーなんですよ？　その彼女がなんと……。わたしをモデルにして写真を撮りたいそうなんです！」

　そんなわけで、今日までの翡翠はひどく浮き足立っていた。プロに写真を撮影してもらえることより、ミステリを深く理解できる女友達と仲良くなれたことが嬉うれしかったようで、何度もその話題のメッセージをやり取りしているようだった。

　真はそこまでミステリに入れ込んでいないので、これまでもっぱら翡翠の話を黙って聞くだけだったから、話題が通じる相手ができたのが嬉しいのだろう。

　そして、いよいよ今日が、その写真撮影を行う日なのだ。

　それにしても、翡翠が写真撮影を承諾したというのは意外だった。なにせ自分を偽って他人を騙すことを商売にしているようなあくどい詐さ欺ぎ師しだから、写真を撮られるのは嫌いそうなものだ。彼女も多少は悩んだそうなのだが、あくまで江刺詢子の個人作品としての撮影らしく、それならばと、写真の公開は個展や個人誌などの掲載に限り、雑誌やネットなど不特定多数の人間への公開をしないという条件で承諾したらしかった。

　そんな厳しい条件を突き付けておきながら、当の本人の気合いの入れようといったらどうだろう。わざわざ早朝にフライパンで叩き起こしたのは（この表現はいささか語弊があるようにも思えるが）、真にヘアメイクをしてもらいたいからだという。もともと自分でするつもりだったようだが、念には念をと気が変わったらしい。手先が器用な翡翠は元よりメイクが上手だったが、それでも真がした方が仕上がりがいい。元々得意だったし、普段からメイクやネイルを翡翠に施してやるのが、自分の趣味の一つと言えなくもない。素材が良いので、自分にはできないことを実験するつもりで色々と遊べるのである。失敗しても相手が不ふ貞て腐くされるくらいなので実害はあまりない。

　個性的な起こされ方のせいで二度寝はできそうにないし、仕方なく真は城塚翡翠にメイクを施し、髪を整えてやった。腹立たしいことに、顔が良すぎるのでメイクなんて不要なのではとも思う。ご機嫌の彼女は、「好きなものをなんでも買ってあげますね」とにこにこしているが、金銭感覚が異常なので、その厚意を受け取るのには覚悟が必要だった。だいたい彼女の資産は出所が怪しすぎる。

　メイクやファッションに関しては、江刺詢子の方から既にアドバイスがあったようだ。屋外での撮影になるからそれほど濃いものにする必要はなく、普段と同じようにということだった。そのため、派手なカラーは入れず、リップが目立つ程度のナチュラルな雰囲気に寄せた。服装に関しても、どんな雰囲気が良いのか、写真付きのメッセージでやりとりをしていたらしい。まぁ、似たような服を無駄にたくさん持っているせいで、それでも時間ぎりぎりまで決めきれず、最終的には真が選んでやることになったのだけれど。

　完全武装を終える頃には二時間が経たっていたが、旅行に行くときなどもこんな感じの気合いの入れようなので、そういう意味ではあまりいつもと変わらないかもしれない。

「ふふふ、真ちゃん、どうですか？」

　大きな鏡の前で、くるりと一回転して、翡翠は真の方を見遣る。

　ボウタイのブラウスに、ややタイトめの花はな柄がらレーススカート。ふわりと巻かれた髪の合間からは、どうせ隠れてしまうのに、透明なシャボン玉を模したイヤリングがちらりと覗く。

　上品めで、いつもよりも大人っぽい雰囲気だ。

「はいはい。お可愛いこと」

「なんです、その棘とげのある言い方は。妙に腹が立ちますね」

　翡翠はふくれっ面を見せて抗議をしてくる。

　まぁ、我ながら良い仕上がりだと思う。

　見た目だけなら、普通にモデルとして活躍できるのではないだろうか。翡翠は自分にできる仕事がないとよく嘆いているけれど、これなら犯罪者にとっては優しい世界に近付くに違いない。性格に難がありすぎるので、優秀なマネージャーが必要かもしれないが、自分は御免である。

　茶色いコンタクトはいつもより瞳を大きく見せる効果があるのか、無邪気に輝く双眸は吸い込まれそうなほどだった。写真家が写真を撮りたくなる気持ちもわからなくはない。

　しかし、翡翠は友達ができたと言っていたけれど、相手はどう思っているのだろう？　翡翠は霊媒師の肩書きではなく、スピリチュアル・カウンセラーの名刺で自己紹介をしたそうだが、普通の人間だったらそんな名刺を受け取れば速攻で回れ右をする。そもそもは相手を追い払うことを目的に真が作らせた名刺なのだ。ただ素人の中に逸材を見つけたので、声をかけただけなのではないだろうか。友人関係を構築する距離感のイロハを、城塚翡翠が正しく理解できているのかどうか不安だ。たった一日で友達ができたと報告しに帰ってくるのは、小学生くらいまでではないだろうか。少しだけ心配になったけれど、落胆させてしまうのもなんなので、真はあえて黙っておくことにした。

「まぁ、事件に関係なく知り合いができるのは、いいことだね」

　玄関まで送り届けて、薄手のコートを羽織らせてやる。春ではあるが、今朝は少し肌寒い。江刺詢子は車で迎えに来てくれるというから、気温が上がっても邪魔にはならないだろう。

「ええ、わたしも久しぶりで、なんだかちょっとドキドキします」

　翡翠はこちらを振り返り、はにかんだ笑顔を見せる。

「あとは殺人事件に巻き込まれないことを祈るよ」

「もう、縁起でもないことを言わないでください」

　翡翠は笑いながら唇を尖らせ、真を小突く。

「行ってきますね」

「行ってらっしゃい」

　翡翠の姿が扉の向こうに消えていくのを見届けて、真は小さく肩を竦すくめる。

　どうだろう。

　旅行に出かければ、高確率で殺人事件に巻き込まれるような女である。

　楽しそうにしているし、なにごともなければ良いが──。

　さて、自分はどうするか。

　真にも、今日は副業の方の仕事があるので、それの準備に取りかかるとしよう。



　　　　　＊



「すごく面白かったけれど、一点だけロジックに不満点があったのよ」

「なんです？　あ、待ってください、当てます！」

「なに、そんなことまで当てられるの？」

「ずばり、犯人を特定したときの証拠ですね！」

「うわ、正解」

　江刺詢子は車を運転しながら、助手席に座っている城塚翡翠と、先日出たばかりのミステリに関する話題で盛り上がっていた。折良く、探偵メルヴィールシリーズの最新作が刊行されたのである。翡翠もすぐに読んだというので自然と話題はそれになる。女二人でドライブしながら話すようなことではないかもしれないけれど、普通はしないからこそ楽しいひとときだ。

　とはいえ、まさかこうして二度目に会ったとき、既に詢子が殺人者になっているだなんて、翡翠は考えてもいないだろう。まして、ミステリの話で盛り上がりながら、だ。

　詢子の方も、早朝の犯行や偽装工作がもたらす疲労を覗かせるわけにはいかない。

　もちろん、人を殺した手でカメラを構えることや、それをアリバイ作りに利用しようとしていることに多少の罪悪感がないわけではなかった。元より詢子は二週間前の時点では、城塚翡翠をこの計画に巻き込もうだなんて、欠片も考えていなかったのだ。本当は別の人物に証言してもらう予定だったのだが、藤島花音を殺害するためのスケジュールとなかなか嚙かみ合あわず、逆にぴたりと当て嵌めることができたのが、城塚翡翠だった。急に撮影をキャンセルされる懸念はあったが、一度しか会っておらず、ほとんど他人といっていい距離感にある彼女なら、アリバイを詐称していると警察に疑われることがないというメリットもあるだろう。他の懸念点は、彼女の職業がちょっと胡う散さん臭くさいものであるということだけれど。

「そう、あの証拠がね、残念だったの。わざわざ証拠を持ち去ってしまうなんて、それまで探偵を翻ほん弄ろうしていた犯人らしくない凡ミスに見えたわ。現場にあるはずのものがないなんて、探偵が疑問を抱くとっかかりになるのは当然のことでしょう？　あたしだったら、絶対に持ち去らなければならない理由がない限り、そのままにしておいたと思う。あれって、指紋を拭っておけば持ち去る必要なんてなかったじゃない。あとで死体の指紋を付けておけば、まったく不自然じゃないし」

「逆に言えば、どんなに巧妙な犯罪を企てる殺人者であっても、小さなミスをする可能性があるし、そこから悪事が露見するものなのだ、ということなのかもしれません」

　そう無邪気に笑う翡翠は、他人の車の運転に慣れていないのか、アシストグリップを摑んでいた。まさか隣にいるのが正真正銘の殺人犯だなんて、かけらも思ってもいないんだろうな、と詢子は笑う。

「あ──」少しの間を置いて、翡翠が含みのある声で言う。「詢子さん、もしかして……、人を殺した経験でもおありでした？」

「えっ」

　ぎょっとして、運転中にも拘かかわらず、助手席の彼女に顔を向けてしまう。

「もう、なによ、突然」

　詢子は取とり繕つくろうように笑う。

「いえ、その、だって」ふふふふ、と笑いを堪えるように、翡翠の方もいたずらっぽく笑い続けている。ジョークの一種か、と理解するまで少し時間がかかった。「だって、犯人の立場になって感情移入されていたようなので。つい、いじわるを」

　自分の冗談がツボに入ったのか、ひとしきり笑ったあと、目尻に涙を浮かべて翡翠が言う。なにも間違っていないせいで、ミステリマニアの冗談に必要以上に驚いてしまった詢子である。

「もう、それだけで人殺し呼ばわり？」なんだか楽しくなってしまって、詢子もおどけた口調で答えた。「なら、納得できる推理を披露してくれるんでしょうね。名探偵さん」

「ううーん」翡翠は首を傾げて唸る。「あ、ほら、そのままにしておいたと思う、と過去形を使われていましたでしょう。自分がこの先にそういう状況に陥おちいるかもしれないという想定ではなく、そういう状況に陥った過去を想定して、お話をされたからなのではないかなと」

「もう、とんちんかんな推理ねぇ」

「すみません。やっぱり名探偵のようにはいかないですね」

「あたりまえでしょう」

　二人でけらけらと笑ってしまう。

　自分の殺人のことは、まったく念頭にはなかった。確かに、早朝に犯行現場で様々な工作をしてきたばかりではあるけれど、単純に、作品を読み終えた自分にとっては過去の出来事だったわけだから、それに重ねて過去形を使っただけだ。とはいえ、妙に鋭いところがあると感じてしまうのは、スピリチュアル・カウンセラーの肩書きのせいだろうか。多少の霊感があって、普通の人より勘が鋭いだけだと本人は言っていたけれど……。

　なるべく意識から追いやっていたつもりではあるが、自分の殺人を意識してしまうと、微かに心臓の鼓動が早まっていくのを感じる。それを誤魔化すつもりではないが、翡翠がまだアシストグリップを握ったままなのに気づいて、詢子は話題を変えた。

「あ、ごめんなさいね。運転、荒かった？」

　翡翠は笑ってかぶりを振る。

「いいえ。くせなのです。普段、同居人の運転がとても荒いものなので。わたしが悲鳴を上げるのを面白がって、ギリギリまでスピードを出すんですよ」

「この前話してた、家政婦さんだっけ？　仲直りはできた？」

「はい。今朝もメイクを手伝ってもらいました」

　メイクや車の運転までしてくれる家政婦というのは、どんな存在なのだろう。金持ちが雇う家政婦というのは、そんなにも万能なのだろうか？

「あ、正確には家政婦ではありませんからね」

「じゃあ、なんなの？」

「そうですねぇ……」

　アシストグリップを摑んだまま、翡翠は首を傾げていた。

「たとえて言うなら……。わたしのワトソン、でしょうか」

「なによそれ」

　詢子の言葉に応こたえず、翡翠は機嫌良さそうにくすくすと笑っているだけだった。

　やはり謎めいたところが多く、それが彼女の魅力を引き立ててもいるのだろう。撮影を通して、いろいろと話を聞き出せたらいいなと思う。

　今回の撮影は、あくまで個人作品のための撮影で、仕事とは一切の関わりがない。詢子はときどき、主にポートレートを中心として作品撮影を行うことがある。その際にモデルになってもらうのは、今回のようにたまたま知り合って、「撮ってみたいな」と思える相手であることがほとんどだ。城塚翡翠に対しては、その外見の美しさよりも、謎めいた雰囲気がそうさせたのだろう。そんな欲求が強烈に湧き上がってしまって、たまらず声を掛けたのだ。

　目的地となる撮影場所は、千葉にあるオーデンセ自然公園だった。デンマークの雰囲気を模した土地には多様な花々と樹木が立ち並んでおり、それだけではなくアスレチックや動物たちと触れあえる広場もあって、テーマパークのようになっている。詢子は過去に何度も撮影で使っている経験があり、そこに城塚翡翠の持っているイメージも合っているような気がしたのだ。

　もちろん、いつものように直前のロケハンも欠かせない。時期によってどんな種類の花々が咲いているのかは違うし、なにより陽射しの角度が変わってくる。大きな機材やレフ板などは持ち込まないから、自然光だけが頼りだ。撮影したい写真のイメージに合う場所を探し、そこでベストな光を得られる時間を事前に確認してあった。

　休日で道が混んでいるせいもあり、到着は十時少し過ぎになってしまった。移動に一時間十五分ほどかかったことになる。もう少し早く現着できるスケジュールにした方が、撮影に余裕ができただろうけれど、計画との兼ね合いもあるから、こればかりは仕方がない。

「併設の駐車場はいつも混んでるから、有料の方に駐めるね。五分も歩かないから」

「はい。お任せします」

　公園が経営しているものではなく、無人の有料駐車場の方へ車を駐めた。たいていの人たちは公園の無料駐車場に駐めるが、そのせいであちらはこの時間だと混んでしまう。対して、こちらはまったく人気がない。公園の駐車場は十七時には閉まってしまうが、こちらは多少はお金がかかるものの制限はないので、ゆっくりできるのがメリットだ。車から降りると、翡翠はうんと背伸びをして、駐車場の周囲に視線を巡らせた。

「わ、何台か、キャンピングカーが駐まっていますね」

「近くにキャンプ場もあるのよ。あとでそっちに用事がある人たちじゃない？」

　詢子はラゲッジスペースを開けて、必要な機材が入っているリュックを取り出した。といっても、入っているのはカメラ一つに、予備のレンズが一つ、あとは着替えくらいなものだ。仕事での撮影とは違って、個人での撮影では詢子は身軽さを重視している。

「そうなんですね。キャンプ、憧れてしまいます」

「したことないの？」

　リュックを背負いながら聞いてみると、翡翠は顔を顰めて言った。

「はい。挑戦してみたいのですけれど、虫が……」

「苦手？」

「苦手ではありません。生理的に受け付けないのです」

「同じでしょ？」

「違いますよう」

　笑って言うと、翡翠は頰を膨らませた。だが、具体的になにがどう違うのかは説明がない。

　早朝は寒かったが、気温はかなり上昇してきたようだ。

「晴れて良かったわ。コートは要らないかも。車に置いていく？」

「そうしますね」

　公園の入り口は数ヵ所あるが、いちばん近い場所ならここから数分で着く。入場ゲートでチケットを買って手渡すと、翡翠はわざわざ入園料を支払おうとしてくれた。

「それくらい気にしないでいいわよ。特にお礼もできないんだし」

「でも」

「いい写真を撮らせてもらえるなら、それで充分」詢子は財布の中に半券を収めながら、思い出して言う。「それより、半券は持っててね。忘れ物はないと思うけれど、再入場に使えるから」

　入園して少し歩くと、広場の噴水の先、こんもりとした緑の丘の向こうに、特徴的な建造物が見えてきた。

「わぁ……、風車です！」

　感激の声が傍らから上がる。

　大きな風車が一基、丘の上に佇んでいる。丘に至るまでの道には舗石が敷き詰められた広場や噴水があり、古いデンマークの街並みを模しているせいか、童話的な景色が再現されていた。風車の羽は動いていないし、詢子にとっては見慣れたものだったけれど、日本では珍しい景色に違いなく、翡翠は目を輝かせている。

「詢子さん、行ってみてもいいですか？」

「もちろん、構わないけれど、シャッターを切られるのは覚悟しておいてね」

　どの場所を回るかは事前に決めてあったけれど、少しくらいなら観光ついでにスナップを撮影してもいいだろう。ころころと変わる彼女の表情をカメラに収めてみるのも楽しそうだ。

　その後の撮影も、順調に進んだ。

　最初は、鮮やかに咲き誇る花々が眼を惹ひく庭園を散歩しながら、シャッターを切った。詢子はあまり構図には固執しない。好きなように歩いてもらいながら、会話を重ねて表情を引き出し、その場に応じて適切なアングルを探していく。個人撮影の場合、相手はプロではないことが多いから、最初のうちは表情が硬くなりがちだ。だから最初は距離を取って会話を中心にし、さりげなく撮影を続けながら徐々に被写体に近付いていく。まずは心を解きほぐしながら、物理的にも心理的にも、距離を縮めなくてはならない。

　翡翠も最初は例にもれず表情が硬かった。照れてしまって、恥じらうような笑顔を見せてくれるし、それが魅力的ではあったが、そればかりではつまらない。もっと本心に迫るような表情が見られるようになれば、きっと良い作品に仕上がるだろうという確信があった。

「あまりこういうところには来たことない？」

「ううーん、そうですね。そのう、お恥ずかしい話なのですが、ご一緒してくれるような友人がいなくて」

「え、意外。そんなことないでしょ」

「そうでもないのです」

　まずはミステリの話だったり、こうした他愛たわいのない話を続けながら、なるべくカメラを意識しないように歩いてもらった。多種多様なトピアリーや花々に視線を向ける彼女の横顔にピントを合わせて、シャッターを切っていく。肌が白すぎるので、その透明感をレンズで正確に捉とらえることに少しだけ苦労した。カメラを向けられている翡翠は、困ったように眉根を寄せたまま、こちらをちらりと見遣る。

「詢子さん……。あの、いつになったら撮られるんですか？」

「え、ああ」

　詢子はファインダーから顔を離して苦笑する。

「実はずっと撮ってるよ」

「えっ」翡翠は眼を大きくした。「だって、なにも音がしてません」

「ミラーレスだからね。技術の進化で、今はぜんぜん音がしないのよ」

「なんということ……」

　きょろりと瞳を動かして驚く表情が面白かったので、詢子はひっそりとシャッターを切った。

　シャッターを切るときに大きな音が鳴る、というのはよくある先入観だろう。プロではない人にモデルを頼むと、こうして驚かれることが稀まれにある。そもそもシャッター音というのは、シャッターの動作音よりも、カメラの中に仕込まれている鏡が跳ね上がるときの音の方がより目立つものだ。だが、今は電子的にファインダーに映像を届けられるようになったのでミラーを仕込む必要がなくなり、ほとんど音を立てずにシャッターを切ることができるようになった。特に詢子のミラーレス一眼は仕事でも使うハイエンドモデルだから、屋外だとメカシャッターの音は相手にほとんど聞こえない。それを退屈だと言うカメラマンも多いだろう。手ぶれの影響も少なくなり、モデルにカメラを意識させなくなる効果は大きいのだけれど、このようにいつ撮られているのか、モデルには判断がつきにくいという問題も起きる。相手がプロのモデルの場合、シャッター音が鳴ることで、それに呼応してポーズを取ったり、シャッター音がしないうちにまばたきをしておく、といった阿あ吽うんの呼吸でのやり取りをしてもらうこともあるから、その場合はデメリットにもなるだろう。

　そんなことを説明しながらも、詢子はシャッターを切り続けた。難しい内容だったのか、説明を聞いている翡翠は暫く眉根を寄せていた。可愛らしかったがコミカル過ぎる表情で、ちょっと求めているものとは違う雰囲気になってしまった。

「まぁ、現代じゃ、音を立てずに撮影できるから、盗撮には注意しなきゃってこと」

「なるほど……？」

　そうして撮影を続けながら庭園を歩くと、枝いっぱいに黄金色の花を咲かせた低木が詢子の視線を引き寄せた。陽光を浴びて房状に咲き誇る黄色い花弁と、銀色がかった緑の葉のコントラストが美しい。翡翠も、それを見て感激の声を上げた。

「わぁ……、ミモザです！」

　詢子が予め狙っていたロケーションで、太陽の角度も計算通りだった。

　幸いなことに、周囲には人気がない。

「綺麗でしょう？　代表的な花言葉は、確か優雅と……、もう一つは、なんだったかな」

　翡翠が不思議そうにこちらを見るが、詢子は笑って彼女を促した。

「ともかく、城塚さんにピッタリでしょう。そこに立ってもらえる？」

　照れくさそうに笑う彼女に、立ち位置を指示する。狙い通り、枝から垂れた花々の房は黄金色のヴェールとなって、美しく彼女の髪を飾り立ててくれた。

　気恥ずかしそうにしていたけれど、特に指示する必要もなく、翡翠はミモザの花に顔を寄せて瞼を閉ざした。香りを感じているのだろう。微かに口元が綻んでいる。詢子はシャッターを切った。一瞬だけ、液晶モニターで確認する。美しさは存分に撮れているが、よくある構図のせいで思っていたよりも退屈だ。詢子は少し自分の位置を変えながら、翡翠に声をかけた。

「さっきの話だけれど」

「なんです？」

　眼を開けて、翡翠が詢子の方を見る。

「一緒に来てくれる友人がいないって」

「ああ、ええ」

　彼女は少し困ったような表情を見せる。

「大学時代の友人とか、そういう友達と女同士で遊びに行ったりしない？」

「いいえ」翡翠は静かにかぶりを振った。それから、難しそうな表情で言う。「わたし……、なんというのか、その……、同性に好かれるような人間ではないようなのです」

　詢子はシャッターを切った。そのレンズから顔を背けるように、翡翠が横顔を向ける。

「そんなことないと思うけれど……。どうしてそう思うの？」

　少し顔を傾けて、困ったように眉を顰ひそめながら、その人差し指が唇を撫なで上げていく。

「女性と知り合うと、よく……、あざといですとか、ぶりっ子をしているとか言われてしまって。わたし、相手をひどく苛いら立だたせてしまう人間みたいなのです」

　詢子は思わず吹き出してしまった。

　翡翠がこちらを見て、唇を尖らせる。

「笑いごとじゃありません」

「ごめんごめん」

　ころころと変わる彼女の表情を写真に収めながら、詢子は笑った。

「でも、それってただの嫉妬じゃない？」

「確かに、わたしは超絶可愛いですし、働かなくてもいいお金持ちですけれど、だからといってわたしを見て苛立つ必要なんて、どこにもないのではないでしょうか。どうして多くの女性は、可愛いものを見ると苛立つのでしょう？　わたしにはそういう経験がないので、理解ができません」

　不服そうに翡翠は言葉を続けた。そういうところじゃないの、という言葉を飲み込んで、詢子は声を上げて笑いながら、その複雑な表情をセンサーに焼き付けていく。

「そういうことを言う人たちは、心に余裕がないのよ。目に映る上辺だけのものしか見ることができないし、その奥になにがあるのか想像力を巡らすこともしないの」

「そうかもしれませんけれど、わたしとしては、相手と親しくなりたいのに、そんなふうに言われてしまうと八はっ方ぽう塞ふさがりじゃないですか。日本でも多様性が叫ばれる時代ですけれど、わたしのような人間は社会に受け入れてもらえないようです」

「あたしは、そんなにぶりっ子だなんて印象を受けないけれど」先ほどの言葉を聞く限り、むしろ、かなりあけすけなように見えてしまった。「もしかして、今は猫をかぶってるの？」

「どうでしょう？」

「本当の城塚さんのことを、もっと知りたいな」

「それが難しいところなのです」翡翠は柳りゅう眉びを顰めて、首を傾げた。「本当のわたしって、なんなのでしょう」

　哲学的な命題に聞こえるが、茶ちゃ化かす風でもなく、彼女は本当に悩んでいるかのように途方に暮れた表情だ。

「相手によって、見せる顔は違う？」

　詢子はモデルやタレントの写真を撮ることが多い。ファンの前に見せる顔と、本当の顔が違う人間も数多く見てきた。詢子だって妹に見せていた自分と、仕事相手に見せる自分の顔はまるで違う。詢子は撮影を通してそうした相手の本心を覗くことにも慣れていた。

「誰だって、いろんな顔を持ってると思うけれど」

「ううーん、わたしの場合、それがけっこう特殊で……、うまく、説明しにくいのですが……」

「大丈夫。時間はたっぷりあるから。いろいろと城塚さんのことを聞かせて」

　そう言うと、翡翠は照れたように笑った。

「そうですね……」

　翡翠は詢子から視線を逸らすと、長い髪に手を伸ばす。

　そこに、人差し指をくるくると巻き付けるようにしながら、静かに言葉を続けた。

「わたし……、子どもの頃は海外で暮らしていたのです」

「ああ、なるほど」表情や仕草の豊かさは、そうした文化的差異から来るのかもしれない、と納得してしまった。「ご両親の転勤とかで？」

「いいえ……。幼いときに両親を亡くしたのです」

　その言葉に、詢子は僅かに呼吸を止めた。

　詢子もまた、両親を事故で失っているからだった。

　翡翠は、遠い過日を見るような眼差しのまま、言葉を続けた。

「それで義父に引き取られて、暫くは向こうで育ちました。日本に戻ってきたのは十五の頃です。義父の教育は少し変わっていて、そのせいか日本での暮らしに慣れるのに苦戦しました。それに、その頃のわたしは少し事情があって、どうにも塞ふさぎ込こんでいて……、とても愛あい想そがなくて」

　その悲しげな横顔を、詢子はファインダー越しに覗く。

「大人たちに交じって過ごす機会も多かったのですが、可愛げがないやつだとよく言われました。もちろん、わたしの態度にも問題があったと思うのですけれど……。ううーん、いま思い返すと、すごく……、向こう見ずで、生意気な子だったのかもしれません」

　当時の記憶がよぎったのか、翡翠は小さく顔を顰めた。

「それで、変わろうと思ったとか？」

「変わるというよりは、いつまでも塞ぎ込んでいるわけにはいかないと思って、本来の自分を取り戻そうとしたんだと思います」翡翠は顎あごを上げて、青空を眩しそうに見つめた。「それからは、なるべく愛想良く振る舞ったつもりですが、かえってそれが周囲の神経を逆さか撫なでしてしまうみたいで。学校にもうまく溶け込めなくて、ほとんど通えないまま辞めてしまいました」

　翡翠は視線を落とした。

　それから、ばつが悪そうに笑った。

「あの……。やっぱり、退屈な話になってしまいます」

　詢子は相手を安堵させるように、カメラから顔を離して微笑みを返す。

「ううん、よかったら聞かせて。もちろん、言いたくないならいいけれど、誰にも言えなくて抱えきれないものがあるなら、この機会に吐き出してみるのも手かも」

　少しだけ迷ったのだろう。

　翡翠は視線を彷徨さまよわせ、組んだ手指を動かしながら、静かに話を戻した。

「十八になったとき、日本に招いてくれた人の勧めで、本格的に働き始めたのですけれど……。男社会の組織だったので、邪険に扱われることも多くって。少ない女性も、ほとんどが研究職でお堅い人ばかりです。やはり、どちらからも快こころよくは受け入れてもらえませんでした。特に女性からは、相手をすると苛々するとか、どんくさくて生理的に受け付けないとか、あなたと話しているのがキツいとか……、色々と言われてしまって。おかげさまで、どうすれば相手を苛立たせることができるのか、今ではべつのことに活かしてはいるのですけれど……、なにぶん同世代の友達ができず、とにかく、自分は世界に溶け込むのが下手なんだなぁと、落ち込むことも多くて」

　写真はコミュニケーションだ、とは、詢子に写真のイロハを叩き込んでくれた師匠の言葉だった。詢子はポートレートの撮影を通して、モデルになってくれた相手と会話をするのが好きだった。ファインダーを覗き、シャッターを切る度に、相手をより深く知ることができるような気がするからだ。そうして相手が本質をさらけ出してくれるほどに、写真の魅力が増していくものだと、詢子はそう考えている。

　レンズを向ければ向けるほど、相手のことが見えてくる。

　だから、詢子はこのアートが好きだった。

「でも、自業自得な面もありますし、わたしが異質な人間なのは間違いないと思っています。だから……、なるべくなら、相手に好かれるような自分でありたいと心がけているのです。そのためにたくさん研究をして、色々な自分を試しました。それをぶりっ子と言うのなら、きっとそうなのでしょう。でも、そうこうしているうちに、本当の自分というのがわからなくなって……」

　翡翠は眼を伏せると、緩ゆるやかにかぶりを振った。

「普通に生きているだけでも、結局のところ他者に拒こばまれ、人に嫌われる人間にしかなれないのなら……。むしろ、胸を張ってそういうふうに生きていくしかないと、覚悟を決めたところです」

　詢子は何度かシャッターを切った。

　ファインダーを覗いたまま、言葉を吟味する必要もなく、浮かんできた言葉を口にする。

「あたしは、いま、このファインダーに写っている城塚さんのこと、けっこう好きよ」

「ありがとうございます」翡翠は、笑っているような、泣いているような、奇妙な顔を見せた。「詢子さんは懐ふところの深い方ですね」

「そんなことないわよ」詢子は笑う。「でも、あえて言うなら、そうね……。ファインダーを通して見つめれば、その人の本質がなんとなく見えてくるものだから。あなたは自分が考えている以上に、すてきな人だと思う」

「とても、その……、恐縮です……」

「自分らしく生きることは、大事なことよ。でも、そうか……。十八ですぐ働き始めたとなると、やっぱり友達になれそうな人とは、ぜんぜん出で逢あえなかった？」

　翡翠は、うーんと唸りながら、どこか自じ嘲ちょうするように笑う。

「強しいて言うなら、真ちゃん……。あ、何度か話に出ている同居人ですけれど」

「家政婦さんだ。歳としは近いの？」

「ほんの少しだけ年上です」

「じゃあ、話題も合うだろうし、友達と言えるんじゃない？」

「どうなのでしょう」翡翠は数学の難問を前にしたかのように、眉み間けんに皺しわを寄せる。「難しいところです」

「話を聞く限り、仲が良さそうに思えるけれど」

「わたしなんか釣り合わないくらい、人間的にとても素晴らしい人なのです。優しくて、料理も絶品で、漫画のキャラクターみたいに強いですし……、わたしの知る限り彼女ほど完璧な人はいません。少し暴力的なのと、Ｔシャツの趣味がときどき変な点が玉に瑕きずなのですが……」

「なにそれ」自慢げに語る翡翠の様子と、その人物の奇妙な欠点に、詢子は笑いを堪えきれずに吹き出していた。「まぁ、つまり、相手が自分をどう思ってるか不安なんだ？」

「わたし、普通の十代を過ごすことができなかったので、もし自分が普通の女の子だったら、こんなふうに友達と十代を過ごしたんじゃないかなって……。そういう理想を押し付けて、ついはしゃいで甘えてしまっているところがあるんです」人差し指に髪を巻き付けながら、翡翠が言う。手指を顔の近くにおいて話すのは、彼女の癖なのかもしれないと、詢子は今更ながら気づいた。「ですが、向こうは多くの女性たちがそう感じるのと同じように、わたしのこと、面倒臭くてイライラするやつだと思っているのかもしれなくて……、ときどきそれを思い出して怖くなります」

　彼女は、ほんの少しだけ声を震わせて続けた。

「所しょ詮せんは雇用関係ですから……、雇い主には、逆さからえないでしょう？」

「ほんとに嫌だったら、辞めてるんじゃない？」

　勇気づけてあげたくなって、詢子は声を掛ける。

「そうでしょうか……」

「きっとそうよ。大切にしてあげて。大人になると、心を許せる相手ってなかなか作りづらくなるから。新しく友達になってくれる人って、貴重なものよ」

「肝に銘じます」

　詢子がカメラを構え直すと、翡翠は視線を遠くへと向けた。横顔を撮りたいという詢子の意図を察してくれたのかもしれない。しばらくの間、翡翠はなにかを考え込んでいるかのように黙り込んでいた。

　うまく形容できないが、いい雰囲気になったな、という確信があった。

　少しだけ、彼女の本心に切り込むことができて、その謎めいたヴェールが剝はがれたような。

　自分が撮るべき一枚は、この先にあるのではないだろうかという予感。

　詢子は少しずつ自分の位置を変えながら、構図を探っていく。

　ミモザの花の前ボケを狙ねらえそうだ。

「あ、いい感じよ。そのままの表情でいてくれる？」

　翡翠からは、返答も首肯もなかった。

　シャッター音だけが、小さく鳴り続ける。

　ふと、虚空を見つめる翡翠の瞳が、光を帯びて潤うるんでいくのを見て、詢子は手を止めた。

「どうしたの？」

「いえ……、すみません」

　翡翠は瞼を閉ざす。一筋の涙が、みるみるうちに溢あふれて頰を伝い落ちていった。

「大丈夫？」

「なんでもないのです……」

　彼女は、そっと指先でそこを拭う。

「どうしてでしょう。詢子さんが向けるレンズには、心を見透かされるような気持ちになって、話を聞いてもらいたいという欲求に逆らえなくなってしまいます」

「なにか話したいことがあったら、言ってみて」

「思い出したことがあって」

「なに？」

　翡翠は詢子を見ない。

　やはり遠い空の彼方かなたに眼を向けたままだった。

「友達に、なれるかもしれない子がいたんです」

　頷うなずく代わりに、詢子はシャッターを切る。

「話をしたことがあるのは一度だけです。でも、その子も写真が好きで、わたしのことを撮りたいと言ってくれたんです」

「すてきじゃない」

「でも、もう二度と会えないのです」

「どうして？」

　予感があって、詢子は場所を移動した。

　翡翠は詢子の方を見ないまま、ぽつぽつと言葉を零す。

「わたしは……、そのとき、とても大きな仕事を抱えていました。目の前のことに夢中で……、その子を、助けることができなかったのです。わたしが、もっと注意深くいたのなら……、もっと深く、世界に眼差しを向けることができていたのなら……、きっと、救えたかもしれないのに」

　濡れた長い睫毛が、静かに下降していく。

　詢子は限界までレンズの絞りを開いていく。

　咲き誇る黄金色の花々が淡い光に溶けていき、城塚翡翠の存在だけが、浮き上がる。

　柔らかな風が、彼女の髪を揺らしていった。

　光を優先するか、構図を優先するか、一瞬だけ迷う。

「いつもいつも、大切なものほど、手から零れていく」

　フォーカスが、彼女の大きな瞳を捉えた。

「だから、わたしは……、二度と同じことを繰り返してはならないと、そう誓ったのです」

　その決意が、なにを意味するものなのかはわからない。

　しかし、詢子は確信していた。

　自分が撮るべき瞬間はこのときだったのだと。

　城塚翡翠の、挑むような表情を真正面から捉えて。

　詢子は呼吸を止めながら、シャッターを切った。



　　　　　＊



　その後も様々なシチュエーションで、いろいろな雰囲気の写真を撮った。なにに対しても感激してくれる翡翠の反応は新鮮で楽しく、ボートを漕こぎながらの撮影など、ちょっとしたデート気分で過ごせたのだけれど、あの一枚に匹敵する写真は撮れないだろうという感覚はあって、どこかしら消化試合の面があったかもしれない。そのため、作品を撮ろうという気負いは棄すてて、詢子は翡翠との公園散策を存分に楽しんだ。やはり、どことなく妹と過ごした過日を思い出すような感傷が、心をよぎっていく。容姿はまったく似ていないけれど、いろんなことに表情を輝かせて無邪気に喜んでくれる様子がどこかいじらしく、詢子には懐なつかしかった。

　いじらしく思えてしまう点といえば、詢子が中座して戻ってきたときのことが印象的だった。

「待たせてしまってごめんなさい。お手洗いが混んでて」

　十分以上は待たせてしまったので、慌てて戻ってきたのだ。

「大丈夫ですよ」

　彼女に待っていてもらった場所は、屋外にある休憩スペースだった。子どもたちがアスレチックで遊ぶエリアを遠景に眺めることができる場所で、カフェのテラス席のようにテーブルと椅子が点在している。近くの売店で紙カップに入った紅茶とお菓子を買って、二人で少し休憩していたところだ。詢子が戻ってくると、翡翠はトレイに載せた紙カップにスマートフォンのカメラを向けていた。

「なにを撮ってたの？」

「いえ、その、お恥ずかしい話なのですが……」

　翡翠ははにかんだ表情を見せて笑う。

　よく見ると紅茶の入った紙カップに、チケットの半券が立てかけられている。

「わたし、こういうのが棄てられない性格でして。いつも記念に写真を撮っておくんです」

「なるほど……。でも、それだと、一人で来たみたいで寂さびしいんじゃない？」

　詢子はそう言って、ジーンズのポケットを探り、自身のチケットの半券を取り出した。それを、隣のカップに立てかける。

「わぁ……、ありがとうございます」

　無邪気な笑顔ではしゃがれてしまうと、妙に照れくさくなる。

「友達とどこかへ出かけた証あかしを写真に残すのって、憧れていたんです。真ちゃんは、こういうのすぐに棄ててしまいますから」

　言いながら、翡翠が手にしたスマートフォンで、テーブル上の景色を撮影する。

　カメラをリュックから取り出すのがもどかしく、詢子もスマートフォンを取り出した。そうしてはしゃぐ翡翠のことを、起動したカメラで撮影する。詢子のスマートフォンに搭載されたレンズは高性能なもので、こうしたスナップ撮影では馬鹿にできないスペックを発揮してくれる。

「せっかくだから、あたしたちも撮りましょうか」

　詢子は翡翠の隣の椅子に腰掛けた。

　インカメラで、自撮り撮影。

　あまり自分の写真を撮ることはないのだけれど、どうしてか、彼女と一緒にいるところを記録に残したくなったのだ。

　詢子と肩を寄せ合う翡翠は、一眼レフで捉えた姿よりずっと自然で、でも照れくさそうな笑顔を浮かべていた。

　楽しい時間は、あっという間に過ぎていった。

　もちろん、彼女をアリバイ証人に仕立てあげるという詢子の犯罪計画の上では、純粋に時を忘れて楽しむわけにはいかなかったけれど、自分の犯した罪を意識する時間はかなり軽減されるというものだ。

　撮影は、閉園時刻となる十七時ギリギリまで行った。そのあとは、自然公園の帰り道にあるフレンチの人気店で、打ち上げを兼ねた少し早めの夕食。早めではあるが、昼食は自然公園のカフェテラスでお菓子を食べた程度だったので、二人してお腹なかを空かせていたところだった。いつも食べ残してしまいそうになるくらい贅ぜい沢たくなコース料理ではあったが、翡翠は見かけとは裏腹にずいぶんと健けん啖たん家かなようで、ぺろりと平らげてしまう様子が愉快だった。

　帰り道は、来たときと同様にミステリの話ばかりをしていた。

　意外と話題は尽きることがなく、自宅まで彼女を送り届けた頃には、少しだけ名残なごり惜おしい気持ちがよぎったほどだった。もう少し話をしていたかったけれど、いずれまた機会があるだろうという予感もあった。楽しみは、そのときまでとっておけばいい。

「今日は本当にありがとうございました」

「あとで写真を送るから……。あ、それより、後頭部、大丈夫？」

　苦笑しながら訊くと、翡翠は顔を赤らめて、しゅんとしながら頷く。

「はい。うう、お恥ずかしい……」

　翡翠は、大量の荷物を両手に抱えていた。例の同居人へのお土産みやげらしく、自然公園の売店で眼に付くお菓子を片かたっ端ぱしから購入していたようである。曰いわく、「わたしに放っておかれて、きっと寂しい思いをしているに違いありませんから、お土産くらいはたくさん買って帰らないといけません」などと言っていたけれど、お菓子を選んでいるときは、自分が食べたいものを基準にしているように見えたのは気のせいだろうか。詢子の車のリアシートはいつも倒したままなので、それらはラゲッジスペースに収納しておいた。それを回収する際、低い天井に頭をぶつけてしまったのだ。

　そのときは、随分と可愛くない悲鳴が出たものである。

「わたし、こういうところがダメなんでしょうね……」

　撮影のときもたびたび感じていたのだけれど、彼女はどうやら、かなりのおっちょこちょいのようだった。なにもないところで転んでいたのは一度や二度ではないし、その決定的瞬間は何枚も撮れている。ひょっとすると、そうしたどんくささというのが周囲の人間を苛立たせる要因なのかもしれない。男性に媚こびるために、わざとしていると思われてしまうこともあるのだろう。もっとも、詢子はまったく気にならなかったけれど。

　ただ生きているだけで、そんなふうに他者から拒まれる人生は、どれほど孤独だろうか。

　あとで調べてわかったことだが、莉帆もそんな理由が切っ掛けで、学校で孤立するようになったという。ただ自分らしく過ごしているだけで人格を否定され、酷い言葉を投げつけられるようになる。人間は平然とした顔でそんなことをする醜みにくい生き物なのだ。

　詢子は運転席に腰掛けたまま、車の外で笑顔を浮かべている彼女を見つめた。

「城塚さん」

　翡翠は紙袋を抱え直して、不思議そうに首を傾げる。

「あたしたち、きっといい友達になれると思うわ」

　なんという気はなしの言葉だった。

　せめて、少しでも彼女を励はげますことができたらという、些さ細さいな気持ち。

　けれど翡翠は瞳を大きくして、はにかんだあと、大きく頷いた。

「はい！」

　別れを告げて、詢子は車を走らせる。

　この計画に彼女を巻き込んでしまったことに、小さく胸を痛めながら。



　　　　　＊



　警視庁刑事部捜査第一課殺人犯捜査第７係の蝦えび名な海かい斗と巡査部長は、狭い車内でひたすらに待ち続けていた。

　捜査の端緒は、既に三機捜から確認済みだ。現場は西多摩にある山荘。被害者は元ファッションモデルの藤島花音、二十三歳。発見者は元マネージャーの大石可か奈な子こ。花音が撮影現場に現れないことを不審に思った関係者から、花音の連絡先を知らないかとの問い合わせを受けた大石が怪け訝げんに思って山荘を訪ねたところ、玄関が開いたままであることに気が付いた。大石は暫く花音の姿を探し回ったが、やがて浴室の中で彼女が死んでいるのを発見、１１０番通報に至る。

　殺人の疑いが強い変死事件ということで蝦名たちも臨場したのだが、現場鑑識の作業がまだ終わっていないらしく、蝦名たちは別荘近くの路上に駐車した車の中で待機していたところだ。じっとしていることは蝦名の性に合わず、現場周辺の聞き込みに行きたかったところだが、そちらは既に機動捜査隊や所轄警察官が担当している。第一発見者への聴取も同様に進行中で、そちらは自分たちの主任である岩いわ地ち道どう警部補が合流しているはず。鑑識作業が終了してすぐ動ける刑事が必要になるから、自分たちはここで待機していなくてはならない。今は現場周辺の下足痕こんを採取しているので、不用意に歩き回るのも御ご法はっ度とだった。

　運転席のシートに背を預けたまま、蝦名はときおりスマートフォンをいじりながら、山荘周辺の鑑識作業を眺めていた。微かに伝わる車体の振動に我慢できなくなり、溜息を漏らす。

「先輩、いいかげん、貧乏揺すりはやめてくださいよ」

「お前こそ、スマホをいじるのはやめろ。仕事中だろう」

　助手席で黙り込んでいたのは、槙まき野の怜れ苑おん巡査部長だ。洒落しゃれた名前だが、実際のところは背が高くて目つきの悪い三十代の男だ。顔立ちは役者のように端整な二枚目なのだが、寡黙気味だし眼光が鋭すぎて、ときどき悪人面づらに見える。対する蝦名は小こ柄がらで童顔だから、この男と狭い車内にいると威圧感のようなものを感じて息苦しい。長く相棒を務めているが、こればかりはどうにも慣れない。

　蝦名がスマホを背広のポケットに入れると、槙野の貧乏揺すりも収まった。

「仕事中って言ったって、なんにもすることないじゃないすか。せめて張り込みなら耐えられるんですけれど」

「まぁ、時間がかかりすぎてるのは確かだ。なにに手間取ってるんだ？」

　再び現場の方に蝦名が眼を向けると、鑑識課の奥おく谷たに陽葵ひまり巡査長が山荘から出てきた。こちらも可愛らしい名前ではあるが、愛想のないことで有名である。眼が合うと、奥谷は身振りで入って来てもいいと告げてきた。マスクで隠れているが、きっと笑顔の一つもないことだろう。

　ようやく作業が一区切りついたようだ。蝦名たちは車を出ると建物へと向かう。奥谷に睨にらまれながら、現場を汚染しないよう、ビニルで靴と髪を覆った。玄関前のステップを上がり、現場を覗き込む。

　それほど大きな建物ではなく、玄関を開けてすぐにリビングの空間に出た。ソファや液晶テレビ、キッチンカウンターにダイニングテーブルと、一通りのものが揃そろっているが、乱闘の痕跡を示すように現場はわずかに荒らされていた。椅子が倒れて、ゴミ箱の中身も飛び出している。転がっているのはゼリー飲料の容器で、被害者のものだろうか、閉じたキャップから覗く吸い口に口紅の痕が付いていた。あとはなにかのタグのようなもので、ゴミ箱の中身はそれくらいらしい。

　まだ指紋採取が完全ではないらしく、室内では鑑識の人間がいたるところで作業を続けている。ダイニングテーブル近くの壁面には、被害者のコレクションなのだろうか、イヤリングやネックレスといったアクセサリー類が大量に飾られていたが、こちらには乱れがないようだ。蝦名は車の中で待機している間、藤島花音についてネットで調べていた。槙野は睨んできたが、なにも蝦名は暇を潰すためにスマホを弄いじっていたわけではない。相手が芸能人なら、ネットで人ひと柄がらを知ることができるというものだ。彼女はアクセサリーのコレクターでもあり、自身でも友人と共同でアクセサリーのブランドをプロデュースしていたらしい。

　床には僅かながら泥の付着した靴痕が乱れたように残されている。

　これなら犯人の早期逮捕が期待できるかもしれない。

「ご遺体は？」

　槙野が訊くと、奥谷は顎で奥を示した。廊下へ出る扉が半開きになっている。

「そこ、踏まないで」

　蝦名がリビングを横切ろうとすると、𠮟しっ咤たするように鋭い声で奥谷に怒られた。

「見えないけど、血けっ痕こんあるんで」

　靴跡のことかと思ったが、違うらしい。

　奥谷の視線を追って、窓の近くの床に眼を向ける。眼に見える痕跡は僅かだった。なにかで拭い取ったような血の跡がうっすらと見える。カーテンにも数滴ではあるが飛ひ沫まつ状の血痕が飛んでいた。恐らく、この辺りで殺したのだろう。犯人が中途半端に血痕を拭き取ったように見える。

「ここが殺害現場っすかね」

　訊くと、奥谷は蝦名を睨み返した。

「あたしに訊かれても」

「ですよね……」

　廊下へと消えた槙野を追って、蝦名は逃げるように去る。

　狭い廊下を抜けた奥が浴室だった。その浴室を、脱衣所から槙野が覗き込んでいる。大きな背中に阻はばまれるようで、蝦名の位置からだと現場が見えづらい。

　浴室は、少なくとも蝦名が住んでいるような一般的なマンションのものよりは広そうだ。

「来たか」

　その浴室で屈かがんでいた男が、そう言って立ち上がった。

　鑑識課検視官の鷲わし津づ哲てつ晴はる警視だ。白髪交じりで痩やせぎすの男で、マスクで表情が覆われているが、眼鏡めがねの奥の眼光鋭い眼差しが、依然として浴槽に注がれている。

　藤島花音の遺体が、その浴槽に収まっていた。

　胎児のような姿勢に近いかもしれない。脚を抱かかえ込こんだような姿勢で、右半身を上にして横向きになっている。浴槽は小さく、女性がその姿勢で横たわっていると、やや窮屈な印象がある。

　身に着けているベージュのブラウスは血に汚れており、元は膝丈たけと思おぼしいスカートが姿勢のせいか捲まくれ上がっていて、太ふと腿ももの半ばまでが露出している。ストッキングは穿はいていないようで細い脚は素足のようだ。脚線美が売りのモデルだったとネットに書いてあったのを思い出す。その足首を飾るのは金の鎖のアンクレットだった。アクセサリーを身に着けて、モデルらしく着飾った服装に見える。長い黒髪も血まみれだが、髪から露出した耳朶だけが、そこから咲く花のように白く鮮やかだった。

　その頭部は欠損が激しく、なにかで執しつ拗ように頭を殴られたように見える。周囲に血痕が飛び散っており、浴槽の縁には夥おびただしい量の血液が付着していた。何度か狙いを外したのか、浴槽にも傷が付いている。蒼そう白はくな表情は、しかしメイクが施されているせいで、唇の血色がよく見える。だが、その口紅は犯人と揉もみ合あったせいか微かに掠かすれていた。着替えて化粧をし、外出しようとしたところを殺されたのだろうか。死者の瞼は静かに閉ざされていた。

　蝦名たちは、手を合わせて黙もく禱とうを捧ささげる。

　年齢は二十三歳。まだまだ若い。無念だろうに、と蝦名は思う。

　それを待って、鷲津が言った。

「少し動かしたが、ご遺体の姿勢は発見時のままに戻してある。この傷は死後のものだろう。死因は前頭部を強く殴打されたことによるもの。そこに凶器と思しきハンマーが落ちている。死後、この浴槽の中で頭部を何度も殴ったようだ。生前の傷ならもっと広範囲に血ち飛沫しぶきが散る。着衣には僅かな乱れがあるが、現段階では性的暴行の痕跡は見つけられない。防御創も同様だ」

　鷲津は現場の刑事の眼を重要視してくれるので、遺体の様子を直接見せるためにわざわざ蝦名たちを待っていてくれたのだろう。淡々と告げる彼の言葉通り、浴室のタイルの上には血まみれの金かな槌づちのようなものが落ちていた。間違いなく殺人事件だ。すぐに捜査本部が立つだろう。

　槙野が訊く。

「死亡推定時刻はどうです」

「死後硬直が解けきっていない。この具合だと、角膜の様子から見ても死後二十四時間ほど。昨日の十二時から十五時の間といったところだ。ただし、死し斑はんに気になる点がある」

「気になる点とは？」

「あとで説明する。もうひとつ、この血痕だが──」

　鷲津は屈んで、遺体の頭部を示した。ハンマーで殴られた際に散った血が浴槽や壁を汚している。だが、よくよく見ると浴槽内の血痕に擦れたような痕があった。

「この擦れたような痕だが、発見時からあった。誰かが頭部を動かしたため、髪に付いていた血液が浴槽内で擦れたんだ。だが、第一発見者はご遺体には触れていないという」

「犯人が動かしたってことっすか？　どうして？」

「さぁな」

　鷲津は肩を竦める。

「ううーん、他になにか気づいたことはあります？」

「ご遺体に関しては、それくらいだが──。おい、ヒマリはどこへ行った」

「さっき見かけましたよ」

「ヒマリ！」

　浴室から顔を突き出して、鷲津が叫んだ。

「はい！」

　勢いよく返事をした奥谷が廊下に顔を見せる。

　彼女はまるで兵隊のように直立不動の姿勢だった。

「見つかったか」

「リビングのソファの下にありました！」

「見せてやれ」

　奥谷は踵きびすを返すと、またすぐに戻ってきた。

　指先には証拠品を収めるための小さなポリ袋があった。

「これ……。コンタクトレンズっすか？」

「ハードレンズ。被害者が片方だけしかコンタクトレンズをしていなかったので、探させた。見つかるまで、お前たちを入れないように言っておいたんだ。でかい図ずう体たいで踏ふみ潰つぶされたらかなわんからな」

　ひとまず、鷲津は遺体を浴室から出すことにしたらしい。待機していた警察官に声をかけて、蝦名たちはリビングへと戻ってきた。遅れて鷲津と奥谷が付いてくる。

「リビングのソファの下にコンタクトが落ちていたということは」リビングの様子を眺めながら、黙り込んでいた槙野が口を開いた。「被害者はリビングで犯人に殴打され死亡。その際にコンタクトレンズの片方が落下し、血液がカーテンや床に散った。その後、犯人は浴室に被害者を運んで、執拗に頭部を殴打した……、といったところですか」

「矛盾はない」

　鷲津は簡潔に頷く。その言葉は鷲津の口くち癖ぐせだった。推理は自身の仕事ではないと考えているのだろう。捜査員の見解に検視官として誤りを見つけられないとき、鷲津はそう答える。もっとも鷲津自身も長年捜査一課にいたことのあるベテランであり、その経験と直感に助けられてきた人間は多い。

「でも、どうしてわざわざ浴室に運んだりなんてしたんでしょう？」

　蝦名が首を傾げると、鷲津が視線で奥谷になにかを促した。

　奥谷が頷いて、首から下げていた一眼レフカメラの液晶画面を蝦名たちに示す。

　撮影した現場写真を操作で送っていくと、目当ての写真が映し出される。

　それは浴室の床に置かれたノコギリを撮影したものだった。

「綺麗な状態だったので既に回収してありますが、指紋は取れなさそうです」

「うわ……」蝦名はその写真の意味を察して顔を顰める。「もしかして、解体しようとしたってことっすか？」

「それを考えるのはお前さんたちの仕事だ」鷲津が言う。「だが、ノコギリに血痕は付着していなかったし、ご遺体にもそういった痕跡は見られない」

「ううーん、となると、土壇場で怖くなってやめた、とか？」

　その蝦名の言葉を受けて、槙野が腕を組んだまま呟く。

「あるいは、そうした作業をする時間的余裕がなくなったか──」

　確かに、それもありえるかもしれない。リビングの血痕も、中途半端に拭き取られているだけだった。隠いん蔽ぺい作業を途中で投げ出して、逃げたようにも見える。

　液晶画面を見つめて思索に耽ふけっていると、奥谷が凄すさまじい眼で蝦名を睨んでいることに気づいた。ぎょっとして狼狽うろたえていると、奥谷が低い声で言った。

「先輩、臭いんですけれど、お風ふ呂ろとかきちんと入ってます？」

　カメラを見せてもらうために距離が近かったせいだろう。昨日は別件の資料作成でほぼ徹夜。風呂になんて入る暇はなかった。早くシャワーを浴びたいと思ってはいたのだが、それより先に、まさか殺害現場の浴室に入ることになるとは。警察官である以上、シャワーを浴びる暇もないのは仕方のないことでもあるのだが、そうやって女子に睨まれてしまうと言い訳もできずに退散するしかない。元ヤンキーなのではという疑いがあるくらい、奥谷の眼光は鋭いのだ。

　蝦名は彼女からそそくさと離れた。自分の方が先輩のはずだが、この童顔のせいか後輩女子に舐なめられているように感じる蝦名である。だいたい、この場にいる人間は蝦名以外、みんな眼光が鋭い気がする。警察にはどうしてこんなに人相の悪い人間が集まってしまうのだろう。

　仕方なく、蝦名は現場を改めて確認した。床に靴跡があるということは、犯人は顔見知りではない可能性が高い。強引に押し入ったからこそ靴跡が残ったのだろう。それを示すように玄関には乱れがあり、被害者のものと思しきヒールやブーツが散乱している。

「玄関に、ピッキングの痕跡とかは？」

　蝦名が振り返ると、奥谷は無言でかぶりを振った。

　となると、被害者が外出しようとした瞬間に押し入ってきたことになる。遺体は外出用の服を着ているようだったから、可能性は高い。押し込み強盗、という線も出てくるが、どうにも釈然としないのは浴室にまで遺体を運んだ理由だろうか。解体して証拠を隠滅するというのは、強盗犯の人物像と嚙み合わない。開いたままにしてある玄関から外に顔を突き出すと、山荘の周囲にはまだ鑑識員たちが作業を続けているのが見えた。外でも足跡の類が見つかってくれれば楽なのだがと思いながら、蝦名は室内に戻った。

「ヒマリ」ダイニングテーブルの傍らでなにかを調べていたらしい槙野が、奥谷に声を掛けている。「被害者のスマートフォンはどこだ？」

「え？」奥谷は鋭い眉を怪訝そうに顰めた。「その中にないの？」

　槙野が調べているのは、ダイニングテーブルの上に載せられているハンドバッグだった。手袋を嵌はめた手をハンドバッグに突っ込んで、中を漁あさっている。

「財布はある。中身もだ。だがスマートフォンが見当たらない」

「寝室とかにもなかったと思うけれど……」

「玄関の鍵も見当たらないが」

　奥谷は首を傾げていたが、すぐに行動を開始した。

「探してもらいます」

　他の鑑識員に声をかけて、心当たりがないかを聞き回ってくれている。

「スマホが見つからないとなると……」

　蝦名の言葉を、槙野が引き継ぐ。

「犯人が持ち去った可能性があるな」

　だとしたら、なんのためにだろう。

　財布が残されているとなると、強盗の線は消えたことになる。

　遺体の損壊状況を見るに、やはり怨えん恨こんだろうか？

　他に手がかりはないだろうか。蝦名はドアホンを調べている捜査員に声を掛けた。顔は知っているが名前は憶えていない。ＳＳＢＣのキャップを被かぶった、機動分析係の若手分析官だ。

「カメラ、どうです？」

「ダメですね」分析官はかぶりを振った。「警備会社との契約はなし。これも録画されないタイプです。外もウチの人間が見て回ってますけれど、周囲の建物は別荘や一般住宅ばかりです。今は範囲を広げて調べていますが、データベースを見ても防犯カメラが少なくて……。近辺の防犯映像は期待できないと思ってください」

「ですよねえ」

　捜査支援分析センターＳＳＢＣは画像解析や電子機器解析を主とした分析捜査支援、そしてプロファイリングを主とする情報捜査支援、それらに長たけた警視庁刑事部の特化部隊だ。特に現場に臨場する機動分析係は防犯カメラ映像の収集と解析のエキスパートであり、防犯カメラが至るところにある都心の犯罪においては心強いのだが、こうした現場ではその強みを活かすことが難しい。

「そういえば」

　ふと思い出して、蝦名は槙野に声を掛けた。

「これって、なんだか城塚さんが得意そうな現場ですね」

　槙野はあからさまに顔を顰める。

　人目に付かない山荘での殺人事件。犯人は遺体をわざわざ浴室に運んで、解体するそぶりを見せたものの、なにもしないで姿を消してしまった──。どことなく、わざとらしくて謎めいている。まだ容疑者が挙がっていない段階ではあるが、城塚翡翠の専門分野ではないだろうか。

「俺は御免だな」玄関の鍵を探しているのか、戸棚の小物入れを探りながら、槙野が呟く。「上がどう考えているか知らないが、あんな厄病神の力は借りない方がいい」

　それに──、と槙野は続けた。

「あいつの名前は滅多なことで出すな」

「クソ女の話はやめてください」

　二人の間を通り抜けながら、奥谷が吐き捨てるように言う。

「うわ、こわ……」

　証拠品を入れた段ボール箱を外の車両に運ぶ途中だったらしい。蝦名は玄関を出ていくその背中を見て肩を竦めた。奥谷は城塚翡翠を毛嫌いしているのだ。以前、メイクをしたまま犯行現場を訪れた翡翠に、化学物質をまき散らす気かと嚙みつく勢いで怒ど鳴なっていたのを思い出す。翡翠の方もそれが応こたえたのか、奥谷が関わっているときは現場に出てこようとはしない。ノーメイクで臨場する、という選択肢はないようである。

　城塚翡翠は、現在は諮問探偵という名目で警察に捜査協力をしている。特定の傾向の殺人事件を瞬またたく間に解決し、起訴に持ち込むのが難しい事件では意外なところから物証を見つけ、自白を引き出したりする。

　だが、彼女の捜査を快く思っている人間は多くないだろう。しかし、蝦名はどちらかといえば歓迎をするスタンスだ。彼女が関わってくれれば、圧倒的に残業時間が減るのがその理由である。無駄な張り込みをする必要も、地取り捜査で必要以上に靴を磨すり減らす必要もない。手て柄がらも譲ってくれるし、美人なので現場も華やぐし、蝦名にとってみれば良いこと尽くめだ。

　皆が彼女の存在を快く思わない原因は、彼女の登用に上層部──、刑事部長どころか、警察庁の思惑が絡んでいるらしく、その得体の知れなさから来ているのだろう。マスコミに知られたら確実に厄介なはずだが、部外者を積極的に活用しろなどとは奇妙なお達しだ。その上で、彼女の存在については箝かん口こう令れいが敷かれており、現在の彼女が捜査協力していることを知るのは、一部の捜査員や鑑識課の人間に限られている。名前を滅多に出すなと槙野が釘くぎを刺したのはそのせいだ。いったい上層部にどんな思惑があるのか、現場にはその説明がないから不満も溜たまる。

　そうした気配を感じてか、翡翠の方も最近はそこまで積極的に協力をしてくれなかったのだが、ある連続殺人事件の解決を切っ掛けとして、再び力を貸してくれるようになった。いったいどんな心変わりがあったのだろう。

「城塚向けというのは、わからないでもない」

　話を聞いていたのか、そう口を挟んできたのは、意外なことに鷲津だった。

　作業を終えたらしく、腕を組んで周囲に視線を巡らせている。

「どういう意味です」

　槙野が訊くと、鷲津は答えを吟味するような間を置いて、静かに答えた。

「あくまで直感の話になるが……、現場が妙に作為的だ。ノコギリや拭き取られた血痕など、意図的に演出されたものを見せられているような気になる。それに、不可解な点がもう一つ──」

　鷲津の視線を追うと、廊下から警察官たちが遺体を運び出してくるところだった。担架に乗せられた遺体にはシートが掛けられている。

「死斑について、説明すると言ったろう」

　鷲津は警察官たちを呼び止めた。シートを捲り上げて、遺体の下肢を露出させる。

「これを見ろ」

　鷲津が示すものは、遺体の大だい腿たい部にあった。

　ちょうど、捲れ上がったスカートの裾のせいで肌が露あらわとなった部位で、浴槽の底に面していた左大腿部だ。なるほど、浴室でこれを見せなかったのは遺体が浴槽に収まっていたせいだろう。鷲津はあまり遺体を動かさないよう慎重に検視したのだろうが、こうして遺体が担架に横たえられた姿勢でなければ、他者に説明しづらい場所だ。

　死斑は死後変化の一つで、皮膚の表面に斑はん点てんのようなかたちで観察できる。血管内の血液が自重によって沈下して痣あざのように見えるのだ。この遺体も、長く同じ姿勢で浴槽内に置かれたためか、身体の左側面に赤紫色の死斑が広がっていた。

　その、浴槽の底に面していた左大腿部に、奇妙な点があるのが見える。

　太腿の大部分に赤紫の死斑が広がって見えるのだが、その中心、ちょうど一円玉の半分くらいのサイズだろうか。円形状に、うっすらと元の肌の色が覗いて見えるのだ。

　それを見て、槙野が言う。

「ちょうどご遺体のこの位置の下に、この形のなにかがあったということですか？」

「そう考えて矛盾はない。死後、この箇所にだけ数時間の圧迫があった証拠だ」

　死斑は血液が沈下したものだから、血液の流れがせき止められるなど、一部分にだけ圧力が加わると、そこに死斑は現れにくくなる。たとえばネクタイをしていれば、首の周りだけ変色しないし、コルセットをしていればその形状が浮き出る。遺体の大腿部に残る圧迫点の直径は一円玉の半分くらいだが、少し立体的な痕跡なので、球に近い形状かもしれない。死斑に残る輪りん郭かくも、真円と楕だ円えんの中間くらいで、はっきりとしない。

「遺体の下に、なにかあったんすか？」

　鷲津はかぶりを振る。

「浴槽の中には、それらしきものを見つけられなかった」

「なくなった？」

　蝦名が首を傾げると、黙り込んでいた槙野が呟く。

「あるいは、犯人が持ち去ったか──」

「わからん。この様子だと、一時間から二時間くらいは圧迫を受け続けていたはずだ」

　蝦名と槙野は顔を見合わせた。

　それは不可解なことだ。遺体の下にあった物体──。それは一時間から二時間ほど遺体の下に存在していたという。浴槽の底にあったそれが見つからないとなると、犯人が持ち去ったことになる。だが、死後一時間から二時間が経過したあとに持ち去るということは、犯人が犯行を終えてから、一時間以上も現場に残っていたということを意味する。普通なら、現場からさっさと立ち去りたいと考えるべきだろう。

　それとも、わざわざ取りに戻ってきた、という可能性はあるだろうか？

　そうでなければ、自然に消滅したということになるが──。

　死斑が示しているのは、確かにあったはずのものが、そこから消えている、という事実だ。

　だが、なにが、なぜ、どのようにして消えたというのか。

　浴槽の底に、なにがあったというのだろう？

　疑問を抱える蝦名たちを残して、遺体は外に運ばれていった。

　司法解剖で、様々な疑問が解決してくれることを祈るしかない。

　ふと、声が上がった。

「気になるものを見つけました！」

　廊下から顔を覗かせたのは、若い所轄鑑識員だった。

　蝦名たちが向かうと、鑑識員は手にしたビニルジップバッグを示した。

「二階の寝室のゴミ箱にありました」

　ビニルに入っているのは、くしゃくしゃになったプリント用紙のようだった。

　蝦名たちは、ビニルジップを受け取り、それを見下ろす。

　パソコンで印字された文字で、こう書かれていた。

『いつになったら、僕の愛に応えてくれるの？』

　どうやら、動機の一端が解明されたようだ──。

　だが、と蝦名は思う。

　鷲津の言葉を借りるなら……。

　これもなにか、何者かによって演出された証拠だと感じられるのは、考え過ぎだろうか──。



　　　　　＊



　藤島花音は熱心なファンからストーカー被害に遭っていたらしく、捜査本部はまずそこに狙いを付けることになった。第一発見者であり元マネージャーである大石の言葉によれば、ストーカーは花音が事務所に所属していたときから執拗にファンレターを送ってきていたらしく、それらの手紙で現存しているものは鑑識に回された。

　事務所を退所したあと、花音はストーカーに自宅を特定されたことがあり、何度か住居を変えている。所轄署への被害の相談もあったが、犯人の目星が付いていないということで、自宅周辺の巡回をする程度の対応に止とどまっていたようだ。

　現在、花音が住んでいて殺害現場となってしまった山荘は、あるＩＴ系企業の社長が所持している物件だった。花音とは不倫関係で、パトロンのように活動の資金援助も行っていたという。花音は山荘暮らしに憧れていたらしく、ストーカーからの一時的避難の場所として、その山荘に移り住んだらしい。この不倫相手に関しては、花音が死亡する一週間も前から海外に出張しており、アリバイの確認が取れている。花音がこちらに引っ越してから三ヵ月程度しか経過していなかったためか、所轄署へのストーカー被害の相談は確認されていない。

　犯行現場に残されていた靴跡は、量販店で買えるスニーカーであることが判明したが、入手経路の特定には希望が持てなかった。男性用であり、靴のサイズは二十六センチ。分析官によれば、身長、歩幅、体格の特定は困難で、むしろ意図的に残された可能性も否定できないと示された。それを踏まえた上で、足跡は道路から山荘の敷地内に侵入し、暫く建物の周囲を彷徨ったあと、玄関から室内に入ったことがわかっている。その後、足跡は道路へと向かったが、そこで途切れてしまっていた。

　山荘の駐車スペースには、花音が所持している車が駐車されていたが、それとは別の比較的新しいタイヤ痕も残されていた。暫く雨が降っていなかった上に、第一発見者である大石の車のタイヤ痕で半ば消えかかっており、具体的にいつ残されたものなのかは判別がつかない。花音は友人をよく招いていたというから、犯行と無関係な痕跡である可能性もある。車種の特定には至らず、辛うじてタイヤのメーカーしかわからなかったが、それだけの情報ではＮシステムを使って調べることは難しい。

　指紋に関しては現場から様々なものが検出されたが、データベースに一致するものはなく、発見されたハンマーやノコギリなどからは指紋が検出されなかった。犯行の際には手袋を装着していたと思われるが、手袋痕はなく、また繊維も見つかっていないために、使われたのはビニル製の手袋だろうと推測された。それらの入手経路は特定が困難だった。

　花音が所持していたスマートフォンが現場から発見されていないため、これは犯人が持ち去ったらしいと見られている。しかし電源が切られているせいで、場所の特定は不可能だ。一方で蝦名たちが探した玄関の鍵は、玄関脇わきのコート掛けにあった被害者のコートのポケットから発見されており、犯人が持ち去ったわけではないことが判明した。

　懸念された通り、付近には防犯カメラがなく、手がかりになりそうな映像は見つかっていない。地取り捜査に関しても、一切の目撃情報が得られない日々が続いている。

　現時点での犯行の筋書きは、以下の通りだ。

　犯人は藤島花音のストーカーであり、その人物は犯行直前まで山荘の周辺を徘はい徊かいし、内部の様子を探っていたと思われる。侵入する手段がなかったために、被害者が外出するのを待っていたのだろう。そして藤島花音が外出のために玄関を出ると、隠れ潜んでいた犯人が飛び出し、彼女を強引に室内へと連れ込んだ。その後、犯人は性的暴行を目的として彼女へ凶器を突き付け、脅そうとしたと思われる。着衣の乱れや口紅の掠れなどはこのことを裏付ける。ただし、遺体から唾だ液えきや体液は検出できなかった。

　その後、花音が逃げ出そうとしたために、犯人が彼女を殴打して殺害。防御創が見られないのは、ガムテープなどで被害者の手首を拘束していたと考えれば矛盾がない。犯人は現場の血痕を拭って証拠隠滅を図ると、遺体を浴室へと運んだ。そこで遺体を解体し別の場所で遺棄しようとしたものの、なんらかの事情で断念。そのまま逃亡したとみられる。

　もちろん、一方で別の犯人像を視野に入れた捜査も続いている。岩地道たちの班は、藤島花音の交友関係を当たる中で、江刺詢子というフォトグラファーの名前に辿り着いていた。花音の自宅から江刺詢子の名刺が発見されていたし、花音はいつか江刺詢子に写真を撮ってもらいたいと友人たちに話していたという。蝦名たちはまったく知らなかったが、女性のポートレートを撮る腕が確かなようで、界かい隈わいでは名高いらしい。

　本人に接触する前に、蝦名たちは江刺詢子のことを調べた。彼女は本名を大おお川かわ詢子というらしく、年齢は三十二歳。江刺は母方の姓で、フォトグラファーとしての活動ではそちらを名乗っているようだった。両親とは幼い頃に死別し、父方の祖父の元で妹と共に育てられた。祖父は裕福であり、姉妹を可愛がっていたらしいが、詢子は成人して暫くすると妹と共に祖父の家を出て、二人で暮らし始めたという。妹とは九つほど年齢が離れており、詢子が母親代わりのように接していたようだ。直感のようなものが働いて、蝦名はその妹の方も調べてみることにした。

　するとその大川莉帆は、今から六年ほど前──、十七歳のときに、自殺していた。

　いじめを苦にしてのことだったとされる。

　そして藤島花音は、大川莉帆と同じ高校に通っていた。

　その大川莉帆の自殺には、いじめという言葉では済ませられないほどの、暴行や売春強要など悪質な行為が認められており、加害者グループの中から数名の未成年逮捕者が出ていたようだ。ショッキングな事件で、一時期世間を騒がせていたのを蝦名も憶えている。

　捜査を進めると、藤島花音がその事件と関わりがあったという事実が明らかになった。両親の離婚に伴って本籍と姓に変更があったため、初動捜査の照会では判明していなかったが、藤島花音には前歴があったのだ。家庭裁判所不送致となっていたものの、当初は加害者側としてその事件に関与していた疑いがあったのだという。

　その情報に辿り着いたとき、蝦名は快かい哉さいを叫びたい気分になった。手て応ごたえのようなものを感じながら、捜査本部に残る岩地道の指示を受け、蝦名と槙野は江刺詢子の元へと向かった。

　江刺詢子は都内にある古い三階建てのビルに住んでおり、そこは事務所とスタジオを兼ねた場所のようである。祖父が所持していた貸しビルで、現在は詢子が一棟まるまる祖父から譲り受けているかたちらしい。詢子たちを育てた祖父は既に亡くなり、それなりの資産を彼女に遺のこしているようだ。蝦名たちは詢子が帰宅する時間を待って彼女に声を掛けた。殺人事件について調査をしていると言うと、詢子はあまり驚いた様子を見せずに、仕事が忙しいので十分程度なら、と事務所に蝦名たちを案内してくれた。

「もしかして、藤島花音さんのことですか」

　詢子の事務所は、少し変わっていた。部屋の半分ほどは、まるで舞台ステージのように見える。背景として使うのか、真っ白な布が壁面いっぱいに広げられ、無機質なコンクリートの壁も白く塗りつぶされている。天井や床には、縦に細長いライトも設置されていた。そちら側には見たところ窓はなく、息苦しい空間に見える。その反対側にはデスクがあり、複数のモニターが並んだパソコンやノートパソコンがあった。奥の硝子ガラスケースには、多種多様なカメラが収められていて、別室に続く扉も見える。

　いちおう、中央にはソファと低いテーブルがあり、座るように勧められたが、蝦名たちはすぐに失礼するのでと断って、立ったままだった。江刺詢子も腰掛けず、デスクに寄りかかるようにしながら、刑事たちの視線を受け止めている。

「藤島花音さんが殺害されたことはご存知でしたか」

「テレビで見ました」

「藤島花音さんとは、どういうご関係でしたか」

　蝦名の質問に、江刺詢子は以下のようにして淡々と答えた。

　藤島花音とは、彼女がモデルとして事務所に所属したばかりの時代、コンポジ撮影（宣材写真のことを、業界ではそう呼ぶらしいと蝦名は初めて知った）を担当して知り合った。花音の方が、以前から詢子の写真を気に入ってくれていて、連絡先を交換したという。その後はＳＮＳなどでときおりやりとりが続いた。その後、直接会うようになったのは、花音が事務所を辞めてフリーランスの被写体モデルとして活躍するようになってからだ。花音が自分の写真集を作りたいと考えており、その撮影を詢子にお願いしたいと相談を受けたのだという。報酬もきちんと払ってくれるというので、最初は詢子もその話に乗り気だった。度々会って、二人で計画を話し合ううちに親しくなり、花音が暮らしているあの山荘にも何度か足を運んだことがあるという。

　ところが、最終的に詢子は、その計画を断ることにした。

「なぜです？」

　槙野が問うと、詢子は視線を俯うつむかせたまま答えた。

「刑事さんたちは、ひょっとするともうご存知かもしれませんけれど……。藤島さんが、妹の仇かたきだったからです」

　花音と話していくうちに、詢子は花音が妹と同じ高校を卒業していることに気が付いた。その後、妹と親しかった人間に話を聞くうちに、藤島花音が妹の自殺に関わっているのではないかと疑うようになったという。

　詢子の妹の事件に関しては悪質な行為が発覚しており、立件された上で加害者たちは家庭裁判所に審判を委ゆだねられた。だが、少年事件である以上、詢子は加害者に関する情報をなにも知らされることがなく、申請をしても裁判の傍聴は認められなかった。もちろん、詢子がそのことに不満を抱えていないはずがない。藤島花音を怪しんだ詢子は、花音の過去を調べた。すると当時のことを知る卒業生たちの証言から、花音がいじめの加害者グループの一員だったという事実が出てきたのだ。しかも彼女は逮捕されたものの、証拠が足りず、家庭裁判所に送致されることすらなかったという。

　黙したまま相手を観察する槙野に代わり、蝦名が友好的な態度で質問を続ける。

「なるほど。それで仕事の依頼を断った──、ということですか」

「はい」

「藤島さんには、妹さんのことは？」

「伝えませんでした。だから、どうしてあたしが仕事を急に断ったのか、わからなかったと思います。いきなり機嫌を損そこねたと思ったんじゃないでしょうか」

「どうして、なにも伝えなかったんです？」

「伝えて、今更どうなります？」詢子は微かに笑って言う。「謝罪の言葉を聞いて、すべて赦せるようになると思います？　それで莉帆が帰ってくるわけじゃあるまいし」

「最後に藤島さんにお会いしたのは？」

「まだ寒かったから、もう一ヵ月以上前のことだと思います」

「ところで──」槙野が鋭く切り込んだ。「先週の日曜日の十三時から十五時の間ですが、どこでなにをしていましたか？」

「アリバイですか？」

「関係者の方々には、必ずお訊きすることになっています」

「日曜日だと……」

　詢子はデスクに回り込むと、パソコンのマウスに手を伸ばした。蝦名たちには、画面の様子が見えない。恐らくスケジュールを確認しているのだろう。

「ああ、そっかそっか。一日中、千葉の方で撮影をしてました」

「お仕事ですか」

「いえ、仕事とは違うんです。個人作品の撮影で……、まぁ、趣味の一環ですね」

「証明してくれる方はいますか？」

「もちろん、趣味といえど、モデルさんを撮影していたわけですから。朝の九時から、夜の八時くらいまでかな……。ずっとその子と一緒でしたよ」

「その方のお名前を伺っても？」

「城塚さんです」

「ジョウヅカさん」

　蝦名はその名前を繰り返す。

　なんだろう。珍しい苗字のくせに、どこかで聞いたことがあるような……。

　蝦名は槙野の顔を見る。槙野も、蝦名を見ていた。

「あの」蝦名はまさかと思いつつ言う。「下のお名前は？」

「翡翠さんですよ。城塚翡翠さん」

　詢子は、スマートフォンを取り出して、その画面を蝦名たちに見せた。

「この子の写真を撮っていたんです」

　スマートフォンの画面いっぱいに、詢子と肩を並べて気恥ずかしげに笑う、城塚翡翠の姿が映っていた。
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「どういうことだ」

　車内で額を押さえながら、もはや何度目になったかわからない言葉で槙野が呻うめいている。

　コンビニに駐車した車の中で、二人は遅めの昼食を摂とっているところだった。

「まさかアリバイ証人の名前に、城塚さんが出てくるとは思わなかったっすね……」

　蝦名も、歯は痒がゆさと困惑が入り交じった複雑な心境だった。

　江刺詢子の話を聞くうちに、刑事の直感は彼女が犯人に違いないと告げていた。それは相棒である槙野も同じだったろう。だが、江刺詢子にはアリバイがある。しかもそれを証明するのが、あの城塚翡翠だという。いったいどういうことなのか──。

　江刺詢子が翡翠を撮影していたという千葉のオーデンセ自然公園から、殺害現場のある西多摩までは、車を使っても二時間はかかる。電車移動なら三時間以上だ。対して、死亡推定時刻は解剖の結果、より正確となり十三時から十五時の間と判明している。朝の九時から二十時まで翡翠と一緒だったとするなら、完璧なアリバイが成立してしまうのだ。

　ひとまず、城塚翡翠に確認を取ることになった。いつもは警視庁や所轄警察署に足を運んでもらうこともあるが、今回は事情が違うので、こちらが出向く必要があるだろう。現時点での彼女は、あくまで参考人なのだ。

　蝦名が彼女のアシスタントに電話をすると、一時間後で良ければ時間が取れるので、自宅まで来てほしいという。蝦名は本人の電話番号も知っているのだが、最近はアシスタントを経由しないで連絡を取ると怒られてしまうのだ。いつだったか、犯人と接触中だった彼女へと蝦名がうっかり遺体発見の一報を入れてしまったことがある。危うく警察との繫つながりがあることが相手に知られてしまうところだったが、そのときは機転を利かせて回避したようだった。あのときの事件の被害者はまだ少女だったので、そのときのことを思い出すと苦い気持ちが蘇ってくる。

「鶴つる丘おか事件のときみたいに、殺人犯だと狙いを付けて接触中なんですかね」

　その事件でも、城塚翡翠は勝手に犯人と接触していた。まぁ、まったく捜査線上に浮かんでいなかった人物だし、彼女のおかげで逮捕・起訴できたのだから、結果オーライと言えるかもしれない。

「そんな余計なことをされて容疑者のアリバイを証明されたんじゃ、こっちはたまったもんじゃない」

　ハムカツサンドを手に、槙野は顔を顰めている。

　ともかく、彼女の意図を聞く必要がある。

　報告をした際、管理官や岩地道からは、場合によっては捜査情報を開示して彼女に意見を求めても良いと言われている。その判断は槙野と蝦名に一任された。もちろん、城塚翡翠が容疑者のアリバイを証言する立場にいるなら、慎重に判断しないとならない。それがわかっていながら、本部がそんな命令を下すことが槙野は面白くないのだろう。確かに上層部がそうまでしても翡翠の力を使いたがるのは、少し異常だ。

「そういえばですけど、城塚さんってどうしてまたウチらに協力してくれるようになったんすかね。ほら、例の事件から、いったん警察と距離を置いて勝手に行動していたじゃないですか」

　一時期の城塚翡翠は警察のコントロールを外れて、こちらの把握していない事件を勝手に解決していたのである。ミネラルウォーターのキャップを開けながら疑問を口にして、しかし、しまったな、と蝦名は気が付いた。翡翠が警察と距離を置くことになった事件の話をすると、槙野はいつも苦い顔をする。今も無言のまま、ハムカツサンドに齧かぶりついていた。

「ええと」誤魔化すように、蝦名は明るい声で続けた。「ほら、鶴丘の事件の頃からですかね、また積極的に協力してくれるようになって。どういう心変わりがあったのかなぁ、と……」

「知らないのか」

「なにか知ってるんです？」

「いや。知らん」

　槙野は面倒そうな表情で蝦名を一瞥すると、窓の外に顔を向けてしまう。

「なんですそれ」

　どう見ても知っている口ぶりだったが、教える気はないらしい。

　そうとなれば、槙野はてこでも動かないだろう。

「まぁいいですけど……、そろそろ出しますよ」

　仕方なく、蝦名はエンジンを掛けて、車を出す。翡翠の自宅は都内のタワーマンションにある。自宅まで伺うのは久しぶりだ。程よい時刻に到着して、指定された地下駐車場のスペースに車を駐める。エントランスに上がってコンシェルジュの女性に用件を告げると、エレベーターへと通してくれた。

　上空へと向かう密室の中で、槙野はずっと難しい表情をしている。

「どうしたんです？」

「なんだかむず痒がゆくなる場所だ」

「家賃が気になりますよね」

「どうせ汚い金で住んでるに決まってる。それか愛人の類が金を出してるんだろう。あいつはそういう女だ」

「そう決めつけるのはよくないっすよ」

「お前は嬉しそうだな」

「いいじゃないっすか。城塚さん、可愛いですし。あのニコニコした口元と、ときどき見せる困った感じの眉が、なんだかこう、見ているだけで癒いやされるんすよね」

「お前は簡単に女に騙されるからな……」槙野が溜息をつく。「いいか。騙されるなよ。あいつの恐ろしさはお前も知っているだろう。綺麗な顔をして、裏でなにを企たくらんでいるかわからないやつだ。のほほんとした純真無む垢くな雰囲気はすべて演技なんだよ。だが、ほとんどの男は騙せても俺はそうはいかない。俺は女に甘くないからな」

「わかってますって。演技だろうが見てる分にはそれでいいんですよ。だいたい、テレビに映ってるアイドルだってみんな演技してますからね。夢の国のショーと同じです。偽物だっていうのを知ってて楽しむんですから」

「それはそれで夢のない言葉だな」

「それに、ほら、うちの職場、ああいう女の子と触れ合う機会なんて滅多にないじゃないっすか。知り合いが勤めてるベンチャーなんて、毎日綺麗なお姉さんとお仕事してるらしいですよ。こっちは時には命の危機に瀕ひんしながらも、毎日オジサンと残業ばかりですからね」

「お前なぁ……」

　お前には刑事としての誇りがないのか、と呆れられるのがいつもの展開ではあるが、その台詞せりふが出てくる前にエレベーターは目的の階に到着した。不ふ真ま面じ目めなのは承知しているが、誇りだけでは精神は摩耗していく。日々の頑張りのためには潤うるおいだって必要だろうに、と思う蝦名である。

　隅すみ々ずみまで清掃が行き届いている様子の廊下を歩くと、妙な違和感を覚えた。

「あれ、前もこの階でしたっけ？」

「ぁン？　そうに決まってるだろう」

　槙野は不機嫌そうに歩き、目的の部屋のインターフォンを鳴らす。

「どうぞ。お待ちしていました」

　玄関の扉を開けて二人を出迎えてくれたのは、アシスタントの千和崎真だった。

　彼女も美人だが、ショートボブの髪型と切れ長の眼が、どことなく中性的な風貌に見せている。服装も、ダークトーンのブラウスとパンツを組み合わせた、大人びたオフィスカジュアル風の装い。線の細さと身長の高さが際立ち、知的で仕事ができそうな雰囲気だ。そんな中であっても耳を飾るフープ状のイヤリングが、小洒落たセンスを覗かせている。

「お久しぶりです」

　蝦名が一礼すると、千和崎は小さく頷いた。あまり表情の変化を見せない女性だ。会う度に髪型が変わっている気がして、今日も新鮮な印象を抱いた。

「ご無ぶ沙さ汰たしております！」

　突然、蝦名の傍らで敬礼するような勢いで言ったのは、槙野だった。蝦名はその声量の大きさにぎょっとして槙野を見上げる。槙野は挙動不審気味に瞼を痙けい攣れんさせながら声をあげた。

「自分は警視庁捜査一課の槙野です！　そのう、憶えておられますでしょうか」

　千和崎も呆気にとられたのか、少しきょとんとしてから、微かに口元を綻ほころばせた。

「ええ、槙野怜苑さんですよね。岩地道さんのところの。憶えていますよ。いつも城塚が大変お世話になっております」

「いえ、とんでもありません！　こちらこそお世話になっております！」

　槙野は深々と頭を下げた。

　なんだこいつ。

　蝦名は啞あ然ぜんとしてなにも言えない。

　室内に招かれるときも、槙野はへこへこと頭を下げていた。

「先輩、なにあがってるんですか」

　小声で訊くと、槙野に睨まれる。槙野も小声で応じた。

「ば、お前、馬鹿……。これは、そのう、あがってるわけじゃない。確かに、相手は魅力的な女性だが……、こう……。そう、あれだ。下手に出る作戦だ。わからんのか？」

「いやわからんですけど」

「こちらへどうぞ」

　なかなか付いてこない刑事たちを不審がって、千和崎が首を傾げている。

「ただいま参ります！」

　慌てて槙野が向かう。玄関も廊下も信じがたいほど空間に余裕があり、通された部屋はリビングルームのようで、こちらも小さなパーティーができそうなほどに広かった。一面いっぱいに広がる大きな窓から、東京の青空が一望できる。モダンな雰囲気で統一された内装は掃除が行き届いていて、まるでモデルルームのようだ。こうした空間は、テレビドラマの中か、殺害現場くらいでしか見たことがない。蝦名のベッドよりも広くゆったりとしているかもしれない幅広のソファに、二人は腰を下ろした。

「城塚が来るまで、少しお待ちいただけますか」

「は、突然押しかけて申し訳ありません」

　槙野が深く頭を下げる。

「よろしければ、珈琲をお淹いれしますが」

「ああ、お気遣いなくっす」蝦名は笑う。「それに、この人、見かけ倒しで苦いものが──」

「ばっ！」槙野が蝦名を小突く。脇わき腹ばらに一撃が入り、蝦名は痛みに言葉を詰まらせた。「珈琲、大好物です！　いただきます！」

「それは良かったです。ちょうど良い豆があるので。蝦名さんも珈琲でよろしいですか」

　蝦名は滲む涙を堪えながらこくこくと頷く。

　千和崎はキッチンカウンターへと姿を消した。その姿を横目で見ながら、蝦名が小声で言う。

「先輩、なに見み栄え張ってるんですか」

「馬鹿野郎……。見栄を張ってるわけじゃない。昔から珈琲は大好きだ。むしろ、お前、俺がいつから珈琲が飲めないと錯覚していた？」

　大丈夫だろうか。

　色々と不安になってきた蝦名である。

　珈琲豆の音だろうか。キッチンの方から、じゃらじゃらと豆が流れるような音が聞こえて、香ばしい薫りが漂ってくる。

「お二人とも、ようこそ」

　扉が開いて、城塚翡翠が姿を現した。

　緩やかにウェーブを描いた髪と、白いシフォンブラウス、細い腰のラインが際立つレーススカート。いつもと同じゆるふわな雰囲気の装いで、相変わらず笑顔が可愛らしい。爽さわやかな空気のようなものを感じて、蝦名は疲れ果てた心が潤っていくのを感じていた。

　しかし、槙野の方は相変わらず苦虫を嚙み潰したような表情だ。

　蝦名は立ち上がって、お辞儀をする。

「雲うん野のの事件ではお世話になりました。改めて、刑事部長がよろしくと……。あの、こちらつまらないものなんですが」

　蝦名は持参した紙袋から、洋菓子店で買った手土産の入った箱を取り出した。江刺詢子のアリバイが信用できるものなのかどうかの確認なのに、なぜか菓子折りを持っていけと命じられてしまったのである。

「わぁ、いちごバターサンドさんです！」受け取った翡翠は、店舗の包装紙だけで中身がわかったのか、瞳を輝かせた。「これ、大好きなんですよね」彼女は手にしたそれを見下ろしたままふふふと笑みを浮かべていたが、はたと気づいたように頭を下げた。「ありがとうございます。お気を遣っていただいて、申し訳ありません。お礼なら警察庁の方から充分いただいていますから、刑事部長さんも気を遣っていただかなくて良いのですけれど……」そうは言いつつも、翡翠は機嫌良さそうだった。「でも、せっかくなので、皆さんでいただきましょうね」

　翡翠は鼻歌交じりに、受け取ったそれをキッチンへ持って行く。

　蝦名が再度腰を下ろすと、彼女が離れた隙すきを狙って槙野が呟いた。

「どうして事情聴取するのに、刑事が手土産を持ってこなくちゃならんのだ……」

「仕方ないですよ。雲野は大物でしたし、刑事部長にとっても目の上のこぶのようでしたから」蝦名は小声で言う。「刑事部長、あいつを捕まえたことで、察庁サッチョウや法務省のお偉いさんにだいぶ褒めてもらったみたいですよ」

　翡翠が戻ってきて、蝦名たちの向かいにあるソファに腰を下ろした。槙野は翡翠を睨んでいるが、翡翠の方はその視線に気づいているのかいないのか、暢気のんきに微笑んでいる。

　ひとまず場を和ませようと思って、蝦名は気になっていることを訊いた。

「あの……。城塚さん、ここって、模様替えしました？」

「いいえ」

　翡翠は不思議そうに首を傾げる。

「いつもお伺いしてる場所と、かなり違うなぁと思いまして」

　普段、蝦名たちが通してもらう部屋は、もっとアンティーク調の家具で統一された場所だった。こんなモダンな内装とは真逆だったのである。

「ああ」

　翡翠は頷くと、ぽんと両手を合わせた。

「あれは下の階の部屋です」

「下の階」

「ええ。お仕事で使う部屋です。室内にある階段で行き来できるんですよ。でも、昨日、わたしが珈琲を零して、カーペットを駄目にしてしまって」翡翠は後頭部をこつんと小突いて、ちろりと舌を出す。「わたしったらうっかりさん」

「お仕事というのは、ええと、霊媒の……？」

　道理で、いつもと違う階で降りた気がしたのだ。

「はい。最近は、スピリチュアル・カウンセラーとも名乗っています。不思議なことに、お客さんによってはこちらの方が安心されるんですよ」

「はっ、詐欺師風情が」翡翠を睨み続けていた槙野が、吐き捨てるように言った。「どうせそのあくどい商売で得た金で、こんなところに住んでるんだろうが」

「ちょっと、先輩」

「それは誤解というものです」翡翠は頰を膨らませて言う。「金銭をいただいたことは一度もありません」

「詐欺師の言い分だな。たとえそうだとしても、お前が超能力を吹ふい聴ちょうする詐欺師には変わらん。いいか、俺の目の黒いうちは──」

　翡翠は面倒そうな表情をしながら、槙野の言葉を遮さえぎるようにぱたぱたと手を振った。

「怜苑ちゃんは、人のことをいつも詐欺師詐欺師と、ほんとうに失礼さんですね」

「誰が怜苑ちゃんだ！」

「怜苑ちゃんは知らないかもしれませんが、霊能力を詐称することは違法ではありませんよう」

「この……、屁へ理り屈くつを……」

「怜苑ちゃんにはわからないかもしれないですけれど、屁理屈も理屈の親しん戚せきなのです」

「そのちゃん付けをやめろ！」

「怜苑ちゃんこそ、人のことを詐欺師呼ばわりするのはやめてくださいよう」

「こいつ……！」

「先輩、落ち着いてくださいよ……。今日は喧嘩しに来たわけじゃないんですから」

　やはり槙野と一緒に来たのは失敗だったかもしれない。この二人は顔を合わせると毎回こうなるのだ。それ故ゆえに翡翠と捜査活動をするときは、岩地道や自分が同行することが多い。今回は城塚翡翠をアリバイ証言者として扱うか、捜査協力者として扱うか、その見極めに公正さが必要になるだろうからこそ、岩地道は槙野を同行させたのだろうが──。

　槙野は顔を顰めると、腕を組んでソファに凭もたれた。

　お前が話せ、という意味に受け取って、蝦名は肩を竦める。

「それで城塚さん、今日お伺いしたのはですね──」

　すっと笑顔をかき消して、翠みどりの双眸が蝦名の瞳を見返す。

「江刺詢子さんの件でしょう？」

　蝦名は言葉を途切れさせた。

　今回は捜査協力のお願いではない──という旨しか、蝦名は電話で伝えなかった。

　これは推理の為せる業か、それとも本物の霊感か──。

　が、すぐに理解する。翡翠は、いつだって雰囲気たっぷりに予言や予知めいたことを言うのでうっかり騙されそうになるが、蝦名も伊だ達てに付き合いは長くない。

「江刺詢子から連絡があったんすね？」

「さすが、蝦名さんです」両手を柔らかく合わせて、翡翠はにっこり微笑んだ。「はい。殺人事件の捜査で刑事たちが来て、アリバイを訊かれたのでわたしの名前を出したと──。ご迷惑がかかるかもしれないからと、わざわざお電話をいただきました」

「それなら話は早いっす」蝦名は言う。「自分たちは、ある事件の捜査をしています。被害者の死亡推定時刻は、十三時から十五時の間です。城塚さん、先週の日曜日のその時間、どこでなにをされていましたか？」

「もちろん」翡翠は気の毒そうな表情を浮かべて言う。「その日は、朝の九時から夜の八時まで、江刺詢子さんと一緒にいました。ちょうど死亡推定時刻の間は、千葉のオーデンセ自然公園でずっとわたしといましたから、詢子さんは犯人ではありえませんよ」

「念のために訊きますけれど、口裏を合わせているわけじゃないっすよね？」

「残念ながら」翡翠はゆるやかにかぶりを振った。こちらを落胆させるのを申し訳なく思ったのか、優しい口調だった。「あの自然公園には、いくつか防犯カメラがあったと思います。調べればわたしたちの姿が写っているはずですし、撮影をしていたわたしたちの姿は目立ったでしょうから、職員や来園者の中には、わたしたちのことを憶えている人がいるかもしれません」

「そうっすか……」

　蝦名は落胆を隠しきれない気分だった。

　もちろん裏は取るつもりだが、翡翠にそこまで言われてしまうと、江刺詢子の犯行は不可能ということになる。彼女が犯人だという直感は誤りだったのだ。

　やはりストーカーの線を追うべきなのか……。

「ところで……、城塚さん、どうしてまた、江刺詢子と一緒にいたんです？」

「たまたま知り合って、お友達になったのです。わたしたち、すごく気が合うんですよ。それで、わたしの写真をですね、ふふふ……、撮りたいと、仰おっしゃってくださったので……」

　なぜか照れくさそうに、もじもじと五指を組み合わせながら、そう言われてしまう。

「城塚」

　黙り込んでいた槙野が言った。

「鶴丘のときみたいに、狙いをつけて接触してたわけじゃないんだろうな？」

「それは違います」翡翠は笑顔を消して、僅かに顔を顰めたように見えた。「残念ながら、本当に偶然です」

「お前の言葉を、素直に信じられると思うか？」

「わたしが狼おおかみ少女だと言いたいのですね？　まぁ、自業自得ではありますけれど……」翡翠は視線を背けて、暫しばし考えるような間を置いた。それから、真剣な口調で言う。「でも、合理的に考えてみてください。被害者の死亡推定時刻は日曜日のお昼なのでしょう？　わたしが詢子さんと知り合ったのは、それより二週間も前のことです。仮に詢子さんが犯人だとして、わたしが意図的に彼女と接触したとすると、わたしが殺人を予知していたことになります」

「お前なら可能なんじゃないか」

「ご冗談を」翡翠はなぜか自嘲気味に嗤わらった。「確かに、それを期待される向きもありますけれど……」

　槙野は疑うように翡翠を見ているが、蝦名の感覚としてはそれは不可能というものだろう。仮に何らかの方法で殺人を予知した上で江刺詢子と接触していたのなら、翡翠はその殺人を止めたはずだ。蝦名が翡翠を信頼しているのは、彼女の抱く正義心を知っているからでもある。

　翡翠は困ったように眉まゆ尻じりを下げて、槙野を見返している。

「まぁ、確かに、詢子さんに犯行が可能な事件なのだとしたら、わたしをそう疑うのも無理はないかもしれませんけれど……。実際には、詢子さんには不可能な殺人なわけですから、わたしの関与を結びつけるのは強引というものでしょう？」

　槙野は渋しぶ々しぶと言った様子で、押し黙る。

　そのタイミングで、甘く香ばしい薫りが漂ってきた。

　トレイに珈琲カップを載せて、千和崎がやってくる。

「どうぞ」

「ああ、これはどうも」

　湯気と共に香り立つ珈琲が、テーブルに並べられる。珈琲とは思えないような甘い薫り。千和崎が淹れてくれる珈琲はいつも美味しいので、蝦名にとってはこれも翡翠のところへ来訪するときの楽しみの一つとなりつつある。ついでに、蝦名が買ってきたいちごバターサンドまで、洒落た小皿に載せられて提供してもらった。スイーツにうるさい事務職員の女子たちに教えてもらったお店で買ったので、たぶん美味しいに違いない。甘いものも大好きな蝦名である。

「そういうわけで、わたしにできることはなにもありません。別の線で犯人を探るのが、建設的というものでしょう。まぁ、真ちゃんが淹れた美味しい珈琲でも飲んで、ひと休みしていってくださいね」

　言いながら、翡翠はピンクのエナメルが艶つややかに光る指先で角砂糖を摘つまむと、それをぽちゃぽちゃと珈琲のカップに投入していく。蝦名はその甘さを想像して顔を顰めた。相変わらず彼女の味覚はどうかしている気がする。想像だけで口の中が甘くなったので、自分も珈琲をいただくとしよう。

「ではお言葉に甘えて」

　蝦名は頭を下げて、珈琲のカップに口を付ける。

　甘くて香ばしい、どこかチョコレートを思わせる薫り。上品なコクとすっきりとした後味が、舌に不快感を残さない。蝦名は味よりも、甘く感じられるこの薫りが気に入った。

「いやぁ、相変わらず、千和崎さんの珈琲は美味しいですね」

　蝦名が顔を上げて、ソファの端はしに腰を下ろしている千和崎に言う。

　千和崎は珈琲を褒められたのが嬉しかったのか、珍しく口元を綻ばせた。

「それは良かったです」

　槙野を見ると、どうしてか彼はじっと翡翠の方を見ていた。彼も同じように、角砂糖を投入しまくる彼女の様子を見て感じるものがあるのだろうか。

「あら」その視線に気づいたのか、頰に手を当てて翡翠が首を傾げる。「怜苑ちゃん、どうしました？　これは怜苑ちゃんみたいに珈琲が苦手な子でも、美味しく飲めますよ」

「ば、馬鹿野郎。珈琲が飲めないなんて、お前みたいなお子様じゃあるまいし、俺がいつから珈琲が苦手だと錯覚していた？」

「あれれぇ、わたしの記憶違いでした？」

　槙野は一瞬だけ珈琲のカップを睨み付けると、覚悟を決めたかのように勢いよくそれを啜った。なぜか瞼が閉じられている。子どもかよ、と思いながら蝦名がその横顔を眺めていると、はっとしたように槙野が眼を開いた。普段は目つきが悪いのだが、それこそ今は子どもの如く瞳が驚愕に輝いていた。

「これは……。いや、本当に美う味まい」

　甘さを感じられる薫りと心地よいコクのバランスが、子ども舌でも美味と感じられる上品な味わいになっているらしい。槙野は感激したように千和崎に言った。

「素晴らしいです。これは、なにか特別な豆を使っていらっしゃるんですか？」

「これはコピ・ルアクという豆です」

　上品に珈琲を味わっていた千和崎が言うと、傍らで同じように珈琲を啜っていた翡翠がとつぜん咽むせだした。げほげほと涙目で咳き込んでいる翡翠を一瞥して、蝦名はまさかと思いながら訊ねた。

「コピ・ルアクって、原産地の名前じゃないですよね？　なんか聞いたことがあるような気はするんですけど、原産地っぽい名前じゃないような……」

「そうですね」傍らの翡翠の背中を摩さすり、まるで母親のようにティッシュで口元を拭ってやりながら、千和崎が言う。「ルアクというのはジャコウネコの意味で、これはジャコウネコが食べた豆が体内で発酵されて、糞フンと一緒に排はい泄せつされたものです」

「ああ、ジャコウネコの糞っすか」

　珈琲を啜っていた槙野がべふっと音を立てて咽せだす。

　ようやく落ち着いたらしい翡翠が唾つばを飛ばす勢いで言った。

「真ちゃんはっ、またなんてものを飲ませるんですかっ！」

「えぇ」不服そうに顔を顰めながら、かかる唾から逃れるようにして千和崎が身を引く。「いつも美味しそうに飲んでたじゃない」

「糞だなんて聞かされてませんでした！　糞ですよっ！　糞！　そんなものを珈琲にして飲もうと考える人間の気が知れません！」

「糞じゃなくて、糞と一緒に排泄された豆だって」

「同じようなものですっ！」

　蝦名は未だに咽せ続けている槙野の背中を摩ってやる。幸いなことに珈琲を激しく吹き出したりはしなかったようで、周囲は汚れていない。ソファもカーペットも高級そうだから、それだけが気がかりだった。

「美味しいですよね？」

　千和崎は、何な故ぜか助けを求めるような眼で蝦名を見る。

「いや、まぁ、美味しいとは思いますけど、できれば知りたくなかったっすね……」

　そういう珈琲豆が存在するとは知っていたので、一度は飲んでみたかったのだが、これでは不意打ちである。千和崎と翡翠は、どちらの味覚がおかしいのか、ということについて喧嘩を始めている。涙目になっていた槙野が、ようやく落ち着きを取り戻してきた。蝦名を見て心細そうに言う。

「俺は……、俺は、猫のウンコを飲んで美味しいと言ったのか？」

「高級品ですよ。ついでにジャコウネコは猫じゃないっす」

　なにもかもが信じられない、という顔で槙野が瞑めい目もくする。

　蝦名は笑いを堪えるのが大変だった。

　場が落ち着くまで、五分くらいかかっただろうか。

　なんだかんだで珈琲が美味であることに変わりはなく、覚悟を決めれば意外といけるもので、いちごバターサンドの甘さとも絶妙にマッチしていたせいか、翡翠以外はカップを空にしてしまった。蝦名が持ってきたお菓子はすべて瞬殺されてしまったが、半分以上は翡翠がひとりで食べていたように思えた。確かに大変に美味だったので、今度は個人的に購入してみようと決意した蝦名である。

　千和崎がカップを片付けに席を立つと、翡翠はティッシュで口元を押さえながら告げた。

「とにかく……。他に用件がなければ、お帰りを」

　まぁ、いつまでも居座っていたところで仕方がない。充分にリラックスできたことだし、早速他の交友関係を洗い出して別の線を追いかけるしかないだろう。蝦名は退散するつもりで槙野に視線を向けた。ところが、槙野はじっと睨むようにして翡翠を見ている。

「城塚」

　槙野が静かに言う。

　翡翠は怪訝そうに彼を見て、小さく首を傾げた。

「お前、本当は江刺詢子を疑っているんじゃないか」

　鋭い眼差しが、射い貫ぬくようにして翡翠を見定めている。

「わたしが、詢子さんを？」

　翡翠は怪訝そうに眼をしばたたくと、ちらりと天井を見た。

　つられて蝦名も天井を見てしまうが、そこにはなにもない。

「なにを根拠に……」

　翡翠は小さく笑って、槙野に視線を返す。

「根拠ならある」槙野は確信を持ったように言った。「俺は、お前のことが気に食わん。だが、あいつが認めたお前の正義心に関しては……、俺も認めているつもりだ」

　翡翠は笑顔を消して、微かに眼を細めた。

「お前は絶対に殺人を赦さない。いつものお前なら、自分にできることがないなんて言って、俺たちを追い返すことはしないだろう。お前が警察を離れていた間だって、こっちが頼めばなんだかんだと理由をつけて勝手に犯人を探っていたくらいだ。普通なら、自分が代わりに犯人を見つけて江刺詢子の無実を証明してみせようだとか、そう御託を並べて捜査情報を寄越せと言ってくる。けれど、それをしない。なぜか──」

　槙野は静かに翡翠を睨んだ。

「お前自身が、江刺詢子を疑っているからじゃないか？」

　対する翡翠は、やや憮ぶ然ぜんとした表情を見せたものの、挑むように槙野の視線を受け止める。

「詢子さんは、わたしのお友達です。友人をそんなふうに疑うはずがありませんでしょう？」

「お前、自分が捜査をすれば、江刺詢子を疑わずにはいられなくなる。そう確信しているから、この件から手を引こうとしているんじゃないか。お前は、その程度のやつだったのか？」

「失礼な……」

　翡翠は立ち上がる。

「お引き取りを」

　踵を返すようにして、翡翠が部屋から出ていく。

　蝦名は槙野を見た。槙野は翡翠が消えた扉を見つめている。

　キッチンから戻って、やり取りを見ていたらしい千和崎が蝦名たちに無言で会釈をした。それはどういう意味だったのか、千和崎は翡翠を追うように同じ扉へ消えていった。

　見送りもなしに勝手に帰るのも、なんだか心地が悪い。

　千和崎の会釈は、待てとも、帰れともとれる。

「どうします？」

　蝦名の問いに、槙野は深く溜息を漏らすだけで、答えることをしなかった。


　　　　　＊



「ちょっと、翡翠」

　千和崎真は、城塚翡翠の部屋の扉を開けた。

　相変わらず、下着だとかトランプのカードだとか、シルクのハンカチだとか、よくわからないものが散乱していて酷い部屋だった。

　部屋の主である城塚翡翠は、真に背を向けるようにして部屋の中央に佇んでいる。

「あれは少し大人げないんじゃない？」

　真はやんわりと声をかけた。俯くその背中が寂しげに見えなければ、もう少し窘たしなめるような口調で言ってしまったかもしれない。とはいえ、帰るように言い放って部屋に籠こもるだなんて、まるで子どもの態度だ。自分の前では散々子どもっぽい態度を取る彼女だが、刑事二人を相手にあれは彼女らしくない。

「真ちゃん」

　振り返らないまま、なにかを堪えるような低い声音で、翡翠が呻く。

　真は扉を後ろ手に閉めて、そこに背を預けながら言葉の続きを待った。

「わたしは、人の心を読むことを仕事にしています」

「そうだね」

「初めて知りました」

「なにを？」

「心を読まれるというのは、意外と腹が立つ、ということをです」

「今頃気づいたの？」

　翡翠は顔を上げた。背に垂れる柔らかな後ろ髪が小刻みに震えた。

「特に腹立たしい相手にそれをされると尚なお更さらです……」

「これまでの犯人たちの気持ちがわかっちゃったか」

「ええ。実に効果的な手法であることが、身を以もって証明されました」

　翡翠がどんな表情をしているのかは、真からは覗けない。

　しかし、その声音は低く物静かなものだった。

「真ちゃん、自慢ではないのですが……。わたしには、あまり友達がいません」

「知ってるけれど、本当に自慢にならないね」

「なので、わからないのです……。こういうとき、普通の人は、どうするのでしょう？　殺人犯の疑惑を向けられている友人がいる。わたしが全力で挑めば、その人の無実を証明できるかもしれない。けれど、それとは逆に──。その人を、犯人だと糾弾しなくてはならない可能性だってあるのです」

　確かに、それは難しい問題かもしれないな、と思う。

　そもそも普通の人間だったら、警察官でもない限り、殺人事件の捜査と友人を天てん秤びんにかけることはないと思うのだけれど、それはそれで翡翠らしい悩みなのかもしれない。

「まぁ、わたしも、城塚翡翠は絶対に殺人を赦さない人間だと思ってたけれど」

「だからこそ、です。もし詢子さんが犯人なのだとしたら、わたしは友人を犯人として追い詰めることになる。その未来が見えるからこそです」

　翡翠は呟くように、その懊おう悩のうを零した。

　たぶん、と真は思う。

　きっと翡翠は、本当に嬉しかったのだろう。

　まったく事件とは無関係な、プライベートな時間に知り合うことのできた友人。真に覗かせたはしゃぎようを見るに、城塚翡翠にとってのそれは珍しいことに違いない。

　だからこそ、彼女は友人を疑うべきなのかどうか、思い悩んでいる。

　真は、扉から背を離す。

　彼女の元に、少しだけ近付いた。

「あんたはどう思ってるの？　本当に江刺詢子が犯人だと思ってる？」

「わかりません」翡翠は苦しげにかぶりを振った。「僅かな疑いはありますが、些細なものです。わたしの気のせいかもしれません。だからこそ、確かめなくてはならないとは思うのです。それなのに、わたし、どうして躊躇っているんでしょう……」

　自分自身に愛想を尽かしたみたいに、翡翠は自信なさげな声を漏らした。

　城塚翡翠は他者の心を覗き見て、その心理を掌握する。

　けれど、と普段から彼女のことを見ている真は思う。

　その城塚翡翠自身は、自分自身の心を掌握できていないのではないか。

　自分の心だからこそわからなくて、今みたいに途方に暮れていることも多いのではないかと、真は思うのだ。

「じゃあさ」

　そんなときこそ、この奇妙な友人を支えてやるのも、自分の役目なのだろうと思う。

「もし、わたしが人を殺して、容疑者になっていたら、あなたはどうするの？」

　ほんの少し交流を重ねた相手を友人として迎えて、決断に苦しんでいるくらいだ。

　もし、自分が容疑者として疑われていたら、彼女は同じように悩んでくれるのだろうか。

　それは意地悪な質問だったかもしれない。

　けれど意外なことに、翡翠は即答をした。

「真ちゃんは、絶対にそんなことをしません」

　背を向けたままで、拗すねたような声が返ってくる。

　もう少しだけ翡翠の元に近付いて、真は小さく笑った。

「そう言ってくれるのはありがたいけれど。でも、人間、なにが起きるかわからないじゃない？」

「そうだとしても、わたしは真ちゃんを信じます」

　毅き然ぜんと言い切られてしまって、返す言葉が出てこなくなる。

　そんなふうに言われると、裏切ることは絶対にできないな。

　どのみち、噓の通じる相手ではないけれど。

　うまく言葉が出てこなくて、真はその寂しげな肩に手を伸ばそうと、片手を持ち上げた。

　けれど、それよりも早く、翡翠が言葉を続ける。

「そして、そう信じるからこそ、自分の手で真実を追求することになるのでしょう」

　翡翠が俯いていた顔を上げた。

　小さく、吐息を漏らす。

「そうですね。信じるからこそ、この眼で確かめなくてはならない。もし、友人を追及することになっても、その人の身になにが起こったのか、どうしてそれをしなくてはならなかったのか、大切な人だからこそ、わたしはそれを知らなくてはならないのです」

　声に静かな決意を滲ませて、翡翠は振り向いた。

　唇を嚙み締めるような表情で、真を見つめ返す。

「すみません。くだらないことで悩みました」

　それは真しん摯しな表情に見えたが、思い悩んだことを後悔しているようでもあった。

　真は笑いながら、中途半端に持ち上げた手で首筋を搔かく。

「くだらないこととは違うんじゃない？」

「わたしの理想とする探偵は、努力や苦悩を決して人前に晒さらしません。奇術と同じで、態度が大事なのです。迷いがあれば、探偵の語る真実を皆は安心して聞くことができません」

　そういうものなのだろうか。

　せめて自分の前くらいでは、もっと弱さを見せてもよいと思うのだけれど。

　翡翠はそういった部分を、真を含めて誰の目にも晒すことを嫌う。

　奇術師は、なんでもないことのような表情で奇跡を披露するが、その裏では膨大な時間を練習に注つぎ込こんでおり、その努力が人目に触れられることはない。努力が成し遂げた業であると知られてしまえば、その時点でそれは魔法ではなく、ただのテクニックに変じてしまうからだ。翡翠もそれと同じように、探偵としての努力や苦悩を見せることはない。必死に頭を悩ませて、苦く悶もんして得た結果の答えを、一瞬で考えました、だなんて、さらりと嘯うそぶいて威い厳げんを見せつけることも多い。その方が探偵の推理に説得力を感じられるし、その効果のほどは真もよく実感してきている。

　とはいえ、それは単に意地っ張りなだけという気もするのだけれど。

「でも、ありがとうございます。おかげさまで、覚悟を決めることができました」

「それで、どうする？」弱々しく微笑む翡翠に対して、真は肩を竦める。「捜査をするの？」

「はい。疑惑を抱いている以上、自分の眼で確かめなくてはなりません」頷いて、翡翠は柳眉を顰めた。胸元に零れた髪を指先に巻き付けながら言う。「とはいえ、槙野さんが素直に情報を渡してくれるかどうか。二人とも、帰ってしまったでしょうか……」

「さて、それは日頃から得ている信頼次第かな」

　真は笑って、部屋を出る。

　廊下を歩きながら、翡翠が言った。

「それにしても真ちゃん。ジャコウネコは如何いかがなものかと思うんですけれど」

　まだ根に持っていたのか、と真は笑う。

「連日の捜査で疲れているだろうから、槙野さんでも飲めるような美味しい珈琲でもてなしてあげなさいって。そう言ったのは誰だっけ？」

　考えてみれば、それも意地っ張りな彼女が見せようとしない一部分だ。

「だからって、糞はないでしょう、糞は……」

　ぶつくさ言う彼女の言葉を、真は聞き流す。

　そのまま翡翠を連れて廊下を歩き、リビングの扉を開けた。

　出迎えたのは、ソファに腰掛けたまま、槙野刑事の鋭い眼差しが、じっとこちらを見定めている光景だった。
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「大変失礼しました」

　城塚翡翠は深く頭を下げた。

　蝦名が見ると、槙野は未だに黙ったままだ。

「槙野さんが仰る通り、わたしは詢子さんに対して、本当に僅かながらですが──、疑いを、持っています。それを確かめるためにも、事件に関しての情報を教えてもらえないでしょうか」

「嫌だね」

　即答したのは槙野だった。

「ちょっ、先輩」

　翡翠を辛抱強く待っていたのは槙野だというのに、これである。

　翡翠は真剣な表情で、座ったままの槙野を見下ろした。

「槙野さん。お願いします。もし、詢子さんが関わっているのなら、わたしは尚更に──」

「駄目だ。今回、お前はあくまでただのアリバイ証人だ。江刺詢子を庇かばうようなそぶりを見せた以上、こっちが捜査情報をくれてやる理由はない。お前はただ、どうして江刺詢子を疑ったのか、その理由を話すだけでいい」

　翡翠は諦めたように瞼を閉ざした。

　無念そうな表情だった。

「だが──、お前のことだ」槙野は溜息を漏らす。「どうせ放っておいても、勝手に江刺詢子と接触して、あれこれ話を聞き出すだろうし、他の顔なじみの弱みを突いて情報を聞き出すだろう。あの諏す訪わ間まとかいう奴やつに頼られて、鶴つるの一声を使われても同じことになる」

「あれに頼るのは、わたしも癪しゃくなのですが」

　その警察庁官僚の名前が出ると、翡翠はいつも嫌悪するように表情を歪ゆがませる。

「その癪な思いをさせるのもいいが、どうせなら、貸し借りをチャラにさせてもらおう」

「貸し借り？」

「鐘かね場ばさんのことだ。聞いてるぞ。鐘場さんが免職にならないよう手を打ったのは、お前だろう」

　それは、蝦名も知らない話だった。鐘場正まさ和かずはかつての自分たちのボスだった。蝦名や槙野を一課の刑事として育て上げてくれたのは彼だといっても過言ではない。特に父親がいない槙野にとって、鐘場は父親代わりのような存在だったろう。

　だが、ある連続殺人事件で、鐘場が捜査情報を漏ろう洩えいしてしまっていたことが明らかとなった。懲戒免職は免まぬがれないだろうと思われたのだが、実際には窓際部署への左遷人事で事なきを得たのである。その連続殺人犯を逮捕したのは表向きは鐘場の功績だったから、そうした部分が考慮されたのだろうと思われていたのだが。

「お前がまた諏訪間に利用されるようになったのは、そのせいだな？　鐘場さんを救うために、自分自身を取引材料にしたんだろう？」

　翡翠は黙って、槙野を見ている。

「お前なんかに借りたままは癪なんだ。その借りを返す」

「わたしには、鐘場さんに対する大きな恩義がありました。あの件で槙野さんが借りを感じる必要はありません」

「俺は気にするんだよ」

　槙野は蝦名に視線を向けた。

「おい。見せてやれ」

「先輩……」

　蝦名は溜息を漏らしながら、鞄の中から捜査資料を纏まとめたファイルを取り出す。

「先輩って、すごく、面倒臭い人間っすね」

「あん？」

「なんでもないっす」

　蝦名は呆れて、ファイルをテーブルに載せる。槙野はああ言っているが、千和崎に良いところを見せたいだけなのでは、という疑念も生じてくる。

　女には甘くないと豪語していたのは誰だったろう。

「ありがとうございます」

　翡翠は槙野の厚意を受け入れることにしたのか、深々とお辞儀をした。

　それから、顔を上げてにっこりと笑う。

「お礼に、真ちゃんと一日デートしてもらうよう、取り計らいますね」

「ばっ、おまっ、なにを仰るっ？」

　槙野はコーヒーを飲んでいるわけでもないのに、再び咽せ返る。

　対して、千和崎の方は気にした風もなく笑って言った。

「長くなりそうだし、美味しいアイスクリームでも出しましょうか」
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　蝦名が事件の概略を説明する間、翡翠はじっと黙っていた。返事がないことはいつものことなので、ファイリングされたページを捲めくりながら、要所要所をかいつまんで説明する。遺体の様子が含まれた現場写真は、ケールアイスの食べさしが並んでいるこの場には相応ふさわしくないだろう。ちなみにケールアイスをすべて食べたのは千和崎と槙野で、槙野の方は涙目になりながら食べていた。小さい男である。翡翠の方はまったく口を付けていない。これ以上は食べてくれないと諦めたのか、千和崎はキッチンへと皿を片付けに消えてしまった。

「概略はここまでだ」

　蝦名が説明を終えると、現在の捜査状況の話に入る前に、槙野はファイルを閉ざした。

「お前が、どうして江刺詢子を疑ったのか、まずはそれを聞かせろ」

「まず最初に断っておきますが、わたしが抱いた疑念は、お二人を満足させられるようなものではありません。きっと落胆させてしまうと思います」

「そんなことは慣れっこなんだよ。いいから話せ」

　翡翠は不服そうに唇を尖らせた。

「何年も前に話したことがあると思いますけれど……、わたしはある程度、人の言葉の真偽を見抜きますが、その精度を確かなものにするためには、相手の表情や態度などの情報の蓄積が不可欠なのです」

「城塚さんが容疑者と直接やりとりをしたがるのは、そこに理由があるんすよね」

「一つにはそうです。それを踏まえて聞いてほしいのですけれど」

　翡翠は頷いた。それから本題に入るかのように、ソファの上で居住まいを正す。スカートから覗く膝をぴたりと揃えて、静かに説明した。

「わたしは、朝の九時に詢子さんと待ち合わせをして、彼女の車でオーデンセ自然公園へと向かいました。その途中、ミステリの話で盛り上がったのですが……、そのとき、わたし、ちょっとした冗談を言いまして」

「どんな冗談です？」

「人を殺した経験があるんですか、って──」

　蝦名は槙野を見た。槙野は不愉快そうな表情を見せる。

「笑えない冗談だ」

「あくまで、ミステリマニアとしての冗談ですよう」

「それで、江刺詢子はなんて……？」

「もちろん、驚かれて、笑っていただけです。ただ──」

　翡翠は視線を落として、思い返すような表情を見せた。

「その後で、色々と詢子さんと話しているうちに……。あれは、図星を突かれたときの反応だったのではないだろうかと思うようになって……。もちろん、ただの気のせいだろうと思って、今日まで過ごしていたのですけれど……」

「なんだ」槙野は溜息をついた。「結局、お前の勘の話じゃねえか」

「だから、落胆させてしまうって言ったじゃないですかぁ」

　頰を膨らませて、不貞腐れたように言う。

「まぁ、気に食わんが、お前の勘が馬鹿にはできないのは確かだ」

「わたしの微表情分析をただの勘と言われてしまうのがなんだか癪です」

「刑事にも直感はあるからな。まったく信じてないわけじゃない」

「ですから、刑事の直感と一緒にしないでもらえると……」

「あの」

　二人のやりとりを遮って、蝦名は疑問を口にした。

「それって、妙じゃないですか？」

「こいつの手口が妙なのはいつものことだろう」

「そうじゃなくて……。や、自分は城塚さんの表情読みを、けっこう信じてますよ。それに基づいて捜査した結果、真相が明らかになった事件は数えきれません」

「わぁ、流石は蝦名さんです。投げキッスしてあげますね。ちゅっ」

　翡翠はそのジェスチュアをするが、混乱した蝦名の頭の中はそれどころではない。

「そういうことじゃないんすよ」蝦名の言葉に、翡翠は不服そうにむっとする。「いいですか、城塚さんの読みが正しいと仮定すると──。江刺詢子は、午前中の段階で殺人を犯しているということになります。対して、藤島花音の死亡推定時刻は、その日の午後、十三時から十五時の間なんです」

　ようやく気づいたのか、槙野は真剣な顔付きになって、額に手を置いた。

「まさか……。朝の時点で、もう藤島花音を殺していた？」

「ええ。その場合、死亡推定時刻に間違いがあるってことになるっす」

　翡翠は、既に承知の上だったのだろう。彼女は静かに頷いた。

「もし、死亡推定時刻を誤認させる方法があったのだとしたら、詢子さんのアリバイは崩れます。ですが──、これはあくまで、わたしの観測に基づいた推理になることを忘れないでください。槙野さんの言葉を借りるなら、あくまでもただの勘です。勘だけで、死亡推定時刻が間違っている可能性があるから、アリバイは証明されない、お前が犯人だ──、なんていう捜査はあってはなりません。ですから、あまり参考にしてほしくはないのです」

「お前が迷った態度を見せていたのは、それか」

「はい。なにも確信が持てません。だからこそ、調べなくてはならないと思うのですが……」

　そう言って、翡翠は唇に人差し指を押し当てる。考えるときの彼女の癖だ。蝦名も問題を整理するべく、思考を巡らせた。

「城塚さんの表情読みが正しく、そして江刺が犯人だと仮定するなら、死亡推定時刻をどうやってずらしたか、それを調べないといけないっすね……」

「ああ。エアコンの設定温度を低くすることで、ある程度遺体の腐敗進行を遅らせることはできるが、現場のエアコンは動いていなかった」

「そいつも、タイマー機能を使えば発見される前にエアコンを止められますけどね。ううーん、でも、遺体発見現場は風呂場でしたから。あそこにエアコンはなかったですし」

　黙り込んでいた翡翠が顔を上げる。

「長時間、冷気に晒されていた様子など、ご遺体にそうした痕跡はなかったんですか？」

「ええ。解剖医の所見にはそうしたことは書かれていませんでした。もう一度、そうかもしれないという前提で調べてもらったら、違う結果が出てくるかもしれないっすけど……」

「では、それは解剖医さんの意見を待ちましょう。とはいえ、もしご遺体になんらかの細工を施して、死亡推定時刻をコントロールしたのだとしたら、犯人が自ら回収しに行かない限り、ご遺体を冷却するなりした装置や痕跡が、現場に必ず残るはずですが……」

　翡翠はそう言いながら、人差し指へと胸元に零れた髪を巻き付けていく。

　ふと、翠の瞳が煌めいて、蝦名を見返した。

「そういえば、ご遺体があったのは浴室の浴槽ということでしたね。排水口は開いていましたか？」

「それって……。なにかの仕掛けを流したってことですか？」

「あくまで、可能性の一つです。排水口を調べました？」

「いや……。たぶん、血液反応を見るための入り口付近だけですね。流れていったものがなにかまでは」

「念のために、調べた方がいいかもしれません」

「奥谷に頼んでみます」

「陽葵ちゃんですか……」翡翠は天井に視線を向けた。落胆したように眉尻を下げている。「現場を直接見に行こうかと思いましたが、よした方がよさそうです」

「城塚、それと関係があるかもしれないことなんだが──」槙野はそう言って、ファイルに手を伸ばした。「ご遺体に関して、まだお前に話していない点がある」

「ああ、そうっすね。本部があまり重視してないんで、すっかり忘れていました」

　例の死斑の痕跡に関しては、正体はなにもわかっていない。それを特定したところで犯人に繫がると考えている捜査員がほとんどいないせいで、放置されている問題なのだ。捜査本部が欲しているのは、もっとわかりやすい目撃情報や防犯カメラの映像なのである。

「いったいなんです？」

　興味を示したように、翡翠が身を乗り出した。

　槙野の指がページを捲り、該当箇所の写真を示す。

「ご遺体の大腿部の死斑が、妙な形状をしていた」

　槙野は、それに関する鷲津の意見と共に、遺体発見時の状況を話した。

　律儀にメモを見ながら、解剖で明らかになった点も説明する。

「この死斑の中央にできた圧迫点の直径は、およそ十ミリ。半球状か、球体に近いものが大腿部の下に存在し、少なくとも二時間ほど圧迫を続けていたと思われる。それよりも前に圧迫がなくなると、血液の沈下で死斑が変化する余地があるから、ここまで綺麗に残らないそうだ」

　翡翠は人差し指を唇に押し当てて黙り込んだまま、遺体の写真を見つめている。

「この物体Ｘが、死亡推定時刻をずらすための仕掛け、ってことっすかね？　ご遺体を冷やすなりしたあと、たとえば氷みたいに自然に溶けて、浴槽の排水口に流れていったとか」

「まだなんとも言えません」翡翠は静かにかぶりを振る。「単純に時間経過で溶けるだけならまだしも、死亡推定時刻をずらす効果をもたらすだなんて、そんなに都合のいい性質の物体があるのかどうか……」

「でも、そう考えると、わざわざ犯人がご遺体をリビングから浴槽に移動させた説明がつくような気がするんすよ。解体するつもりで運んだように見せかけていますけれど、実際にはしていないわけですから、本当はどうしても浴槽に移動させなければならない理由があって、現場にあったノコギリは、その理由から眼を逸らすためのミスリードのような気がするんす」

「確かに、一理ありますが……」

　翡翠はファイルへと手を伸ばした。槙野も、もう隠す必要はないと思ったのか、翡翠の自由にさせている。ページを捲る彼女が、はたと手を止めた。

「コンタクトレンズの片方が、リビングに落ちていたそうですね。コンタクトのハードレンズは、確か直径が九ミリほどです。コンタクトレンズという可能性は、ありませんか？」

「それは、既に蝦名の意見で検討されている。矛盾はしないが、考えづらいそうだ。コンタクトだと球面が緩やかすぎる。もう少し大きな物体ではないかと言われた」

「なるほど……。まぁ、コンタクトだとしたら、わざわざ犯人がご遺体の下からそれを拾い上げて、リビングに捨てたことになりますものね。意味不明です……」

　翡翠はふるふるとかぶりを振った。

「自然消滅したという考えに囚とらわれるのは早計な気もしています。物体Ｘがなんにせよ、犯人が自分でそれを回収した可能性はどうでしょう？　たとえば死斑の状態などから、ご遺体を動かした痕跡があるかどうかはわかりませんでしたか？」

　それは蝦名も、犯人が持ち去った可能性を検討するために鷲津や解剖医に相談していた。

「難しいそうです。姿勢を変えて放置するならまだしも、短い時間の移動でしたら死斑はそこまで変化しないそうですから。たとえば犯人がご遺体の下にあるものを回収するために、一時的に浴槽から引っ張り上げたとしてもですね、すぐ元の姿勢に戻されてしまった場合は、ご遺体の発見までに長時間が経過していると判別が難しいそうです。ああ、ただ……、ほら、この写真の通りに、血痕の様子から頭部は動かした形跡があります」

「どうして頭部を……」

　無惨に打うち砕くだかれた頭部を写し出した写真は、ひどく陰惨なものだった。

「殺害後も執拗に殴ったのは、なにかの痕跡を隠すため……？」

　翡翠は自問自答するように呟く。

「ええと、犯人が頭部のなにかに気が付いて、それで動かして確認して、そのままだとマズいと思ったから、何度も殴ってそのなにかを傷跡で覆い隠した……、ということっすか？」

「まだなんとも言えません。ただ、この写真の飛び散った血痕を見ると、頭部以外の場所は擦れている様子がありません。太腿の下にあったわけですから、下半身を動かすとご遺体のかなりの範囲が動きます。だとしたらもっと広範囲に血液の擦れた痕が残るでしょうし、犯人がご遺体を持ち上げて物体Ｘを自ら回収したという線は、ありえなさそうです」

　翡翠は一切の笑顔のない真剣な表情で、ファイルのページを捲っていく。現場鑑識の写真を眺めている手が、何度か途中で止まった。なにかを検討しているようにも見える。

「この埃ほこりはなんでしょう？」

　見ると、写真はリビングの床、ソファの近くを写したものだった。血痕が数滴散っていたので撮影されたのだろう。小さく埃の塊かたまりのようなものが写っているのが見える。

「ああ、ソファの下から出てきた埃じゃないすか？　ほら、鑑識がコンタクトを探し回ってたみたいなんで。当然、ソファの下も調べたはずです。コンタクトはそこから出てきたみたいですから」

　周囲には、他に埃が落ちてきそうな場所や、出てきそうなところはなかった。

「なるほど」

　どこか心ここにあらずといった様子で呟いて、翡翠はまたページを捲っていく。

　片手の指先は、ずっとピンクの唇を撫でていたが、やがてページは最後まで辿り着いてしまう。めぼしい発見がなかったのか、翡翠はうーんと唸りながらソファに背を埋うずめた。ぽふんと音が鳴りそうな勢いだった。

　珍しく、翡翠にしては苦戦しているように見えた。

「どうです？　なにか取っ掛かりはありましたか？」

　天井に視線を向けながら、翡翠は呻くように答える。

「現段階の情報では、死亡推定時刻を誤認させる方法は思い付きませんね。そもそもが、怜苑ちゃん曰く、わたしの直感に基づく推理ですから……。詢子さんが本当に無関係で、捜査本部の方針通りにストーカーが犯人だという可能性も充分に大きいです」それから、ふと思い出したように翡翠が身体を起こす。「肝心なことを訊き忘れていました。詢子さんが犯人だとして、動機はなんです？　それがあるから、蝦名さんたちは彼女を疑っているのでしょう？」

「ええ、それがですね……」

　蝦名は江刺詢子の妹のことを話した。

　それを静かに聞いていた翡翠は、長い時間、瞑目していた。

「そうでしたか……」

「もし、本当に江刺詢子が犯人だとすると、こっちもちょっとツライんすけどね。彼女の妹の事件は、かなりショッキングなものだったんで……」

「だとしても、殺人はだめです」翡翠はそっとかぶりを振った。「そんな理不尽な正義があっていいはずがない……」

「それで、どうする」あまり進展の見られない会話を焦じれったく感じたのか、槙野が顔を顰めながら言った。「どうせ、お前は江刺に接触するんだろう？」

「そうですね」

　瞼を閉ざしていた翡翠が、静かに眼を開く。

　翠の双眸は、蝦名がひやりとするくらい、怜れい悧りなものに見えた。

「わたしは詢子さんに接触して、もう少し探りを入れてみます。本当に彼女が罪を犯したのなら、なにか反応が得られるかもしれません。お二人は、念のために他の線を調べていてください。ただのわたしの杞き憂ゆうという可能性は、充分にあるのですから」



　　　　　＊



　江刺詢子は感慨に耽っていた。

　計画の完遂。殺人の完遂。復ふく讐しゅうの完遂。

　どんな言葉で表現したらいいかはわからないけれど、これで一区切りはついたのだ。

　ミステリではよく、復讐はなにも生まないなんて言うけれど、そんなのは作家が抱く幻想だ。詢子の中には、大きな悦よろこびがあった。だって、莉帆の代わりにのうのうと生きている人間の命を奪うことができたのだ。莉帆が失ってしまって、どうしても取り戻せないもの。どうしてもやりなおせないもの。それを自分も奪ってやった。嬉しくないはずがない。念願だったのだ。この理不尽な世界と人生に、逆らうことができたのだ。

　お姉ちゃんはやったよ。

　あなたの人生を奪った人たちに、復讐できたよ。

　まだまだ続けるから、見守っていてね。

　莉帆を死に至らしめた連中。未成年だからといって裁かれず、人生を謳歌している者たち。殺すべき人間はまだ他にもいる。既に名前や顔、住所まで判明している相手もいるけれど、しかし立て続けに殺すのはなかなか難しいのが現状だ。行方不明にしたり、事故に見せかけたりといった方法が比較的安全だけれど、それらは偽装が困難だし、同じ手法は続けられない。仮に複数の手段でそう見せかけることができたとしても、被害者の関連性に警察が気づけば、不審死は殺人の可能性が高いと容易に判明するし、詢子はマークされるだろう。張り込みを続けられれば、残る人間を殺すことができなくなってしまう。

　そう考えると、本格ミステリのように該当する人物たちを孤島に集めて、一度に屠ほふるのはいちばん合理的な方法なのだ。しかし、そのシチュエーションを構築する口実は思いのほか難しい。

　夜よ闇やみで不意を打ち、死体を山奥に埋めて行方不明にさせる方法が安全ではあるが、藤島花音は有名人だったし、その手法は難しかった。行方不明となってマスコミが騒げば、花音の過去から詢子に辿り着くかもしれないし、そうなったら花音の住所を知っている自分が怪しまれるだろう。一時的とはいえ、花音はストーカーに悩んでいたから、その人物の仕業として殺害しつつ、アリバイを確保するのがもっとも安全な方法だと詢子は判断した。

　同じように、これからも次の相手を安全に殺すための計画を、時間をかけて慎重に練らなくてはならない。きっと莉帆も自分を見守っていてくれるはずだ。

　だが、すぐに警察が自分のところへ来てしまったのは、詢子の誤算だった。いちばんの結果は、自分の名前がまったく捜査線上に浮かばずに、存在もしないストーカーを追いかけてくれることだったのだ。詢子が花音のスマートフォンを持ち去ったのは、ＳＮＳでの自分とのやり取りや、撮影のスケジュールなどを知られてしまうのを防ぐためだった。詢子たちが利用していた大手ＳＮＳは、メッセージのやり取りを当事者間で暗号化しているから、たとえ開示請求をされたとしても、技術的に通信内容までは提示されることがない、と会社のセキュリティポリシーに記されているのを確認してある。スマホ本体がなければ、花音がどのアカウントを使っていたのかすら辿れないだろう。もちろん、スマホ自体はデータを物理的に破壊した上で、とっくに処分してある。

　とはいえ、刑事たちがやってくる可能性を考えていなかったわけではない。花音には撮影の件を口止めしていたけれど、どこかで漏れている懸念は充分にあった。かつて詢子が渡した名刺も探したが、結局見つけられず、たぶんそこから辿られてしまったのだろう。

　だからこそ、アリバイを用意しておいて正解だった。

　あの刑事たちの、驚きに満ちた表情が忘れられない。

　きっと詢子が犯人だと確信していたのだろう。それなのにアリバイを突き付けられてしまったから、酷く驚いて動揺していたのだ。

　その証拠に、あれから刑事たちはまったく姿を見せていない。

　藤島花音の遺体が早く発見されてくれて助かったというものだ。あまりに発見が遅れてしまうと死亡推定時刻の範囲が広がりすぎてしまうから、誤認のトリックが無駄となり、アリバイが成立しなくなってしまう。事前に花音から聞いた話によれば、翌日には仕事があったようだし、夜には友人を招く予定もあったと言っていたから、遅くとも翌日の夜には発見されるだろうと考えていた。ほぼ予想通りの展開となり、花音の遺体は詢子のアリバイを証明してくれたというわけだ。

　報道によると、警察はストーカーの線で捜査を続けているようだった。

　これならまだ殺人を続けることができるだろう。

　詢子はデスクの椅子に深く腰掛けたまま、瞑目していた。

　パソコンのディスプレイには、十六分割された仕事写真のサムネイルが表示されたまま。

　まったく仕事に手がつかないのを自覚せざるを得ない。まだまだ殺人計画を考えなくてはならないのだから、当然といえば当然だろう。やるべきことが多すぎた。とくに花音を殺すまでの間は、計画を練ったり準備を進めたりと、ほとんど仕事をすることができなくて、溜まっているタスクがかなり多い。撮影も断ってしまったり、後に回してもらったりしたので、これから片付けなければならない大量の仕事を考えると、少しうんざりしてしまう。こんな雑務を続けていたところで、莉帆は悦んでくれないのだから。

　同じように、アリバイ証人になってくれた友人──、城塚翡翠を撮影した写真も、まだきちんと選別がすんでいない。何百枚と撮った写真の中から、ベストなものを抜き出してデジタル現像をし、必要があればレタッチしたあと、待ってくれている彼女に渡さなくてはならない。けれど仕事の忙しさが相俟って、その作業もまったく進んでいなかった。致命的な失敗をしていないことを確かめるために、出来の良さそうな写真を軽く確認した程度だ。

　こんなことをしている場合ではないのに。

　早く殺さないと……。

　今のところ、うまくいっているのだから。

　きっと、次だって。

　ふと、インターフォンが鳴っていることに気づいた。

　宅配業者だろうか。

　しかし、なにかが届く予定はないはず。

　まさか、警察か……。

　詢子は息を飲んで、事務所にあるドアホンのモニターの前へと近付く。

　だが、すぐに安堵の溜息が漏れた。モニターに映っているのは、城塚翡翠だったからだ。

　どうしてここにと意外に思ったけれど、渡した名刺には事務所の住所が記載してあったので、彼女がやって来ても不思議はない。連絡もなしに突然来るというのには、面食らってしまったけれど。

『ごめんください』モニターに映る彼女が言う。『突然押しかけてしまってすみません。城塚です。詢子さん、いらっしゃいませんでしょうか……』

　途方に暮れたような表情が、少し愛らしかった。詢子は口元に笑みを浮かべて答える。

「びっくりしちゃった。ちょっと待ってて」

　詢子の個人事務所はこの小さなビルの二階にある。三階が住居で、一階が駐車スペースだ。入り口のシャッターを開けているときなら、住居や事務所の扉までなら誰であっても階段で行き来できる構造になっている。すぐに扉を開けて、詢子は翡翠を迎え入れた。詢子の顔を見ると、翡翠が嬉しそうな笑顔を見せる。そんな顔をされると、なんだかこちらまで嬉しい気持ちになるから不思議だ。翡翠は裾の長いワンピースに、ゆったりと袖そでが余るカーディガンを合わせている。全体的にピンクベージュのパステルトーンで、遠目でも目立つようないかにも春らしい装いだった。写真を撮るときなら、どんな背景が似合うかを詢子は考えてしまう。

「すみません、突然」

　ぺこりと頭を下げられてしまい、詢子は笑った。

「いいのよ、別に。でも、どうしたの？」

「仕事で近くまで来たものですから、少しフォトグラファーさんの仕事場が気になっちゃって。あのう、もしお邪魔でしたら」

「気にしないで。少し休憩しようと思っていたところだったから。ほら、上がって上がって」

「お邪魔します。うわぁ、これ、スタジオですか？」

「あんまり使うことはないんだけれどね」

　入り口でヒールを脱ぐ彼女の足元に、詢子はスリッパを差し出す。

　翡翠は物珍しそうに部屋を眺めている。

「どういうときに使われるんです？」

「普段は余よ所そのスタジオで撮影することがほとんどだけれど、急な案件でそういうのが使えないときとか、手間をかけずにさっさと終わらせたい撮影とか……。あとは、背景にこだわらなくてもいいブツ撮りとかかな」

「ブツ撮り」

「物の撮影のこと。ほら、たとえば、商品紹介とかに使う写真とか」

「ああ、なるほど。そういうのも、スタジオで撮るのですね」

「それはそうね。あたしの仕事は、最近はモデルさんばかりだけれど、売れない頃はブツ撮りが多かったかな。商品の魅力を十二分に伝えるのも、腕の見せどころだからね」

　しげしげと眺めている翡翠に、詢子は軽く機材の説明を続けた。よほど興味があるのか、真剣になって聞いてくれているようなので、こちらも語りすぎてしまいそうになる。お互いに趣味のことになると早口になってしまうらしかった。調子に乗りすぎないうちに切り上げて、ソファに座るよう彼女に促す。翡翠はわざわざ手土産を持ってきてくれたらしく、お茶を淹れて二人で食べることにした。内部からも階段で住居スペースへ上がることができるが、事務所の片かた隅すみにも小さな給湯室や冷蔵庫がある。

　時刻は十四時で、おやつの時間には少しだけ早いかもしれませんけれど、と翡翠は笑う。

「いちごバターサンド？　わ、美味しそうね」

「さいきん、お気に入りなのです。ぜひ詢子さんにもと思いまして」

　向かい合って、しばらく雑談しながらのティータイムを楽しんだ。

　薄々気づいていたけれど、彼女は食べ物の話題が好きらしい。

「詢子さん、今日のお昼はなにを食べました？」

　好きなお菓子の話をしていたと思ったら、そんなことを訊かれた。

「ああ、ええっと……、デリバリーね。近くのお弁当屋さん」

「なるほど。最近はそういう方が増えましたね」

「便利な世の中になったものよ。城塚さんは、そういうのは使わないの？」

「今は、真ちゃんに作ってもらっていますから」

「ああ」微笑ましく思いながら、詢子は笑う。「人間的にとても素晴らしい、例の家政婦さん？　ちゃんと大切にしてあげてる？」

　翡翠は唐突に咽せだした。

「大丈夫？」

「いえ、その、はい」

　耳元に手を伸ばしながら、彼女はげほげほと咳き込んでいる。

「うう、すみません、お騒がせを……」

「お水持ってくるから、待ってて」

　顔が真っ赤だったので、ひとまず水を飲ませて落ち着かせた。

「もう大丈夫です。すみません……」

「気管に入っちゃった？」

「もう平気です」

　翡翠は目元を人差し指で拭う。

　苦しげな笑顔は可愛らしく、本人には申し訳ないけれど、少し微笑ましく思ってしまう。

　そういえば、と詢子は思う。

　彼女はなかなか本題を切り出そうとしていない。

　たぶん、翡翠が詢子のところへやって来たのはあの事件のせいだろう。刑事たちが確認をしに行ったのに違いない。詢子が疑われたわけだから、わざわざ心配して様子を見に来てくれたのかもしれない。ただ、殺人の容疑者の疑いを抱かれた話となると、彼女からは話題を切り出しにくいはずだ。

「やっぱり、城塚さんのところにも、刑事さんたちが来た？」

「あ、ええ……」翡翠は表情を翳かげらせた。「殺人事件なんて、驚きました」

「なんだか、巻き込んでしまったようでごめんなさい」詢子は静かに言う。それは本心からの言葉だった。「警察が来るなんて、びっくりしたわよね」

「ええ。でも、それで詢子さんの疑いが晴れたのなら良かったです」

　翡翠はどうしてか悲しげに言った。

「たまたま、一緒に撮影をしていたから疑いが晴れたなんて……、偶然さん、ですね？」

「え？　ええ……」

　どうしてだろう。最後の言葉には、奇妙な棘のようなものを感じてしまった。

　そんな言葉の使い方をする子だったろうか。

　いや、きっと、自分の気にしすぎだろう。

　なにせ自分が真犯人なのだから、些細なことが気になってしまうのかもしれない。

「まぁ、ラッキーだったかもね」詢子は笑った。「城塚さんには感謝してるわ」

「お役に立てたのなら幸いです」

　翡翠は頭を下げた。

「ストーカーが犯人みたいだから、きっとすぐに真犯人も見つかるわよ」

　被害者が著名人ということもあり、週刊誌やテレビ、ネットなどでもあの事件のことは大きく報道されている。どの媒体でもストーカーのことを取り上げているのだ。詢子の希望としては、高校時代の花音の過去を暴あばくような記事が出てきてほしいところだけれど、それにはまだ時間がかかるだろう。あまり世間に騒がれてしまっても、今後の殺人に影響が出てしまう。

　しかし顔を上げた翡翠は、難しそうな表情で詢子を見ていた。

「本当にそうでしょうか？」

「え？」

「だって、あのときの刑事さんたち……」

　彼女は頰に片手を押し当てたまま、そこで言葉を止めた。

「刑事さんたちが、なに？」

「あ、いえいえ」翡翠はかぶりを振る。「きっと、わたしの思い過ごしです。お気になさらないでくださいね」

「えー、なによそれ」

　なんだろう。思わせぶりにそんなことを言われてしまうと、妙に気になってしまう。

　ストーカーが犯人ではない、という意味だろうか？　刑事たちがそんなふうに考えていると？　だが、彼らがそんな情報をただのアリバイ証人に話すはずがない。だとしたら、どういう意味だろう？

　しかし、翡翠は自己完結してしまったのか、笑って別の話題を切り出した。

「きっとぜんぜん関係ないことですよ。それより、あのときの写真、どうなりました？」

「ああ、ええ」詢子はデスクの方を振り返った。「ごめんなさいね。まだ仕事が片付いていなくて。いいのを選んだら、すぐに送ろうと思ってるんだけれど……。いま、ちょっと見ていく？」

「いえ、楽しみはあとにとっておきます。なにかの本で、撮影した写真をすべて見られるのは、絵描きが下書きを見られるようなものだと読みました。詢子さんに選んでもらうのを楽しみにしていますね」

「律儀なのね」

　詢子は笑った。

　確かに、露出が失敗していたり、ピントが合っていなかったりと、数多くの枚数を撮るからこそ、失敗した写真は多くなりがちだ。既に翡翠には撮影当日に液晶画面で軽くプレビューしたものを見せているし、雰囲気は摑めていることだろう。どうせなら、最高の一枚を突き付けて驚かせたいという気持ちはある。

「でも、お仕事が忙しいのなら、あまりお邪魔するわけにはいきませんね」

「あ、それなんだけれど。ひとつまた頼まれてくれない？」

「なんでしょう？」

　確かに、片付ける仕事は多い。けれど、気分転換にもう少し翡翠と話していたいし、なにより、さっきの彼女の言葉が気がかりだった。

　だが、詢子はそれらの問題をすべて解決する妙案を思い付いていた。

「まだ時間があるなら、ちょっとしたモデルをお願いしたいの」



　　　　　＊



　やるべき仕事の一つに、新しく発売されたカメラのレビュー記事を書くというものがあった。詢子に期待されているのは、ポートレートを撮影する際の視点だから、もちろん人物を撮らなくてはならない。普段は食事を奢おごる代わりに、知り合いにモデルを頼んだりしているのだけれど、やるべき仕事が溜まっていたせいで、まだ誰にも頼めていなかったから、翡翠にお願いすることにした。既にポートレート以外の写真は撮ってあるので、カメラの感覚は摑めている。ほんの少し散歩をしながら、スナップ感覚で撮るだけでいいだろう。

　城塚翡翠は、どういうわけか自分の写真が他人の眼に触れることを嫌うようだったので、お願いを聞いてくれるかどうかはわからなかったけれど、マイナーな写真誌に一枚載るだけだからとお願いすると、少し悩んだあとで、名前を載せないのならば、と了承してくれた。正直、彼女の反応は珍しい。自分の容姿には絶対に自信を持っているはずの女性だ。事務所と契約していて、そうした写真の使用に制限があるならばともかく、一般人である。普通なら、むしろ喜んでくれることの方が多いのだけれど、どうしてなのだろう。

　近くに川沿いの散策路があって、桜並木が続いている場所がある。ちょうど見頃の季節で、平日の昼間にもかかわらず、散歩をしている人々の姿も多かった。橋の上や欄干を背に撮影すれば、他の人が写り込むことはないだろう。詢子は翡翠とそこを散策しながら、手にしたミラーレス一眼で彼女の姿を撮影した。翡翠は舞い落ちる桜の花びらを見上げて、瞳を輝かせている。

「この景色は、日本に戻ってきて感激したことの一つです」

　桜の花びらを受け止めようと手を伸ばし、青空を見上げる彼女の横顔を撮影する。

　マニュアルではなく、オートで撮影をしたが、液晶画面で見る限り空と肌の美しさのバランスが程よく見える。なんの準備もない屋外撮影にしては、なかなかの一枚が撮れてしまった。レンズは本体に合わせて同時に発売された単焦点で、そのボケ感も思っていたほど悪くはないように見える。外観もクラシカルで可愛いから、このカメラは売れるだろうな、と詢子は思う。

「他に感激したことはなに？」

　カメラを構えながら、彼女に訊いてみる。

「面白いミステリや漫画、アニメを楽しめること。あとは……、ううーん、そうですね……。あ、食べ物が美味しいことです！」

　ぱっと表情を輝かせると、こちらを見てくすくすと笑う。

「なるほど、それは確かにそうかも」

　たまらずに詢子はシャッターを切った。

　かつての自分は、こんな笑顔をすぐ近くで見ていたのだ、と思い出す。

　この前も感じたことだけれど、彼女と一緒にいると莉帆のことを連想してしまう。

　もちろん、これまでに詢子は数多くのモデルたちの写真を撮ってきた。その中には翡翠と同じ年代の若い女性たちも圧倒的に多かった。彼女たちにカメラを向けることで、失った妹を思い起こすことは多かったけれど、そのときに感じるのは懐かしさや後悔といった苦々しい感情ばかりだった。けれど城塚翡翠と一緒にいるときは、なにかが違う。それだけではない感覚が湧き起こり、切なさのようなものを覚える。単純に趣味が同じだからだろうか。妹が生きていてくれたら、きっとこんなふうに会話をしていたのだろうかとも思えてしまう。

　彼女と一緒にいることで、もう取り戻せないものを、取り戻せるようになるのではないかという錯覚があった。過酷な現実のせいで忘れていた夢を、もう一度見ることができるんじゃないかという、朧おぼろ気げな期待のようなもの。

　もっと、彼女のことを知りたくなってしまう。

「そういえば、仕事で近くに来たって言っていたけれど……。仕事って、その、スピリチュアル・カウンセラー？」

　なんだかどうにも口に出すのが憚はばかられる職業だ。

「はい」

　そう思うのは彼女も同じだったのか、気恥ずかしそうに翡翠が頷く。

「どういうお仕事なの？」

　なるべく明るい声で、詢子は訊ねた。

　彼女に抱く唯一の懸念点といえば、その仕事内容だ。

　願わくば詐欺の類ではないといい。この美人に壺やらお札ふだやらを買うようにせがまれたら、断ることができる男はいないのではないだろうか。

「そうですね……。説明は少し難しいのですけれど、わたし、前のお仕事で思い知らされたことがあるんです」

　翡翠は横顔を向けると、長い睫毛を下降させた。

　掌てのひらの上に落ちた、一枚の花びらを見つめて呟く。

　詢子はその様子をカメラに収めていく。

「人間はどうしようもなく、死に取とり憑つかれる生き物なのだと」

　柔らかな風が吹いて、彼女の巻き髪をそっと揺らしていった。

「大切な人を失うことで、残された人々の人生もまた、そこで途切れたようになってしまうことがあります。悲しみに囚われ、ただ空虚に無為に、残りの人生を磨り潰していくことしかできなくなってしまう……」

　そう語る城塚翡翠の静かな声音が、詢子の胸の内へと浸透していくのを感じる。彼女の声は不思議だった。普段はふわふわと弾むように響いて笑顔と共にあるのに、こうして静かに話すときはとても澄んでいて、聴くものの心を落ち着かせる魔力があるように思えてしまう。

「わたしにも経験があるので、逃れようのないその辛さは、よくわかるつもりです」

　彼女は、誰を失ったのだろう。

　詢子はシャッターを切ることを忘れて、カメラから顔を上げていた。目頭に熱いものが込み上げてくる。詢子は妹のことを考えていた。莉帆を失って停滞していた自分の人生の時間を想おもう。早くに両親を亡くした自分にとって、莉帆は唯一の家族だった。幼かった彼女を、ずっと世話し続けてきたのは自分だ。挫くじけそうになったとき、近くで励ましてくれたのは彼女だった。

　ただの妹ではない。この世界で二人きりで生きていくことを誓った仲だったのだ。

　それなのに。

　どうして、あの子の苦しみに気づいてあげられなかったのだろう。

　そんな自分に、この世界でのうのうと生きていく価値はあるのか？

　後悔はいつも詢子を支配して、残りの人生すべてを無為なものに変えていく。

　涙が溢れるような気がして、それを隠すようにファインダーを覗いた。

「でも、そうではない生き方だって、きっとあるはずなんです」

　翡翠は顔を上げた。詢子はその横顔にピントを合わせる。

　ファインダーの中の彼女は、悲しげにかぶりを振った。

　心の底から、理不尽な世界へと、訴えるみたいに。

「たった一度の人生なんです。悲しみのままに終わらせてしまうなんて、あんまりではないですか。でも、亡くした命を取り戻すことは、どうしても叶いません。わたしにできることは、せめてこの眼差しの中で命が失われることのないよう努つとめることか、死に取り憑かれた人々へ、どうにか一助になればと、手を差さし伸のべることくらい……」

「そういう人たちの……。助けになることが、あなたの仕事なの？」

　落下する花びらが、城塚翡翠の頰を掠めていく。

　はっとしたときには、ストレートな日の丸構図で、詢子は無意識にその瞬間を切り抜いていた。翡翠が、静かにこちらへと顔を向ける。

「はい」どうしてか、切なげな表情で彼女は頷いた。「詢子さんにも、大切な人を失った経験がおありですね？」

　詢子は押し黙っていた。

　どうして、そんなことがわかるのだろう。

「よければ、わたしにも詢子さんのお話を聞かせてください」

「あたしの話なんて……」

「では、カメラの話はどうでしょう？　詢子さんが、写真を撮るのはどうしてですか？」

「それは……」

　詢子は手にしたカメラを見下ろす。

　少し考えてから、小さな溜息と共に答えた。

「写真は、コミュニケーションだから」

　ふっ、と笑って。

　レンズを翡翠へと向ける。

　指先を押し込みながらファインダーを覗くと、オートフォーカスが彼女の大きな瞳に焦点を合わせる。その駆動を掌で感じながら、詢子は言う。

「前に、心を見透かされるような気持ちになるって言ってくれたでしょう。確かに、ファインダーを覗いて対話を重ねることで、その人のいろいろな面が見えてくるような気がするの。ただ日常で会話を重ねるだけじゃ、絶対に覗けないところまでズームして、思いもしなかったところにピントが合う。そういう発見が、あたしは好きなんだと思う」

　電子ファインダーが構成する翡翠の像が、小さく笑う。

「すてきですね」

　優しい眼差しを受け止めながら、詢子はシャッターを切った。

「きっと詢子さんのレンズなら、普段は見えないものも写してくれるのかもしれませんね」

「そうだといいけど」

　オートの設定は把握できたので、詢子はマニュアルでホワイトバランスを調整する。もう少し、青みがほしい。設定をいじりながら、詢子は自分が捉えている概念を、うまく伝えられるだろうかと首を傾げながら説明する。

「人間の眼って、自分で思っているよりもずっと、なにも見ていないような気がするのよ。こうしてレンズを向けてファインダーを覗いているときもそう。どうしてもそこには死角が生まれてしまう。写真を撮って、現像をして、じっくりとその瞬間を眺めて……。そのときになって、ようやく見えてくるものがあるの。普段の仕事でも、いつもあとになって驚いてばかりよ。この子は、こんなふうに笑うんだ、とか。こんなところにホクロがあったんだ、とか。こんな服を着ていたんだな、とか……」

「確かに、人間の五感ほど当てにならないものはありません」

　深い憶えがあるかのように、翡翠は頷く。

「けれど、人間が見逃してしまうものが、写真にはきっちりと残るの。今は加工が当たり前の世の中だから、写真に写っているものなんて当てにならないと思われがちかもしれないけれど、あたしはそんなことはないような気がする。ある意味では、写真こそがもっとも正確に現実を見ることのできる媒体のような気がして」

　詢子は手に収めたカメラを見下ろす。

　だからこそ、どうしてだろうという後悔が心の深奥にある傷から滲にじみ出でるのを感じる。

　思い出という面でも、後悔は大きい。莉帆は人見知りが激しくて、写真に撮られることを恥じらった。そのせいもあって、詢子はあまり積極的に彼女の写真を撮ろうとはしなかった。だから、残っている写真はそれほど多くはない。いつか撮ろう、と思っていたのだ。彼女が高校を卒業したら。あるいは大学に入学したら。記念日という名目で、きちんとした写真を撮ろうと思っていた。ロケーションを探して、自分の技術のすべてを注ぎ込んで、莉帆に喜んでもらえる一枚を撮ろうと思っていた。

　それはもう、叶わない。

　もっと、莉帆のことをよく見ていることができれば。

　彼女の苦悩に気づくことができていれば。

　もっとたくさん、レンズを向けるべきだった。

　人間の眼は、本当に当てにはならないから。

「うまく言えないけれど、ただ眼を向けて話しているだけじゃ、わからないこともきっと多いのね……。だから、色々なことを見過ごしてしまって。きちんとレンズを向けて、ファインダーを覗いて、その向こうになにがあるのか想像力を巡らせないと……。あたしが写真を好きなのは、もうそんなことが起きないようにしたいと思っているから、かな……」

　手にしたカメラを見下ろして、詢子は訥とつ々とつと語った。

　柔らかな風が吹いて、翡翠の言葉が届く。

「妹さんのことを、後悔しているのですね」

　詢子は顔を上げる。

　城塚翡翠が、静かな瞳でこちらを見ていた。

「え……？」

　強烈な悪寒に似た感覚に襲われる。

　なんだ？

　どうして、莉帆のことを？

「どうして？」

「言いましたでしょう」翡翠はじっとこちらを見ている。「わたし、勘が良いのです」

　状況を冷静に分析することができなかった。

　どうして、翡翠が莉帆のことを知っているのだろう。

　勘だけで、どうにかなるものなのか。それとも、初めて会ったとき、詢子がフォトグラファーであることを言い当てたように、彼女には本当にそういった察しの良さがあるというのか？

　馬鹿馬鹿しい。

　詢子は、そんなものは信じない。

　だとしたら、どうして？

　無意識のうちに、詢子は警戒の眼差しを翡翠へと向けていた。

「詢子さん、事件の話をしましょう」

　柔らかな声音でも、弾むような声音でもない。

　それは美しさと怜悧さを孕はらんだ淡々とした声だった。

「事件の？」

「はい。花音さんを殺害した犯人は、ストーカーと目されているようですが、現場の状況を鑑かんがみるに、わたしにはどうしてもそうは思えないのです」

「ちょっと待って。いきなりなんなの？」

「実は、花音さんのコートのポケットに、玄関の鍵が入っていたのです」

　コートのポケットに、鍵？

　いきなり、なにを言い出す？

　だが、同時に得心できる部分もあった。

　そうか。鍵はコートの中か。

　軽く花音の鞄の中を探したが、玄関の鍵が見当たらなかったので、鍵をかけるのは諦めたのだ。けれど、確かによくよく考えてみれば、コートのポケットの中にあったというのは理に適かなっている。あのとき花音はコートを着て、外で詢子を待っていたからだ。

　いや、違う。そういうことではない。

「どうして──、どうしてあなたが、そんなことを知っているの？」

　震える声で訊ねると、城塚翡翠は小さく首を傾げた。

「そんなに焦らなくても……、それとも、間違っていますか？」

　間違っては──。

　言葉と表情に出そうになったものを、詢子は慌てて飲み込んだ。

　意味がわからない、というふうに笑顔を取り繕う。

　急せいて訊ねたのは、失敗だったかもしれない。

　普通だったら、こういうときは、ただ困惑するだけだろう。

　でも大丈夫。いくらでもごまかせるはず。

　相手が刑事ならまだしも……。

「そんなこと、あたしに訊かれても」

「それもそうでした」

　翡翠はちろりと舌を出す。

「なによ、城塚さんってば、突然……。週刊誌にでも書いてあったの？」

「詢子さんも、お読みになられたのでは？」

「え？」

「鍵のあった場所を聞いて、驚かれると同時に、納得したような表情をされていました」

「え、いや、そう？」

「はい」

「気のせいじゃないかしら……。まぁ、そうだとしたら、あれね。きっと、あたしも週刊誌かなにかで読んだんだと思う。そうね。そっちじゃ、鍵が行方不明って書いてあった気がするから」

「うーん、なるほどさんです」

　翡翠は人差し指を顎に押し当てながら、くすくすと笑う。

　自分はなにか妙なことを言っただろうか……。

　けれど、こんな話をどうして突然……。

「それで、玄関の鍵がなんなの？　もしかして、また名探偵の真ま似ね事ごと？」詢子は笑いながら言う。「確かに、まるきり無関係ではないわけだし、ミステリマニアとして犯人の正体は気になるけれど……。うーん、でも、流石にちょっと不謹慎じゃないかな」

「殺人者を野放しにして我関せずというのも、不謹慎だと思いますけれど」

　翡翠はどこかしら真剣な表情だったが、小さく唇を尖らせた。

「それに、刑事さんたちが気になることを言っていたので……」

「気になることって？」

「まぁ、詢子さんが、不謹慎だからやめなさいと言うなら、事件のことは気にしないで胸の内にしまっておくとしますけれど……」

「刑事さんたちが、なんて言ってたの？」

「うーん」翡翠は唇に指を押し当てながら小さな頭を傾ける。「気になります？」

「そりゃ、そんなふうに言われたら……。いちおう、疑われたことのある身だし」

「でも、アリバイがあるから、気になさらなくてもいいとは思いますよ」

　にっこりと微笑まれてしまう。

「いや、そうだろうけれど」焦れったく思いながら、詢子は笑う。「でも、気になるって言い出したのは、城塚さんでしょう？　鍵のことと、なにか関係あるわけ？」

「実は、わたしのところに来た刑事さん二人なんですけれど……。どうにも、まだ詢子さんを疑っているようなんです」

「どうして？」

「さぁ……。アリバイがあるのに、へんてこさんですよね」頰に手を押し当てながら、不思議そうに翡翠が言う。どうにも話の筋が見えなくて、詢子は苛立ちを覚えていた。こんなに要領悪く話す子だったろうか。「鍵がどうのこうのと言っていたのですけれど」

「玄関の鍵の、なにが問題なの？」

「詳しくは教えてもらえませんでした。なので、自分で考えることにしたんです。ほら、わたしが真犯人を見つけることができれば、詢子さんが疑われずに済むでしょう？」

「それは、そうかもしれないけれど、そんなの……」

　素人に、そんなことできるはずないでしょう。

　半ば呆れながら、啞然とした面持ちで翡翠を見遣る。

　けれども彼女は真ま面じ目めに考えているらしく、淡々と語りだした。

「警察が考えている筋書きはこうです。花音さんはなんらかの用事で外に出かける必要があった。花音さんは着替えを終えて化粧をし、外に出て玄関を施錠しようとした。そのとき、待ち伏せていた犯人が飛び出してきて、花音さんを拘束する。犯人は花音さんを室内に連れ込むと、性的暴行に及ぼうとして失敗し、殺害した……。おかしくありませんか？」

　そうか……。

　確かに、鍵がコートのポケットに入っていたことは、その流れと矛盾してしまう。

　なぜなら──。

　いや、その前に。

「どうして、そんなに詳しく知っているの？　そんな細かいことまで週刊誌に書いてあるとは思えないけれど」

「刑事さんたちに聞きました」

　なんでもないことのように、さらりと翡翠が言った。

「本当だとしたら、その刑事さん、ずいぶんと問題があるように思えるけれど」

　たとえば、あの童顔の刑事なんかは美人の押しに弱そうだ。ミステリマニアの翡翠に質問攻めにあって、捜査情報を漏らしてしまう可能性も、ありえなくはないのかもしれない。

「でも、詢子さんの疑いを晴らすチャンスですよ。真犯人が見つからない限り、警察は詢子さんをずっと疑い続けるかもしれません」

「それは、確かに困るけれど……。それで、おかしいことって、なに？」

「メルヴィール最新作。そのロジックの脆ぜい弱じゃく性に気づく詢子さんのことです。もうお気づきでしょう？」

　無邪気にそう言われてしまって、詢子は眼をしばたたかせた。

「推理小説と実際の事件とじゃ、勝手が違いすぎると思うけれど」

　詢子は肩を竦めるが、翡翠は期待の眼差しでこちらを見つめている。詢子が何かしらの推理を口にするまで、自分から話す気はないようだった。

「そうね……」

　詢子は慎重に考える。

　玄関の鍵の矛盾は、推理小説に親しい人間なら、確かに普通に気づくべき簡単な問題だ。

　それと同時に、犯人特定にまで至らない些さ事じであるともいえる。

　詢子が自らそれを指摘したところで、詢子の関与を疑われることはない。

　むしろ、本格ミステリについて熱く語ることのできる詢子が気づかないことは、不自然なくらいだろう。

「確かに、城塚さんが刑事に聞いた通りに犯罪が行われたとすると、一つの矛盾が生じるかもしれないわ。もし外出する際にストーカーに襲われたのだとすると、玄関の鍵がコートのポケットに入っていたのはおかしい。だって、とつぜん襲われたのなら、鍵をポケットにしまう余裕なんて、なかったはずでしょうし、そもそも鍵をしまうのは必然的に施錠を終えたあとになるのだから、玄関が施錠されたあとだと、犯人が藤島さんを室内に連れ込むことはできなくなる──」

「流石は詢子さんです」

　翡翠は満足そうに頷く。

「そう考えると、ストーカー犯行説は矛盾します。警察はこのことに気づいているので、ストーカーではない犯人像……、詢子さんの疑いを、消し切れていないのではないでしょうか？」

　なるほど……。

　確かに、その考えは一理あるのかもしれない。

　翡翠が、どこまで口の軽い刑事から話を聞いているのかはわからない。これまで交わしたミステリに関する会話を思い返す限り、翡翠はその方面では鋭い思考力と発想を持った女性に思える。ストーカーではない犯人像、という方向性で会話を続けられると、詢子もボロを出してしまうかもしれない。どうすればいいだろう。

　単にストーカーの仕業であると、納得してもらうのがいちばん良さそうではあるが──。

　そのための論理構築は、既に詢子の中で仕上がっていた。

「そうだとすると、確かに顔見知りの犯行という線も出てくるかもしれないわね」

「はい。犯人は普通に山荘を訪ねて、花音さんに扉を開けてもらったことになります」

「でも、警察の人もあなたも、一つだけ可能性を見逃しているんじゃない？」

「可能性、ですか？」

「こう考えれば、犯人がストーカーであっても、べつに不思議じゃないと思うのだけれど」

「どう考えればです？」

「前日から、鍵をポケットの中に入れたまま忘れていた可能性よ」

　翡翠はきょとんとする。

　流石の鋭い彼女も、思考が追いつかないらしい。

　本格ミステリにおいては、こうした例外パターンは忘れられがちになるのだが、人間というのは常に合理的に動くわけではないのだ。

「たとえば、藤島さんが前日に出かけていて、夜に帰宅したとする。彼女はコートを着て出かけていたのね。それで鍵を使って玄関を開けた際に、コートのポケットへそのまま鍵を戻してしまったのよ。普通は鞄の中に戻したり、玄関付近なりに鍵を置いたりするでしょうけれど、買い物とかで手が塞ふさがっていたのかしら。うっかり鍵をポケットに入れたままにして、そのまま忘れてしまっていた。そして事件当日、出かけるつもりだった彼女は、鍵が鞄の中に入っていると思い込んでいたのね。そのまま玄関の外に出て、施錠しようと鞄の中を探ったけれど、鍵はそこにはない──。犯人が襲い掛かってきたのは、まさにそのときなのよ。そうして彼女は室内に連れ込まれてしまう……。これなら、ストーカー犯人説に矛盾はないわ」

「なるほど、確かに。思いもよりませんでした」感心したように、翡翠は眼を大きくした。「では、もっとシンプルに考えることもできますね。花音さんは出かける直前に、玄関に置いてあった鍵をいったんコートのポケットに入れたのです。そして玄関を出たあとにポケットから鍵を取り出して施錠しようとする。けれどそれよりも早く、犯人に襲われてしまった……。こちらの方がよりスマートでありえそうです」

　なるほどと思う。

　しかし、一見似たような論理だが、それは辻つじ褄つまが合っていない。

　流石に鋭い翡翠も、そのことには気づいていないようだ。

　詢子は勇み足の論理を窘めるように言う。

「残念だけれど、それはないと思う」

「どうしてです？」

「コートの状態を考えればわかるでしょう？」

「コートの状態？」

「だって……」

　そこで、詢子は言葉を途切れさせた。

「コートの状態を考えれば、なんです？」

　問われても、詢子は応えることができない。

　詢子は必死に記憶を掘り返す。

　刑事に聞いたという翡翠はなんて言っていた？

　コートについて、どこまで言っていた？

「ああ、確かに」翡翠はようやく気が付いたように声を上げる。彼女は胸元の巻き毛に指をくるくると巻き付けながら言った。「流石は詢子さんです。確かに、コートは玄関近くのコート掛けに掛かったままでしたね。花音さんが出かける直前に、自分で鍵をポケットに入れたのなら、彼女はコートを着ているか腕に掛けているしかなくなります。けれどその場合、直後に犯人に襲われて室内に引ひき摺ずり込まれたのなら、着ているか腕に掛けているかしているはずのコートが、コート掛けに掛かったままなのは不整合ですね……」

　翡翠は、流石は詢子さん、と繰り返した。

　それから、首を傾げる。

「あれれ」

　きょとんとした瞳がこちらに向けられ、長い睫毛が揺れ動く。

「でもでも、どうして詢子さんは、コートがコート掛けにあったことをご存知なのですか？」

　詢子は、翡翠の茶色い瞳を見返す。

　まるで妖よう精せいのように無邪気で、邪悪な光をたたえているその双眸。

　なんだ。

　この子は、いったい、なに？

「これまでの会話の流れですと、普通は花音さんがコートを着ているか、腕に掛けているかしていたとして、推理を組み立てるべきではないでしょうか？　だって、わたしはコートがコート掛けにあったなんてこと、詢子さんに教えていないのですから」

「ちょっと……、なにを言っているかはわからないけれど」

　詢子は冷静さを保ちながら、笑って言う。

「さっき、城塚さんが教えてくれたんじゃなかった？」

「それはないです」

「言ってたわよ」

「言いません。刑事さんに、その点だけは他言しないように言われていたので、気を付けていました。あ──」翡翠はわざとらしく口元を押さえる。「わたしったら悪い子さん。聞かなかったことにしてくださいね？」

「そんな感じで、さっきも口を滑すべらせてたでしょ」

「言ってませんよう」

　翡翠は唇を尖らせる。表情は穏おだやかに笑っているが、こちらに向けられている瞳がとても邪よこしまなものに見えるのは、詢子の気のせいだろうか。

「それなら……、そう、ただの先入観じゃない？　ほら、あの日は晴れていたから、コートを着て出ていくなんて考えにくいでしょう？　だから、普通はコートを置いて出かけるんじゃないかしらって。そういう前提で考えちゃってたのよ」

「なるほど……？」

　詢子は、ようやく彼女の狙いに気が付いた。

　考えづらいことではあるが、翡翠は自分を疑っているのだ。

　だから、鎌かまを掛けるような言葉で、詢子を誘導してみせた。

　そんなことをするのは、まるで刑事か、あるいは──。

　あるいは、そう。

　推理小説の中に登場する、探偵だけ。

　城塚翡翠。

　あなたは、何者なの？

　詢子が口を滑らせたのは、ミステリマニアとしての自意識や自尊心を利用されたせいだ。最初は留意していたはずなのに、論理を構築していく中で、詢子は自分が持っているべき前提条件を見失ってしまっていた。そう仕向けられたのだ。

　人間心理の脆弱性を突くような巧こう緻ちな誘導。

　ただの探偵かぶれが、一朝一夕の練習でできるような真似ではない。

　それには膨大な研究と研磨、そして実践が必要なはずだ。

　それとも、そんなのは考え過ぎで、思わせぶりな誘導も、ただの偶然？

「前日から鍵がポケットに入ったままだとすると、確かにストーカーの線は充分に考えられそうです。詢子さんのご意見、伝えておきますね」

　翡翠は唇に人差し指を押し当てながら、ひとりで納得している。

「伝えるって、誰に？」

「刑事さんです」

「刑事？」

「あら、言いませんでした？　わたし、刑事さんたちとお知り合いなんですよ」

　高らかに宣言するように、翡翠は言う。

　詢子は手にしたカメラの電源を切った。

　身体中が、なんの根拠もなく危険を訴えかけている。

　この女は危険だ。

　自分は、とんでもない相手をアリバイ証人に仕立てあげてしまったのではないか。

　闘いの火ひ蓋ぶたが切られた、だなんて。

　そんなありきたりな言葉が脳裏を過ってしまうけれど。

　そう思うのは、ただの幻想や杞憂だろうか。

　それとも。

「そう」

　でも、あなたがそのつもりなら。

　あたしは全力で抗あらがう。

「それなら、刑事さんたちに伝えてもらえるかしら」

　なんでもない雑談を続けるように、詢子は笑いかける。

「あたしにはアリバイがあるから、疑うだけ無駄ですよって」

　翡翠も、おかしな話を耳にした女子大生みたいに、くすくす笑う。

「ええ、まったくです。でも、お伝えしておきますね」

　彼女は、そろそろ時間なので帰らなきゃと呟くと、ぺこりと頭を下げた。

　桜並木を去っていく彼女の後ろ姿を眺める。

　今回は、不意を突かれた。

　なんだか、まるで可愛がっていた小動物が、急に牙きばを剝むいてきたかのよう。

　けれど、もう油断はしない。

　何者かなんて、そんなことはどうでもいい。

　自分は負けるわけにはいかないのだ。

　莉帆のためにも。

　報むくいを受けるべき連中を、全すべて殺し尽くすまで。

　でも、どうしてだろう。

　頭を上げて、踵を返す瞬間に見えた城塚翡翠の表情。

　詢子が心の中で覗くファインダーに映ったその像は、とても悲しげなものに見えた。



　　　　　＊



　千和崎真は、駐車した車の傍らで缶コーヒーを味わっていた。

　新商品なのだが、残念ながらあまり好みの味ではない。けれど、そよぐ風は心地よかった。このコンビニエンスストアの駐車場からも、遠目に桜並木が僅かに見える。空も澄み渡っていて、なかなか悪くない景色だった。大きな道路から離れているせいで、人があまりいないのもいい。

　城塚翡翠が歩いてくるのが見えた。

　互いに位置情報を共有しているから、特に連絡を入れなくても、翡翠には真が待機している場所がわかる。いきなり散歩しながら撮影をするという話になったので、なるべく近い場所で待機していようと、真は場所を変えたのだった。

「どうだった？」

　車の傍らまでやって来た城塚翡翠は、不貞腐れた小学生のような顔をしていた。

「どうもこうもありません」

　ふっと前髪が浮き上がるような勢いで溜息を漏らす彼女に、真はいちご牛乳を手渡してやる。翡翠はそれを受け取ると、慣れた手付きでストローを突き刺した。

　じゅるじゅると、液体を啜る音が静かに響き渡る。

　二人して並んで、車のボンネットに寄りかかったかたちだ。洗車したばかりだから、服が汚れることはないだろう。たぶん。

「そういえばさ、わたしの悪口言ってなかった？　家政婦がどうのこうのって」

　翡翠が咳き込む。

「なんなの？」

　あのときも、翡翠は咽せていたようだった。

　毒を盛られたのかと一瞬不安になり、駆けつけようとしたのだが、すぐになんでもないことを報しらせるサインが届いたので、成り行きを見守ったのである。

「べつに悪口ではありません」こほんと咳せき払ばらいをして、彼女はまたストローを咥くわえる。「ろうらってふぃいふぁらいふぇすか」

　なにを言っているかまるでわからない。

「それで、江刺詢子は、どうだったの」

　真は、もう一度だけ訊く。

　翡翠はストローから唇を離した。白いストローに残るリップの跡を見つめて、彼女は十代の少女が思い悩むように呟く。

「真ちゃん」

「なに」

「わたしは……、これでも、わたしなりにできることとして、社会に貢献を続けてきたつもりです」

「そうかもね」

「真ちゃんは気づかなかったかもしれませんが、けっこう、しんどかったり、傷ついたりすることも、多々ありました」

　実は知ってるけれど、とは言わない。

「それでも、わたしにしかできないことだと思うから……、頑張ってきたんです」

　翡翠は溜息を漏らした。

　青白い空を見上げる。

「それでこの仕打ちとは……、神様は、あんまりではありませんか」

　黒か。

　車を離れて、真は空になった缶をゴミ箱に捨てた。

　真が戻ってきても、翡翠はこちらを見ない。じっと遠くの桜並木を睨んでいるように見える。

　その事実をようやく認めるように、翡翠はようやく答えた。

「犯人は詢子さんです」

「そう」

「わたしの中でそう確信できただけで、まだなんの証拠もないのが、大きな問題ではあるのですが……」じゅるじゅると間抜けな音を鳴らしてから、彼女は言葉を続けた。「わたしが証人であるという鉄壁のアリバイがある上に、彼女の関与を示す物証がなにひとつ見つからない。これは手厳しいです。仮に死亡推定時刻を誤認させた方法を特定し、殺人が早朝にあったことを証明できたとしても、江刺詢子の関与を証明できる物証がなければ、起訴まで持っていけません」

「捏ねつ造ぞうでもしたら？」

「あのですねぇ、真ちゃん」

　うんざりとした顔で、ようやく翡翠がこちらを見た。涙袋が目立って見えるのは、真が施してやったメイクのせいだろうか。赤味を加えた記憶はなかったけれど。

「いつもいつも、真ちゃんは、わたしをなんだと思ってるんですか……」唇を尖らせて、不貞腐れた声を出す。「証拠の捏造なんて、わたしはそういうことをしたことはありませんよ」

「それならいいけれど」思わせぶりな態度をとる方が悪いと思うけれど。「ほら、いつもさ、よくそんなの残っていたなというか、運が良すぎるんじゃないかっていうくらい、ラッキーな物証が見つかるじゃん」

「犯人が企てた計画が綿密なものならば、そこに生じる隙は犯人にとって想定外であるものくらいです。まして物証ならば、普通はすべて隠滅するはずですから、現場に残るものがあるとしたら、それは犯人にとっての不運がもたらしたものであるのは必然でしょう」翡翠はストローを咥えた。再び下品な音が鳴るが、もう空気しか残っていないらしい。容器がぺこぺことへこみ出す。「すべては運次第と思われるかもしれませんが、この世の森羅万象は運の積み重ねで織り成されるもの。偶然が連鎖していき必然となる。それらは塵ちりのように眼で捉えにくいものかもしれませんが、誰もが見逃してしまうそれを察知し見つけ出すのも、探偵の仕事というものですよ」

「なるほどわからん」

　相変わらず、煙けむに巻まくような言葉遊びに聞こえてしまう。

「だいたい、よく考えてくださいよ」翡翠はうんざりするように言った。「わたしが証拠捏造なんて方法を使うのなら、何度も相手と切り結ぶ必要なんてないじゃないですか」

「そういうもの？」

「わたしは、自分に絶対の自信を持っているわけじゃありません」翡翠はかぶりを振った。それから真から視線を背けると、遠くから流れてくる灰色の雲を見つめた。眩しいわけでもないのに、彼女は眼を細める。「冤えん罪ざいは、怖いですから」

「そっか」

　相手が本当に犯人であるとの確信を得るまで、翡翠は執拗に容疑者と接してコミュニケーションを図ろうとする。その理由の一端を、今更ながら垣間見たような気がした。

「本格ミステリの探偵みたいに、トリックと犯人を指摘して終わりにできるなら楽なんですけれど。わたしだって、検事さんに怒られたくはないですから」

「あの人怖いものね」

　どういう仕組みになっているのかは不明だが、翡翠が処理した事件を担当する検事には傾向があって、中でもとある女性検事は手厳しく、翡翠は苦手としているようだった。

　しかし──、と真は内心で考える。翡翠の言葉がどこまで本当かはわからない。けれど、あの諏訪間をはじめとした警察庁の人間たちが、城塚翡翠に仕事を押し付けようとしてくるのには、なにかの思惑があってのことなのだろう。たんに事件をスピーディーに解決できるから、ということだけが理由ではない気がするのだ。

　だいたい、こんな怪しい小娘を組織立って後押ししてくるのは奇妙だ。だからその理由の一端が城塚翡翠の捜査手法にあるのではないか、と真は疑っていた。どうしても解決できない事件を、翡翠の詐術で証拠を捏造し強引に解決に持っていく。黒い行為は外部の人間にやらせて、いつでも切り棄てられるようにする……。そんなところではないかと思っていたのだが、翡翠の口ぶりからすると違うようだ。

　警察上層部が、わざわざ城塚翡翠という小娘を利用したがるのには、いったいどんな理由が隠されているというのだろう？

　翡翠と警察の繫がりは、真が雇われたときよりもずっと前からあったようだし、翡翠はその根底にあるものを語りたがらない。とくにあの陰湿な警察官僚のことを口にするときは、苦虫を嚙み潰したような表情をする。いつだって本当のことを教えてくれないのだから、こうした疑念を抱くのは仕方がないことだろう。

　翡翠はいちご牛乳のパックを捨ててきたようだった。

「それで、これからどう攻めるの？」

「そこが問題です。詢子さんを攻略するのには……、一手間が、かかるかもしれません。どのように攻めるべきか、じっくり考えないと」

　翡翠はじっと思索に耽るように、両手の五指を重ね合わせた。

「いつもみたいに、はわわてへぺろこっつんこですー、って苛立たせて攻めるんじゃだめなわけ？」

「真ちゃん」翡翠は呆れたように溜息を漏らした。「わたしは今回……、致命的なことに、極めてニュートラルな状態で、詢子さんと知り合いました。まぁ、多少は猫をかぶっていましたけれども……」

　それが失点だったとでもいうように、彼女は顔を顰める。

「人間というのは、第一印象に縛られます。わたしはいつも、それがもたらす心理的な脆弱性を利用するのです。少し変わった子だから、へんな行動をとっても仕方がない、いつものことだなぁと、そんなふうに思わせて、その突飛な言動の裏に種を仕込んでいく……。相手がおかしいと気づいた頃には、もう時既に遅し。わたしはすべての情報を得ている。ですが今回の場合、詢子さんは思ったことでしょう。いきなり相手を苛立たせるような言動が増えて、この子は突然変わったと。これは、本当ならよくありません。相手を警戒させてしまうだけです。今回は不意を打つことができましたが、もう次はそう簡単に通用しない。相手の反応を窺いにくくなりました。詢子さんは賢い人です。恐らくは宣戦布告と受け取ったはず……。わたしも、やむを得ずそのつもりで仕掛けましたけれど」

「なるほどね……。でも、ニュートラルなあなたってどんな感じなの？」

「こういう感じですよ」

　翡翠はぱちくりと瞳をまたたかせた。不思議そうに真を見遣る。

「あそう」

　自分はニュートラルな翡翠とやらと一緒にいても、苛立つことばかりなのだが。

　だが、真のうんざりとした眼差しをよそに、翡翠は遠くの桜並木の方へ目を向けている。不意に静けさに支配された横顔を浮かべて、彼女はじっとしていた。

　真も、遠景に望むことのできる桜並木に目を向けた。ここからでは、花びらが散っていく様子はあまり見えない。けれど今も、暖かな風に揺られながら、一つ一つ、それを失っているのだろう。

「真ちゃん」

　小さく、翡翠が呟く。

「繰り返しますが、わたしは自分に絶対の自信を持っているわけではありません。だから……、なにも証拠が出ないのなら、やはりわたしの思い違いかもしれないと考えるのは……。往生際が、悪すぎるでしょうか」

「どうだろうね」

　真は翡翠の方に視線を向けずに言った。

　きっと見られたくない表情をしているのだろうと、ぼんやり思う。

「でも、そうだとしてもさ。それなら、もっとしっかり確かめないといけないんじゃないの」

　確かに、苦しいかもしれないけれど。

　もう撤退を考えようとするなんて、あなたらしくないと思う。

「そう……、ですね」

　そう頷く翡翠の呟きは、小さくか細いものだった。

　真は考える。

　城塚翡翠は、はたして友人の仕掛けたトリックを見抜くことができるのだろうか。

　それを見抜いたところで、証拠を見つけ出すことは？

　そして──。

　すべての材料が揃ったとして、翡翠は友人を告発することに踏み切れるのだろうか。



　　　　　＊



　江刺詢子は、いつものカフェで森もり本もと朱あけ美みの様子を窺っていた。

　朱美は、詢子の殺害対象だった。詢子はなにも理由なく同じカフェに通い詰めていたわけではない。探偵の調査で莉帆の死に関与している人間の所在は、いくつかが割れている。そのうちの一人が森本朱美であり、彼女のアルバイト先がたまたま詢子の仕事場の近くだったのだ。

　だから、詢子はカフェのテーブルでノートパソコンを広げて仕事を片付けながら、ときどき仕事をしている朱美の様子を盗み見ては、その殺害方法について思索を巡らせていた。

　既に相手はこちらの顔を憶えているようだった。注文した品を渡されるときには、いつもありがとうございますと微笑まれることも多い。まさか相手が自分の殺害を企てているなんて考えてもいないことだろう。

　しかし、森本朱美の殺害はこれまでと違って難しそうだった。この場所から朱美の自宅までのルートには、防犯カメラが多数設置されている通りばかりだ。朱美が住んでいるマンションのエントランスにも防犯カメラがあり、自宅近辺で殺害することは困難を極めそうだった。なんらかの口実を作って人目のないところに連れ出すのが理想だろう。まだ具体的な計画があるわけではないが、少しずつ信頼関係を築いていく手法で段取りを進めていこうと詢子は画策している。城塚翡翠の言葉がどこまで本当かはわからないが、警察がまだ詢子を疑っているのなら、フォトグラファーとして接触するのは難しいだろう。花音のときのように名刺などから関与を疑われたくはない。まずは名もなき客として親しくなれればと思うのだが……。

「まぁ、詢子さん、奇遇ですね」

　のんびりとした声に眼を向けると、詢子が着いているテーブルの傍らに、城塚翡翠が立っていた。いつも通りのふんわりとした装いは、初めてこの場所で出会ったときと同じような服装だ。それなのに今の詢子の目に、城塚翡翠の姿は違ったものとして映る。

　何者なのかはわからない。

　けれど、今の城塚翡翠は、紛まぎれもなく詢子の敵だ──。

「あら、城塚さん。奇遇じゃない」

「こちら、ご一緒してもよろしいですか？」

　にっこりと微笑んで、翡翠が首を傾げる。彼女は飲み物が載っているらしいトレイを手にしていた。

「うーん、ごめんなさいね」詢子はノートパソコンを示した。「今は仕事中なのよ」

「わぁ、そうなんですね」翡翠は感激するような声を上げる。「それじゃあ、応援してあげないと」

　彼女は平然と言って、詢子の向かいに腰を下ろした。ノートパソコンの向こう側にトレイを置く。桜色の花びらが飾られた可愛らしいラテを見て、詢子は笑った。

「人の話を聞いていないの？」

「どうぞお気になさらないで続けてください」翡翠はくすくすと笑う。「お仕事がすぐに終わるように、応援していますから」

　翡翠は両手で拳こぶしを作り、肘ひじを腰に寄せて腕を斜めにした愛らしいガッツポーズを作った。

「がーんばれ。がーんばれ」

　その格好のまま、そう応援されてしまう。なるほどそう来るかと、詢子は溜息を漏らした。彼女の正体がなんにせよ、いちばん効果的なのは無視を決め込むことだろうと思っていたのだけれど、まさか無遠慮に堂々と向かいに居座るだなんて。

「あれれ。もしかして、ご迷惑ですか？」

「そうねぇ。ごめんなさいね。気づいてくれたのなら、嬉しいんだけれど」

「むむむ、おかしいですね」うーんと首を傾げて翡翠が言う。「男の人は、わたしが応援すると喜んでくださるんですけれど」

　詢子は笑ってしまう。

「あなたって、そういう子だったっけ？」

「そうですよ？　無神経だと言われて、皆さんからよく嫌われます」

「そうでしょうね」

　詢子は鼻を鳴らした。仕方なくキーボードを叩いて仕事のメールを済ませてしまおうと思ったが、翡翠の視線がどうにも気になって集中しづらい。

「あ、そうだ。今日は詢子さんにお知らせがあるんです」

　うんざりとしながら、詢子は顔を上げた。

「お知らせって？」

「事件に関してです。なんとなんと、玄関の鍵の問題に関して、新しい事実が判明したのです」

「新しい事実？」

　彼女は鼻歌でも口ずさみそうなくらいご機嫌な様子で、桜色のラテの薫りを楽しんでいた。

「とってもいい薫りです。詢子さんもいかがですか？」

「あたしは普通の珈琲で充分よ」

「そうですか」翡翠はしょんぼりとした表情を浮かべた。「残念です」

「それで、本題は？」先を促しながらも、詢子は落ち着きを忘れないよう自らに言い聞かせる。これが相手の作戦だとわかっているからだ。「あのね、城塚さん。さっきも言ったけれど、あたし仕事が山積みだから、話があるのなら早く済ませてほしいなぁって」

「あ、そうでしたそうでした」

　ぽんと両手を合わせて、翡翠がにっこりと微笑む。

「実はですね。刑事さんによると、現場のリビングのゴミ箱の中から、タグが見つかったそうなんです」

「タグ？」

　それに心当たりがなくて、詢子は眉を顰めた。

　そもそも、いったいなんのタグだ？

「タグって、なにか商品とかに付いているやつ？」

「はい。ご明察です。お洋服のブランドタグでした。鍵が入っていたコートの」

　コートのタグ？

　既に、キーボードを叩く詢子の手はとっくに止まってしまっている。ノートパソコンを閉ざして、詢子は仕方なく城塚翡翠の挑戦を受け入れることにした。無視が効かないのなら、万全の態勢で受けて立つしかない。それに、コートのタグがどのように論理の飛躍を見せるのか、本格ミステリの愛好家としては興味をそそられる。

「リビングのゴミ箱の中には、そのタグとゼリー飲料の容器しかありませんでした。花音さんの胃の内容物には、このゼリー飲料が含まれていたので、亡くなられる直前にそれを飲まれたのだと思います」

「それで？」

「それで？」翡翠は意外な言葉を耳にしたかのように、大きな眼をぱちくりとさせた。「おわかりにならないです？」

「だから、なにが？」

「本格を愛する詢子さんともあろうお方が……」

　翡翠は大仰な仕草で天を仰いだ。いちいち動作が絵になる人間だ。そのあからさまな挑発に、詢子は内心で舌打ちを返す。

「ごめんなさい。説明してもらえると嬉しいな」

「ではご説明しましょう」

　翡翠は満足そうに微笑むと、ぴんと人差し指を立てて言う。

「着目するべき点は、ゴミ箱の中にタグとゼリー飲料しか入っていなかったという点です。他には、ティッシュや抜け毛の一つも落ちていなかったようなのです。花音さんはロングヘアですから、髪の毛が一本も落ちていないということは、直近になってゴミ箱の中身がすべて捨てられていると考えて良いと思います。つまり、タグもゼリー飲料の容器も、亡くなる直前になって捨てられたと考えるべきでしょう。亡くなられた日の午前十一時頃にはゴミの収集業者が来るスケジュールだったようでして、彼女は前日の夜か早朝にゴミをまとめて外に捨てたのだと思います」

　翡翠は詢子の反応を待つように、まっすぐな瞳をこちらに向けている。既に論理の道筋とその結論は見えていたが、なにか一つでもリアクションを返してしまえば、彼女に新たな情報を与えてしまうような気になって、詢子は淡々と先を促した。

「続けて」

「よろしいですか。これにより、ストーカーが犯人であってもおかしくないという、詢子さんの説は否定されます。詢子さんの説は、前日に帰宅した際に花音さんが誤って鍵を鞄に戻さずコートのポケットに入れたままにしていた、という前提条件から成り立つものでした。しかし、ゴミ箱の中にタグがあったことにより、この前提は覆されるのです。すなわち、コートは下ろし立てだった──。当日、出かける直前にタグを外したのですから、その時点で鍵がポケットに入っている可能性はありえないのです──」

　買ったはいいけれど、今日まで着る機会がなくて──。

　玄関先でそう笑いながら、ひらりとコートの裾を靡なびかせた花音の姿が甦よみがえる。

「故に、ストーカー犯行説は否定されます。花音さんは一度コートを着て、玄関を施錠した際に鍵をポケットに入れたのです。そしてご遺体の発見時、コートはコート掛けに掛かっていた。つまり、外出後に花音さんは犯人とともに帰宅し、家の中にその人物を招き入れたということになるのです──」

「つまり、顔見知りの犯行、っていうことね」

　なるほどと頷くしかない。確かにストーカーの仕業に見せかけるため、部屋を荒らしてゴミ箱も倒したが、その中身までは注意深く確認していなかった。

　だが、どうして城塚翡翠はゴミ箱の中身まで知っているのだろう。

「単純な疑問なんだけれど」詢子は首を傾げた。「どうして城塚さんって、そんな情報を知っているの？　胃の内容物とか、ゴミ箱の中身とか。それって、あなたの妄想じゃないわよね？」

　詢子の表情が気の毒そうに窺うものに見えたのだろう。翡翠は唇を尖らせて言う。

「妄想じゃありません」

「それなら、納得できる説明をしてくれないと」詢子は肩を竦めた。「妄想話に付き合うのは、ちょっとね」

　仕方ないですねぇ、ともったいぶりながら、翡翠はテーブルに身を乗り出してきた。静かな声で言う。

「ここだけの話なのですけれど……。わたし、警察に捜査協力をしているのです」

　詢子は訝いぶかしみながら、翡翠の表情を観察する。

　どこまで本気なのだろう。

「言いましたでしょう。わたし、勘が良くって。スピリチュアルな方面の専門家ですから、霊感が働いたりもします。霊能力を使った犯人当ても朝飯前です」

　詢子は、翡翠のその言葉を真正面から信じるわけにはいかない。

　特殊設定ミステリではあるまいし、超能力を使って捜査協力だなんて、実際にありえるとは思えない。そもそも、本当にそんな不思議な力が彼女にはあるのだろうか？

　だが、胃の内容物がゼリー飲料だったという事実は、関係者でもない限り知らない事実のはずだった。

「まぁ、いいわ。その話はいったん脇に置いておきましょう」

「置いておかないでくださいよう」

　桜ラテのカップを手にした翡翠が、不服そうに唇を尖らせる。

「妄想でも付き合ってあげる。ミステリのロジックについて語るようなものだと思えば、同じだもの」

「ううーん、わたしとしては詢子さんの疑いを晴らすために努力をしているつもりなんですけれど……。まぁ、こういう状況設定の面白い本格ミステリがある、という感じでお話を進めてくださっても結構ですよ。近頃はマーダーミステリーも流は行やっていますし、推理を楽しみましょう」

「実際の事件をモデルにするなんて、不謹慎だとは思うけれど」詢子は肩を竦めた。「それで、ゴミ箱にタグがあったから、ストーカー犯人説は消えたというわけね。藤島さんが自らストーカーを自宅の中に迎え入れるはずがないから」

「ええ、そうなります。警察も同じ考えのようです。そのせいで詢子さんへの疑いは、まだまだ残っているようで……」

「アリバイがあるのに？」

「へんてこさんな話ですね？」

「まったくね」

　翡翠は詢子の動揺を誘って、反応を窺っているように見える。

　これには、どのように対応するのがベストなのだろう？　まるきり無視をすれば、そのまま疑い続けてくれと言っているようなものだし、反論を重ねればそれはそれでボロを出して怪しまれる可能性もある。なかなか難しい。だが、目に見えたロジックの破綻をスルーするわけにもいかないだろう。

「あたしは犯人じゃないし、身の潔白のためにも口を挟んでみるけれど……。本格好きとしては、そのロジックには破は綻たんがあると言わせてほしいわね」

　もし詢子が犯人ではなく、一介の本格ミステリ好きなのだとしたら、気づいた以上は指摘せざるを得ないだろう。

「破綻？　どこがです？」

　のほほんとした表情で桜ラテの味を楽しんでいた翡翠が、小さく首を傾げた。

「そうでしょう？　だって、タグが直前に切られたものであることをどう証明するの？」

　詢子の言葉に、翡翠は黙り込んだ。笑顔と共に言葉が途切れたように見える。

「コートは下ろし立てなんかじゃなくて、もう何日も前にタグを切って、着続けていたのかもしれないわ。たまたま切ったそのタグが、捨てる前にどこかへ行方不明になってしまってて……、何日も経ってゴミを捨てたあとで見つけたのかもしれないじゃない？」

「なるほど……。流石は詢子さん。一筋縄ではいきませんね」

「なんの話？」

「こちらの話です」

　やはり翡翠は自分への疑いを隠そうともしていないようだ。

　なんて憎たらしい子だろう。

「その可能性を捨てられない以上、やっぱりストーカー犯行説は否定できないんじゃないの？　あたしに疑いの目を向けられても、困っちゃうわ」

「まったくです。警察も困ったさんですね。アリバイのある人ではなく、ストーカーを疑ってかかるのが筋というものです」

　しみじみと頷かれてしまう。

「犯行はストーカーによるものなのか、それとも顔見知りによるものなのか……。ううーん、現段階では判断がつかなそうです」

「考えるだけ無駄なんじゃないの？」

「そうですねぇ。それじゃ、凶器について考えましょうか」

「凶器？」

「ええ、花音さんを撲殺した金槌と、ご遺体の近くに置いてあったノコギリに関してです」

「それは初耳ね」詢子は驚いた顔をする。「金槌で殴られたの？」

「はい。死後も複数回にわたって……。それは酷いものでした」

「いい気味ね」

「あら」

「どうせ刑事に聞いたんじゃない？」

「花音さんは、妹さんの仇だから、ですか……」

「ええ。こんなことを言うのはなんだけれど、清々したわ」

「ううーん」翡翠は困ったような表情を浮かべる。「今のは聞かなかったことにしましょう」

「そうして頂ちょう戴だい」

　開示して問題のない情報に関しては自分から教えてしまった方が、駆け引きの際に煩わしくなくて済むだろう。揚げ足取りに使われてしまってはたまらない。

「凶器の話に戻りましょう。犯人は──あくまで犯人がストーカーであるという前提で考えられたものではありますが、犯人は金槌で花音さんを脅し、逃げようとした彼女を撲殺したと考えられています。その後、リビングからご遺体を浴槽へと運んだ。その目的は、浴室に残されていたノコギリを見る限り、ご遺体の解体だったと思われるのです」

　そこまで説明して、解体の光景を想像してしまったのか、翡翠は顔を顰めた。

「遺体が切断されて見つかったの？」

「いいえ……。ノコギリによる傷はありませんでした」

「じゃあ、直前になって怖おじ気けづいた？」

「そうかもしれませんが、わたしが問題にしているのはそこではないのです」

「じゃあ、なんなの？」

「そのノコギリ、どこからどのようにして現場に来たのでしょう？」

　詢子は翡翠の語る論理の道筋を察知した。

　なるほど、その矛盾に気づいたのか……。

「それは……、犯人が持ち込んだんじゃない？」

「つまり、犯人は最初から花音さんを殺害するのが目的だった？」

「あまり想像したくはないけれど、暴行をしたあとに解体して……、行方不明にさせるつもりだったとか」

「なるほどさんです。でも、そう考えると不思議ですね？」

「なにが？」

「その場合、事前に凶器の金槌とノコギリを用意していたことになります。もしストーカーが犯人なのだとすると、それらを準備して彼は花音さんが玄関から出てくるのを待っていた……。いったい、どうやって？」

「どうやってって……」

「右手に金槌、左手にノコギリですか？　二刀流みたいに？　そうして花音さんが出てきたところを襲い掛かり、性的暴行を目的に室内へ引き摺りこんだ……。どうやって？　どうやって彼女を拘束するんです？　ゲームのキャラクターじゃないんですよ。ノコギリの方は、光の輪っかで固定して背中に背負いますか？」

「手が足りないって言いたいわけ？」詢子はノコギリと金槌を構える変質者の姿を想像して笑う。「ううーん、実際に摑んで引き摺りこんだわけじゃないのかもしれないわ。ほら、そんな武器を構えた男が玄関に立っていたら、こう、自分から逃げ出すんじゃない？　あたしだったら家の中に逃げ込むけど」

「玄関の内鍵を掛けずに？」

「鍵を掛ける前に、玄関を開けられてしまったのかも」

「二刀流で手が塞がっているのに、素早く玄関を開けられますか？」

「ノコギリの方は捨てたのかもしれないわ」

「なんのための武器かわかりませんね」

「それか、外に準備しておいたのかも」詢子は肩を竦める。「あとで使うつもりで、外に置いておいたとか。まずは金槌で脅して、彼女を撲殺したあと、解体する段階になって取りに戻ったのよ」

「確かにそう考えることもできます。ですが、そうすると新たな疑問が生じてくるのです」

「なにかしら？」

「どうして金槌なんでしょう？　脅すにしても、武器として弱いのでは？」

「そう？」

「ええ。鋭利な刃物というのならわかります。それを突き立てて、騒いだら殺すぞと脅す。映像としても浮かびやすい光景です。けれど、金槌は……。金槌を突き立てて、騒いだら殺すぞって、脅します？」

「そうねえ。でも、大きさによっては、不可能じゃないと思うけれど」

　翡翠は目を細めた。

「事前にノコギリを準備しておくような犯人が、わざわざ金槌を選ぶでしょうか？　準備する余裕があるのなら、刃物を使うのでは？」

「まぁ、確かに考えにくいかもしれないけれど……。本格ミステリと違って、人間っていうのは合理的に行動しないものよ。ノコギリを用意した人間が金槌を使っても、べつに不思議じゃないと思うわ」

「ううーん、そうでしょうかね」

「そうだと思うけれど。あとは……、逆にノコギリを使ったのかも」

「ノコギリですか」

「ええ、もし、そこまで小さくないのなら、ノコギリで脅した可能性はあるんじゃない？　ものによっては、包丁みたいに先端が尖っているものがあるじゃない？」

「ううーん、ちょっと大きすぎて取り扱いが悪そうですけれど……」

「もし大きいのなら、立派な凶器よ。そう考えると矛盾はなくなると思うわ。あ、金槌がポケットに入るくらい小さい場合は、それを予あらかじめポケットに入れていた可能性もあるわね。そうすれば片手が空くわよ」

　詢子は翡翠の表情を見る。

　翡翠は不敵に瞳を煌めかせ、詢子の視線を受け止める。

「そうですね。残念ながら、金槌はポケットの中に入るほど小さなものではなかったようです」

「そう。それなら、あたしの推理はとんちんかんなものね。ごめんなさい。凶器の大きさや形を知らなかったものだから」

　狙いはそこだったのだろう。

　翡翠は、ノコギリや金槌の大きさに言及していなかった。

　実際のノコギリは凶器にするには取り扱いが難しい両もろ刃は形状で、先端も尖ってはいない。金槌もポケットに入るような大きさではないものだ。

　恐らく翡翠は、実際の大きさを知らないはずの詢子が秘密の暴露となりえる前提で推理を組み立ててくることを期待していたのだ。

　しかし、そうした誘導はもう通用しない。

「犯人は外にノコギリを用意する周到さはあったものの、間抜けなことに凶器には金槌を選んだ。それだけのことじゃない？」

「確かに否定はしきれません」

　翡翠は退屈そうな表情で肩を竦めた。自ら張った罠わなが不発に終わり、機嫌を悪くしたのだろう。

「わたし、犯人は浴槽にご遺体を運びたかったのだと思うのです。どうしてもそうしなければならない理由があって、その真の目的を隠したかったために、その人物は浴室にノコギリを置いていったのではないでしょうか──」

「いわゆる、偽の手がかりというやつ？」

「はい。犯人はご遺体を解体するつもりなんて、最初からなかったんです」

「それじゃ、犯人の真の目的って城塚さんはなんだと思っているの？」

「まだわかりません。ですが、浴槽でなければならない理由があったはず……」

　翡翠は挑むように、詢子の瞳を見返してくる。

　翡翠の推理は正しい。

　彼女なら、アリバイトリックに気づく可能性があるかもしれない。

「いったい、どんな理由で浴室に運んだって言うの？」

　詢子が探りを入れると、翡翠は確信したように告げた。

「わたしは、殺人は早朝に行われたのではないか、と考えています」

　その根拠がいったいどこから来るものなのか、詢子はそれを見極めなくてはならない。

「死亡推定時刻がわかっているのに、そう決めつけるのはどうかと思うけれど……」

「根拠はあります。花音さんの、コートのことを思い出してください」

「さっき話した、鍵が入っていたコートね」

「はい。これまでのコートを巡る論理から、花音さんは亡くなる直前にコートを着ていた可能性が高いことがおわかりだと思います」

「現場にあったっていうタグが、彼女が亡くなる直前に切られたものだとするなら、だけれどね。でも、それが、どうして殺人が早朝に行われた根拠になるわけ？」

　翡翠は詢子を見定めたまま、淡々と告げる。

「あの日のお昼、関東地方はとても暖かい気温だったんです。対して、早朝は肌寒かった──」

「確かに、そうだったような気もするわね」

「殺害されたのが昼間だとすれば、花音さんが直前までコートを着ていた事実は不整合です。けれど、もしまだ気温が上昇していない早朝の時点で殺害されたのだとしたら、矛盾は消えてなくなる。そのことから、花音さんは早朝の時点で殺害されていたと導き出せるのではないでしょうか──？」

「だから、アリバイは意味がない？　馬鹿馬鹿しいわね」

　詢子は鼻で笑う。

「そんな論理じゃ、死亡推定時刻が誤りであることは証明できないわよ」

「ええ。だからこそ、犯人はご遺体を浴槽に運ばなくてはならなかったのです。なんらかの装置で、死亡推定時刻を誤認させるために……。そして浴槽にあったそれは目的を終えると、自動的に消滅するようになっていた──」

「まさしく……」詢子は慎重に言葉を選んだ。「メルヴィール二作目の話みたいに？」

「ええ。そのまさしくです」

「まさかあの話みたいに、死亡推定時刻をごまかすための物質が、自動的に排水口へ流れたなんて言うの……？」

「違うでしょうか？」

「それはありえないんじゃないかな」詢子はおかしくなって笑う。「だって、メルヴィールは特殊設定ミステリよ。あの物質は、現実には存在しない」

　あれは、小説だから実現可能なトリックだ。

　そのままでは、現実に適用することはできない。

「それとも城塚さんなら、そこから発想を飛躍させて、意外な方法を見つけ出せるのかしら」

「どうでしょう」

　翡翠は挑むような貌かおのまま、小さく首を傾げた。

「仮に……」詢子は表情をコントロールするように努めた。こちらの感情を少しでも表に出すのは致命的になり得るという予感があった。「そんな仕掛けがあったとして、メルヴィールと似たような感じなら……、それって、とっくに下水に流れちゃってるんでしょう？」

「そうかもしれません」

「だとしたら、なんの証拠にもならないんじゃない？」

「ええ。だとすれば、これは本当に狡こう猾かつな仕掛けです」

　翡翠は瞼を閉ざして、落胆するように肩を落とす。

　詢子は確信していた。

　城塚翡翠は、まだトリックを解明できていない。

　浴槽の秘密に気づいたものの、なんの証拠も見つけ出せていないのだ──。

　悟られないよう、詢子は静かに安堵の吐息を漏らす。

　いつの間にか、翡翠のカップは空になっていた。

　翡翠はそのカップの縁を白い指先でなぞりながら呟く。

「ところで、詢子さんは、球形か半球状の痕に心当たりはありませんか？」

「え？」

　突然、奇妙なことを問われて、詢子は眉を顰める。

　上目遣いに、翡翠の双眸が詢子を見つめていた。

「これくらいの、小さな円です」

　彼女は人差し指と親指で、小さな円のサイズを示した。硬貨くらいの大きさだ。

「それがどうしたの？」

「わからないならよいのです」

　にっこりと、彼女は微笑む。

　それから、目的を達成したとでも言うかのように、彼女は席を立った。

「長々とお邪魔をして申し訳ありませんでした」

　トレイを手に、ぺこりとお辞儀をする。

　その翡翠へと、詢子は警戒の眼差しを向けていた。

　なんだろう。

　円の痕？

　意味がわからない。

　だが、翡翠はその質問をするためだけに、この長々とした会話を続けていたのではないかと、そう思えてくる。こちらがすべての攻撃を捌さばき終えた気になって、隙を見せた瞬間を狙ったかのように。

　もう少し、慎重に言葉を返すべきだったか？

　翡翠が最後に見せた、あの満足そうな笑顔はどういう意味なのだろう。

「ああ、最後に一つだけ」

　トレイを戻してきた翡翠が、人差し指をぴんと立てて、思い出したようにテーブルへと近付いてくる。不意を突かれて、詢子は啞然と翡翠を見上げた。

「あちらの店員さんは、お友達ですか？」

　翡翠はいたずらっぽい瞳を、カウンターで働いている森本朱美に向ける。

「ずっと見ていらっしゃいましたよね？　もしかして、花音さんの同級生だったりして……」

　そう告げて去っていく翡翠の背中を、詢子は静かに見送ることしかできなかった。



　　　　　＊



　江刺詢子は、倒叙ミステリが好きではなかった。

　いくら本格ミステリを好んでいるとはいえ、ミステリならどんなジャンルでも読めるというわけではない。小説だろうと映像だろうと、特に倒叙形式は何度挑戦したところで慣れる気がしない。だって、瓦が解かいするとわかっている犯行を最後まで見守らなくてはならないなんて、なにが面白いというのだろう。やむを得ず成し遂げた殺人なら、道理は犯人の方にあるというもの。世の中には、殺されても仕方のない人間がいるのだ。たいていの場合、詢子は犯人に同情してしまう。それなのに、捕まることがわかっていて、どうして最後まで読み進めることができるだろう。

　だが、犯人たちの失敗を学ぶという意味では、役立つ部分もあるのかもしれない。

　詢子は常々、倒叙ミステリの犯人たちは喋りすぎだと思っていた。刑事や探偵にねちねちと付つき纏まとわれ、あれこれと探りを入れられる度に反はん駁ばくをしてしまってボロを出す。そんなのを相手にしていないで、ずっと黙り込んでいれば良いのにと呆れていたくらいなのだけれど、実際に自分がその立場に陥ってみると、それが困難であることがよくわかる。

　まず、客観的に見て相手が突然黙り込んでしまうというのは明らかに不自然だ。警察に関わりたくないから無視をする、というのも刑事の視点に立ってみれば、やましいことがあるから黙っているに違いないと考えられるだけだろう。誰だって犯人扱いをされることがあれば、普通は身の潔白を証明しようとする。特に城塚翡翠は、「疑われているあなたの無実を証明するために一緒に考えましょう」というスタイルで詢子に付き纏ってくる。それなのに、こちらが無視を決め込んだり杜ず撰さんな対応を取れば、それだけで証拠が見つかるまで疑い続けてください、と言っているようなものだろう。翡翠とは友人としてミステリの話で盛り上がっていた過去があることも痛い。こちらがとれる対策はかなり限られてしまうのだ。

　もはや疑われることは避けられない。それならば、これ以上ボロを出さないように努めて、相手が諦めるまで持久戦を繰り広げるしかないだろう。詢子が選んだ作戦は、翡翠との接触を徹底的に断つ、というものだった。

　そのためにも、詢子は暫くあのカフェに足を運ぶのをやめることにした。前回のように待ち伏せされてはかなわない。次の殺人まではスケジュールの延期をする必要があるが、こればかりは仕方がないというものだ。翡翠に釘を刺されるような真似をされた以上、すぐに森本朱美に手を出すのは危険だろう。

　だが、それでも翡翠の接触は執拗だった。メッセージにはあたりさわりのない返事をしたりスルーをしたりと、仕事の忙しさを理由にしてまともに相手にしない方法をとった。事務所を訪ねてくることも多かったが、すべて居留守を使った。とにかく、相手が諦めてくれるまで会わないことにする。そういう作戦だ。もちろん翡翠は疑いを強めるだろうけれど、それと同時に彼女が新たな情報を得ることもないのだ。

　徹底的な持久戦の構えだ。

　おかげで、しばらくは平穏な日々が続いた。殺人計画を練る時間を、溜まっていた仕事の消化へと存分に割り当てることもできる。

　その日の江刺詢子は、久しぶりのスタジオ撮影に臨んでいた。

　ファッション誌の撮影で、ややマイナーな雑誌ではあるが、詢子が無名だった頃から使ってもらっている、いわば古巣の編集部からの依頼だ。編集長の絹きぬ川かわとは顔なじみであり、企画の意図も把握しやすく、ヘアメイクやスタイリストとも、何度か一緒に仕事をした経験がある。モデルは新人の子だったが、詢子の意向を汲くんで視線やポーズをスムーズに変えてくれるので撮影しやすく、カット数が多めの長丁場ではあるけれど、楽しい現場だった。

　場所は都内にあるハウススタジオで、庭付きの一戸建てがまるごとスタジオになっている。どこかドールハウスを連想させるようなアンティークな内装になっていて、各種のインテリアも洒落ていた。二階建てで部屋数も複数あり、キッチンやバスルームなどもあるから、生活シーンを再現するような様々なカットとアングルが楽しめる。窓も大きく、今日のように天気がいい日は自然光も活かしやすい。初めてのスタジオだったけれど、個人的にもまた使ってみたくなる。とはいえ、利用料を絹川に訊いてみたら、個人で利用するにはなかなか躊躇する金額だ。祖父が遺してくれた資産が多少あるとはいえ、お金はなるべく殺人計画に使いたいというものだ。

　リビングルームには吹き抜けの階段があり、木目調のフローリングはブラウンで温かみを感じられる。そこを舞台とした現在のコーディネートの撮影を終えて、ひとまずみんなでわいわいと詢子のノートパソコンの前に集まった。撮影した写真はすべて無線でパソコンに送られてくるから、この画面で写真をチェックすることができる。可愛らしいアンティークなインテリアに、場違いなノートパソコンやストロボが設置されているのを意識すると、とたんにスタジオめいてくる。服の発色がかなりよく撮れているし、モデルの表情もいい。編集者たちやモデル本人の意見を伺い、問題がなさそうであることを確認して次の衣装へと移ることになった。スタイリストやヘアメイク、編集者やアルバイトのアシスタントなど大勢が集うから、現場は女性が多くて少し姦かしましい。詢子はこうした雰囲気がお祭りめいていて好きだった。

　今回はコーディネートの他にメイクも変えて撮影するカットがあるので、モデルの子はスタイリストやヘアメイクと共に備え付けのメイクルームへ消えていった。レンズを向けていないときでもいちいち詢子を見てお辞儀をしてくる礼儀正しい子で、こうした現場で可愛がられるタイプだろうと思う。メイクと着替えの間は、小休止の時間だ。詢子は部屋の片隅にある木製の可愛らしいテーブルのところへ移動する。これも撮影の背景にできそうな小道具だが、今のところ使う予定がないのでスタッフが荷物を置いていた。そこにあるコンテを確認して、次の撮影のイメージを膨らませた。どこを背景にするべきか、コンテを担当した編集者の意見を聞こうと視線を巡らせたとき、視界に飛び込んできた光景に吸い寄せられた。

　無意識に心の中にあるファインダーを構えて、そういえば自分はカメラを手にしていたと慌てて実物を構える。それと同時に内心は恐怖に戦おののいていたと言っても過言ではないだろう。だが、それでも咄とっ嗟さにカメラを構えずにはいられない。

　庭に面した壁に、光をいっぱいに吸い込んだアンティーク調のアーチ窓がある。

　その窓辺に、腰を下ろしている女性がいた。

　窓から降り注ぐ柔らかな逆光を背に、これもまたアンティーク風の書物を膝の上に広げながら、視線をそこへと落としている。

　ウェーブを描く、くるくるとした巻き髪、透き通るような白い肌、華きゃ奢しゃで折れそうな体たい軀く、それを飾るボウタイのブラウスとチュールスカート。否いやが応おうでも人目を惹きつける異国めいた顔立ち。

　伏し目がちな眼を飾る睫毛が、降りる光を浴びて神秘的に輝いていた。

　詢子は息を止めると、その瞳にフォーカスを合わせていた。シャッターを切る。だが、先ほどのカットに合わせた設定だったので、これでは白飛びしてしまうだろう。柔らかい光に合わせて、ＩＳＯ感度とホワイトバランスを調整し、もう一度シャッターボタンを押し込んだ。

　それから、詢子はようやくその魔力に抗うように、カメラから手を離すことに成功する。深い溜息を吐きながら言った。

　まるで妖精のように優美に腰掛けていたのは、城塚翡翠だった。

「城塚さん……。どうして」

「こんにちは」

　視線を上げた彼女は、いたずらっぽく笑う。

　彼女は立ち上がると、綺麗にウェーブを描く長髪を揺らして、お辞儀をした。

　それから、表情を輝かせて言う。

「ここが撮影スタジオなんですね。スタジオなんて思えないくらい、すっごく素敵です。まるで妖精さんのお家うちみたいで、テンションが上がってしまいますね！」

　そしてあなたは妖精のようね。

　容姿だけではなく、英国の童話に出てくるみたいな、神出鬼没で邪悪な存在の。

「どうやって入ったの」

　啞然としながら訊くと、翡翠は不思議そうに首を傾げた。

「詢子さんを訪ねて来たと言ったら、普通に入れてもらえました」

「ちょっと……」

　近くにいたアシスタントの子に、非難の眼差しを向ける。すると話を聞いていたらしいアシスタントは顔を真っ青にして言った。

「あの、えと、代わりのモデルさんかと思って……。ち、違うんですか？」

　詢子は溜息をこぼした。

　バイトの子が勘違いをするのも無理はない。

　今日は二人のモデルを撮影する予定だったのだ。ところが、一人が当日になって高熱を出してしまい、編集部が代わりを見つけなくてはいけなくなった。事務所も協力してくれたのだが、生あい憎にくとこちらの要望を満たせるような代わりはすぐに見つかってくれない。スケジュールは簡単に変えられないから、絹川は泣く泣く今の子だけで撮影を続行することにしたようなのだが……。

　確かにこれだけ顔の良い人形のような女が訪ねてくれば、モデルと思うだろう。

「どうしたの？　詢子さんのお知り合い？　うわ、すご！　あなた細いわねぇ！」

　顔を輝かせて近寄ってきたのは、編集長の絹川だった。伊達に付き合いは長くない。直感的に、まずいことになる、と詢子は覚悟をした。

「城塚と申します」

　翡翠は淑女がするようなお辞儀をした。

「ねえねえ、あなたどこの事務所の子なの？　え、モデルさんじゃないの？」

「詢子さんに、個人的に撮影していただいたことはあります」

「うっそやだ！」絹川はだいたいいつもテンションが高い。「ちょっと、ねぇ！　じゃあ、また詢子さんに撮ってもらいましょうよ。少しだけいいかな？　いいよね？　ちょうど困ってたのよう！」

　おおよそ懸念した通りに事態が動き始めて、詢子は頭を抱えたくなる。

「絹川さん、でも、彼女は」

「だって、すごくイメージにぴったりでしょ？　詢子さんに撮ってもらったことがあるなら心配ないじゃない。ね？　ね？　ちょっと耀よう子こちゃん呼んで。服を合わせるだけでもいいから！」

　そうは言っても個人撮影とファッション誌の撮影ではまるで違いがある。だが、確かに来るはずだったモデルの子が担当するのはフェミニンな雰囲気のコーディネートばかりだった。いまの子はどちらかといえば中性的で、ナチュラルマニッシュのコーディネートを撮っていた。ファッションの特徴を活かすなら、モデルとして城塚翡翠は相応しいのかもしれない。

　こうした閃ひらめきと勢いで成功してきた女性なので、現場の人間は誰も絹川を止めようとはしなかった。むしろ予期せぬ出来事を喜んで受け入れようとしている節がある。使うはずだったモデルの事務所への配慮だとか、そういうのは考えなくてもいいのだろうか。小さな雑誌で闘うにはそうしたフレキシブルさが必要なのかもしれない。翡翠を見ると、彼女は事態を把握していないようで少し不思議そうにこちらのやり取りを見ている。

　少し意地悪をしてやりたくなり、詢子は抱えていたカメラを構えた。

「じゃあ、城塚さん、いいかしら？」

「えっと、どういう……？」

　翡翠は首を傾げている。

　城塚翡翠は自分の写真が不特定多数に晒されることを嫌う節がある。

「ファッション誌の撮影よ。何枚かカットを撮らせてほしいの。小さな雑誌だけれど全国的に売られるから、無理にとは言わないけれど。でも、嫌なら出ていってもらえる？」

　絹川を味方に付けられてしまった以上は、追い返す口実としてこれほど相応しいものはないだろう。

　ところが、詢子の思惑とは裏腹に、翡翠はぱっと表情を輝かせて言った。

「わぁ、それはぜひお願いします！」

　これには、詢子も虚を突かれた。

　まさか、ここまで計算してここへやって来たのだろうか。

　なんとなく、服装やメイクもこの場に合わせているように見えてしまう。

　だが、どうやってここを知った？

　絹川は四十代とは思えない少女のようなはしゃぎっぷりで、翡翠の承諾を喜んでいる。彼女はさっそく翡翠をメイクルームに連れて行った。そこで企画やコンテの説明をしながら、衣装合わせとメイクを行うのだろう。

　妙なことになってしまった……。

　モデルの子には、ひとまず昼食休憩を取ってもらうことにした。いきなり素人の女が割り込んできて気を悪くしないだろうかとメイクルームを覗いたが、彼女は翡翠を業界の先輩と思い込んだようで、ぺこぺことお辞儀をしているくらいだった。

　ヘアメイクとスタイリストの手にかかった城塚翡翠は、大きな変化があったわけではないが、それでもやはり美しかった。ファッション誌の撮影はコーディネートが主役であるべきだから、これではモデルに服が負けかねない。しかし、それもフォトグラファーの腕の見せどころのような気がして、挑戦したい欲にかられてしまう。

　早速、撮影に移ることになった。

「あまり変わらないのね」

　立ち位置を指導するついでに、ヘアメイクに聞こえない程度に囁く。

「ふふふ。既にプロにしてもらってる状態ですかって訊かれちゃいました」

　翡翠は誇らしげに微笑む。

「確かに、いつも美容室帰りみたいだものね」

　嫌味交じりに言うが、翡翠は気にした様子もない。

　その状態から手を加えたのか、すべて落としてまた仕上げたのか、メイクの技術に詳しくない詢子では判別が付きにくい。しかしアイシャドウのオレンジの色味は先ほどにはなかったようにはっきりと映るし、艶つやに濡れるリップも撮影で目立ちやすいトーンになっている。

　ヘアスタイルは基本的にはそのままだったが、片側を耳にかけるかたちになっている。露出した細い首筋の白さが鮮烈で、耳を飾る星形のイヤリングも新鮮だった。翡翠はこれまで耳を隠す髪型だったから、顔の小ささがより強調されている。

　服装はマキシ丈のオフショルダーワンピース。これから発売する雑誌なので、当然ながら夏を想定したコーディネートだ。花柄で飾られたベージュはあまりにも清純すぎる色合いで、ともすれば少女趣味になりかねないから、確かに着こなせるモデルは少ない。今の子では無理だろうから、絹川の判断は正しかっただろう。

「ファッション誌の撮影は、この前のと感覚が違うけれど、大丈夫？」

「ポーズを取ればよろしいですか？」

「そうだけれど、できるかどうか、目線はこっちに向けたまま、試しになにかやってみて」

　すぐに、翡翠は姿勢を変えてくれた。重心を片足に移して、一歩を奥へと引く。細い身体のラインが目立つＳ字形のポーズで、なかなか様になっている。案の定、編集者たちからはわっと歓声が上がる。絹川はそれを見てイメージ以上のものができると確信したようで、翡翠を褒ほめ称たたえていた。文句の付け所がないのは確かなので、仕方なく詢子はそのままシャッターを切った。そのままいくつかポーズや視線を変えてもらいながら、カットのバリエーションを撮影した。こちらの気も知らず、絹川は大満足のようだ。

　前回は自然体でいるところを撮影していたのであまり意識はしなかったが、こうしてポーズを取ってもらうとよくわかる。翡翠は姿勢も良く、顔の作り方がわかっている。モデルらしいポーズは取らないが、自分の身体をどのようにすれば美しく見えるのかが理解できているようだった。カメラのレンズが自分をどう捉えているのか、それを俯ふ瞰かんして意識できているのだ。これは奇妙な感覚だった。素人がそんなふうにできるはずがない。だが、これは普通のモデル経験とは違うような気がする。どちらかといえば、舞台役者を撮影したときに近い立ち姿だろうか。考えてみれば、声も聞き取りやすく滑舌もいい。発声の訓練をしている人間のものに違いないだろう。

「城塚さんって、役者の経験があるの？」

　先ほどのアーチ窓のカットが印象的だったので、今度は腰掛けて読書をしてもらうシチュエーションを撮影した。残念ながらアーチ窓に注ぐ光が動いてしまったので、窓辺ではなくソファに座ってもらった。

「いいえ。いわゆるお芝居をする女優さんではありません。でも、ステージにはときどき立ちます」

　詢子の質問に、翡翠は手にした書物に視線を向けたまま、小さく微笑んだ。

　役者ではないのにステージに立つとは、どういう意味だろう？

「なんだか、こなれているわ。あたしがどこを撮りたがっているか、わかっているみたい」

「そうかもしれませんね」彼女はいたずらっぽく笑う。「わたしが関心を寄せるものの一つは、人間の視線と注意がどこへ向かうか、ですから」

　そのまま、リビングや吹き抜けの階段で撮影できるシーンをいくつか撮影していく。いちいち絵になる女で、これではファッション誌の撮影というより、女優の写真集を作っているような感覚になってしまう。けれど絹川はノートパソコンに表示される写真を見て興奮しているから、問題はないのかもしれない。

　階段の途中に立つ翡翠が、いたずらっぽく言う。

「詢子さん、これって倒叙ミステリで見かける展開ですね」

「なにが？」

　詢子はファインダーで彼女を捉えながら、訊き返した。

「付き纏う探偵が、とうとう犯人の仕事場まで見学しに来てしまう。それに気づいた犯人の方は、からかうつもりで探偵を仕事の舞台に引っ張り上げるのです」

　その言葉に、詢子はぞっとした。

「あたしは犯人じゃないし、あなたは見学じゃなくて押しかけてきたようなものだけれど」

　恐らく、ミステリの知識がない絹川たちにはまるで意味が伝わらなかったことだろう。二人の間だけで通じる冗談だと思ったに違いない。

「城塚さん、次は二階のベッドルームで撮影しましょうか」

「わぁ、どんなベッドでしょう？　天てん蓋がい付きだといいのですけれど」

「それは期待しないで」

　ベッドルームは二階の吹き抜けの上にある。ルームというほど広くはなく、リビングから吹き抜けを通して覗ける位置にあるのだが、出窓や天窓に囲まれているので、この時間帯なら自然光だけでも光は抜群のはずだ。

「絹川さん、すみません。ちょっと二人だけで移動します。他の人が入ると影が落ちちゃうので。モデルさんと一緒に、皆さんで休憩しててもらえます？」

「あ、はーい、了解」

　絹川はすんなりと了承してくれた。

　詢子は翡翠を連れて階段を上がる。

　吹き抜けになっている廊下の奥、光が降り注ぐ位置に小さな寝台が置かれていた。残念ながら翡翠が期待していた天蓋とは無縁の質素なものではあるが、装飾は内装に合っていて可愛らしい。

「わぁ、面白い場所にあるベッドですね」翡翠は寝台を見て歓声を上げると、吹き抜けの手すりに身を寄せて、階下の様子を覗いた。「ここからリビングが覗けちゃいます」

「あくまでもスタジオだからね。変な造りなのは仕方ないわ」

「でも、ここなら声は届きませんね」

「あたしは聞かれて困ることを話すつもりはないけれど、誰かさんが物ぶっ騒そうな話をしそうだったから」

「まぁ、怖い」

　翡翠は大きな瞳を丸く見開いて、頰に掌を押し当てた。その仕草に苛立ちを覚えながら、詢子は溜息を吐く。

「あまり溜息を漏らすと幸せが逃げてしまいますよ」

　翡翠は両手を合わせてのほほんと笑った。

「あなたね……」

「必要なお話をしたら、すぐに退散いたしますから」

「そうしてくれるといいけれど。いちおう絹川さんが期待してるから、何枚か写真は撮らせてもらうわ」

　詢子は液晶画面を見つめながら、設定を調整する。

「ううーん、もしかして、ベッドシーンですか？」

「脱げなんて言わないわよ」

　苦笑して、とりあえず寝台に寝そべってもらう。

　寝起きの彼女が、そのままの姿勢でいたずらっぽくこちらを見つめているようなシーン。やはりアイドルの写真集にあるカットだ。モデルがモデルなので男性が大喜びしそうだが、女性誌には不要すぎる。

　当然コンテにはないシーンではあるが、二人きりになる方便で咄嗟に思い付いたのがここを利用することだったから、仕方がない。そのシチュエーションで撮影を続けることにした。

「それで、今回はなんの用なの？」

「わたし、またストーカー犯行説を否定するような証拠を見つけてしまったんです。これではますます詢子さんが警察に疑われそうで、心配で心配で」

　翡翠は頰ほお杖づえをついて寝そべったまま、上目遣いで眉根を顰めた。なかなか悩ましい表情にも見える。これはこれで撮影される側も恥ずかしいのではないかと思って、嫌がらせのつもりで詢子はシャッターを切った。

「そう。心配して仕事場にまで駆けつけてくれるなんて、とってもありがたいわ。嬉しくて涙が出ちゃいそう。それでどんな証拠なわけ？」

「お手紙です」

「手紙？」

「ストーカーから花音さんに宛あてられた手紙が、二階の寝室のゴミ箱にありました」

「それが、どうしてストーカー犯行説を否定するわけ？」

　翡翠はベッドの上で俯うつぶせになった。詢子のいる方へ顔を向けるかたちだ。そのまま枕を抱きかかえるようにして頰杖をつくと、素足をぱたぱたと動かし始める。開いた胸元から覗くデコルテと柔らかな白い谷間が、淡い光を浴びて輝いていた。清純さに垣間見える小悪魔的な妖よう艶えんさは、やはりアイドルのグラビアを撮影している気分になる。そういうカットも撮影してきた詢子としては、反射的に良いと思って構図を探り、シャッターを切ってしまった。

「だって、ストーカーからの手紙ですよ」ぱたぱたと細い脚を動かしながら、翡翠はいたずらげにレンズを見返していた。「どうしてそんなものを寝室のゴミ箱に捨てるんです？」

「なにかおかしい？」

「まず、前にもお話ししましたように、花音さんは亡くなる直前に家の中のゴミを外に捨てているのです。ストーカーの手紙だけゴミ箱の中に残っているなんて、不自然では？」

「なるほど……」

　確かにそれは詢子の犯したミスだった。

　いちいち花音がゴミを出す日なんて確認していなかったのだ。

　けれど、それもどうとでも解釈できる些事なのではないだろうか？

　カメラの設定をいじるふりをしながら、詢子は考える。

「でも……、ほら、捨てそびれた可能性だってあるでしょう？　たとえばゴミを捨てたあとに、ポストの中に手紙が入っていることに気づいたのかもしれないわ」

　寝そべる翡翠と目線を合わせるために、詢子は膝立ちになっていた。顔を上げてそう告げると、目の前にぱちくりと瞬く翡翠の大きな瞳がある。その双眸が、やはりいたずらげな光を湛たたえて詢子を見返した。

　にんまりと笑って、翡翠は枕を抱えたまま、ぴんと人差し指を突き立てた。

「ちっちっち、ですよ。詢子さん」笑顔の隣にある細い指先を、あざとく左右に振りながら言う。「それはありえません」

「どうして？」

「だって、ストーカーからの手紙ですよ」翡翠は可愛らしく頰杖をついたまま、その表情を翳らせた。枕を抱きしめるようにして、身体をぶるりと震わせる。「わたしだったら、そんなもの気持ち悪くて寝室に持ち込めません」

　彼女は探偵を気取っていて、そして自分は正真正銘の犯人だ。

　だが、本格ミステリにおいて、こんなにもころころとポーズや表情を変えながら推理を話す探偵はそうはいないだろう。詢子は半ば呆れながらも、欲求には逆らえず、指先はシャッターボタンを押し込んでしまう。

「よろしいですか？」再び人差し指を立てると、枕を抱いて寝そべった彼女は、詢子を見つめながらとくとくと語った。「手紙がポストに入ってたのだとすると、それは封筒などには入っていなかった、ということになります。なぜなら、封筒は現場から見つかっていないからです。すなわち手紙だけがポストに入っていたことになり、ポストから取り出した時点で花音さんはそれがストーカーからのメッセージだと気づいたはずなのです。それを？　わざわざ？　ゴミ箱のあるリビングを通って、階段を上がって？　そのまま寝室に入り？　自分のプライベートなスペースのゴミ箱へと捨てる？」

　ごろん、と今度は仰向けになって、肩を竦めてみせた。

「まったく考えられない行動です」

　確かに、と思いながら詢子は立ち上がる。

　今度は、仰向けになって無防備に転がる逆さまの彼女と眼が合った。翡翠の言葉は筋が通っている。同じ女性の立場として考えてみてもありえないことのように思えた。これも詢子の失点だろう。あのとき、詢子はいくつかの用事があって花音の寝室を探る必要があった。彼女に渡した名刺が寝室にあれば、それを持ち去ろうと考えていたのだ。他にも、詢子との撮影を示すようなスケジュール帳や日記、パソコンなどを調べる必要があった。その作業を終えてから、手紙を取り出して寝室のゴミ箱に捨てたのである。リビングのゴミ箱に捨てなかったことでそんな論理を持ち出されるとは、流石に想像もしていなかった。

「じゃあ、その手紙はなんだっていうの？」

　詢子はファインダーで翡翠の表情を覗く。

　仰向けのまま無防備に寝転がるお姫様は、意地悪な瞳で詢子のレンズを見ていた。

　リップで彩られた可か憐れんな唇が、邪に笑う。

「もちろん、ストーカーの犯行だと見せかけるために犯人が置いていった、フェイクです。コートの鍵の件からも、犯人は花音さんに招き入れられた顔見知りに間違いありません」

　メカシャッターの音が、小さく響く。

　詢子は暫くの間、無言だった。

　翡翠は、まるで恋人を誘惑するような姿勢だった。オフショルダーの肩は大きくずれ落ちて、覗く柔肌の威力を悩ましく拡大させていた。意地悪な瞳は、見上げる恋人がどのような反応をするのかを今か今かと待ち構えているように見える。

　また、フォーカスを合わせる電子音。

　次のメカシャッターの音が鳴るまでに、詢子は反論を組み立てていた。

「あくまでも、あたしを疑うって、警察がそう考えているのなら……。ミステリマニアとしては、まぁ、反論するけれど」

「なんです？」

「手紙が届いたのは、ゴミを捨てる前だったのよ」

　翡翠は不思議そうに瞳をまたたかせた。首を傾げると、さらさらとした巻き髪が剝き出しの肩から零れ落ちていく。

「そのときには、封筒が届いていた。差出人は偽名だったのかもしれないけれど、ストーカーからの手紙とは思えないような封筒だったのね。ポストに届いていたそれを見つけた藤島さんは、ひとまずそれを寝室に持って帰ることにした。封を開けるためのカッターやハサミが、そのときはたまたま寝室にしかなかったのかもしれないわ。そうして、封を開けた藤島さんは、遅れてそれがストーカーからの手紙であることに気が付いた……」

「それで？」

　白い腕を持ち上げて、翡翠が話の先を促す。

「封筒は、開けたときに捨てたのだと思う。でも、手紙の方は警察に届ける証拠として取っておいたのよ。机の中にでもしまっておいたんじゃない？　けれど、藤島さんが亡くなる直前、どうせ警察はなにもしてくれないと思ったのね。気が変わってゴミ箱に捨ててしまった……」

「ううーん」

　翡翠は瞼を閉ざして喉のどを反らした。なんの動作かはわからないが、持ち上げた両手をひらひらと動かす。

「苦しいですね」

「そう？」

「だいたい、証拠として保存するなら、封筒も一緒にとっておくはずではありませんか？　切手や消印、指紋など……、中身よりも情報の宝庫です」

「うっかりしていたのかもしれない」

「うっかりしていた」

　翡翠は失望したように瞑目し、くすくす笑う。脚を畳んで曲げているせいだろう。ワンピースの裾が滑り落ちて来て、曲げた太腿が大胆に露出している。流石にエロティックすぎるので、詢子はそちらにはレンズを向けなかった。

「でも、矛盾はないんじゃないかしら。前にも言ったけれど、人間ってミステリマニアが思うほど合理的には動かないものよ」

「おっしゃる通りです。突然気が変わるのも、うっかりするのも、ありえないことではないですからね」

「わかってもらえて嬉しいな」

「ところで詢子さん」ごろりと、翡翠はそのまま横向きになった。枕を抱き寄せて眠る幼女のような姿勢で、顔をこちらに向けてくる。「ソファの近くに、埃があったのですけれど、お心当たりはないですか？」

「どうしてあたしに訊くのよ」詢子は吹き出す。「犯人じゃあるまいし」

「それもそうですね。てへぺろこっつんこさんです」

　跳ねるようなリズムで言いながら、翡翠は舌を出す。

「リビングのソファの近くに、綿わた埃ぼこりが落ちていました。周囲には埃が落ちてきそうな場所はありません。すなわち、これはソファの下から出てきた埃だと思われます。最初は、鑑識さんが探し物をしたときに出てきてしまったものなのかと思ったんですが、問い合わせたら、そんな馬鹿な真似をするはずがあるかと、とても怖い鑑識の女の子に怒鳴られてしまいました」

「顔が広いのね」

「広くても嫌われていることがほとんどなので困ったさんです」彼女は寂しげに微笑んだ。「彼女の言葉を信用するとなると、埃はご遺体の発見時からソファの近くに落ちていたと思われます。となると、この埃は犯人がなにかを探していたせいで出てきたのではないでしょうか。探す過程で、ソファの下に手を入れたのです」

　そう……。藤島花音のあれを探していたときのことだ、と詢子は想起する。

　まるで、詢子がとった行動を見ていたかのように、言い当ててくるとは。

　それを知られることはさほど致命的ではないはずだが、詢子は反駁を示した。

「そう考えるのは早計じゃない？　たんに藤島さんがなにかを探してて、そのときに埃が出てきちゃったのかもしれない。気づかなくて自分で掃除しなかっただけでしょう」

「ううーん……、それはないですねぇ」

　くすくすと、翡翠は笑い出した。

「なぜ？」

「リビングにはロボット掃除機がありましたから」

　ロボット掃除機──。

　詢子はファインダーを覗くことを忘れて、記憶を探っていた。

　そんなものがあったとは気づかなかった。

　だとすると、それはどのように影響するのか。

「毎日十四時に起動するようなのです。ご遺体が発見され、鑑識さんたちが現場臨場した直後に起動したようで、慌てて停止させたのだとか。鑑識さんに試してもらったところ、埃はロボット掃除機さんが回収することのできるルート上にありました」

「たまたま……、動かなかった可能性は？　なにかに、引っかかっていたりとか」

　翡翠は持ち上げた片手で人差し指を指揮棒のように動かす。

「それもないです。ロボット掃除機さんのタイヤには、ごく微量の血痕が付着していたそうです。つまりロボット掃除機さんは、花音さんが亡くなった当日にも起動しているんです」

「そう……」

　詢子は考えを巡らせる。これを知られることは、それほど致命的な事実ではないはずだ。ならば否定ばかり繰り返すのは悪手というものだろう。

「つまり、犯人にとって現場に残してはマズいものが、ソファの下にあったのね。犯人は遺体を浴槽に移動させていたから、その作業をしている間、リビングでロボット掃除機が起動していたことに気づけなかった。そのあとで、犯人が現場でなにかを探し出そうとしたために、ソファの下から埃が出てきてしまった……」

「ええ。恐らくそれは犯人にとって、決して現場に残すわけにはいかない、致命的ななにかだったのです──」

　藤島花音のあれが落ちた事実に気づかれるのは、そこまで致命的なことではない、と詢子は判断する。だが、まずは犯人の所持品であったかのように誘導するべきだろう。

「典型的なパターンだと、犯人の服のボタンとか？」

「そうですねぇ。抵抗された被害者に服を摑まれたとき、千切れて飛んだというパターンは確かにありがちですけれど、花音さんには防御創もありませんでしたから、不意を打たれて即死だった可能性もあります。そう考えると、望み薄かもしれません」

「それらしいものは現場に落ちていなかったの？」

「そうなのです。鑑識さんたちが見逃すはずはないので、犯人によって回収されてしまったんでしょう」

　ほくそ笑みたくなるのを、詢子はどうにか堪えた。

「そう。残念ね」

　そんなもの、最初から存在しないのだから、いくら探しても無駄というものだ。

「まったくです……」

　呻いて、翡翠はゆらりと上体を起こす。

「詢子さんなら、犯人が探していたものの正体を知っているかなって、思ったんですけれど」

　少し乱れた髪を梳すきながら、白しら々じらしく翡翠が言う。

「あなたね……」

　どこまでもどこまでも、この小娘は自分を犯人扱いするつもりらしい。

　それを隠そうともせずこんな場所にまで押しかけて、名探偵ぶった推理を披露する。警察と関わりがあるらしいが、そうだとしても異常だ。普通じゃない。苛立ちを抑えるのも、そろそろ限界だった。

「さて、長居してもご迷惑でしょうから、この辺りで退散するとします」翡翠は立ち上がり、ベッドの傍らで優雅な一礼を見せた。「またお伺いしますね」

「残念だけれど、あなたとはもう二度と会うつもりがないの」

　詢子はきっぱりと言い放つ。

　そこまで疑われているのだから、遠慮は無用というものだ。

　きょとんとした表情で、翡翠が首を傾げる。

「まぁ、どうして？」

「こんなところまで押しかけてくるなんて、普通じゃない。あなたちょっと異常よ」

「ううーん、よく言われます」翡翠は照れたように頰を押さえた。「異常なほどに可愛らしいって」

「ふざけないで」詢子は吐き捨てるように言う。「あなたはまるで自分が名探偵だと勘違いして事件を探っているみたいだけれど、あたし、そういうのは好きじゃないわね。ミステリでも、好奇心と独善的な正義感で事件に首を突っ込んでくる探偵には心底ウンザリするわ」

　城塚翡翠は瞼を閉ざした。

「好奇心と独善的な正義感、ですか。確かにそうかもしれませんね」

　それから、詢子に横顔を見せるようにして、吹き抜けから階下の方へと視線を向ける。

「でも……、その好奇心と正義心を抱くことができれば、助けを求める誰かを救うことができるかもしれないのです。それなのに、すべてに無関心のままでいて、そのせいで大切な人を失ったとき、わたしはわたしを赦すことができません」

　伏せられていた翡翠の瞳が、詢子へと向けられる。

　挑むような表情に、詢子は言葉を失っていた。

　莉帆。

　妹を失ったのは、自分が彼女に無関心だったせいだ。もっと注意深くあの子を見ていれば、もっとあの子のことを気遣うことができていれば、莉帆を助けることができたはず。自分の出る幕ではないと、余計なお世話かもしれないと、口うるさいと言われるのが怖くて、なにもするべきことをしなかった。

　だから、詢子は詢子を赦せない。

「あなたが……、救いたい人って、誰なの？」

　詢子はどうにか、それだけを問う。

　翡翠は当然のことのように言った。

「目に留まるすべての人です。それができなくとも、わたしはわたしが大切に想う人たちを護まもりたい。殺人という行為を社会から除外することで、わたしはわたしの大切な人たちを暴力から護ることができます」

「そんなのは警察に任せておけばいいじゃない。あなたの仕事じゃないわ」

　彼女は静かにかぶりを振る。

　だが、声には僅かな勢いがあった。

「仕事でなくてはだめですか？　自分の仕事ではないからと、目の前の殺人犯を見逃すことができますか？　助けてほしいという声に耳を塞げます？　残された遺族がすぐ隣で悲しみの声を上げているときも、無視することができますか？　なにかそうした免罪符がなければ、誰かを救ってはいけないだなんて、そんな世の中ではないはずです」

「この事件で……、いったい誰が助けを求めているっていうの？」

「ご当人かもしれません。あるいは遺族、死に直面して悲しむ人々……。人の死というのは、残された者の運命を狂わせます。詢子さんなら、おわかりでしょう？」

「だからって……」

　藤島花音は死んで当然のことをしたのだ。

　仮に花音の遺族が悲しんでいたとして、だからなんだというのだ？　自業自得ではないか。すべては因いん果が応おう報ほうだ。自らの犯した罪に対して当然の罰を受けて、どうして自分だけ悲しもうとする？　どうして不条理だと訴えることができる？　最初に罪を犯したのは藤島花音ではないか。

　社会や法律が未熟で無力なら、自分自身で立ち上がらなくてはならない。

　自分は当然のことをしただけだ。

　正義はこちらにある。

　寝台の傍らに佇む翡翠へと、詢子は訴えるように言った。

「城塚さん。幸せそうなあなたにはわからないかもしれないけれど、この世の中にはね、殺されても仕方がないようなことをしている悪人は大勢いるの。藤島さんだってそう。誰に恨まれていたっておかしくはない。あれは正当な理由のある殺人だったのかもしれないわ。それなのに、ただの素人がいたずらに事件を掘り返して、いったいなんになるっていうの？」

　けれど、詢子の訴えに、翡翠は静かにかぶりを振った。

「人を殺すに足る正当な理由ってなんです？　仮にそんなものがあったとして、それを判断するのは誰なのですか？　どんな殺人にも、理由があります。けれど、どんな事情があったのかは当事者にしかわからないのです。なにか事情があるのだろうと手を抜き、見逃していれば、本当に赦せない犯罪すら見逃してしまうのでは？」

　茶色の双眸が、非難を告げるようにこちらを見返す。

「仮に犯行に同情の余地があるのだとしても──、すべては真実を明らかにした後で、多くの人たちの手で議論をしなくてはなりません。たった一人の手では、答えを誤ってしまうかもしれない。だからこそ、警察が証拠を揃え、検察が検証をし、弁護士や裁判員、裁判官を交えて、法廷という議論の場に時間を費やすのです。いくつもの手順を重ねて、多くの人々の手で判断の段階を分断し、ようやく一つの答えに辿り着くのですよ。それですら間違っているかもしれないのに。だというのに……、たった一人の利己的な判断で、暴力による正義が下されていいはずがありません」

　詢子に向けられる翡翠の双眸は、燃えるようだった。

　ぎらぎらと光が輝いて、挑むみたいに、まっすぐな眼差しが向けられている。

　だが、そんな理想論を掲げられたところで、詢子は黙るわけにいかない。

「可愛らしい理想論ね。でもね、世の中には、法律なんかじゃどうにもならないことがたくさんある。そんなものじゃ、誰も救えない。だからこそ、起こる事件だってあるの……」

　詢子も、かつては信じていた。

　法律が、すべてを護ってくれると。

　この世に正義はあって、正しき者は護られ、悪あしき者を裁いてくれるのだと。

　けれど、実際はどうだったろう。

　莉帆を護ってくれるものなんて、この世にはなかった。

　護られたのは、莉帆を死に追いやった若き犯罪者たちの輝かしい未来だけだった。

　詢子は、理不尽な世の中に代わって、裁きを下しただけだ。

　それなのに、どうして邪魔されなければならない？

　どうして、放っておいてくれないの？

「あなたのしていることは、ただの自己満足な正義よ。こんなことを続けたって、誰も幸せにならない」

「そうかもしれません。けれど、人が人を殺したのです……」翡翠は繰り返すようにかぶりを振った。それは悲しみを湛えた静かな声音だった。「誰も幸せにならないのかもしれない。ですが、人間は隠されたものを見逃し、表層の事象だけを捉えて、その程度のものなのかと判断する愚かな生き物です。わたしはそれをよく知っています。だからこそ、そこになにがあったのか、解き明かさなくては……」

　詢子は小さく溜息を吐いた。

「なにを言っても無駄みたいね……」

「どんなに自己満足と嗤わらわれようと、わたしは正義や正しさというものが通じる世の中であってほしいと願いたいのです。直接的な暴力が他者の命を奪って支配する世の中なんて、あっていいはずがない……」

　苛立ちを抑えるように、詢子は髪を搔き上げる。

　それから、城塚翡翠を睨んで、静かに告げた。

「あなたも大切な人を殺されれば、きっとわかると思うわ」

　翡翠は瞼を閉ざした。ウェーブを描く髪が揺れる。

「わたしは……。わたしは、詢子さんも助けたいのです。いけません。こんなことを続けては」

「それなら、放っておいてもらえる？　それで充分に助かるから」

　翡翠は唇を引き結び、じっと詢子を見つめていた。

　苛立ちを堪えながら、敵対心を剝き出しにして彼女の瞳を見返す。

　大きな茶色い瞳が揺らいでいる。

　その対たい峙じに敗北したかのように、翡翠は眼を伏せた。

「正直、参りました」長い睫毛はその心情を示すように、力なく下降していた。「アリバイはわたし自身が証人であり、非常に強固です。たとえ死亡推定時刻を誤認させる物質を突き止め、早朝の殺人を証明することができたとしても、そのための物証はなにも出てこない。それだけではなく、殺人に関与した証拠すら何一つ見つけられないとは……」

　その通り、物証はなにもない。

　日本の法律では、たとえ犯人が自白したところで、物証が見つからなければ無罪となる。証拠が存在しないことは、罪を犯していないことと同義なのだ。

　詢子は、法律で裁けない人間を裁いた。

　だとしたら、法律で詢子を裁けないのは、道理というものだろう。

「わたしにはもう、友人として、詢子さんに自首を勧めることしかできません」

　詢子は小さく笑う。

　そんなこと、するはずがないでしょう？

　だって、自分は無罪なのだから。

　花音が罪を免れて生きていたように。

　自分にもそれが赦される。

　これは、神様が詢子に与えた祝福だ。

「もう仕事に戻らないと」

　詢子は踵を返した。

「さようなら、城塚さん。今ならすごくわかるわ。あなたって、ほんとうに嫌な女ね。友達になれると思っていたのに、残念よ」

　立ち尽くしている城塚翡翠を残して、彼女は階段を降りていく。

「ええ。本当に……」

　掠れたような弱々しい声音だけが、詢子の耳に届く。

　もしかしたら、そうした未来があったのかもしれないと思って、微かに胸は痛む。

　けれど、忘れないで、城塚さん。

　あなたは、もうあたしの敵よ。

　これ以上の邪魔をするなら、決して容赦はしない。


　　　　　＊



　千和崎真は洗浄機から取り出したグラスを、食器棚に並べていた。真の雇い主は自分で洗わないくせに小まめにコップ類を交換するから、気が付くと洗い物が溜まってしまう。今日のように一日中家に引ひき籠こもっているときは特にそうだった。これが真の仕事だし、きちんと給料をもらっているのだから文句を言うのはお門違いなのかもしれない。しかし、もう少し気を使ってほしいものである。真は整せい頓とん癖があるから、グラス類を食器棚の定位置へと綺麗に整列させるまで、少し時間がかかってしまった。

　キッチンを抜け出すと、城塚翡翠はリビングの大きなソファでひっくり返っていた。今日は一日中この調子で、ひどくだらしない。ノーメイクで髪もセットしておらず、服も寝間着のまま着替えていない。透け感のある白いネグリジェめいたワンピースで、開いた胸元が蠱こ惑わく的ではあるものの、可愛らしさも感じられる雰囲気だ。彼女の下で働き始めたばかりのときは、男もいないのにこういう服を部屋着として過ごす女がいることにひどく驚いたものだ。オフの日はジャージで過ごすことの多い自分の価値観にはまるでない格好である。しかし、城塚翡翠は自分をお姫様かなにかと勘違いしているようなので、いつだって可愛らしい服を着ていたいのだろう。

　だが、その可憐なお姫様も、今日は一日中くたびれた様子だった。転がって奇術の洋書を読んでいたかと思えば、唐突に起きあがってYouTubeやNetflixを見続けていたりする。先ほどは一緒になってきゃあきゃあ声を上げながらゲームをしていたのだが、真の連勝が続くと不貞腐れてやめてしまった。反射神経がないくせに負けず嫌いだから、めんどうくさい相手だ。とはいえ、頭を使うゲームでは真に勝ち目がないのでなかなか難しい。

　今はソファの上でなにをしているのかと様子を窺うと、スマホを片手に顔を顰めていた。先ほどは、推しが出ない、と呟いていたので、更に回すか、撤退するかの選択を迫られているのだろう。

　離れたところにある食卓の椅子に腰掛け、暫く雇い主の観察を続けていると、やがて翡翠はスマホをカーペットに放り出し、瞑目した。そのまま眠るつもりかもしれない。時刻は十五時。天候も好よく、掃き出し窓から心地よい春の陽射しが降り注いでいる。うとうとしたくなる気持ちはわからなくもないが。

「そんな卑ひ猥わいな格好で寝ないでよ」

　裾から下着が丸見えだったので、真は忠告してやる。

「誰が卑猥ですか……。だいたいここはわたしの家ですよ。どんな格好でいようが、わたしの勝手というものです」

　寝間着の裾を降ろしながら、翡翠は唇を尖らせた。

「いいの？　そんな一日中ごろごろしてて。まだ事件は解決してないでしょう」

　今日は霊媒としての仕事もない。

　そして城塚翡翠は、江刺詢子に接触を試みることを止めてしまった。

「いいんです。わたしにできることは、もうありません。どうせわたしは、嫌な女ですから」

　枝毛を弄っていたらしい手を、天井へと持ち上げる。

　その手は、ふらふらと彷徨って、彼女の双眸を覆うように、ぽたりと落ちた。

　ファッション誌をぺらぺらと捲りながら、真は肩を竦めて言う。

「あれでしょ。雲野のときみたいに、調子悪いフリ？」

　翡翠はもぞもぞと動いた。

　真の方に、背を向けるかのようだった。

「真ちゃん」

　真は、翡翠の小さな背中を見る。

「わたしには、友達がいないので……、こういうのは、初めてです」

「なにが？」

「友人と、闘うことです。真ちゃんは気づかないのかもしれませんが……、思いのほか、しんどいです」

　真は眼をしばたたかせた。

　こいつはわたしの観察力をまるきり信用していないのか？

　この前だって、泣きそうな顔して帰ってきたくせに。

「普通に気づくけれど……」

　呟くが、その声は翡翠には届かなかっただろう。

　真は立ち上がる。翡翠に付き合って一日中家の中に居たせいか、身体が固まってしまった気がする。軽く伸びをしてから、キッチンに入った。

「そろそろ、冷やしたプリンが出来上がるころだけれど……。じゃあ、これはわたしが一人で食べちゃおうかなぁ」

　冷蔵庫から、真が拵こしらえたプリンが入った容器を二つ取り出す。きちんと冷えて出来上がったようだ。キッチンからリビングの方を見ると、城塚翡翠の背中は小さなままだった。てっきり、むくりと起きあがるものだと思っていたけれど。目論見が外れたので、少しつまらない。真は肩を竦めると、とりあえずプリンの容器とスプーンを持って、ソファまで向かう。

「ほーら、美味しいプリンだぞう」

　声を掛けるが、翡翠は生意気にも小さく溜息を漏らした。

　彼女の顔を見下ろす位置まで来ると、翡翠はソファにしがみ付くような姿勢のまま、視線だけでこちらを見上げていた。

「真ちゃん……。なんでもかんでも、わたしをデザートで釣ろうとする短絡的な行動はやめてください。わたしは子どもでもなければ腹ぺこキャラでもないんですよ？　ハーブスのミルクレープを持ってくるならまだしも」

「はいはい。プリンごときで悪うござんした」

　翡翠の頭の傍らへと、真は腰を下ろす。ソファに広がった彼女の髪を、ジーンズで包んだ腿ももが踏み潰さないよう、注意してやる。

「それで、要らないの？」

「要りますが」翡翠は鼻を鳴らす。「要りますが……、今はあまり気分ではありません」

「糖分補給したら？　ごろごろしてたって、頭は回らないよ」

「べつに、もう頭を働かせる必要はありません」

「食べなさいよ。わたしの作ったプリンが食えないってのか？」

「だって……」

「だってじゃないよ。なに不貞腐れてるの。ほら、起きないと擽くすぐるぞ！」

　笑いながら、真は翡翠の身体に手を伸ばした。脇わきの下に手を入れて擽ってやると、流石の翡翠も上体を起こして、身体を捻ひねりながら身もだえした。

「ちょっ、真ちゃん！　ひぎゃっ！」

「ほらほら、なんだこのエロい格好は？　誘ってるのか？」

「ちっ、ちがっ、ちがいまひゅっ！」

　悲鳴を上げて、笑い出す。

「ほら、さっさとわたしのプリンを食べなさいよ！」

　胸元に手を入れたり、腹の肉を摘まんでやったり、あらゆるところを擽ってやると、翡翠はけらけらくすくす声を上げて笑い転げる。

「まことちゃっ、ひゃふっ！　ふふふっ、ふぃぅー！　んっふふふふふ！」

　逃れようとするが、組み伏せる技術も腕力も、真の方に分がある。なにやらテーブルに置いてある真のスマートフォンが着信を告げているが、面白くなってきてしまったので、それは無視した。笑いながら、笑い転げる雇い主の弱点を攻め立てた。

　少し強引かもしれないけれど。

　鬱うつ々うつとしているよりは、こういう時間があった方が、きっといい。

「まこっ、まこっ、まことひゃんっ！　んふふふっ！　でんわっ！　でんわですっ！　んっひゅふふふ！」

　なかなか着信がしつこい。

　ちょっといいところなんだけれど。

　仕方なく、真は立ち上がった。

　息を切らしている彼女を背に、着信音を奏かなでているスマートフォンへ手を伸ばす。

　蝦名からの電話だ。

　真は咳払いをして通話に出た。

「はい。千和崎です」

『蝦名です。あのう、いくつか城塚さんへの報告がありまして、ご連絡をしました。お時間よろしいですか？』

「はい。スピーカーにしますので、そのままどうぞ」

『あの、千和崎さん……。お忙しいところでした？』

「いえ、べつに」

　こちらの声が少し不機嫌そうに聞こえてしまったせいだろうか。蝦名の声は不安そうだった。真はスピーカーモードにして、まだくすくす笑いながら呼吸を整えている翡翠の元へ、スマートフォンを持っていく。

「ぅふっ……、ふふっ、城塚、です。蝦名さん、どうでした？　ぅふふっ」

『えっと……、城塚さん、なにしてるんです？』

「んふっ……。なんでも、ないです……んっ」

　こほん、と咳払いをして、翡翠は背筋を伸ばした。

「ちょっと、喉の調子が」

『そうでしたか。あのですね。まずは死亡推定時刻の件です。ご遺体の再解剖なのですが……、流石に現時点の情報では、再解剖の許可は下りませんでした』

「そうですか」

　ようやく笑いが引っ込んだのか、無念そうな蝦名の報告に翡翠は静かな声で答えた。

『申し訳ないです』

「いえ。なんの証拠もない以上、ただのこちらの思い付きで、これ以上ご遺体を傷つけるわけにもいきませんから」

『ええ……。ただ、解剖医の方に、死亡推定時刻の偽装工作をする余地があったかどうかは確認しました。でもですね……。やっぱり、その可能性はほとんどないだろう、とのことです。あの死斑の痕跡が、それに関わっていないかどうかも訊いてみましたが、心当たりはないと……。少なくとも、偽装の痕跡はご遺体になに一つ残っていないと断言されてしまいました』

　蝦名の言葉を耳にしながら、翡翠は唇に人差し指を滑らせていく。

「お願いした、排水口の方はどうでした？」

『残念ながら、不審なものはなにも出ませんでした』

「そうですか……」翡翠は無念そうに表情を翳らせた。「では、Ｎシステムの方はどうです？」

『こちらも、ヒットしません。幹線道路は避けたんでしょうね』

「今の時代、Ｎシステムを避けるルートもネットで入手できますからね。流石は詢子さん。抜かりないです……」

　真はあまり詳しくないのだが、翡翠たちが話しているＮシステムというのは、正式名称を、自動車ナンバー自動読取装置というらしい。設置された道路を通行する車両のナンバープレートを読み取り、その映像と通行記録を保存するというものだ。逆引き的に検索することが可能で、ナンバープレートを指定すれば、その車両がいつどこを通ったのかが判明する。翡翠は江刺詢子の車が、藤島花音の自宅周辺を走っていないか調べさせたのだろう。

　とはいえ翡翠に聞いたところによると、警察はＮシステムを裁判の証拠に用いることを避けているのだという。国民の監視や管理とも捉えられかねない使用方法となるので、警察が裁判の場に持ち込みたくはないということのようだ。故に検察が欲するかたちの、起訴まで持ち込める物証にはなり得ない。そもそも、たまたまその辺りをドライブしていた、と言われてしまえば終わりなのである。あくまで推理や捜査の確証を高める素材のようだが、江刺詢子はそうした痕跡すら残していないようだ。

「では、大川莉帆事件の加害者たちに関しては、どうです？」

『判明した範囲では、藤島花音を除くと四人です。そのうち三人とは連絡がとれていて、忠告はしておきました』

「流石の詢子さんもこれ以上の行動は起こさないと思いますが、念には念をですね。あとの一人は？」

『それが、行方が摑めていません。金回りに困っていたらしく、闇金に手を出していたようなんすよ。それでここ数週間、逃げ回っているのか行方不明になっています』

「わかりました。引き続き、お手すきの時にでも調べてみてください」

『報告が遅くなってもうしわけないっす。こっちもストーカーの線を追うのにかり出されていて、なかなか……。ただ、空振り続きですけれどね』

「ご遺体の拘束の痕跡に関しては、どうでしたか？」

『ああ、ええ、それはありました。口元をガムテープで塞がれていたようです。口紅が掠れていたのは、そのせいだと思われます。手首にも、同様にガムテープで縛られていた痕跡がありました。犯人が行為に及ぼうとして、被害者をいったん拘束したのだと見られています。テープに指紋が付いた可能性があるので、犯人が持ち去ったんだろうって見解ですけれど……。もし江刺詢子が犯人なら、それもストーカー犯行説に見せかけるためなんすよね』

「そうなのだとしたら、凄まじい念の入れようです。まさしく執念ですね」

　翡翠は、再びソファへと倒れ込んだ。

「それだけのことを為し遂げる復讐心。その悲しみは、どれほどのものだったのでしょう……」

『おい、城塚』

　次に届いたのは、蝦名ではなく、槙野の声だった。

　物憂げな翠の瞳が、それを発するスマートフォンへと向けられる。

『本当に、江刺詢子は犯人なのか？』

　槙野の質問に、翡翠は答えない。

『これだけ探して、なにも出てこないんだ。お前の勘違いという可能性だってあるだろう？』

「それは……」

　翡翠の頰に、垂れた巻き毛が掛かる。

『お前がアリバイを証言してることもあって、介入を快く思わない現場の反発も多い。中途半端な疑いしかないなら、お前はもう降りろ。管理官もお前が捜査を混乱させていると考えている』

　彼女は眼を細めて、逡しゅん巡じゅんに揺れる瞳を彷徨わせていた。

　諦めてしまえば、それで終えられる。

　友人を追い詰めることもなく、それ以上の断絶を味わうこともなく。

　もしかしたら、再び元の関係に戻れるかもしれないと、期待することだってできる。

　けれど、城塚翡翠は、それを赦さない。

　それができない。

　きっと、それが、不器用な彼女の生き方なのだろうから。

「また……。なにかわかったら、連絡をしてください」

『おい、城塚──』

　槙野に応えず、翡翠は細い腕を伸ばす。

　スマートフォンに触れて、通話を一方的に断ち切った。

　そのままの姿勢で、瞼を閉ざして、動かなくなる。

「それでいいの？」

　真は訊いた。

「もし……」翡翠は呟いた。「勘違いだと言えたら……、それで楽なのでしょうね……」

「あなたが、それでいいと思うなら。わたしもそれでいいと思うけど」

「わからないです。わたしは間違っているのかもしれないし、間違っていることにしたいのかもしれないです。でも……」

　翡翠の言葉は続かなかった。

「今日のところは、休んだら？」

　スマートフォンを手に取り、真は立ち上がった。

　そのまま、ソファから離れる。

　らしくない、とも思う。

　それと同時に、仕方がないとも感じてしまう。

　事件が起こり、容疑者としての疑いを持って対象と接触するならば、それなりの覚悟の上で挑むことができただろう。あの鶴丘事件のときだって、翡翠はかなり早い段階から、犯人は捜査関係者の近くにいると疑いを持って、対象と接触していたのだ。当人は強がっていたが、そうして事前に覚悟をしていたときですら、傷付いていたように思える。まして今回のように、事件が発生する前に、友人として親しくなった相手と闘うことは、真の知る限りは一度もないケースだ。躊躇や動揺が発生するのも無理からぬことだろう。

　だいたい、警察の態度も真は気に食わない。いつもは事件を押し付けてくるくせに、こういうときには降りろと告げてくる。槙野の言う通り、警察といっても一枚岩ではないだろうから、現場の反発は大きいのだろう。真の耳にだって、翡翠に対する腹立たしい悪口がときどき飛び込んでくる。基本的に、彼女が事件を解決したところで誰も喜ばないのだ。今回の事件だって、きっと誰も幸せにならない。

　そうまでして傷ついて、彼女はなんのために闘うのだろう。

　その理由を、真は窺い知ることしかできない。

　いつだって蚊か帳やの外だ。

　でも、真は城塚翡翠に救われた。

　その名探偵の眼差しに、憧れてもいる。

　この世の理不尽さに挫くじけた真へと、希望を示してくれたのは彼女だった。

　理想を押し付けるなら、もっと毅然と闘ってほしかった。いつものように、怜悧に論理を組み立て、瞬時に犯人を追及し、すべてを解決してほしかった。不条理な暴力なんて無意味に過ぎないのだと、正しいことをしていれば報われるのだと、世界中の人々へ証明してほしい。そうしてもし傷ついたのなら、美味しい料理を振る舞ってやるのが、自分の役目だとも思う。

　けれど、これ以上、彼女が傷付くところは見たくない。

　闘わなくてもいいのなら、少しくらい休んだってかまわないだろう。

　真は自室に戻って、スマートフォンの画面を開く。

　写真のフォルダーを、スクロールさせた。

　目的の写真を見つける。

　城塚翡翠でも、あのアリバイトリックが解けないというのなら。

　仕方がない。

　これは使いたくなかったのだけれど……。

　江刺詢子に、白旗を揚げてもらうとしよう。

　城塚翡翠はすっかり忘れているかもしれないが。

　千和崎真もまた、探偵なのだ。



　　　　　＊



　蝦名海斗は、小刻みに振動する車の中で欠伸を嚙み殺していた。もちろん、揺れの原因は助手席で貧乏揺すりをしている目付きの悪い男にある。こうした張り込みは慣れたものだろうに、なにに苛立っているのか、腕組みをしたまま顔を顰めていた。

「江刺詢子、戻りませんね」

「わかりきったことを言うな」

　低い声で、槙野怜苑が唸る。

　沈黙に耐えかねて言葉をかけても、これである。

　蝦名は肩を竦め、視線を江刺詢子の事務所があるビルの方へと戻した。外出しているのは確認済みなので、仕事に出ているのだろう。既に時刻は夕暮れ時。しかし、いつ彼女が戻ってくるのかは不明だ。いくら城塚翡翠が注意を促しているとはいえ、流石にアリバイのある人間に二十四時間の監視を付ける余裕はない。ときおり、こうして蝦名たちが様子を確認するのが限度というものだ。その蝦名たちも事件現場近隣の地取り捜査や、ストーカーの線を追うのに忙しい。あまり満足に眠れていないのが現状だった。シャワーも浴びられていないから、捜査車両という密室に男二人でいるのは正直言ってきつい。

　はたして、この張り込みに意味があるのかどうかは不明だった。

　江刺詢子は本当に犯人なのだろうか。

　蝦名の直感は、彼女が犯人であると告げている。動機も機会も充分。女性にしては体格が良いから、藤島花音を殺してその遺体をリビングから浴室まで運ぶことも可能だろう。これほどまで条件に当て嵌まる人間は、関係者の中では他に存在しない。それにもかかわらず、江刺詢子にはアリバイがあり、犯行は不可能なのだった。

　それは城塚翡翠の言う通り、巧妙に仕掛けられたトリックの為せる業なのだろうか。

　翡翠の考えている通り、犯行が早朝に行われたと立証するためにはどうしたらいいだろう。

　犯行時刻を誤認させるトリックに関しては、蝦名も検証をしている。たとえば、氷で形成した栓を作り、それで遺体のあった浴槽の排水口に蓋をするというアイデアだ。その上で浴槽を冷水で満たせば、遺体が冷却されて死亡推定時刻に狂いが生じる可能性があるかもしれない。そうしていずれは氷の蓋が溶けて、水がすべて流れていく。時間が経過すれば、衣服は乾いてしまうというわけだ。

　もちろん、長時間にわたって遺体が水に浸かっていれば解剖で痕跡が残るはずだし、浴槽の血痕という現場状況とも矛盾してしまう。そのため、あっさりと翡翠に否定されてしまったアイデアではあるのだが、これらの問題点を解決することができれば、悪くない方向性なのではないだろうか、と蝦名は考えている。

　残念ながら、翡翠の方は未だにこの問題を解決できていないようだ。

　江刺詢子が犯人だとすれば、あの城塚翡翠が苦戦するのは、極めて珍しいことだった。

　巧緻なトリックを張り巡らし、復讐を成し遂げる。

　それはどれほどの執念がもたらすものなのだろう。

　江刺詢子はフォトグラファーとして充分に成功している立場の人間だという。同業者の中には彼女の活躍を羨む人々だっているらしい。そうした恵まれた環境にあっても、彼女はすべてを投げ打つ覚悟をしてまで、復讐を実行したというのだろうか。

「それだけのことを成し遂げる復讐心。本当に、どれほどの悲しみなんですかね……」

　電話越しに聞いた翡翠の言葉が忘れられず、蝦名は呟いていた。

　捜査の過程で大川莉帆の事件を調べれば調べるほどに、蝦名の胸中を苦いものが満たしていった。第三者が耳にして痛切に感じるほどだったのだ。たった一人の家族を失った江刺詢子の悲しみは、蝦名の想像も及ばない大きさなのだろう。

「お前の悪い癖だが」助手席で黙っていた槙野が、溜息交じりに言う。「あまり関係者に同情しすぎない方がいい。どうしてもって言うなら、被害者や遺族のことを考えろ」

「そうっすね……」

　蝦名たちは、捜査の過程で藤島花音の母親に何度か聴取を行っている。今でも、彼女がこの腕にしがみついてきたときの感触を、蝦名ははっきりと思い出すことができた。どうしてあの子が殺されなくてはならなかったのか、どうしてあんな酷い仕打ちをされなければならなかったのか、彼女は何度も何度も嗚咽を零して蝦名たちに訴えてきた。

　人が人を殺す理由。

　人が人に殺される理由。

　長くこの仕事を続けているが、蝦名は納得できる理由と出くわしたことはない。

　納得してはいけない、とも思う。

　たとえ藤島花音が大川莉帆を死に追いやったのだとしても、花音の母親からすれば、花音はたった一人の娘だったのだ。かつて花音がプレゼントしてくれたというペンダントを、大切そうに握り締めていた母親の姿が忘れられない。大川莉帆事件で逮捕されたことを切っ掛けに、花音の家庭には罅ひびが入り、両親は離婚することになった。花音は自分に責任があると常に感じていたようで、親元を離れたあとも母を気遣っていたという。花音が事務所を退所したのも、過去の事件に関する告発文が事務所に届いたせいで、このままでは母や事務所に迷惑をかけることになると考えた上での決断だったらしい。

「ネットなんかを見ると、同情できれば人を殺してもいい、やむを得ない殺人だってあるはずだなんて……、そう考えてるヤツもいるみたいだが、俺は好かん」

　珍しく槙野が話を続けたので、蝦名は彼を見た。

　槙野は腕を組んだまま、暗くなり始めているフロントガラスの向こうを睨んでいる。

「大切な人間を他者に奪われたとしても、全員が復讐にかられて殺人鬼になるわけじゃない。そうはならない道を選ぶヤツの方が多いだろう。江刺詢子にも、違う道があったはずだ」

　恐らく槙野が考えているのは、彼を一人前の刑事として育ててくれた鐘場警部のことだろう。風の噂で聞いたことがある程度だが、鐘場正和は、過去に刑事事件で一人娘を亡くしたことがあるという。大切な人を奪われても、鐘場は刑事としての正義を貫き通していた。係長時代の彼が自ら現場に出向いたり、ときにはどんな手段を用いても犯人を捕まえようと躍起になっていたことがあるのは、そうした過去があったからなのだろう。

　それにしても、少し前は本当に江刺詢子が犯人なのかと翡翠に問い詰めていたくせに、槙野もまた、江刺詢子が犯人であると確信しているような口ぶりだ。

「城塚さん、調子が悪いんですかね。諦めちゃわないといいんですけれど」

　槙野への非難の意味も込めて、蝦名は呟いた。

　どうもこの男は、翡翠に対して冷たく当たりすぎている気がする。

　槙野は鼻を鳴らして言う。

「相手が友人だから調子を出せないってか？　そんなやわな人間だとは思わなかったが」

「そうですかね」蝦名は首を傾げた。「みんな、あの人を化け物みたいに捉えていますけれど、年齢を考えたらまだ若い女の子ですよ。初めて会ったときなんて十代だったじゃないっすか。それなのに、こっちの都合で血なまぐさい現場に引っ張り出したりしてきたわけで、そういう扱いはどうかと思いますけどね」

「好き好んで顔を出していたように思えるが」

　槙野は顔を顰めた。

「まぁ、そうかもしれないっすけど……」

　とはいえ、あの性格だから、同性の友人があまりいないだろうことは容易く想像できた。蝦名の観察によれば、どうにも女性というのは、可愛いことに自覚的な女性に対してひどく辛辣になるふしがある。城塚翡翠に友人が少ないのなら、相手を大切に思うあまり、躊躇が生まれるのは自然なことだろう。むしろあの年齢の女性に対して、非情に徹しろと訴えるのは酷ではないか。

「しかし、葉は桐ぎりみたいなことを言うな」

　以前の相棒の名を口にして、槙野は面倒そうにこちらを見ている。

「なんです？」

「お前も顔のいい女に騙されてるってことだ。俺は女には甘くないから、そんなふうには思わない。城塚は得体の知れない化け物だよ」

　槙野は身じろぎをすると、再びフロントガラスへと視線を戻した。

　蝦名は、その苦虫を嚙み潰したような横顔を見つめる。

「まぁ、なんだ。これは葉桐から聞いたことだが……」少しの間を置いて、槙野は言いづらそうに言葉を続けた。「城塚は、きっと、誰かが誰かを殺めたり、それで人が不幸になったりする世の中が、赦せないんだろう。赦せなくて、ああいう生き方を選んだんだ。あいつのやり方はひどく馬鹿げてるが、その志を馬鹿にするつもりはない」

　相変わらず、褒めているのか貶しているのか、よくわからない口ぶりである。

「だから……、つまり、あいつは諦めないだろう。相手が誰だろうとな」

　ひょっとすると、捜査から降りろと電話で告げたのは、槙野なりの気遣いだったのか。それとも、彼女の覚悟を確認するためだったのか──。

　どちらにせよ、面倒臭い男である。

「で、いつまで張り込みます？」

「可能な限りだ。今夜はなにか起こる気がする」

　なんの根拠もないだろうに、そう言われて蝦名は笑った。

「先輩の直感、悪い方にばかり当たりますからね」

「そうか？」

　不服そうに、鋭い眼差しがこちらを睨んだ。

　そこで、スマートフォンのバイブレーションが鳴る。

　槙野が通話に出た。

「槙野です……。いえ……。はい。了解しました。すぐに」

　槙野はスマホを背広のポケットに戻して言う。

「いったん本部に戻るぞ」

「どうしてです？」

「ストーカー野郎の素性が割れたらしい」

　そういうことなら、戻らないわけにはいかないだろう。

　蝦名はエンジンをかけた。

「今夜はなにか起こりそうな気がしたんだがな……」

　蝦名が車を走らせたあとも、槙野は無念そうに、あのビルの方に目を向けていた。
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　それは、江刺詢子が帰宅してすぐのことだった。

　荷物を片付け、事務所で一息ついた瞬間に、インターフォンが鳴る。

　また、城塚翡翠だろうか。

　しかし、仕事関係の宅配業者かもしれない。詢子は警戒しながら、扉の隣に設置してあるドアホンのモニターを確認した。

　知らない女性が映っている。

　宅配業者でもなければ、城塚翡翠でもない。

　もう夜だというのに、誰だろう？

「どちらさま？」

　モニターの女性が一礼する。

『千和崎と申します。興信所の調査員をしております』

「それって……。えっと、探偵ってこと？」

『そう考えていただいて、差し支えありません。藤島花音さんの件で、お耳に入れておきたいことがあります』

「あの……。あまり、藤島さんの事件には関わりたくありません。帰っていただけると……」

『これを見ていただけますか？』

　女が、手にしたスマートフォンの画面を、カメラへと向けてくる。

　モニターはそこまで画質が良くないので、詢子は訝しんだ。

　表示されているのは、写真だろうか。なんだろう。

　いや、これは……。

　悪寒が走り、まさかと考える。

　ありえない。

　それとも、こちらの勘違いか？

　なんにせよ、確認しなくてはならない。

「少し待ってもらえます？」

　準備をしてから、詢子は扉を開けた。

　顔を見せたのは、二十代後半くらいの女性だった。モデルのようにすらりとした長身で、髪がやや短めのせいか中性的な印象だ。細い脚のラインがよくわかるジーンズと、白いカットソーの上にライダースジャケットのようなものを羽織っている。

　詢子は警戒を示したまま、相手の様子を観察する。

　彼女は懐から名刺を取り出した。

　千和崎真。私立探偵。あとは電話番号が記されているだけの、シンプルなものだった。

「それで……」詢子は言葉を選びながら、質問をする。「探偵さんが、いったいなんの用なの？」

「中にお邪魔してもいいです？」

「ええ」

　詢子は千和崎にスリッパを出した。それから、ソファを示す。二人はテーブルを挟んで向き合って座った。

　千和崎が淡々と切り出す。

「わたしは、探偵です。ある調査の過程で、あなたを探っていました。今回は、あなたに自首を勧めに来たのです」

「なんですって？」

「先ほどもお見せしましたが、ご確認ください」

　千和崎は、スマートフォンをテーブルに差し出す。

　大きな画面に、写真が表示されている。

　写っているのは、詢子だった。

　恐れていたとおりの光景。

　意味がわからない。

　なぜ？

　いつ……。

　いつ？　決まっている。このときは──。

　冷たい汗が身体中から湧き出て、滴っていくのを感じた。

「待って。どうして」

「言いましたでしょう。あなたを探っていたと」

「誰の依頼で？」

「それは、わたしにも守秘義務がありますから」

　詢子は考えを巡らせる。

　致命的な一枚。

　言い逃れることができるか？

　これが公開されたと仮定して、どんな証拠になる？

　駄目だ。あまりにも不意打ちで、頭が回らない。

「待って……」詢子は額に手を当てた。髪を搔き上げて、考える。「お金なら……。お金なら払えるわ」

「それが目的ではありません」

　千和崎は冷たく言い放つ。

「それなら、なんで……？　なにが目的だっていうの？」

　だが、千和崎は答えない。

　じっと、黒い瞳でこちらの反応を窺っていた。

「自首を、してください。それでもう、誰も傷付かなくてすみます」

　その冷たい眼差しには、有無を言わさない圧力があった。

　詢子は、この女が放つ得体の知れない怒りのようなものに、怖おぞ気け立だつ。

「そんなこと……。しない。あたしは、犯人じゃないわ」

「そうですか」

　千和崎は目を伏せた。

　それから、スマートフォンを手に取ると、立ち上がる。

「では、これは警察に提出します」

　待って、と言いたい。

　しかし、金で動かないというのなら、どうすればいい？

　策を巡らせる。なにも思い付かない。

　どうすれば。

　落ち着かなくてはいけないのに、時間は詢子を待ってはくれなかった。

　千和崎が、スニーカーを履いている。

　詢子はその背中へ、静かに近付いた。

「だって……、あたしは、悪くないわ」

　詢子は震える声で呟く。

「え？」

　立ち上がった千和崎は振り向く。

　本当は、こんなことをしたくはない。

　無関係な人間を、殺すなんて、したくはない。

　でも、仕方がないじゃない。

　捕まったら、復讐ができなくなる。

　莉帆の無念を晴らせなくなる。

　そんな人生、意味がないでしょう？

　これは正義のため。

　正当な理由はこちらにある。

　邪魔をするなら。

　排除しないと。

「あなたが、悪いのよ」

　詢子は隠し持っていた凶器で、勢いよく千和崎の腹部を突く。

　千和崎の身体は、暫く痙攣したあとで、やがて動かなくなった。
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　城塚翡翠は眼を覚ました。

　なにか嫌な夢を見ていた気がするけれど、うまく思い出せない。どうせ悪夢だろう。夢は、いつだって大切なものを失うときを見せつけてくる。翡翠にとってのそれは、死を決して忘れるなと告げる呪のろいのようなものだった。死からは逃れられない。それは彼女の愛する存在を順に奪い取っていく。昔からそうだった。たぶん、これからもそうなのだろう。嫌なジンクスほど、よく当たる。誰も愛さないことでしか、それは防げない。

　あなたも大切な人を殺されれば、きっとわかると思うわ。

　江刺詢子の冷たい瞳が、お前に正義はないと訴えている。

　目覚めてすぐに思い出す言葉が、それだなんて。ソファで眠っていたせいか、少しだけ身体が痛い。リビングは静けさに満ちていた。この場所で眠りこけてしまったとき、いつもは真が料理なり洗い物なりをしている音がキッチンから響いてくる。だから、無音というのは妙だった。日本に来て一人きりで生きていた頃を思い出してしまうから、少しだけもの悲しい。

「真ちゃん？」

　声をかけるが、返事はない。

　身体を起こして、周囲を見渡す。真がしてくれたのだろう。肩に掛かっていた毛布がすべり落ちていく。けれど、彼女の姿はない。自分が眠っていたので、気を遣って自室に籠もっているのだろう。あるいはジョギングでもしているのかもしれない。

　乱れた髪を整えながら、ぼんやりと思議に耽る。そう。蝦名刑事に報告してもらった情報を整理しながら、途中で眠ってしまったのだ。なにか引っかかる言葉があったような気がするのだけれど、なんだったか。寝起きのせいか頭はうまく回ってくれなかった。けれど今回の事件に限って言えば、寝起きだろうが大して変わらないとも言える。今回はどうにも本調子ではない。自分では全力で取り組んでいるつもりだけれど、心のどこかで迷いが生じているのだろう。

　探偵、失格だ。

　たとえば、あの子が夢中になったシャーロック・ホームズなら、きっとこんな事件もすぐに解決してしまうのに。

　笑われてしまうな。

　あるいは、呆れられるかもしれない。

　それとも、だから誰も救えないのだと、罵ののしられるだろうか。

　それは決して得られない答えだ。

　外は既に暗くなっていた。

　カーペットに落ちているスマートフォンに手を伸ばす。

　大人しく諦めてしまった方が、幸せなのだろうか。

　それには、もう手遅れのような気もするけれど。

　そうしていたのなら、楽しい思い出も、そのままにできたはず。

　翡翠は、何枚かの写真をスクロールさせる。

　そういえば、まだ詢子に撮ってもらった写真を送ってもらっていない。あの様子では、それはもう叶わないことだろう。だから翡翠の手元にあるのは、このスマートフォンで撮影した写真だけだ。自然公園のチケットの半券と、江刺詢子と並んで撮影した自撮り写真。

　こういうツーショットの自撮り写真は、普通の女子っぽくて、昔から秘ひそやかな憧れだった。

　それなのに、真はいつも嫌がって、一緒に写ってくれない。

　翡翠と一緒に写ると、自信をなくすからだという。そんなことは気にしなくていいのに、と翡翠はいつも唇を尖らせる。真は充分に可愛いし魅力的だ。たとえそうでなかったとしても、自分にとって唯一無二の存在であることに違いはない。でも、あなたも充分に素敵ですよと伝えたところで、いつも嫌味にとられてしまう。昔からそうだった。本音を伝えても、噓だとか、嫌味だとか、そのように受け取られてしまう。そういう星の下に生まれたのだと、諦めるしかない。美しさの代わりに、永遠の孤独を与えるだなんて、神様も酷いことをするものだ。

　翡翠は写真に眼を落とす。

　自然と、自分の口元が微笑んでいく。

　詢子は、なにも気にしないで、自然に自分と並んで写真を撮ってくれた。

　まるで親友みたいに。

　憧れの瞬間は、素直に嬉しい。

　だから、これはやっぱり天罰だろうか。

　相手が友人であろうと、真実の追求を止めない自分への。

　もう二度と、この瞬間は訪れない。

　一度だけ、瞼をきつく閉じた。

　それから、また写真を見下ろす。

　なんだろう。

　なにか、引っかかった。

　断続的に続いている思考が、注意を促している。

　チケットの半券？

　同時に、あのときの記憶を探った。

　瞬時に組み上がる論理に、思考の処理が追いつかない。

　矛盾するから、捨てた推理では？

　でも、蝦名はなんて言っていた？

　そうか……。

　こんな、こんなの……。

　自分でなければ、とっくに解けていたではないか。

　迂う闊かつ……。ひとりでプレショーに引っかかったようなもの……。

　けれど、証拠は？

　物証がなければ、意味はない。

　いや、そうなのだとしたら。

　疑問が一瞬で融解する。

　だが、そんなことが起こり得るだろうか、という疑念。

　そうだとして、これは証拠になり得るのか？

　意味がある論理か？

　とっくに、なくなっているのでは？

　いや、そうか、だから動かしたのだとすれば。埃はそのせい……。

　そう、あの江刺詢子なら、あるいは……。

　翡翠はスマートフォンを操作する。証拠になり得そうなものは、すべて鑑識が押収したはずだ。だとしたら、まだ鑑識課に残っている可能性はあり得る。翡翠は奥谷陽葵を呼び出す。用件を伝えると、悪あく態たいを吐かれたが承知して貰えた。ただし時間がかかるという。念のため、蝦名にも伝えた。陽葵にいじわるをされてはかなわない。

　翡翠は立ち上がり、真を探した。

　まず、この興奮を彼女と分かち合わなくては……。

　だが、真の部屋に彼女の姿はない。

　ただ、メモだけが扉に貼はり付けられていた。

『雇い主がお休みのようなので、本業の仕事をしてきます。夕飯は用意してあるので温めて食べてください』

「本業って……」

　あなたの本業はわたしのサポートでしょう、と翡翠は唇を尖らせた。

　ここのところ、ときおり以前の探偵業をしていたようだから、それを片付けているのだろう。仕方なく、陽葵からの結果を待つ間に着替えることにした。

　メイクをして、髪を巻き、気分に合った服を選ぶ。

　それらの作業はやり慣れているせいか、思議を巡らせるのにうってつけだ。メイクをしている間に気分は高こう揚ようし、論理は明確なものへと言語化されていく。リップにグロスを引いたときには、真に提示する問題も完成だ。

　せっかくなので、練習をしよう。

　翡翠はショールームの扉を開ける。

　ここは翡翠が奇術の練習をするための部屋だ。

　サロンやクロースアップのマジックを演じられるスペースになっていて、扇形のテーブルから放射状に客席となる椅子が並んで設置されている。十人程度なら座れるだろう。いずれ友人が増えたら、ここでショーをするのも面白いかもしれないけれど、今のところ観客になってくれそうな人間は真ともう一人くらいしかいない。今は演技を再確認するためのビデオカメラが設置されているだけで、もっぱら練習のためのスペースとなっていた。装飾性のある暗幕が、テーブルがある小さなステージの背景となっている。

　照明を暗くして、翡翠はその場所に立った。

　誰もいない仮かり初そめのショー。

　何事も練習が肝心だ。

　頭の中で台詞を組みあげる。

　背筋を伸ばして、客席へと視線を向けた。

　重心を意識しながら、想定する観客の姿へと、順に視線を向けていく。一人一人と線を結ぶようイメージをしながら、けれど眼差しは瞳ではなく眉間へと向ける。観客が観みる自分を思い浮かべて、表情を作った。自信に満ちていて、これからなにが起こるのかと期待させるような微笑。

　翡翠。憶えておくといい。

　奇術は、全身を使ったエンターテインメントだよ。

　演者だけではなく、観客も含めて。

　その場のあらゆる五感を支配し、願いを現実のものに変える。

　それこそが魔法。

　自分に奇術を教えた男の言葉が耳に甦る。

　城塚翡翠は眼を伏せた。

　それから、スペインの偉大な奇術師に倣ならって、ヴァイオリンを奏でる仕草。

　ただし彼女の場合は、女性らしく優美にしなやかに。

　一礼をして、視線を向ける。

「紳士淑女の皆さま、たいへん長らくお待たせしました。解決編です」

　言葉は明めい瞭りょう。流れるように、途切れることはなく、感情を乗せて。

「今回の事件は、復讐心が成し遂げた綿密な犯罪でした。本格ミステリを好む詢子さんらしく、巧緻なトリックが仕掛けられた上で、あらゆる物証が隠蔽されています。まるで隙が窺えません」痛む心を見せることなく、翡翠は語る。「けれど、わたしはどうしてもこの犯罪を見逃すことができないのです」

　いつだったか、翡翠が『名探偵の眼差し』と呼んでいる概念を、真が羨んでいたのを思い出す。推理する力を以て事件を解決する手法は、自分には決してできないやり方だから、と。

　けれど、それは違うと翡翠は考える。

　思議を巡らせる力は、誰にだってあるはず。ときにはそれが理不尽を打ち破る術となることもあるだろう。注意深く世界に視線を向けて、常に疑問を抱くようにしていれば、大切な誰かが傷付いているときに、いち早く気づくことができるかもしれない。

　名探偵の眼差しは、誰にだって持つことができるのだ。

　客席へと視線を向けたまま、城塚翡翠は胸元の前で五指を重ね合わせた。

「犯人は自明。ただし、わたしはこう問いかけましょう。あなたは、探偵の推理を推理することができますか、と──」

　だから、いつも翡翠はこんなふうに挑戦する。それは嫌がる翡翠に対して、真がジョギングに連れ出したり、護身術を教えてくれたりするのと同じようなことかもしれない。

　ほんの少しずつでもいい。問題を明確化し、なにについて考えれば良いのか、具体的なヒントを提示することができれば、推理の力を身に付けることはできるのではないだろうか。

　あるいは、ひょっとすると、真はとっくにこの謎が解けていたのかもしれない。

　いつものように、不思議そうな顔をしていなかったではないか。

　むしろ、どこか焦れったそうに翡翠のことを見ていた。

　溜息を漏らしながら、翡翠は語る。

「ええ。今回ばかりは、わたしであるが故の愚かさが露ろ呈ていした事件といえます。察しの良い皆さんは、アリバイトリックにはとっくにお気づきでしたね？　もし、お気づきでない方には、こちらのヒントを」

　フラッシュしないよう、角度に留意。腕を差し伸べて、中指と薬指を巧みに動かす。パームしていたそれを、出現させた。

　翡翠の指先に現れたのは、自然公園のチケットの半券。

「第一の問題は、どうしてご遺体に奇妙な死斑が残っていたのか、です。このチケットと合わせて、死亡推定時刻と死斑の圧迫点を巡る時間的条件、そしてロボット掃除機が起動する時刻を組み合わせて、その謎を解いてみてください」

　翡翠は、軽く手を振って、パームの位置にチケットを戻す。

「第二の問題は、そのアリバイを崩すための物証を見つけ出すことです。もちろん、わたしたちが探さなくてはならないものは、ご遺体の太腿に痕跡を残した物体Ｘに他なりません──。それこそ、詢子さんがソファの下から探し出そうとしたものなのです。それの正体がなんなのか、わかりましたでしょうか？」

　自分だって散々悩んでしまったのだから、真にもきちんと悩んでほしいというものだ。

「そして、最後の問題です。物体Ｘの正体は、アリバイを崩すだけではなく、同時に詢子さんの犯罪を立証する物証にもなるのです。果たして、その論理とは──。ほんの数分でも、考えてみてくださいね」

　真はどうだろう。

　悩んでくれるだろうか。

「ではでは、城塚翡翠でした」

　最後に、一礼。

　台詞は、淀よどみなく口にすることができた。

　とはいえ、奇術の練習で虚むなしいことは、この独ひとり言ごとめいた芝居を、たった一人でやらなければならないということ。

　顔を上げると、誰もいないがらんとした部屋が出迎えるだけ。

　観客がいなければ、退屈だ。

　真は、いつ帰ってきてくれるのだろう？
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　まず、千和崎の死体をどのように処理するべきか、考えなくてはならない。

　江刺詢子は、ソファに腰掛けたまま、早まる心臓の鼓動を落ち着かせようとしていた。事務所のデスクやソファがあるスペースと、簡易スタジオを隔へだてる暗幕の壁を見る。そんなもので隔てたところで、隠したつもりになっているわけでもないのだけれど、視界に入っていると落ち着かなくなる。

　普通に死体を運び出して、どこかに遺棄する手法はどうだろう。これからの殺人計画に備えて、死体を遺棄できそうな場所にはいくつかの見当を付けてある。そのうちの一つを、まったく無関係の人間の死体で使用することになるなんて、想像もしていなかった。けれど、この方法はリスクが大きい可能性がある。何故なら、江刺詢子は監視されている可能性があるからだ。以前、詢子がハウススタジオで撮影中だったとき、白々しく城塚翡翠が紛れ込んできたときのことを思い出す。詢子がいつどこで仕事をしているかなんて、翡翠が知ることは不可能というものだろう。つまり、彼女は自分を尾行していたに違いない。翡翠のような目立つ女性に尾行されれば、さすがに自分だって気づくはず。なら、もっと違う人間が複数関わっていた可能性がある。そう、たとえば警察の人間……。翡翠は警察の情報をあり得ないほどに知っていた。繫がりが深くともおかしくはない。死体を車に乗せて山奥に遺棄しに行こうものなら、車を覗かれるだけですぐに発覚してしまうだろう。この方法は駄目だ。

　では、解体するか？　千和崎は女性だし、身長が高いとはいえ、細身だ。彼女の遺体を解体し、ひとつひとつ仕事に行くフリをして持ち出し、どうにか隠滅する方法はどうだろう。日を跨またぎ、時間をかけて運び出すとすれば、長期戦になる。その間、運び出せない部位が放つ腐臭も考慮しなくては。ここは小さくてもビルだから、近隣に臭においが伝わる可能性は低いが、遺体と一緒に生活するというのも流石に気が引ける。自分にそれができるだろうか？　もし、相手が復讐の対象ならできるだろう。詢子にはそれだけの覚悟がある。

　けれど、相手は莉帆を死に追いやった人間とは、無関係の女性だ。

　自分の精神が摩耗していくのは眼に見えている。

　むしろ、解体どころか……。

　殺せるのか？

　いくら、計画の障害だからって──。

　莉帆のためだからって──。

　詢子は立ち上がった。

　テーブルの上には、金槌で砕くだいたスマートフォンの残ざん骸がいがある。これで写真のデータは消え去った。コピーがあった場合はどうしようもないが、今の自分にできる手はこれくらいしかない。それから、鞘さやに収めたサバイバルナイフを手に取った。復讐を為し遂げるための道具の一つで、デスクの裏に隠してあったものだ。それを携えて、暗幕を引く。

　ホリゾントの真っ白な幕が掛かる撮影スペースで、千和崎は転がっていた。口元と、手首と、足首、その三ヵ所をガムテープで拘束してある。後ろ手に手首を拘束されている彼女は、さながら芋虫のようだ。ドラマでよくあるような人質の格好である。スタンガンで無力化しておいたのだが、既に意識を取り戻したのか、彼女はもぞもぞと身体を動かしながら、詢子を見上げていた。

　詢子は彼女の傍らに屈む。

　鞘からナイフを抜いて、鋭利に光るそれを見せつけながら、静かに告げた。

「騒いだら刺すから」

　冷徹に告げたつもりだったが、千和崎の黒い瞳は、怯ひるむ様子もなく詢子を見つめている。冗談だと思っているのだろうか？　ずいぶんと肝の据わった女性だ。

「いいから、静かにしていて」

　口元のガムテープを剝がしてやるが、完全には剝がさない。頰に貼り付いたままで、またすぐに貼り付けられる状態だ。

　千和崎は黙って詢子を見ている。

「あなたは何者なの？　どうしてあたしを探ってたわけ？」

　千和崎は答えない。

「答えないなら、殺すわよ？」

　刃物を彼女の頰に突き付ける。

「それは意味のない脅しです」千和崎の瞳はあくまで冷静だった。「わたしを殺したら、そもそもあなたはわたしの正体を知ることができなくなる」

「痛めつけてもいいの。頰に傷を付けてあげたっていい」

「あなたにそれができるのなら」

　切れ長の眼が、じろりとこちらを睨んでくる。

「けれど、その場合、わたしは抵抗を示して命と引き換えに大声を上げるでしょう。警察が既に、あなたの自宅を監視していることを、あなたはご存知のはずです」

「ハッタリだわ」

「どうでしょう？」

　詢子は小さく唇を嚙んだ。再びガムテープで千和崎の口を封じて、立ち上がる。暗幕を閉ざし、ソファのあるスペースへと戻った。

　検討をしなくてはならない。

　刑事たちが既に見張っている可能性を考える。それを知っているということは、千和崎は刑事たちと繫がりを持っているということだろう。だが、もしそうだとしたら、千和崎がこのビルに入って、既に長い時間が経っているから、不審に思っているはず。そろそろ、刑事たちがここを訪ねてくる可能性もある。追い返したところで、何時間でも見張られてしまえば、自分はここから出ることができない。詰みだ。もし刑事たちの存在がブラフなら、千和崎を殺害して遺体を運び出すことは自由にできる。だが、ブラフでなかった場合、詢子はそこで捕まるだろう。リスクの大きすぎる賭かけになる。

　むしろ、千和崎を利用できないか？

　人質にして、彼女を連れて車でいったん逃亡する。

　刑事たちが追う様子がなければ、見張りはないということになる。拠点となる場所で彼女をゆっくり殺害すればいい。

　もし刑事たちが追っている様子があれば、千和崎を人質にして逃げる。

　それが合理的な線かもしれない。そのための作戦を考えなくては……。

　どれだけの時間が経っただろう。

　室内を歩き回りながら、考え続けていたときだった。

　ぴん、ぽーん、と──。

　インターフォンの音色が響く。

　警察が来たのか。

　詢子は息を潜める。だが、暗幕の向こうから、くぐもった声と、床を打つ音が響いた。千和崎が暴れているのだろう。防音性はそこまで悪くはないから、廊下には届かないはず。詢子は静かに扉の脇にあるモニターへと近付く。

　映っていたのは、刑事ではない。

　城塚翡翠だった。

『今晩は、詢子さん、夜分遅くに失礼します』言葉は礼儀正しいが、どこか淡々とした冷めた声音に聞こえた。『こちらに、真ちゃんが来ていませんか？』

　真ちゃん？

　詢子はテーブルに視線を向ける。

　千和崎が渡した名刺が、そこに残っていた。

　千和崎真。

　そうか……。

　彼女が……。

　暗幕の向こうで、くぐもった声が大きくなる。

　詢子は名刺をジーンズのポケットに押し込んだ。

　それから、ナイフを手にして、暗幕の向こうへ向かう。

　インターフォンを鳴らす音と、詢子を呼ぶ翡翠の声が響いているが、無視をする。

　詢子はのたうつ千和崎の元に屈んだ。

　ナイフを彼女の喉元に突き付ける。

「大人しくしていなさい」

　暴れれば、ナイフの切っ先が彼女の白い首を裂きかねない。

　それを悟ったのか、千和崎は大人しくなった。

　息を殺して、時間の経過を待つ。

　何度も何度も、インターフォンが鳴る。

　恐怖のような感情すら味わいながら、詢子はひたすらに待ち続けていた。

　諦めろ、と念じる。諦めて、去りなさい。あたしは何時間でも耐えられる。食料だってあるのだから、ずっとずっと籠ろう城じょうすることができるの。だから。

　長い時間、そうしていたように思う。

　まるでホラー映画で、恐ろしいゾンビから隠れ潜むときのように。

　緊張の汗が、全身を濡らしていた。

　静かになる。

　もう帰っただろう。と確信できるまで、息を潜め続けた。

　詢子は吐息を漏らす。

「あなた、城塚翡翠の家政婦？　家政婦がどうして……」

　千和崎がなにかを言っているが、もちろん聞き取れない。

「なに？」

　ナイフで脅しながら、テープを剝がす。大声を上げられたら、すぐに口を塞げるようにした。千和崎は、静かに言う。

「家政婦ではありません」

「は？」

「わたしは、助手なの」

「助手？　ねえ、あなた、あたしをナメてるんじゃない？」詢子はうんざりとしながら言う。「本当に殺せないと思ってる？　あまりふざけたことを言っていると──」

「あなたこそ、わたしのホームズをナメない方がいいな」

「え──」

　千和崎は、笑っている。

　同時に、詢子は気づいた。

　なにか妙な音がしている。

　小さな金属が、秘やかに擦れるような、そんな音だ。

　たとえるなら、針金でなにかを引っ搔くような……。

　詢子はガムテープで千和崎の口を塞ぐ。

　慌てて暗幕の隙間を縫うと、扉の方に眼を向けた。

　錠が外れる聞き慣れた音。

　それは、なんだか馬鹿みたいな光景だった。

　扉が、勝手に、開き出す。

　施錠していたはずの、扉が。

「こんばんは」

　まるで魔法のように施錠を無効化して現れたのは、もちろん、詢子の敵──。

　優美に佇んで、怜悧な双眸をこちらに向けた、城塚翡翠だった。
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　城塚翡翠は、暗い紺色の衣装を纏っていた。

　闇に溶け込んでしまいそうなネイビーのブラウス。ふんわりと膨らんだ深紅のスカートはドレスめいていて、細い腰を際立たせるハイウエストの意匠も鮮烈だった。普段の明るい色の服とは違っているせいか、美しさは同一なのに別人に見える。いや、もっと明確な違いがあった。

　爛らん々らんと輝く双眸が、綺麗な翠色をしている。

　翡翠は泣いているようにも微笑んでいるようにもとれる、奇妙な左右非対称の表情を詢子に向けていた。

「どうやって……」

　詢子がどうにかそれだけ言うと、翡翠はくるくるとした巻き毛で飾られた顔を傾けた。

「あら、開いていましたよ？」

「そんなはず」

「古いビルのようですから、戸締まりには注意しないと」

　やんわりと微笑まれて、詢子は啞然とするしかない。

　暗幕の向こうで、真がくぐもった声を上げている。

「あれれ」翡翠は首を傾げた。微笑を湛えた可愛らしい仕草だが、眼は笑っていないように見える。「誰かが奥にいらっしゃるみたいですね」

「ペットを飼っているの」詢子は笑う。「ねぇ、出ていってもらえる？　不法侵入は、立派な犯罪よ」

「そんな怖いものを手にして、ペットとなにをしていらっしゃるんですか」

　詢子は自分が握っているものに眼を向ける。剝き出しになったサバイバルナイフ。咄嗟に出てきてしまったので、持ったままだった。彼女は一瞬だけ瞑目し、反論を構築する。

「だって、不法侵入してくる人がいるんだもの。自衛のために必要でしょう？」

「いささか過剰すぎる気もしますが」

「生憎とこれしかなかったの。お願いだから、帰ってくれる？　警察を呼ぶわ」

「呼ばれて困るのは、詢子さんの方では？」

「いいから、出ていって」

　暗幕の向こうで千和崎が暴れているのか、こつこつと音が鳴っていた。

　翡翠は瞼を閉ざした。

　それから、溜息を零す。

　瞼を開いた彼女は、落ち着いた眼差しを詢子に向けていた。

「詢子さん、もうやめましょう」

「なにを？」

「罪を重ねることをです」

「あたしはなにも悪いことなんてしてない」

「人を殺しました」

「名誉毀き損そんね。なにか証拠でもあるの？　あたしには、アリバイがあるのよ。あなた自身がそれを証明してくれているってこと、忘れたの？」

「そのアリバイは、もはや意味を成しません」

「なんですって？」

　翡翠は、ヒールのままで室内に足を踏み入れてくる。

「来ないで！」

　詢子はナイフの切っ先を彼女へと向けた。

　けれど、翡翠は詢子の方へは来ない。デスク側へと近付きながら、ゆっくりと語りだした。

「事件の概要を再確認しましょう。現場から見られる犯行の様子は以下のようなものでした。藤島花音さんの死因は、頭部を金槌で打たれたことによるもの。彼女はリビングで殺害されたあと、ご遺体を浴槽まで運ばれたものと見られています。その目的は、現場に残されていたノコギリから、解体であると推察されました」

　まるで大学の講師のように淡々と言葉を紡ぎながら、城塚翡翠はデスクの傍らへと移動した。手にしていたハンドバッグが邪魔だったのか、彼女はデスクにそれを置く。

「死後も執拗に頭部を金槌で打っていることから、その動機に怨恨を感じさせる犯行です。死亡推定時刻は、十三時から十五時の間となります。ところが、犯人像であるストーカーの存在を突き止めることができない中、もっとも疑わしき動機を持った人物は、死亡推定時刻の十三時から十五時の間、片道二時間はかかる遠方の自然公園で、わたしを撮影していました……」

「完璧なアリバイでしょう」

　詢子は翡翠の様子を窺いながら、そう挑発する。

　横顔を向けたままの彼女が、ちらりと詢子を見た。

「はい。一見すると、そのように見えます。けれど、それと同時にご遺体が発見された現場には、注目に値する不自然な箇所も多かったのです。これらを辿ることで、アリバイを崩すことも、もしかしたらできるかもしれません。即すなわち、中途半端に拭われたリビングの血痕、浴槽で頭部を動かした痕跡、ソファの傍らにあった埃……。そして、物体Ｘ」

「物体……、エックス？」

「はい。花音さんのご遺体の大腿部……。ちょうど、浴槽の底に面する部分に、奇妙な死斑がありました。その死斑の中央だけ、なんらかの圧迫を受けたような痕跡があったのです。解剖医によれば、少なくとも二時間の間、直径が十ミリ前後の球形、ないし半球形の物体がご遺体の下にあったはずとのことでした。ところが……。ところがですよ。ご遺体の発見時、浴槽の中にそんなものは存在していなかった。消えていたのです」

　死斑に残った不自然な圧迫点？

　詢子は押し黙り、翡翠を見返す。

　心当たりがなく、その戸惑いを見せないよう詢子は表情を硬くした。

　翡翠は頰に手を押し当て、難しそうな表情で首を傾げた。

「わたし、これの正体に悩みました。警察も首を捻っていたようです。当初はコンタクトレンズかと思われたそうなのですが、解剖医さんからは否定されてしまいました。もっとコンタクトよりも大きな形状のものだろうと……。ひょっとするとこの物体Ｘが、アリバイトリックを解く鍵になるのではないかと、その正体に考えを巡らせていたのですが、さっぱりわかりません。情報が少なすぎます。ところが、ご遺体の頭部が動かされた痕跡や、ソファの埃のことを考えると、正体が見えてくる気がしませんか？」

　怪訝に思うが、詢子はすぐにその正体に気が付いた。

　そうか。藤島花音のあれか──。

　藤島花音のそれは、単体では判明したところでなんの問題もない。前回、翡翠と議論を交わしたときも、詢子はそう考えていた。だが、あれが死斑に痕跡を付けていたとすると……。

　ぴんと立てた翡翠の指先が、胸元に零れる髪へ、くるくると巻き付いていく。

　横顔を見せて歩きながら、翡翠は淡々と推理を語った。

「ソファの埃を鑑みれば、当然、犯人はなにかを探していたのだと考えられます。では、いったいなにを探していたのでしょう？　そうまでして探すわけですから、普通は見つかっては困るものなのでしょう。となると、現場に不審なものが残っていない以上は、犯人がそれを見つけることに成功し、持ち去ったのだと考えられますね。そうなると、現場に明確な痕跡を残して消えているものがあることに気づきます。そうです。物体Ｘです……」

　くるくると舞う指先の動きが停止すると、そこに巻き付いていた髪が、しゅるりと解けていく。論理を語る翡翠の口調は、まるで小学校の教師のように、優しいものだった。

「犯人は物体Ｘを探していたのです。ソファの下にあるかもしれないと考えて、手を伸ばして探そうとしたのでしょう。はたして、物体Ｘとはいったいなんなのでしょう？　さて、他にも犯人がなにかを確認したと思われる痕跡がありましたね。そう、犯人はご遺体の頭部を動かしました。なぜ？　物体Ｘを探すのに、ご遺体の頭部を動かしたのだと仮定すれば、物体Ｘの正体が自然と見えてくるような気がしませんか？」

　翡翠がこちらに視線を向けて、静かに微笑んだ。

　本当に、自分の行動を見てきたように指摘してくる。

　詢子は、じりじりと追い詰められるような気持ちになりながら、考えを巡らせていた。

「いったい……、なんだっていうの？」

「花音さんのご遺体は、浴槽に収まっていました。左半身を下にするように、横たわっていたのです。つまり、犯人はご遺体の頭部の左側を見たかったのではないか、と考えました。そこまで考えると、答えは連鎖的に行き着きます。花音さんはアクセサリーがお好きだったようです。ご遺体には、ネックレス、ブレスレット、アンクレットなど、様々なものを身に着けていらっしゃったようです。では、犯人がご遺体の頭部を動かしてまで探そうとしたものは、なんでしょう？　ご遺体の頭部にあると考えられるものは？」

　翠の双眸が煌めいて、詢子を追い詰める。

「イヤリング、でしょうね──」

　詢子は苦々しく呟く。

　そう。藤島花音が着けていたイヤリング。

　自分が探していたものは、それだ。

　翡翠は両手を合わせるようにしながら柔らかく笑う。

「ご明察です。真珠など、球状のイヤリングはいくらでもあります。球状の物体。そうなると、ご遺体の大腿部の下にあったのは、花音さんのイヤリングだと考えても矛盾はないのです。浴室へ遺体を運ぶ際に彼女のイヤリングが外れて、それが浴槽に転がり落ちた。犯人はそれに気づかないまま、花音さんのご遺体を浴槽に横たえた……。あれれ、でもおかしいですね？　イヤリングは、解剖医さんによると、少なくとも二時間はご遺体の下にあったはずなのです。となれば、見つけるまで二時間もかかったということでしょうか？　どうしてわざわざ必死になってイヤリングを探し出し、現場から持ち去ったのです？　浴槽の下にそれが残っていることで、犯人にとってなにか不都合があるのでしょうか？」

　疑問を並べ立てていくが、白々しい口調ではない。生き真ま面じ目めな女子大生が論文を読み上げていくように、淡々と疑問が発せられていくだけだ。

　だが、まずい。

　やはり、これはアリバイを崩される……。

　しかし、まだ詢子の優位は変わらないはず。

　それだけでは、詢子の関与までを証明できないからだ。

　アリバイがないからといって、殺人を犯したことにはできない。

　城塚翡翠は、人差し指をピンクの唇に添える。

　顎先へと下るようにして指を動かしながら、首を傾げた。

「そもそも、犯人はどうやってご遺体の下からイヤリングを持ち去ったのでしょう？　死後の傷ではありますが、何度も頭部を金槌で砕いた影響で、浴槽には血痕が散っています。血液の擦れから頭部には動かした痕跡が見て取れますが、その他にはそれらしい痕跡がありません。狭い浴槽の中でご遺体を持ち上げて確認するのは一苦労でしょうし、血液に痕をつけずに大腿部を動かすのもまた難しそうです。そう。イヤリングを持ち去ったはずなのに、その痕跡がまるでない。不思議ですね。なので、わたしはこう考えました。逆だったのではないか、と──」

　詢子は深く息を吐いた。視線を巡らせる。

　城塚翡翠は、はたして一人なのか？

　扉の外に、刑事がいる可能性は？

　どうにかして、この危機を脱しなくてはならない。

「おわかりですね？　浴槽の中で大腿部に圧迫が続き、そのご遺体の下からイヤリングが取り出されたのではなく──。既にイヤリングの上にあったご遺体を、犯人が浴槽へと運んだため、死斑の圧迫点だけがご遺体に残ることになったのでは？」

　もはや、詢子は相あい槌づちを打つこともできない。

　否定できる論理も、肯定する勇気も持ち合わせてはいなかった。

　翡翠は、再び身体の側面を向けた。デスクの周辺を歩き回るようにしながら、人差し指を指揮棒のように振るって、教師の如き講義を続けていく。

「では、リビングにあったご遺体を浴槽に運んだとき、既にご遺体の下にはイヤリングが落ちていたのでしょうか？　犯人に撲殺された衝撃でイヤリングが外れ、花音さんがその上に倒れた。そして数時間が経過し、死斑に圧迫点ができてから、犯人が運んだ？　けれどこれはおかしいです。そんなに長い時間リビングにご遺体があったのなら、起動したロボット掃除機さんが掃除を始めて、ご遺体が流した血液にタイヤが触れてしまうはずなのです。ロボット掃除機さんが起動するのは十四時。タイヤに付着した血液がごく微量だったことから、ロボット掃除機さんが起動した時点でご遺体は既にリビングにはなく、床の血痕も拭き取られていたはずだと考えられます。拭き取る前の血液の上を通ったのなら、タイヤは血まみれになっていたはずです。そう。つまり、十四時の時点では、既にご遺体はリビングになかったのです」

　ぴん、と立てられた指が静止する。

　翡翠が流し目を送るように、詢子を見た。

　語る論理が、過去を再構築していくように、詢子を責め立てていく。

「さぁ、前提条件の整理ですよ。解剖医さんによれば、ご遺体の大腿部への圧迫は、最低でも二時間は続いていたそうなのです。イヤリングは最低二時間、ご遺体の下にあったはず。でも、これは矛盾しますね？　十四時の時点でご遺体がリビングに存在しないのなら、仮に十四時少し前に浴室に運ばれたのだとしましょう。その時点でイヤリングが大腿部から離れたと考えると、十四時には圧迫が続くべき最低時間である二時間が経過していることになります。ところが、ところがですよ。死亡推定時刻の開始は、十三時です。最も早くても十三時には、花音さんは亡くなっているはずなのです。けれど十四時の時点で、イヤリングが最低二時間、大腿部の下にあったと考えるなら、十四マイナス二で、死亡したのは十二時より前となってしまうのです。これは、不整合です」

　くるくると動く指先が、力なく止まる。

　翡翠は立ち止まり、お手上げを示すように肩を竦めた。

「解剖医さんを信用するならば、矛盾です。では、どうすればこの矛盾を解消できるのか。そこで、花音さんのコートを思い出しました」

　城塚翡翠は、やんわりと微笑んだ。

　両手の五指の腹を合わせた、愛らしいポーズを取る。

　詢子は、唐突にコートの話を持ち出されて、首を傾げる。

「コート？」

「はい。以前にお伝えした論理に従うと、花音さんはコートを着て外出し、鍵をポケットに入れた状態で、更にコートを着たまま帰宅しているのです。これはおかしいと思いました。だって、あの日のお昼はとっても暖かかったのですから」

　花を咲かすような仕草で、ぱっと両手を開き、翡翠が笑う。

　確かに、撮影の日は、天候にも気を遣った。

　それは以前にも話題に出た論理だった。

「お忘れかもしれないので、この論理を軽く再確認しましょう。あの日の早朝は肌寒く、それに対して日中は暖かなものでした。もし花音さんが日中に外出されたのだとすると、コートを着て帰宅するのは奇妙です。もしそれを着て出ていって、気温が上昇してから帰宅したのだとしても、コートは畳んで腕に掛けてあるべきで、その状態のコートの中に鍵を押し込む人はいません。女性なら鞄に入れます。わざわざコートに鍵を入れ直すということは、またコートを着て出ていく予定があったということでしょう。となれば。となればですよ。花音さんの元へ犯人が訪ねてきたのは、彼女がコートを着込んでいてもおかしくない時間帯……。たとえば、昼間よりもずっと以前、早朝だったのではないでしょうか？」

　翡翠は吐息を漏らし、再び両手の五指を合わせた。

「犯行時刻が早朝だったと仮定すれば、なにも難しいことはありません。そうだとすれば、イヤリングが最低でも二時間、ご遺体に圧迫を続けていた事実は矛盾にはならないのです」

「犯行が早朝だったとしたら、確かに矛盾はなくなるかもしれないわね」詢子は慎重に言葉を選んで口にする。「けれどそれは、死亡推定時刻を誤認させる方法があってこそ、成立する論理じゃない？」

「ええ、ですが、そんな方法はどこにもない……」

　翡翠は瞼を閉ざし、溜息を漏らした。

　詢子は笑う。

「勇ましく乗り込んできて、用意してきた答えがそれ？　呆れちゃうわね」

　無念そうにかぶりを振ると、胸元の巻き毛が小さく揺れる。

「死亡推定時刻を誤認させる方法はありません。ですが、ここまでの論理が導き出す別の道筋ならあります」

「別の道筋──？」

「犯行時刻は、間違いなく早朝だった。しかし、それは殺害時刻と等価ではないのです」

　詢子は息を飲んで、押し黙る。

　城塚翡翠が瞼を開く。

　爛々と光る翠の双眸が、詢子を見定めた。

　怜悧な論理が、自らの喉元に突き付けられるのを感じる。

　淡々と告げる口調は、やがて津波のように勢いを増して、早口になっていく。

「死斑の圧迫点とロボット掃除機の起動時刻が教えてくれた事実はこうです。すなわち、花音さんは、リビングではない場所から浴槽へと運ばれたのです。十四時の時点で、花音さんのご遺体は、リビングにも浴室にも存在しなかった。だからこそ、ロボット掃除機のタイヤには血液が微量にしか付着しなかったのです。そしてそう考えれば、最低でも二時間はイヤリングの圧迫を受けていたという矛盾も解消できます。なぜなら、花音さんのご遺体は、もっと別の時間帯、別の場所で、圧迫を受けていたからです。リビングの血痕が中途半端に拭われていたのは、そこが殺害現場だと誤認させるためであり、同時に出血の少なさをごまかすための工作でもありました。そう。藤島花音さんは、早朝の犯行で気絶させられて、別の場所へと運び出されていた──。花音さんは、別の場所で殺されたのです」

　詢子は、確かに圧倒されていた。

　まさか、そんなふうにして論理を辿りながら、自分の行動を正確に組みあげることができる人間が本当にこの世に存在するなんて。

　そんなのは、だって。

　まるで、名探偵のように──。

「犯人がとった行動は、こうでしょう。早朝、犯人は花音さんの自宅を訪ねて、彼女を気絶させる。殴打して昏こん倒とうさせたのでしょう。その際にリビングに飛び散った血を、犯人は簡単に拭う。ここで殺害されたのだと誤認させなくてはならないのですから、綺麗に掃除してしまっては逆効果です。その後、犯人は花音さんをガムテープで拘束し、ビニルシートなどで包んで車のラゲッジスペースに運びました。シートは、人目を避けるためでもあるでしょうし、傷から流れる血液が車に付着しないようにするためでもあったでしょう。その後、犯人は車を走らせて自然公園へと向かいます。そしてその近くにある駐車場、そこへ事前に駐めてあったキャンピングカーの中へ、拘束した彼女を放り込んだ──」

　合わせた五本の指。

　そのポーズを、詢子は見たことがあった。

　それは、世界一有名な、名探偵が思索に耽るときのもの。

　そうしてネイルで光る指先が、まるで弾丸の如く、詢子へと向けられる。

　絶対に照準が狂うことのない十の魔弾。

「その後は車で、わたしとの待ち合わせ場所へ向かい、わたしと合流したあと、自然公園での撮影を行った──」

　翡翠は静かに微笑んだ。

　獲物を追い詰めたことを、確信するように。

「詢子さん、あなたは十分以上、中座していた時間がありましたよね。戻ってきたとき、わたしとツーショットの写真を撮ってくれたので、よく憶えています。あのとき、あなたはどこへ行かれていたのですか？」

　詢子は俯く。

　それから、ふっと笑みを浮かべながら答えた。

「トイレよ。近くのトイレが混んでいたから、少し離れたところのトイレまで行っていたの」

「いいえ。違います。あなたは、一度自然公園を抜け出したのです。恐らく、防犯カメラに写っても問題ないように、簡単な着替えで変装をしたと思います。そうしてあの駐車場にあるキャンピングカーへ戻った。そして、そして……。そして、あなたはそのときに、藤島花音さんを撲殺したのです！」

　断罪の声が、詢子を撃つ。

　それは怒りに震えたような。あるいは悲しみに嘆くような。

　まるで今にも泣き出しそうな表情と共に発せられた言葉だった。

　詢子は、その声を静かに受け入れていた。

　翡翠の論理はすべて正しい。

　詢子はそのとき、キャンピングカーの中で花音にゼリー飲料を与えた。胃の内容物が空っぽだと、花音が朝食も昼食も摂らずに出かけようとしたことになり、いささか不自然となってしまうためだ。キャンピングカーの中で拘束されたままの花音は、わけがわからず恐怖していたが、空腹と喉の渇きには逆らえなかったようで、素直にゼリー飲料を口にした。

　詢子が花音を撲殺したのは、その直後だ。

「あなたはわたしと夕食を共にしたあと、また車で一時間をかけてキャンピングカーの元へと戻りました。その時点で花音さんは……、既に死後八時間ほどが経過していたことになります」翡翠は悲しげにかぶりを振った。「それから、あなたは血痕が付着しないよう、再びシートに包んだご遺体を、車のラゲッジへと収めた……。死斑が動かないように、同じ姿勢にしましたね？　遺体の姿勢を変えれば死斑が変化し、別の場所から運ばれた可能性を示し唆さしてしまう。浴槽の中に運ばなくてはならない理由は、ご遺体の姿勢にあったのです。ご遺体を運ぶことで死斑が不自然に変化しないよう、ラゲッジスペースの中に入れていたときと同じ姿勢で発見されなければならなかったから」

　詢子は押し黙ったまま、悲しげに光る翡翠の双眸を見返す。

　一つ、翡翠の推理を補足するならば、と詢子は考える。

　遺体は、シートに包んだままラゲッジスペースに入れたわけではない。

　抱えて運ぶ際に死体の姿勢は崩れてしまうし、それを直すためにもラゲッジスペースの中でポーズを調整する必要があった。シートで包んだままだとそれができなくなってしまうから、実際には事前にラゲッジに敷いてあったシートの上に遺体を載せて、姿勢を調整したあと毛布を被せた。こうすれば血痕が詢子の車に付着することはない。更に、空いたスペースにはクッション類を敷き詰めて、運搬中に遺体の姿勢が崩れないようにもしたのだ。

「そうして、あなたは花音さんのご遺体をまた別荘へと運んだのです。浴室へ運んで、ご遺体の頭部を執拗に破壊するなどの偽装工作をしたことでしょう。あれは殴打して気絶させたときの、生前の傷が解剖で発見されることを、可能な限り防ぐためだったのです……」

　その結論を耳にして、詢子は小さく溜息を漏らす。

　もちろん、彼女の中での優位は、未だ揺らいでいなかった。

「荒唐無稽な論理だけれど……、いちおう、筋は通っているみたいね。確かに、そう考えれば、アリバイは成立しないかもしれないわ」

「ありがとうございます」

　翡翠は小さく微笑む。

　対する詢子も笑った。

「けれど……。それを証明する、物証はあるの？」

「あります」

　城塚翡翠は、けれど怯ひるまない。

「それは、死斑に圧迫点を残したイヤリングです」

　だが、ここまでの反応も、詢子にとっては既に想定できている。

「犯人は浴槽にご遺体を運んで、様々な偽装工作を施しました。そうした工作の最中に、予想外のことが起こったのです。花音さんのご遺体から、イヤリングが落ちたのですね？」

　そう。

　すべての偽装工作を終えて、最終確認のためにリビングを見渡していたとき、花音のイヤリングが床に落ちていることに気づいた。

　午前中、花音を運び出したときにはなかったはずだから、車から浴槽へと遺体を運んでいる途中で落ちたのだろうとわかった。

「どうして犯人がイヤリングを探さなくてはならなかったのか、最初は疑問でした。けれど、完璧主義者である犯人の立場になってみれば、思考は追随できます。現場にイヤリングが落ちている。それだけではなんの問題もありません。ところが、イヤリングというのは、二つで一つです。では、もう片方は？」

　両手に、見えないイヤリングを二つ、吊り下げるような仕草。

　本当にこちらの考えを読み取れるのね、と詢子は賞賛したい気持ちになった。

「犯人はご遺体を確認したはずです。右耳にイヤリングがあるかどうかは、浴槽の中で右半身が上を向いていたわけですから、目視で確認できます。すぐに着いていないことがわかったのでしょう。そして、あなたは念のために左耳も確認しました。なぜなら、左耳にイヤリングが着いていなかった場合、トリックが見破られる可能性があるからです──」

　左手の指先に摘まんでいる、透明なイヤリング。

　それを揺らすような仕草を続けながら、彼女は語る。

「あなたはご遺体の頭部を動かして、花音さんの左耳を確認しました。なぜ確認をする必要があったのか？　もし、ご遺体が片側だけイヤリングを着けていたら、疑念を持たれる可能性があります。アシンメトリーなデザインならともかく、片側だけイヤリングを着ける女性はいません。もう片方はどこへ消えたのかと考える人が必ず出てくる。警察は別荘の近辺をくまなく探すでしょう。もし見当たらない場合、ご遺体が別の場所から運ばれてきた可能性を推察されてしまう──」

　翡翠の双眸は、精せい緻ちな論理でこちらの過去を言い当てていく。

　詢子は黙ったまま、それを聞き続けるしかない。

　けれど、と詢子は思う。

　城塚さん、わかっているの？

　この話が、どこへ着地するのか。

　それとも、わかっていないのかしら。

　この論理の結末でさえ、あたしの逮捕には繫がらないということを──。

　詢子の思惑に気づかず、翡翠はとくとくと語った。

　再びデスクの周辺をゆっくりと歩きながら。

「ところが、ご遺体はイヤリングを着けていなかった。ご遺体から落下したイヤリングが片方だけ、リビングの床に落ちているという状況です。では、もう片方はどこで落ちたのでしょう？　あなたは、もう片方のイヤリングがどこにあるのか部屋中を探しました。ソファの下を確認したのもそのためですね？　けれど、どこにも見当たらない。合理的に考えれば、車の中か、キャンピングカーの中。あるいは遺体を移した駐車場、そうでなければ別荘の駐車スペースから玄関の間、そのいずれかだと考えたはずです。車内に落ちていた場合は自分で処理すれば問題ありませんが、駐車スペースに落ちていた場合は不審に思われてしまう。玄関を出てすぐストーカーに襲われたという筋書きとも矛盾しますし、車で遺体を運び込まれた可能性を示唆してしまうことでしょう。それを防ぐためにも、必ず見つけ出しておきたいところですが、夜だったはずですから外を探し回るわけにはいかないでしょうし、不要な足跡だって残しかねません。仕方なく、あなたは諦めることにしました。花音さんが最初からイヤリングを着けていなかったことにしたのです」

　翡翠は立ち止まる。詢子のカメラのコレクションを収めたショーケースの前だった。踵を返すように振り返り、詢子を見た。彼女は早口で捲まくし立たててくる。それは詢子を責めるようでもあったし、淡々と事実を述べているだけにも聞こえた。

「あなたは拾ったイヤリングを、花音さんがリビングに飾るアクセサリー類の中へと戻した。なぜなら、もし遺体発見時、警察の鑑識さんたちがあらゆる痕跡を見逃すまいと地面を這はい回まわり、駐車スペースに落ちていたイヤリングを発見してしまった場合でも──、残る片方がアクセサリーケースに収まっていれば、それは事件とは無関係のものだと納得してもらえるからです。彼女が亡くなるずっと前に、片側だけ落として紛失したイヤリング。それを鑑識がたまたま拾っただけという筋書きとなり、なにも不自然はありません」

　翡翠は正確に詢子の思考をトレースしていた。

　そのことに反発を抱いて詢子は口を挟んでいた。

「そんなことをしないで、持ち去った方が簡単に思えるけれど」

　彼女は胸元に零れる髪を、指先へ巻き付けながら、読心術めいた論理を続ける。

「もちろん、犯人によっては、落ちたイヤリングをコレクションの中に戻さず、そのまま持ち去って処分してしまう人間もいるかもしれません。ですが、それはコレクションの中に戻すことに比べて、リスクの大きい行動です。もし、もう片方のイヤリングが鑑識に発見され、アクセサリーケースの方にも対となるものがなければ、もう片方はどこへ消えたのかと不審がられてしまいます。犯人が見逃していただけで、リビングのわかりやすい場所に落ちていたら？　落とし物というのは、意外なところで見つかるものです。花音さんの眼が届くはずの場所に落ちていた場合、もう片方の行方を気にする人間が必ず出てくるはずです。ご遺体が他のアクセサリーを着けているというのに、イヤリングだけを身に着けていないことに着目されてしまえば、犯人がイヤリングを持ち去った理由を探られてしまう……」

「あらゆる犯罪者が、そこまで細かく物事を考えるとは思えないけれど」

「ええ。もちろん、考えが及ばず、短絡的に持ち去って処分してしまった可能性はあります。その場合、証拠となるイヤリングは見つからないでしょう。けれど、慎重を期する犯人ならば！　それを絶対に持ち去ることはできないのでは！」

　詢子の犯罪を再構築する双眸が、ぎらぎらと燃えるように輝いて、その美しい唇が紡ぐ言葉が、勢いを増していく。

「詢子さん、前に仰っていましたね？　犯人が持ち去る必要のないものは、持ち去るべきではない。犯人は、イヤリングがご遺体の耳から直接落ちたと勘違いしている可能性があります。わたしは犯人とコミュニケーションを重ねて、その反応を探った上で確信しました。犯人は、イヤリングが死斑の圧迫痕を残していたことに気づいていなかったのです！　だからこそ、だからこそ持ち去る必要はないと考えたのでは？　そうだとするなら！　そうだとするなら！　花音さんのアクセサリーコレクションの中には、片側だけしかないイヤリングがあるはずであり、なおかつそれは球形で、大腿部の死斑の圧迫点とピタリと重なる形状をしている……。即ち……、それこそが、花音さんのご遺体が、別の場所から運ばれてきたことを示す物証となるのです！」

　あの美しく聴く者を魅了するような声音が、激しく唸り、暴風の如き勢いで、詢子の罪を搦からめ捕っていく。翡翠は言葉を言い切ると、その双眸をまっすぐに詢子へと向けた。睨むようではない。ただ真摯に、真実を追求した者の眼差しに見えた。

　彼女は、勝利を確信しているのだろう。

　対して、詢子は冷静に問う。

「どうやら……。見つけたみたいね？」

　翡翠は、デスクに置いたハンドバッグの中へと手を伸ばす。

　視線も、美び貌ぼうも、こちらに向けたまま。

　奇術師がシルクハットの中から、ウサギでも取り出すみたいな仕草で。

　微笑みながら、バッグの中に仕舞ってあったものを、詢子に見えるように提示する。

　透明なポリ袋に入っていたのは、間違いなくあのイヤリングだった。

　詢子はナイフを手にしたまま、小さく拍手をするジェスチュアをした。

「すごいわ。城塚さん」

「見つけてくださったのは、鑑識さんです」

　静かな微笑を絶やさないまま、翡翠は淡々と答える。

　詢子は首を振った。

「そうだとしても、凄まじい推理よ。本当にこんなこと、まさか自分で言う日が来るだなんて思ってもいなかったのだけれど……」音の鳴らない拍手を送りながら、詢子は告げる。「推理作家にでも、なったらどうかしら？」

　詢子は、翡翠と睨み合う。

　それから、どちらからともなく、くすくすと笑い出した。

　静寂の中、二人して、けらけらとお腹を抱えるように笑う。

　まるで、あのとき。

　自然公園に向かう車中での雑談みたいに。

　やがて笑い終えた翡翠は、瞳の端に涙すら浮かべて、感心したように言う。

「すごいです、詢子さん。ミステリの定番台詞です。わたしも、これまで色々な犯人と対峙してきましたけれど……、この台詞を聴ける日が来るとは思いませんでした」

「だって、あなたの話していることって、それこそ本格ミステリのトリックみたいに荒唐無稽すぎるわ」

「うーん」翡翠は首を傾げる。「ずいぶんと余裕ですね？」

「もしかして、気づいていないの？」

　詢子が言うと、翡翠は微かに眉を顰めて見せた。

「どうやら、アリバイトリックが解けて、浮かれすぎていたみたいね」

　大きな溜息が漏れてしまう。

　まるで名探偵のよう。

　それは認めてあげる。

　でも、こんなことにも、気づかないなんて……。

　残念よ。城塚さん。

「それなら、教えてあげる。そのイヤリングは、確かにアリバイトリックを崩す証拠にはなるかもしれない。けれどそれは、あたしが犯人であるという証拠にはなり得ないのよ」

　詢子の宣告に、城塚翡翠は眼を細めた。

　おかしくなって、詢子は笑う。

「藤島さんの遺体の下に、イヤリングがあった？　確かに、犯人は藤島さんの遺体を運んだのかもしれない。そうしてアリバイを作った可能性はじゅうぶんありえるわね。けれど、だからって、その犯人があたしであるということにはならないの。そのトリックを使って、まったく違う別の犯人が、違う場所でアリバイを作って藤島さんを殺害した──。その可能性を、そのイヤリングはなに一つ否定できない」

　城塚翡翠は、瞼を閉ざす。

　その事実に詢子が気づいていない、とでも思っていたのだろうか？

　ハッタリで、降参するとでも？

　だとしたら、お生憎様だ。

「あまり、あたしのことをナメない方がいいわよ」

　イヤリングと死斑の圧迫痕は、確かにアリバイ工作を証明する。

　けれど、それを詢子がしたという証拠はなに一つない。

　あの駐車場の防犯カメラには、詢子の車やキャンピングカーの出入りが写っているだろう。だが、それだけだ。殺人の光景が写っているわけではない。駐車場に複数台の車を駐めたり、何度も出入りすることは犯罪ではない。花音の遺体を運んで移す様子は防犯カメラの死角で行われているし、他の車のドライブレコーダーにも写っていない。キャンピングカーも、今頃は鉄くずだ。

　物証は、なにもないのだ。

　物証がなければ、誰も詢子を裁くことはできない。

　藤島花音を、誰も裁けなかったように。

　これが因果応報というものじゃないか……。

　翡翠は瞼を閉ざしたまま、小さく息を漏らす。下げた拳が、微かに震えている気がした。

　あとは、翡翠をどうにかして追い帰せばいいだろう。千和崎に関しては、そう、あとで解放してやってもいい。翡翠との対峙のおかげか、随分と冷静に頭が回ってきた。そのまま千和崎を解放するのは一つの手だろう。逮捕監禁罪に問われるが、立証できる物証を残さなければいい。スタンガンの痕跡ではせいぜい傷害罪くらいのものだ。仮に起訴されても、優秀な弁護士を付ければ問題ない。数年なら我慢ができる。少しずつ時間をかけて計画を練り直せば……。

「否定できませんか？」

　城塚翡翠が、瞼を開く。

　翠の双眸が、詢子を見つめた。

「え？」

　詢子は訝しむ。

　翡翠は無邪気に首を傾げた。

「詢子さんが犯人である証拠なのでは？」

「理解できてないの？」

「犯人は詢子さんです」

　詢子は笑う。

「そんなに言うなら、証拠を見せなさいよ」

「はい」

「え？」

　翡翠は頷く。

「はい。お見せしましょう」

　なんだ？

　この、自信に満ちた微笑は──。

　翡翠の右腕が、ゆっくりと持ち上がる。

「よろしいですか？　よろしいですか──？」

　白い指先が、自らの頰を撫でるかのように動いた。

　同時に、左手はイヤリングの入ったポリ袋を、首の辺りに掲げている。

　嫌な予感が、する。

　翡翠の指先が、その柔らかな巻き毛へと伸びた。

　まさか。

　そんな。

　そんなはずは。

　ありえない。だって。

　心の中が、奔流に飲み込まれていく。

　あらゆる事実と、あらゆる余裕が、すべて、覆されていった。

「こちらが、その証拠です」

　城塚翡翠が、長い髪を搔き分けて、白い耳を露出させる。

　綺麗なかたちの、白い耳。

　その下に揺れているものを、詢子は呆然と見つめる。

　彼女の耳を飾る、透明な球体。

　シャボン玉を模した、イヤリング。

　彼女が手にしているポリ袋にあるのと、まったく同一で対となるもの──。

　それが示す事実に気づいて、詢子は立つことができない。

　身体が、よろめく。

「はい。そうなのです」翡翠は困ったように微笑んだ。まるで意図せずルール違反をして勝利してしまったかのように。「現場に落ちたのは、花音さんのイヤリングではなかったのです……」

「そん、な……」

　優しさすら感じさせるような声音で、翡翠は続けた。

「恐らく、花音さんは最初からイヤリングを身に着けていなかったのでしょう。わたし、詢子さんの車から、真ちゃんへのお土産を取り出そうとして、頭をぶつけたことがありました。てっきり撮影の途中、公園で落としたのだと思っていたのですけれど、そのときラゲッジスペースに落ちたんですね」

　詢子はよろめいて、ソファの背もたれに腰を付ける。

　あのときは、時間との勝負だった。

　だから、遺体の血が付着しないように、事前にシートを敷き直していた。三脚に付いた土などで汚れないよう日頃からしていることだったから、別に不自然なものではなかっただろう。けれど、そのシートの上に翡翠のイヤリングが落ちたのだ。

　自分は、それに気づくことなく、花音の遺体をその上に──。

　別荘で花音を気絶させる直前、彼女が窓に映った顔を見て、なにかを思い出すように相談したいことがある、と口にしていたのを思い出した。あれはひょっとすると、どんなイヤリングを身に着けるべきか、相談したいという意味だったのではないだろうか──。

「花音さんが穿いていたのは、レースのスカートでした。女性なら経験があるかもしれませんが、あれって他のものを引っかけやすいんですよね。満員電車には怖くて乗れないくらいです。恐らく遺体を運び出した際に、イヤリングの留め具が引っかかり、くっついてしまったんでしょう。それが、遺体を運んでいる途中で落ちたのです」

「違う……、そんなの」

　詢子は震える声で呻くように反論する。

「あなたのものと……、同じである、保証がない、わ」

「わたしの指紋が付着していました。検査中ですが、皮膚片からＤＮＡも採取できています」

「あなたが……。事件現場を調べに行ったとき、落とした可能性が……、拭えない」

「いいえ」翡翠はかぶりを振る。「怖い鑑識さんに睨まれていたので、わたしは現場を訪れていません。それどころか、正確な住所も知りません」

　そんな……。

　そんなの……。

「ずるい、じゃない……」

　すべての証拠を隠滅したのに。

　こんな、ドジっ子みたいな探偵が落としたイヤリングで、犯行を証明されてしまうなんて。

　奇跡的な偶然に、敗北するなんて。

「ファインダーの死角」翡翠は自分の耳朶を飾るシャボン玉に、人差し指を触れさせた。「わたし、普段は事情があって耳を出しませんから、詢子さんにレンズを向けられているときも、もしかしたら見えにくかったかもしれません。それでも、もっとよく見ていてくだされば……」

　もし、それが花音のものではなく、翡翠のイヤリングだと気づいていれば、詢子は躊躇することなく、それを現場から持ち去って処分したはずだ。けれど詢子は気が付かなかった。モデルの服装やホクロの位置に、写真を現像する段階で気づくことがあるという話を、詢子は翡翠に話したことがある。だから、翡翠は確信したのかもしれない。

　証拠が現場に残っているはずだ、と。

　あるいは、自分が翡翠の写真を、もっと早くに現像していれば、なにか変わっただろうか。いや、それも時間的に無理だったろう。

　でも、もっとよく、彼女のことを見ていたら。

　悲しげな眼差しが、詢子へと告げる。

「このイヤリングを現場まで運べるのは詢子さんただ一人だけ。そして同時に、それができたのは、花音さんを殺害した犯人だけなのです。これが、あなたが犯人であるという物証です。おわかりでしょう？　真ちゃんを、返してください」

　自分の敗北だ。

　詢子は、覚悟を決めた。

　項うな垂だれたまま、暗幕で閉ざされたスペースへ、引き返す。

　千和崎は拘束された状態で、静かにこちらを見上げていた。

　詢子はナイフで彼女の足を拘束するテープを切る。

　それから、彼女の身体を引き摺り上げた。

　体格は、こちらの方がいい。

　だから。

「立って」

　千和崎の喉元にナイフを突き付けたまま、前へ歩くように告げる。

　暗幕を振り払い、城塚翡翠にその光景を見せつけた。

「詢子さん！」

　痛烈な悲鳴が上がる。

「そこをどいて」千和崎にナイフを突き付けた状態で、詢子は言った。「あたしはまだ捕まるわけにはいかないの」

　驚愕に双眸を見開いた翡翠が、かぶりを振る。長い巻き毛が揺れた。

「そんなことは無駄です！　どうか、これ以上罪を重ねないでください！」

　翡翠の悲鳴を聞きつけてか、扉が開いて刑事二人が駆け込んできた。

「千和崎さん！」

　男の一人が叫んだ。どちらも見た顔。

　確か、蝦名と槙野と言っただろうか。

「動かないで！」

　鋭く、牽けん制せいするように、詢子はナイフの切っ先を前方に向ける。

「動いたらこの子を殺す」

　もう一度、首元に切っ先を突き付けた。

　人を殺すにはうってつけの、鋭すぎるナイフ。

　自分でも注意しなければ、殺しかねない。

「詢子さん、もう終わりにしましょう」

　翡翠が訴えてくるが、そんな言葉を聞くつもりはない。

　だって、まだ捕まるわけにはいかない。

　莉帆を殺した連中を、すべて殺し返すまで。

　悪いことをしたら、報いを受けるべきなんだって。

　この世界に、証明してやらないと……。

「あの連中は莉帆を殺したのよ」詢子は笑う。「あたしだけが捕まるなんておかしいじゃない」

「いけません。詢子さん……」

「どうしてわからないの……」苛立ちに、自分の声が荒くなるのを感じる。「こっちには正当な理由があるの！　正しいことなのよ！　どうしてそれを止めるの！」

「人を殺してもいい正当な理由なんて、どこにもありません」

　それでも、翡翠は真摯な表情で、詢子に無垢な倫理を訴えかけようとしてきた。

　その顔が、なんだかひどく、苛立たしい。

　まるで、莉帆に言われているみたいになったから。

　けれど、本当に莉帆が望んでいるのは復讐だ。

　自分が望んでいるのは、正当な罰だ。

「いいえ！　ある！　あなたにはわからないのよ！」

「それなら……」

　翡翠は激しく首を振った。

　髪を振り乱すようにしながら、城塚翡翠が叫ぶ。

「それなら、正当な理由とはなんです！　誰がそれを判断するのですか！　誰にその判断ができるというのです！　その身勝手な判断で大切な人を殺されても赦せるのですか！　詢子さん！　あなたは莉帆さんを！　どんな理由でなら殺されても赦せるのですか！」

　莉帆を、どんな理由でなら、殺されても赦せるか？

　どんな理由だろうと、赦せるはずがないじゃない。

「そういうことじゃ……、そういうことじゃないでしょう！　あいつらとあたしは違う！　莉帆はなにも悪くないじゃない！　あいつらには殺されるだけの理由があるの！」

　翡翠は怯まず、間髪を入れず叫んだ。

「相手が悪人なら殺してもいいのですか！　それを悪だと判断するのは誰なのです！　人間の下す判断と意思なんて、本当はもっといい加減で脆弱なものなのですよ！　そんな独善的な勘違いで、大切な人を殺されてたまるものですか！」

　彼女は固く握った拳を振り上げる。

「わたしは赦せない！　どんな理由でも赦しません！　なにか理由があれば人を殺してもいいなんて理屈は、いつか必ず自分の身に降りかかるのです！」

　自分の身に降りかかる？

　莉帆に、殺されてもいい理由があったはずはない。

　あんな酷いことをされる理由なんて、どこにあったと言うのだろう。

　たった一度きりの、人生なのに。

　藤島花音は絶対的な悪。

　悪は裁かれなきゃ。

　そうでなきゃ、不公平でしょう？

「違う……。あなたみたいな人には、わからないのよ……」

「いいえ、詢子さん。わたしだって、もう誰も失いたくありません。だから理不尽な暴力は赦せないのです。わたしは正義や正しさというものが通じる世の中であると信じたい。直接的な暴力が他者の命を奪って支配するなんてこと、あっていいはずがないのです。人の死が、どれだけわたしたちの人生に影を落とすものか、それを知っているから……」

「いいから、どいて！」

「無理です。あなたは絶対に逃げられません。既に逮捕状が請求されています。警察も、周囲を取り囲んでいるのです。これ以上、こんなことは……」

　城塚翡翠は、動くつもりがないようだった。

　刑事二人も、その後ろに控ひかえている。

　詢子に逃げ場はない。

　人質を、傷つけられないと思っているのだろう。

　傷つけたところで、自分がここから脱出することも不可能だ。

「どうしても、わからないのね……」

　深く、溜息を漏らした。

「逃げられないなら、それでもいい。でも、あなたにはわかってもらいたいわ」

　詢子は顔を上げる。

　翡翠は、詢子を拒むように、かぶりを振った。

「絶対に、理解できません」

　詢子は笑う。

　千和崎を抱きかかえて、その喉元に切っ先を触れさせながら。

　もしかしたら、血が滲んでいるかもしれないくらいに、深く。

「いいえ。あなたも認めざるを得なくなる。人を殺すに足る正当な理由が、この世界には存在するんだってこと、思い知ることになる。そうでなきゃ不公平よ」

「詢子さん？」

「この子を、あたしが殺す。そうしたら、わかってくれる？」

　千和崎が呻く。テープで彼女の声は届かない。

　翡翠が蒼白な表情で眼を見開いた。

「詢子さん、それはだめです──」

「そうしたら、あなただって、あたしを殺したくなるでしょ？」

「詢子さん。お願いです。それはいけません。それだけは、ぜったいにだめです」

　刑事二人は、今にも飛び出しそうな動きを見せるが、そうだとしても距離は充分にある。詢子は切っ先を向けて、刑事を牽制する。動いたら、千和崎の首をすぐに切り裂く。それが可能な距離だ。刑事は渋々と言った様子で一歩を後退した。

　翡翠が懇こん願がんするような声を出す。

「お願いです。どうか……。なんでもします。それだけは、どうか……。わたしを、代わりの人質にしてください。だから……」

　ふるふると、愛らしく首を振って、そう頼み込んでくる。

　潤んだ瞳を、詢子は見返す。

「いいえ。あなたを人質にしたら意味なんてない。あたしは、あなたに思い知らせてあげたいの。あたしの邪魔をしたんだもの。それくらいの報いは受けてよ」

　城塚翡翠は唇を震わせながら言う。

「詢子さんを、恨みたくありません。そんな……、そんなことをされたら、わたし、なにをするかわかりません。だから……」

「ほら、そうでしょ？　相手を殺したくなるでしょ？　復讐したくなるでしょ？　自分だけがつらい目に遭うなんて、おかしいと思うでしょう？　あなたの信じる正しさなんて、所詮はそんな程度のものなのよ」

「詢子さん、お願いします。どうか……。なんでもします。なんでもしますから」

　翡翠が頭を下げた。

「それが嫌なら、全員、この場所から離れなさい。今すぐに」

　詢子は言い放つ。

「翡翠、だめ……」

　突然、すぐ近くで声が上がる。

　見ると、千和崎の口元のテープが剝がれかかっている。

「真ちゃん……」

　翡翠が顔を上げて、潤んだ瞳を向ける。

　千和崎が、ふっと息を漏らした。

「城塚翡翠に、そんな言葉は似合わないから」

「真ちゃん、でも……」

　悪夢を拒むように、かぶりを振って。

　けれど、城塚翡翠は眼を見開いた。

　なにか、唐突に思い出したみたいに。

　突然、幼くなったような表情。

「あれ……。真ちゃん……」怪訝そうに、双眸が細められる。「その……、手を縛られているだけ、ですか？」

　なんだ？

　詢子は眉を顰める。

　なにを言っている？

「凶器は、ナイフだけ？　拳けん銃じゅうとかではなく……、毒を盛られたわけでもなく……、それで、捕まっちゃったんですか？」

　考えてみれば、信じられない、というような顔。

　詢子は呟く。

「なにを言って……」

　翡翠が、一歩を近付いてくる。

「来ないで！」

　詢子は牽制のためにナイフの切っ先を突き出す。

　翡翠の歩みが止まる。

　それから、詢子は再度、千和崎の喉元にナイフを突き立てようとした。

　だが、いない。

「え？」

　摑んでいたはずの体軀がない。

　忽こつ然ぜんと、消えている。

　下だ、と一瞬遅れて気が付いた。

　素早く屈み込んだ千和崎の身体が、眼下にある。

　それから、暴風のような唸りが吹き上げて、右手に激痛が走った。金属音。自分の握っているナイフが、吹き飛んだのだと気づいた頃には、屈んでいる千和崎は不思議な体勢を取っていた。まるで……、そう、ブレイクダンスのような。肩を軸とするような低い姿勢。長い両脚がしなやかに唸り、蟹かにの鋏はさみみたく詢子の足を挟んでいた。

　城塚翡翠は、なんて言っていたっけ。

　料理が絶品で……。

　漫画のキャラクターみたいに、強い？

　背中に痛みが走った頃には、息が詰まっていた。

　転倒していると気づいて起きあがろうとするが、既に槙野刑事が詢子の腕を捻っている。

「大川詢子。逮捕監禁、傷害未遂の容疑で現行犯逮捕します」

　手錠が掛けられる。

　詢子は愕がく然ぜんとしたまま、身動きができない。

　あまりにも一瞬で、なにが起きたのかわからない。

　ひどいペテンに引っかかったみたいな気分だった。

　ふぅ、と槙野刑事が溜息を漏らして、立ち上がる。

「今の、なんです？」

　槙野が訊くと、ぴょんと立ち上がって、涼しい顔をしている千和崎が言う。

「カポエイラですけど」

　千和崎の手首のテープは剝がれていた。

「はぁ」

　呆ほうけたように口を開ける刑事をよそに、激突するような勢いで翡翠が千和崎にしがみ付く。

「真ちゃあん！」

「ぐがっ！」

　千和崎の顎に、翡翠の頭部が突き刺さった。

「どっ、どうして、どうしてもっと早く！　もっと早く！」

　千和崎は顔を顰めながら、翡翠の身体を引き剝がそうとしている。

「いや、そんな、隙を窺っていたんだって。流石にナイフは怖いでしょ。ていうかくっつかないで。化粧が服につくじゃんか！　てか今ので口を切ったんだけど！」

　座り込んだまま、詢子はその光景を見ることしかできない。

　むしろ、笑い出したくなってくる。

　完敗だ。

　もう取れる策がない。

　こんなの、最初から千和崎を人質にしていた時点で、負けていたようなものじゃないか。

「すごいのね。あなたたち」

　詢子は溜息を漏らす。

　手錠を掛けられた手を見下ろしながら、詢子は呟く。

　槙野が手を貸してくれたので、詢子は静かに立ちあがった。

「詢子さん」

　翡翠は、既にあの美しく毅然とした表情に戻っていた。

「いつ、気が付いたの？」

　詢子が問うと、翡翠は困ったように微笑む。

「実は、数時間ほど前……。自分の写真を見て、イヤリングに思い当たったんです。でも、本当なら、最初から気づくべきでした」

「最初から？」

「わたしは人の心を読みます。けれど、今回はそれが仇になりました。詢子さんが、朝の時点で人を殺していたと、そう思い込んでしまったせいです。なぜなら、詢子さんが人を殺したことがあると疑わせるような反応を見せていたから。けれど、違っていたんです。詢子さん……、花音さんは、二人目の被害者ですね？」

　詢子は、押し黙る。

　それを証明するのは、あなたたちの役目でしょう？

　そう、瞳で訴えた。

「莉帆さんの事件の加害者の中に、一人、数週間前から行方不明の人物がいる、と蝦名さんが教えてくれました。わたしと初めて出会ってから撮影の日までの間に、詢子さんが殺した相手は、その人物だった」

「なるほど」槙野刑事が言う。「それで、お前は被害者が午前中に殺害されたと思い込んでしまっていたわけか」

「はい。一人で勝手に思い込んでいました。だから、死亡推定時刻を誤認させたのだと、空回りしていたのです。本当に、人間の判断なんて脆弱なものですね。その前提を取り払えば、最初から解決するヒントがあったのに」

「最初から？」

　詢子は眉を顰めた。

「はい。自然公園のチケットの半券です」

　翡翠は微笑んで、詢子を見つめる。

　それはどこか、悲しげな微笑だった。

「それが、なんなの？」

「最初、チケットを購入したときに、詢子さんはそれをお財布の中に入れていました。個人事業主でしたら、そうしたものは経費に計上するはずですから、財布に入れることは不自然ではありません。ところが、ところがです……。トイレから戻ってきた詢子さんは、わたしとチケットの写真を撮るために、ジーンズのポケットの中から、半券を取り出したのです」

　詢子はなにも言わず、天井を仰ぐ。

「トイレに行くだけで、財布の中にあるものが、ポケットの中に移動するのは不自然です。そしてわたしは、チケットの半券があれば再入園ができると詢子さんが仰っていたのを思い出しました。そう。詢子さんは再入園するために、財布の中からチケットを取りだして、それをポケットに仕舞ったのでしょう。トイレに行くだけなら、わざわざ外に出る必要はありません。最初から、気づくべきでした。その間に……、人を、殺していたのだと……」

　最後の言葉を、翡翠は苦しげに紡ぎ出した。

「そう」詢子は笑う。「あんな写真、撮るんじゃなかったわ」

「詢子さん」

　揺らぐ微かな声が、詢子の耳に届く。

　詢子はもう、城塚翡翠を見なかった。

「わたしと一緒の写真を撮ってくださったのは……、アリバイの証拠にするためですか？」

「当然でしょう」

　詢子は告げる。

　槙野が促して、扉へと向かった。

「あなたみたいな女と、一緒に写りたがる人間がいると思う？」

　返答はない。

　忘れないで。

　あたしは、あなたの敵なのよ。

　あなたの撮影なんて、しなければ。

　あるいは、あなたと出会うことさえなかったら。

　でも、もう過去は取り戻せない。

　やり直せるなら、莉帆のことだって、失わなくても済んだはずなのだから。

　刑事に連れられて、詢子はその場を去る。

　もう、自分が写真を撮ることは二度とないだろう。

　さようなら。友達になれたかもしれないあなた。

　詢子は、その言葉を、永遠に胸の内に閉じ込めた。





"Out of the Finder" ends.





... and again.



　千和崎真は、ホテルのラウンジを歩いていた。

　都内の一流ホテルというだけあって、豪ごう奢しゃな内装だった。打ち合わせでラウンジを利用するビジネスマンの姿も多く見られるが、どれも高級感のあるスーツに身を包んでいる。真はオフィスカジュアルな服装ではあるが、少しラフ過ぎたかもしれない。

　奥のソファ席で、目的の男性が紅茶を飲んでいた。

　年齢は四十代半ばくらい。あるいはもう少し上なのだろうか。どことなく陰湿そうな雰囲気が漂っているが、スーツに隠れた身体は年齢に似合わず引き締まっている感じがある。端整な顔付きを隠す細い銀縁眼鏡が、神経質そうな印象を助長させていた。眼鏡も、時計も、ネクタイも、目立つ感じのものではないが、よくよく見ればハイブランドのものだ。

　紅茶を口にしながら、新聞を読んでいる。

　諏訪間駕が善ぜん。

　警察庁の官僚だという。それくらいの情報しか、真は知らされていない。警察が翡翠に協力的になるのは、この男の力が関わっているのだろうと、そう窺える程度だ。

　真は向かいの席に座った。

「どうも」

「ごきげんよう」諏訪間はあまり不思議そうな顔をせずに訊いてくる。「翡翠はどうしたのかな」

　真は肩を竦める。

「急な体調不良で休んでいます」

「そうか。よくあることだ」

　ウェイターが来たので、真はコーヒーを頼んだ。

　千五百円するようだが、この男が支払ってくれるだろう。

「その傷は、先日あったという騒動の勲章かな？」

　諏訪間に訊かれる。

　真の唇が、小さく腫はれていることに気づいたのだろう。

「そんなところです」

「そうか、お大事に」

　まぁ、犯人に付けられた傷ではなく、雇い主の頭突きがもたらした傷なのだが。

「雇い主から伝言があります」

「なんだね？」

「今回の事件で、わたしの能力に失望してくれたことを祈ります。わたしには、あなたたちの意向に沿う能力はありません、と──。どういう意味です？」

「さて」諏訪間は肩を竦めた。「間違ってはいなかったのだから、成功していたと捉えることも、できるのではないかな？」

　意味がわからない。

　眉を顰めるが、諏訪間は言葉を補足するつもりがないらしい。

「それで、本題ですけど……、翡翠がお願いした件は、調べてもらえたんでしょうか」

「もちろん」

　諏訪間は微笑んで、優雅な仕草で新聞を畳んだ。

「彼女にお願いをされたら、極力叶えてあげたいからね」

「対価を心配していたようですけれど」

「既に充分に働いてもらっている」

　彼はテーブルの上で手を組んだ。

「さて、法務省の方で確認をしてきたよ。当然ながら資料を渡すわけにはいかないから、口頭で私が説明させてもらおう。君に伝えればよろしいかな？」

「記憶力はいい方なので」

「担当した検事によると、当初、少女は全面的に罪を認めていたそうだ。ただし、供述内容に矛盾が多く見られた。世間の注目が高かったこともあるだろうが、幸いなことに、担当者は少年事件に関しては熱心に調べ尽くさなければ気がすまない検事だったそうだ。すると周囲の人間の証言から、少女はむしろ、被害者を庇っていたのではないかと判断された」

「庇っていた？」

「元々は主犯格の人物と親しかったが、彼女たちの行いに積極的に荷担することはなかった。むしろ、酷いことをやめるようにと懇願していたようだが、彼女たちは聞き入れることがなかった。それで、ときおり被害者を庇っていたようだ。暴行で傷を負えば手当てまでしていた」

「それが、どうして」

「見ているだけだったから、と少女は考えたのだろう。傍観者でいることしかできず、大人たちに相談することもしなかった。ああいう事件に関して、見ているだけなら同罪だという考えをする人間もいる。少女は自分を赦せなかったから、自身を罰するために、同罪だとして罪を認めていたんだ。だが、実際には加害行為をしてなかったから、供述に矛盾が生じた。担当検事はそう判断して、彼女を嫌疑なしとして家裁不送致とした。少女は検事の追及を認めた」

　淡々と語る諏訪間の言葉を、真は瞼を閉ざして聞いていた。

　もし、それが本当なのだとしたら。

　江刺詢子の正義には、どんな意味があったのか。

「もちろん、すべて担当検事の判断だ。全件送致主義といってね、少年事件の場合、よほどのことがない限り、検察は家庭裁判所にそのまま少年を送致する。それだけに検事は確証があったのだろう。だが、少女は罪を免れるために、検事の勘違いを利用しただけなのかもしれない。そのとき、少女がなにを考えていたのかは、彼女に訊いてみなければなにもわからない」

　だが、それはもう叶わない。

　死者はなにも答えることがないのだから。

　人間の判断なんて、不確かなもの。

　なにが正しいかなんて、誰にもわからない。

　誰の手によるものなのかは不明だが、この事件に関しては、既に藤島花音の過去を暴露した記事が出回っており、犯人への同情だけでなく、花音を中傷する声も多い。そう。今だって、自分の眼で確かめることもしない人々が、声高に正義を叫んで他人を攻撃している。もちろん、真実はもうわからない。なにもわからないのに、真実を追求する覚悟も行動もなく、どうして人々はなにかを知った気になって、他者を攻撃してしまうのだろう。

　これでは、江刺詢子も同じではないか。

　彼女は、相手を推し測ることもなく、その真意を訊ねることもできなかったのか。

　江刺詢子が藤島花音に向けて構えたファインダーは、なにも映すことがなかったのか。

　真は溜息を漏らす。

　ウェイターが珈琲を運んできた。

　香ばしい薫りが鼻を擽る。

　その黒い水面に眼を向けながら、真は訊く。

「少年事件の調書って、そんなふうにぺらぺら部外者に話していいものなんですか」カップを手に取り、諏訪間の表情を観察しながら、黒い液体に口を付けた。「よく知らないけれど、警察庁と法務省って仲が悪そうなのに」

「言ったろう。彼女にお願いをされたら、可能な限り叶えてあげたいと思っている」

　諏訪間は紅茶のカップを手に取った。

「それに法務省にも彼女の協力者は多い。今だって拘置所に足を運んでもらってるだろう？」

「いつも、げんなりした顔で帰ってきます」

「無理を言って頼んでいるんだ。向こうも申し訳ないと思っているさ」

「それだけとも思えないのですけれど」

「翡翠に訊くといい」

「教えてもらえません」

　珈琲は、真の好きな味ではなかった。

　少なくとも、自分で淹れる方がずっと美味しい。

「私はなにも答えないよ。彼女が教えないということは、君に知られたくないということだろう。私も余計なことをして、彼女に嫌われたくないんだ」

「気づいてないんですか」真は嫌味を言う。「既に嫌われていると思うんですけれど」

「ひょっとすると」諏訪間は生真面目な表情で首を傾げた。「急な体調不良が続くのは、それが理由かな」

「そうかもしれませんね」

「昔はもっと可愛らしく懐いてくれていたんだがな。どうすればいいだろう？」

「もう少し、デザートの美味しいお店で待ち合わせをするとかはどうでしょうか」真は肩を竦める。「このホテルにも、デザートビュッフェはあります」

「私が足を運ぶには、少し浮くな」

「好感度が上がるかもしれませんよ」

「考えておこう」

　諏訪間は苦々しく笑う。

「諏訪間さんって、なんなんです？」

「ただのしがない宮仕えだよ」

「警察も、法務省も、翡翠を利用して、なにをするつもりなんです？」

『真ちゃん──』

　イヤフォンから、真を制止する声が上がる。

「お𠮟りがあったかな？」

　まるでその声が耳に届いていたみたいに、諏訪間は首を傾げた。

「翡翠。あまり長く体調不良を続けられてしまうと、私もうっかり、千和崎君に余計なことを話してしまうかもしれない」

『真ちゃん、切り上げなさい』

　真はカップを置く。諏訪間を睨んだ。

「じゃあ、別のことを訊きます。諏訪間さんは、翡翠とどういう知り合いなんです」

「あたりさわりのない範囲で言うならば」諏訪間は微笑んで、静かに言う。「彼女を日本に招いた人間だ。弟を亡くして、死人のようだったから、その価値を教えた」

『真ちゃん──』

　批難するような鋭い声。

　弟？

　真は首を傾げる。

　いつだったか、そんな話を聞いたことがある。

　何年か前に、嵐あらしに巻き込まれたとき……。

　あれは、でも、噓だと言っていなかったか。

「これで体調不良が悪手だと気づいたかな？　まぁ、怒られないうちに退散するとしよう」

　微笑んだまま、諏訪間は立ち上がる。

　真は彼が支払いを終えて去っていくのを見守った。

　イヤフォンから、聞こえる声はない。

　思考を整理し、時間をかけて珈琲を飲み干してから、席を立つ。

　エレベーターを使って、地下の駐車場へ向かう。

　車の助手席で待機していた翡翠は、なにも言わなかった。

　車を走らせる。

　特に会話はない。

「ごめん」

　それに耐えきれなくなって、真は言う。

「知られたくなかったなら、謝る」

「いえ」翡翠は小さく呟いた。「だからあいつは嫌いなんです」

　ちらりと見ると、助手席の翡翠は頰杖をついて、顔を顰めていた。

　だが、それ以上の言葉はない。話すつもりはないということなのだろう。

　翡翠はほとんどノーメイクで、髪も整っていないように見える。

「まっすぐ帰る？」

「そうですね」

　彼女は窓の外を見つめたまま応える。

「帰って、ゲームでもしようか」

「真ちゃんが手加減してくれるなら」

「目隠しするよ」

　翡翠が笑う。

「そういえば」機嫌を直してくれたのか、彼女は言葉を続けた。「真ちゃん、あの写真をすぐに教えてくれなかったのは、どうしてです？」

「それは、まぁ……」

　千和崎真が、江刺詢子に自首を促すために見せた写真のことだ。

　あの写真には、江刺詢子が雨合羽を着ている様子が写っていた。

　真が江刺詢子を追っていたのは、本当だ。

　依頼人は、森本朱美の母親だった。そう。朱美は大川莉帆事件の加害者の一人だ。

　彼女の母親から、娘のことを探っている人間を突き止めてほしいと、伝手を頼って依頼されたのである。彼女の母親はそれなりに社会的地位のある人物だったので、スキャンダルを探られていると考えたのだろう。最初、朱美の母親は娘が起こした事件については黙っていたが、真が追及すると真実を話してくれた。真は朱美の周囲を張り込んで、彼女のアルバイト先に度々やって来る江刺詢子に辿り着いたのだ。

　だから、翡翠が江刺詢子と友人になったと言ったときは酷く驚いたものだ。しかし、それも冷静になって考えてみれば、ありえない偶然ではないと思える。翡翠は真の位置情報を追うことができるから、いつも特定の喫茶店に長時間居座っていたことを不審に思っただろう。あのとき、ひとりで飛び出した彼女が行き場を求めて、その疑問を解消するために喫茶店を訪れたとしても不思議はないような気がする。

　真は江刺詢子の目的を探るべく彼女を尾行していたので、当然ながら二人が自然公園に行ったときも追跡をした。こちらも翡翠の位置情報は把握しているので、尾行はしやすい。二人を見張っていると詢子が離れたので、真は詢子の方を追いかけた。すると彼女は自然公園を出ていくではないか。車に忘れ物をしたのだろうかと考えて、距離をとりながら尾行をした。

　しかし、江刺詢子はキャンピングカーの中へと入っていったのだ。

　妙だと考えて、真はキャンピングカーに近付いた。窓に隙間があったので、そこを覗き窓代わりに、死角からスマートフォンで車内の様子を撮影したのである。

　恐らく、雨合羽は返り血を防ぐためのものだったろう。だが、そのときの真は嫌な予感がしたものの、まさか目の前で殺人が起きていたなんて考えもしなかったのだ。翡翠が帰ってくる時間に合わせて、尾行は切り上げた。もし、ずっと尾行を続けていたら、花音の遺体を移動させる様子を目撃していたことだろう。

　運転をしながら、真は考える。

「うまく言えないけど……。ほら、助手が殺害の瞬間を見ていたなんて……。あまりにも退屈で、卑ひ怯きょうな証拠じゃない？　だから行き詰まるまで、奥の手としてとっておいたというか」

「確かに、証拠としては退屈かもしれませんが……」

　不満そうに、翡翠が零す。

　本当の理由は、別にある。

　あまりにもしょうもないので、話したくない。

　端的に言えば……、勘違い、されたくなかったのだ。

　もし、過保護だと思われたら……。

　詢子を尾行していたのではなく、翡翠を尾行していたと思われたら、ひどく癪しゃくではないか。

　まぁ、少しだけ。ほんの少しだけ、ちょっと心配していたのは事実。

　でも、その動機を、真は隠しておくことにした。

　翡翠が呟く。

「どちらにせよ、もう、二度と……、あんな危険な真似、しないでください」

「ごめん」

　素直に謝った。確かにスタンガンを使われて拘束されるなんて、間抜けだったろう。だが、あの行動に勝算がなかったわけではない。あのとき、真は気絶までしなかった。ガムテープによる拘束なら、翡翠に教えてもらった手法で脱する算段もあった。そのため、意識を失ったふりをして、ひとまず江刺詢子の行動を見守ることにしたのだ。

　すぐに、翡翠は真がいないことに気づくだろうとも踏んでいた。なにかあったときのために、たとえばメモには副業ではなく本業と記しておいたし、夕飯も用意したと記しつつ冷蔵庫にはなにも入れておかなかったのだ。スマートフォンが破壊されたとしても、最後の位置情報は伝わっているはずなので、すぐに翡翠がやって来るだろうと考えた。そしてその場合、それは彼女の迷いを断ち切るきっかけになり得るだろうとも。

　実際、その通りになった。

　だが、翡翠は心配しただろう。

　翡翠がやって来たとき、真はスニーカーの踵かかとで音を立てて、問題がないという合図を送った。それを聞いた彼女は落ち着きを取り戻すと冷静に推理を語り始め、江刺詢子を追い詰めていったが、詢子が最後に抵抗を示してナイフを突き付けてきたときは、流石に焦ったのだろう。真は彼女のあんな表情を見たことがなかった。

「ほんとに……、ごめん」

　あれ以上、あなたが傷付くのを見たくないから、とった行動なのに。

「本当に、真ちゃんは……、わたしがいないとなにもできないくせに、無茶をして」

　それは、こっちの台詞だと思うけれど。

　顔を背けられていたので、その表情を見ることはできなかった。

　マンションに着くと、コンシェルジュから大きな封筒を渡された。蝦名刑事が持ってきたものだという。二人して首を傾げてしまった。

　部屋に戻り、ソファに腰掛けて、その封筒を二人で確認する。

　真は、中から出てきたそれを見つめる、翡翠の横顔を見た。

　翡翠は、悲しげに睫毛を揺らす。

　その横顔を、真は素直に美しいと思った。

「真ちゃん」唇を震わせながら、翡翠が言う。「わたしは……。きっと浮かれていたんです。なにが、名探偵の眼差しでしょうか。わたしは、わたしは……。すぐ近くで、友人が罪を犯すところを、みすみす見逃していたんです……。もっとわたしに力があれば、止めることができていたのかもしれないのに……」

「人にできることなんて、限られてるよ」

「それでも……」

「わかってる」

　真は呟いて、彼女の肩を抱き寄せた。

「どうしてもっと……。もっと、話し合うことができなかったんでしょう。もっと、他の道があったかもしれないんです。わたしだって、正しくなかったかもしれないのに……」

　正義が通じる世の中であってほしい、と翡翠は言っていた。

　真は、世の理不尽さに屈して、正義なんてどこにもないのだろうかと嘆いたことがある。江刺詢子もそれに失望して、直接的な暴力に縋すがることを選んだ。

　そんな中であっても、城塚翡翠は自分の信じる道を保とうとしている。

　いつもその姿に救われた気持ちを抱くことができるから、自分はここにいるのだろう。

　それなら、自分は最後まで、彼女の味方でいたい。

「つらいよね。しんどいよね」

　翡翠は小さく肩を震わせながら、真に身を寄せる。

「だから……、わたしの隣にいるときくらい、泣きなよ」

　翡翠の髪が、真の首筋を擽る。

　嗚お咽えつはない。

　だが、その震えを感じ取りながら、真はテーブルの上に置いたそれを見る。

　江刺詢子の事務所で、見つけたものだという。

　封筒から出てきたのは、一枚の大判の写真。

　淡くぼけた美しい花を前景に。

　真摯な表情で、決意を抱きながら。

　どんなに辛く、悲しいことがあっても。

　決して怯むことなく、挑み続けるのだと──。

　その信念を抱きながら、こちらを見つめる双眸。

　それは江刺詢子が撮影した、城塚翡翠の写真だった。





"invert II" closed.
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